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　目の前に血に塗まみれた死体がある。僕は銃を握っている。

　その死体はよく知った顔をしている。泣いたり、怒ったり、笑ったり、いろんな表情を見せてくれた可愛かわいらしい顔。それが今は真っ赤に染まっている。僕は銃を握っている。

　顔だけじゃない。彼女の胸や、腹や、体中から赤い色は流れ出ている。僕の鼻孔を、鉄のような嫌な匂いが刺激する。

　噓うそだ。噓うそだ噓うそだ、信じたくない。けれど確かに感じる血の匂い。血の色。彼女は誰かに撃たれて死んだのだ。

　酷ひどい。誰がこんなことを。絶対に許せない。僕は銃を握っている。

　僕には、さっきまで何をしていたかの記憶はない。

　僕は、彼女の目の前で、銃を、握っている。

　──あれ？

　おかしい。誰が彼女を撃ったのだろう。

　僕は何も覚えていない。

　僕は、何も覚えていないんだ。

　おかしい。

　どうして、こんなことになったんだろう？










　　　──　イチ　──




『これから皆さんには、とある《観察》に付き合っていただきます』

　高音を何重にもしたような奇妙な声で、目の前の何かは言った。

　それは「何か」としか言いようがない。言葉にするのが難しいが、無理矢理たとえるなら、大きなシャボン玉といったところだろうか。淡く光る、虹色の霧みたいなぽわぽわしたものが、サッカーボールくらいのサイズの球形をつくっている。

「……は？」

　としか言えなかった。頭の中が疑問符で埋め尽くされている。

　周りには僕以外に六人もの人間がいるが、知っている人は一人もいない。この人ひと達たちは誰なのだろう。

　そもそもここはどこだ。コンクリートの打ちっぱなしのような場所。しかし素材はコンクリートではないだろう。コンクリートの鼠ねずみ色いろにメタリックさを取り入れて近未来風に仕上げてみました、と宣伝文句がつきそうな、光沢のある壁、床、天井。

　前方にも後方にも長く伸びているから、ここは通路なのかもしれない。ただ通路にしてはやけに広く、七人なら並んで歩けそうな横幅だ。

　鈍い輝きを放つメタルシルバーの周囲は、まるで映画の中の光景のようで、これは現実なのか疑ってしまう。もしかしたら夢なのかもしれない。だって僕は、今どうして自分がここにいるのか、まったくわからないのだ。

『繰り返しますね。これから皆さんには、とある《観察》に付き合っていただきます』

　虹色のぽわぽわから、また声が発せられる。口どころか音声が出てくるような穴さえ見当たらないのに、どこから声が出ているのだろう。

　他の六人も皆、何がなんだかわからない、という表情をしている。

「あの。あなたは、なんなんですか？」

　恐る恐る、僕は尋ねてみた。

『我々は宇宙人です。名前はまだない』

「……は？」

　指摘したい箇所が多すぎる。我々と言うが一体にしか見えない。しかも、どう見ても人型ではない。宇宙「生物」ならまだわかるが、宇宙「人」ではないのではないか。それ以前に、宇宙人なんて僕の前に現れるはずがない。何の冗談だ。

『いいですか皆さん、よく聞いてください。我々は、あなた方を地球からこの＠※★※[image: やじるし]☆※星へと攫さらってきました』

「……は？」

　さっきからこれしか言えず、とんでもない間抜けのようだ。だが他に何を言えばいいのかわからない。

　気が付いたら知らない場所に知らない人ひと達たちといて、シャボン玉が宇宙人を自称している、なんてまるで大がかりなドッキリのようだが、僕はテレビでドッキリを仕掛けられるような有名人ではない、普通の高校二年生だ。

『我々はあなた方を仮死状態にし、宇宙船で地球からこの＠※★※[image: やじるし]☆※星に運んできました』

　宇宙船で仮死状態というといわゆるコールドスリープか。まさにＳＦ映画じゃないか。やはりこれは何かの撮影なのか？　なんで僕がそんなものに？

「ええと……そのなんとか星とやらは、一体なんなんですか？」

『なんとか星ではありません。＠※★※[image: やじるし]☆※星です』

「……いや、聞き取れないんですけど」

　ただでさえ、高音を何重にもしたような不思議な声なのだ。それで謎の星の名前を言われると、何がなんだかわからない。

『＠※★※[image: やじるし]☆※星です。＠※★※[image: やじるし]☆※星です。＠※★※[image: やじるし]☆※星です』

「だから、聞き取れません……」

　若干呆あきれる。宇宙人とか攫さらってきたとか、よく考えれば恐ろしい状況だと思うのだが、いかんせん現実味がなさすぎて恐怖心が湧いてこない。

「おい、宇宙人とかなんとか星だとか、そんな話はどうでもいい。これは何の冗談だ。なぜ俺おれ達たちはここにいるんだ？」

　そう尋ねたのは、この中で一番年上に見える男性だ。年齢は三十代前半くらいだろうか。

『我々があなた方をここへ運んだのは、重要な観察のためです』

「重要な観察？」

『はい。おめでとうございます、あなた方は《観察対象》として選ばれた七人なのです』

「……ええーっと、状況が飲み込めないし、君の言うことを全部信じるわけでもないんだけどさあ。ちょっと気になるから質問させて。選ばれ方ってなんなの？　そんな重要な観察とやらに、なんで私が選ばれたのかな。何か基準や条件があったとか？」

　緩くウェーブのかかったロングヘアの女性が、自称宇宙人に尋ねた。

『いえ、特に意味はありません。適当に選んだ結果です』

「ええー……適当って、そんな」

『皆さんには、我々の観察に付き合っていただきます。実験、と言ってもいいでしょう』

「……観察とか実験とか、暗鬼館かよ。今から命をかけたミステリでも始まるってか？」

　今度は、銀髪の男が質問する。

『いいえ、この観察はミステリなんかではありません。ミステリなんて期待しないでください』

「ここにいる人間同士で、殺し合いでもしろって言うんじゃないのか」

『違います。皆さんは殺し合う必要なんてありません』

「じゃあ、結局僕ぼく達たちを使って何を観察したいというんですか」

　僕が尋ね、自称宇宙人が答える。

『我々が観察したいのは《アイ》です』

　全員、きょとんとしていた。藍、哀……、愛。おそらくこの自称宇宙人が言っているのは最後のものなのだろうが、今この場には、ロマンチックすぎてあまりに似合わない。

『宇宙人にはアイがわからぬ』

「いや、メロスには政治がわからぬ、みたいに言われても」

『宇宙人ジョークです』

「……メロスは宇宙人のものじゃないと思うんですが」

『最近、地球の文学作品をよく読んでいるものでして』

　どこかズレた受け答え。なんだか気が抜ける。

『とにかく、我々＠※★※[image: やじるし]☆※星人には、アイジョウというものがないのです。我々は分裂はしますが、誰かとツガイになることも、生殖行為を行うこともありません。他者にスキというカンジョウを抱くこともありません。アイは、我々より下等な生物である地球人が持っている、我々にはないものです。我々は、それをもっとよく知りたいのですよ。ですから、我々は皆さんにここで共に生活してもらうことで、アイについて観察させてもらいたいのです』

「って……まさか、ここにいる人間同士で恋愛をしろとか言う気ですか」

『強制的に交尾させるなどと言うつもりはありませんので、ご安心ください。我々は、レンアイにかぎらず、あなた方の人間関係を見せてもらうだけです』

　周囲の人々は皆、黙っていた。黙っているというか、何を言っていいかわからず、結局何も言えずにいるようだ。僕も同じである。

『さて、皆さん。地球人は空腹を感じる生物ですから、おなかが減っているでしょう？　食事にしましょう。食堂はこっちです。我々について来てください』

　自称宇宙人はふわふわと浮いて、メタルシルバーの通路を進んでゆく。

「ふざけるな、何の冗談なのか知らんが、こんなわけのわからないことに付き合っていられるか。俺おれ達たちは帰るからな」

　困惑して動けずにいた僕らの中で唯一、最も年上に見える男性だけは、娘らしき女の子の手を引いて自称宇宙人とは逆方向へ歩いてゆく。

『彼らのことは放っておきましょう。この館内は閉鎖されています。あなた方はここから出られません』

「え、いや、でも……」

　ロングヘアの女性は、足早に行ってしまう男性と女の子と、残された僕らを交互に見た後、男性と女の子のほうへ足を向けた。

「や、やっぱり気になるし、私も行く」

　つられるように、僕の足も動いた。

　これが夢であれ現実であれ、現状を把握するのは大事だ。今、僕らがいるのがどんな場所なのか、外はどうなっているのか、確認できるのならしておきたい。

「あの、僕も一緒に行っていいですか」

　尋ねると、ロングヘアの女性は窺うかがうようにじっと僕を見た後、ほっと胸を撫なで下おろすように笑った。

「もちろん。正直まだ何がなんだかわからなくて、一人じゃ不安なんだ。一緒にいてくれると心強いよ」

　あらためて彼女は、にこっと音がするような笑顔を僕に向ける。オフショルダーのトップスとショートパンツという爽やかな格好と、はきはきと通りのいい声も相俟まって、向日葵ひまわりのような明るさを感じさせる人だ。

「私は徳とく島しま。徳とく島しま県の徳とく島しまに、紀き伊いの伊、時代の代で、徳とく島しま伊い代よ」

「僕は、山やま口ぐち健けん次じです」

「おっと、県名繫つながりだねー、奇遇。ところで君は、制服着てることからして、学生だよね？　高校生くらいかな。私は今、大学一年なんだ。私のほうが年上だし、タメ口でオーケー？」

「あ、はい」

「ありがと。君もそんなに硬くならないでいいよ。フレンドリーなほうが好きなんだ、私」

「……それにしても、これは一体、なんなんでしょうね？」

「ねえ、本当に。何かの企画？　リアル脱出ゲームみたいなもんかな？」

「ですかね……そんなのに参加した覚えなんてないんですが」

「むー……まあ、殺し合いはないとか愛の観察だとか、とにかく物騒なことではないみたいだし。とりあえず笑っておこうか」

「笑うんですか、とりあえず」

「そうだよ。人生、笑ってりゃなんとかなるからね！」

　にっと、ぴかぴかの歯を剝むき出だしにして笑う彼女につられて、僕まで笑顔になる。そう。僕は笑えていたのだ。

　このときは、まだ。







『さあ、お食事ですよ。お食事なのです』

　時計がないのでわからないが、あれから、おそらく数十分か一時間ほど経過した後のこと。結局僕らは全員、「食堂」と呼ばれる場所に集まっていた。

　僕と徳とく島しまさんはこの建物内をくまなく歩いた。構造自体はそう複雑ではない。ご丁寧に建物内にマップが用意されていたが、居住エリア、娯楽エリア、そして食堂にホールと四つの領域に分かれていて、それぞれが広く長いメタルシルバーの通路によって十字に繫つながっている。

　娯楽エリアと書かれていたところにはカラオケルームとトレーニングルームが、居住エリアには七つの部屋があった。おそらく僕らが寝泊まりするための部屋なのだろう。どこも鍵がかかっていない自動扉だったので入ってみたが、それぞれ色の違うメタルカラーの部屋に、ベッドがぽつんと置いてあった。

　階段はどこにもなく、二階や地下というものはない。この建物はその四つのエリアだけで構成されている。

　マップには書いていないだけで隠し部屋があるのではないかと、とにかく歩き回って壁や天井までいろいろと調べてみたが、外に出られる扉は一切なかった。それどころか窓さえ一つもなく、外の様子を窺うかがうことすらできない。

　スマホで外と連絡をとるという方法ももちろん考えたが、ポケットに入れていたスマホはなくなっていた。僕だけでなく他の人ひと達たちも、スマホ・腕時計・持っていた鞄かばんなどの所持品はなくなっているようだ。

　夢なら、これだけ時間が経過すれば覚めそうなものだが、そんな気配など皆無だ。──どういうことなのだろう。

『ゆっくりお食事してください。我々は皆さんを観察していますので』

　自称宇宙人は、ふよふよと食堂内を浮遊している。

　この「食堂」はなかなか悪趣味な場所だ。壁と天井の色は、さっきのメタルシルバーと似て非なる、メタルピンク。もちろんここにも、通路と繫つながっている自動扉以外、一切扉はない。

　僕らは、全員が一緒に食事できる、壁と同色の長テーブル──の脇に用意されたやはり同色の椅子に座っている。目の前には食事が用意されているものの、箸が進まない。

　……もし。もしこれが夢でないなら、僕らは本当に宇宙人によって地球ではない星に連れてこられてしまったのだろうか。どうやって地球に戻ればいいのだろう。宇宙人は、ちゃんと僕らを解放する気があるのだろうか。観察が終わり、用済みになったら始末される、なんてことはないだろうか。

　他の人ひと達たちも、不安と混乱のせいか、黙ってもそもそと食事をとっている。

「えーっとお、ちょっと静かすぎない？　とりあえず、皆で自己紹介しようよ。あ、ちなみに私は徳とく島しま伊い代よっていいます。徳とく島しま県の徳とく島しまに、紀き伊いの伊、時代の代って書くよ。よろしくー」

　皆に気を遣うように、徳とく島しまさんが明るく言った。自称宇宙人が賛同する。

『いいですね。名前も知らない相手にアイを持つことは困難でしょう。他の皆さんも自己紹介をしてください。では、まずそこの端の……あなた』

「え、僕？」

　ふわりと自称宇宙人が飛んできたのは、僕の目の前だ。僕が瞬まばたきをしていると、『さあどうぞ』と促してきた。

　まあいい、自己紹介くらいなら、とっととすませてしまおう。

「僕は、山やま口ぐち健けん次じ。山やま口ぐち県の山やま口ぐちに、健康の健、次回の次と書きます。高校二年生です」

　徳とく島しまさんに倣ならって漢字の説明を入れた自己紹介の後、ぺこりと頭を下げた。

　他に言うようなことなんて、思いつかなかったのだ。

『では、次の方』

「パパ、次だって。パパの番？　それとも、わたしが先？」

　無邪気な声でそう言ったのは、小学生くらいの女の子だ。最年長であろうスーツを着た男性の膝の上に乗り、小首を傾かしげている。

　男性はその子の頭をひと撫なでした後、ぼそぼそと聞き取りづらい自己紹介をした。

「……服に部室の部で服部はつとり。それに平和の和、永久の久で服部はつとり和かず久ひさ。こっちは、娘の……」

「はい！　二つの葉っぱって書いて二ふた葉ばです、六歳です！　よろしくお願いしまーす」

　娘のほうは父と対照的に、はきはきとした声で言った。子供らしい元気な笑顔は、純粋に可愛かわいらしいと思う。長い髪を一部分だけリボンで結んでいて、その髪型があどけない雰囲気に輪をかけている。

『はい、次の方』

　ふわりと、自称宇宙人が銀髪の男の前に飛ぶ。

[image: ]

「オレは鹿、川、秋、それに良って書いて、鹿か川がわ秋あき良よし」

　鹿か川がわと名乗った彼は、男だがやたら綺き麗れいな顔と声をしていた。言葉のイントネーションからして日本育ちなのは間違いなさそうで、おそらく髪は染めているだけだ。

　年齢は多分僕と同じくらい。ゴス系というのだろうか、黒い服を着ており、シルバーのアクセサリーをいくつもつけている。

「秋って、季節の秋ー？　お兄ちゃん、秋生まれなの？　わたしも秋がお誕生日だよ。一緒だね！」

「いやオレは冬生まれだけど。なんか予定が狂ったっつうの？　秋生まれるはずだったのがなくなって、でも名前はそのまま使われることになりましたー、みたいな？　あとちなみに、苗みよう字じはカガワっつってもうどん県のほうじゃねえからな。鹿だから、うどん県じゃなくてむしろ奈な良ら県けんな。全然奈な良ら出身じゃねえけど」

　それにしても、外見はクールそうに見えるのに、口を開くとイメージが違うというか、軽薄な印象だ。

「……次は、あたしね。あたしは三み重え……三み重え県の三み重え、姫に子で三み重え姫ひめ子こ。高校二年生」

　三み重えさんはにこりともせず言った。ブレザーの制服を着た、さらさらのポニーテールが魅力的な女の子だが、大きなつり目が目立ち、ややきつい印象がある。加えて少しも笑わないものだから、冷たげな雰囲気だ。といっても、ドライな空気というのとも違う。たとえるなら、周囲を警戒している猫のようだ。

　現状が不安なのか、緊張しているのか、あるいはその両方だろう。つんとした空気が虚勢を張っているようで、かえって心もとなそうに見える。

「最後は、私ですね。瀬せ戸と内うちの瀬せ戸とに、美しい月、で瀬せ戸と美み月づき。高校一年生です。ちなみに、姫ひめ子ことは従い姉と妹こで幼おさな馴な染じみなんですよ」

　三み重えさんが冷たげな美人なのに対して、瀬せ戸とさんは「ふんわり」とか「ほっこり」とかそういう擬態語が似合う女の子だ。セミロングの髪にヘアピンをつけていて、服装はセーラー服。派手さはないが一緒にいて安心できそうな空気がある。

『ふむ。これで全員終わりですね』

「宇宙人さんはー？　自己紹介、しないの？」

　二ふた葉ばちゃんが自称宇宙人に尋ねる。

『我々は宇宙人です。名前はまだない』

「宇宙人さん、名前、マダナイちゃんっていうの？」

「二ふた葉ば、そういう意味じゃない」

「いや、いいんじゃね？　名前がないなんて不便じゃん。うん、オレはマダナイって呼ぶわ」

　二ふた葉ばちゃんが無邪気に笑い、服部はつとりさんが否定したものの、鹿か川がわがそれを採用する、という流れで、どうやらこの自称宇宙人の名前が決定してしまったらしい。

『なるほど。我々は宇宙人。名前は《マダナイ》』

　いいのか、そんな名前で。

「名前なんてどうでもいい。それより、今の問題は、ここからどう脱出するかだ」

　服部はつとりさんが声を険しくする。

「だ、脱出って……こ、こんなの、夢でしょ」

　そう言った三み重えさんの声は、微かすかに震えている。それ自体が、これがもう夢ではないかもしれないと思っている証拠だ。そんな彼女に、服部はつとりさんが言う。

「確かに俺も夢だと思っていた。だが、体を叩たたいたりつねったりすると痛みがある。痛み以外でも、全ての感覚が夢にしてははっきりしすぎている。──万が一のために、今後のことについて話し合いくらいしておくべきだ。もし夢だったら、どうせいつか覚める。それならそれでいいんだしな」

「今後のことといっても……別に私わたし達たち、殺されたり、殺し合いをさせられたりするわけじゃないんですよね？　なら下手に動くより、観察っていうのが終わるまで、おとなしく待ったほうがかえって安全じゃないですか？」

　瀬せ戸とさんがそう言って首を傾かしげると、服部はつとりさんがマダナイに尋ねた。

「おい。観察とやらは、いつまで続くんだ」

『我々の気がすむまで、です』

「それはどのくらいだと聞いているんだ」

『不明です。一ヶ月かもしれませんし、一年かもしれませんし、百年かもしれません』

「そんなに待てるか」

　舌打ちをし、盛大なため息を吐く服部はつとりさん。

「やはり脱出方法を探すべきだ。このままじゃ、俺おれ達たちはこのおかしな宇宙人とやらに飼い殺されることになる」

「けど、マダナイの言っていることが仮に本当だとするなら、ここは地球じゃないんでしょう？　だとしたら、どうやって地球に帰るかが問題じゃないですかね。宇宙船とかが必要だろうし、あったとしても、操縦方法とかわからないし……」

　徳とく島しまさんは雰囲気を和らげるように笑顔を保ったまま、それでも困惑を隠しきれない様子で言った。続けて鹿か川がわが口を開く。

「つーか、コイツが宇宙人で、ここが謎の星だって信じることが前提なのかよ？　地球での、なんかの企画じゃねえの」

「でもマダナイってＣＧとかじゃないみたいだし、何より、この建物から出られないなんておかしいよ。大体こんな大がかりな建物、企画のために建てたりする？」

「ともかく、ここからは早く出るべきだろう。たとえ企画だかなんだかだったとしても、俺には毎日仕事だってあるんだからな。外に脱出を……」

『皆さん、変なことを話し合わないでください。観察対象に逃げられたら、観察が成り立たなくなってしまいます。逃げようとすれば罰を与えますから、覚悟してくださいね』

　マダナイの言葉に、僕ら一同ぎょっとする。

「罰って……何をする気ですか」

『逃げようとした罪に相当する罰、です。罪には罰がつきものでしょう。罪と罰、です』

　いくつもの高音が重なったような声で告げられると、妙に怖い。

　皆、不安そうに視線を交わし合ったり、黙って俯うつむいたりしてしまう。逃げるのは危険だ、逃げられそうにない。そんなことを、考えているのだろう。

『さあ、皆さんが今すべきことは、脱出なんかの話し合いではなく、お食事です。ほら、もっと食べてください。ちゃんと日本人の皆さんのお口に合うように、日本食にしてみたのですから。……ああ、食べたいものがあったら、言ってくださいね。なんでもご用意しますので』

　そう言われても、こんな状況で食欲など湧くはずがない。だが体力・気力を保つためにも、食事はしておいたほうがいい。

　もしもメタリックカラーのパンだとか極彩色のサラダだとかのおかしな食事なら喉を通らなかったかもしれないが、幸いマダナイの言った通り、食事は僕ぼく達たち日本人が普段食べている白米に味み噌そ汁しる、焼鮭ざけに漬物といったメニューなのがありがたかった。このメタルピンクの空間には、まったくそぐわないが。

　鮭さけの身をほぐして口へ運ぶ。少し塩気が強いが、うまい。ただ、喉が渇く。

　水に口をつけると、よく冷えていた。飲み込むとドクンと心臓が大きく一拍した気がする。自覚していなかったが、そんなに体が反応するほど喉が渇いていたのだろうか。

　その後、特別な会話もなく食事は終わった。

『さて、夕食の後は就寝ですね。皆さんには、それぞれお部屋をご用意していますので、そこで各自睡眠をとってください。ちなみに、部屋の移動を禁止するということは特にありませんので、自由にしてくださいね。オヤコやトモダチ同士で一緒に寝ようが、異性を連れ込もうが、止めません。ただ事前に言っておきますが、館内のどの部屋も自動扉で、皆さんには鍵はかけられない仕様になっております。ご了承ください』

　マダナイはふよふよと浮遊しながら移動し、僕らをそれぞれの寝室まで案内した。服部はつとりさん親子は同じ部屋で寝るようだったし、三み重えさんと瀬せ戸とさんも、一人では不安だと、一緒に寝るようだ。

　僕も正直、この状況で一人というのは心細いのだが、頼れるような相手はいない。案内された部屋に入り、寝ることにする。

　目が覚めたら、この夢が終わっていることを祈って。







　ところがそう都合よくはいかないのが現実というものだ。目を覚ましてみると、周囲は見慣れた僕の部屋の白い壁ではなく、昨日寝た部屋のメタルブルーの壁だった。一晩寝て終わらないということは、やはりこれは夢ではないのか。

　室内にある洗面所で顔を洗った後、着替えることにする。ちなみに、シンプルな白の半袖Ｔシャツに黒のジャージという寝間着と、替えの下着は昨日ベッドの上に用意されていた。

　Ｔシャツを脱いだところで、はっと気付く。着替えるための服はあるのだろうか。

　僕が昨日着ていたのは、学校の制服だ。畳んで床に置いてある。ブレザーとズボンは毎日同じで問題ないが、ワイシャツはどうするべきか。

「おはようございます、山やま口ぐちさん」

「わっ」

　突然目の前に、何もなかったはずなのに、ふっとマダナイが現れる。更に、どこからともなく出てきた大量の衣類がどさどさと床に落ちた。

「お着替えをどうぞ。事前にさまざまな服をご用意しておいたのです。不便な生活を送らせたいわけではありませんからね。デザインもサイズも、いろいろ揃そろえておりますよ」

　床の衣類に目をやる。量販店で売っていそうな洋服から高そうなスーツ、浴衣ゆかたに学ランまで、マダナイの言う通りありとあらゆる種類・サイズの服が揃そろえられていた。

　それにしても、マダナイの声が昨日と違うのはどういうことだろう。昨日は高音が何重にもなっているような声だったのに、今は何も重なっていない、ただの高音に聞こえる。宇宙人は日によって声が変わるのだろうか。

「さあ、どれでもおスキなものをどうぞ。ご試着もご自由に」

「……こ、これだけでいいです」

　僕は床から、自分の制服のものに似たワイシャツを取る。ブレザーとズボンは昨日と同じでいい。どれだけお洒落しやれな服があろうとも、宇宙人が出したばかりのものを着るのは抵抗がある。

「着替えが終わったら、食堂に行きましょう。朝食をご用意しておりますのでね」

　あらためてマダナイを見る。こんなよくわからない自称宇宙人なんて存在、目を背け否定してしまいたい。しかし空腹には勝てないし、現実から目を逸そらし続けていても意味はない。おとなしく着替え、マダナイについてゆくことにした。

　居住エリアを出て長い通路を通り、食堂の前で、二人の女子の後ろ姿に追いつく。

「おはよう、瀬せ戸とさん、三み重えさん」

「あ……山やま口ぐちさん、でしたっけ。おはようございま……あれ？」

「ひゃっ!?」

　やけに驚いた様子の二人に、どうしたのか聞こうとしたところで、僕もそれに気付く。

　マダナイは僕のすぐ傍そばにいるのに、瀬せ戸とさん達たちの前にもいる。つまりマダナイが二人いる。

「あ、新しい宇宙人さん……ですか？」

「や……やだ、宇宙人が、何人もいるっていうの!?」

「違いますよ。新しい宇宙人ではありません。私は、マダナイです」

「そうです。私わたし達たちは、マダナイです」

「な、何よ!?　どういうことなのよっ」

　三み重えさんは毛を逆立てた猫のように、ふーっとマダナイ二人へ怒りを向けた。おそらく混乱してどうしていいかわからず、そんな形でしか感情を表現できないのだろう。

「ですから、私は、私わたし達たち。私わたし達たちは、我々です」

　言うなり二人のマダナイは、合体とでもいうのだろうか、交じり合って一つになった。ただし、大きさ自体は変わらない。

『私は、私わたし達たちであり、我々なのです。＠※★※[image: やじるし]☆※星人とは、そういうものなのですよ。一人は皆。皆は一人、です』

　マダナイの声が二重に聞こえるようになった。分離しているときはただの高音で、合体するとそのぶん交わった声になる、のだろうか。

「……ええと。僕らには、そんな説明だけじゃ、よくわからないんですが」

『ようするに、％＃[image: わる]●ということですよ』

「…………そうですか…………」

　どうやら宇宙人の原理は僕ら地球人には理解できないものらしい。

『それより皆さん、お食事にしましょう。健康な朝は、栄養ある朝ごはんから、です』

　僕らは食堂に入る。中には既に他の面子メンツが揃そろっていた。徳とく島しまさんに鹿か川がわ、服部はつとりさん親子。ちなみに皆の後ろにもやはり、それぞれマダナイがいた。

「なんですか、皆さん。せっかくいろんなお洋服をご用意したというのに、代わり映えのしない格好ですね」

　徳とく島しまさんの後ろにいたマダナイが僕ぼく達たちを見て──目がないから、見たのかはわからないが──とにかく僕ぼく達たちを認識して、言った。

　確かに僕も三み重えさんも瀬せ戸とさんも、昨日と変わらぬ制服姿。僕と同じように、宇宙人の出したものを着るのは不安だったか、日頃の習慣のせいだろう。

「地球人はアイを育む一環として、着飾ることにより自分をよく見せるものだと、本で読みました。皆さんも、もっとお洒落しやれをしてはいかがですか」

「大きなお世話よ。う……宇宙人が出した服なんて、よくわかんなくて着れないし……っ」

　三み重えさんは、目がないマダナイ相手なのに目を合わせないように、マダナイから視線を逸そらしつつ言った。

「ふむ、服はおイヤですか」

「では、アクセサリーはいかがでしょう」

　別のところからまた一人マダナイが飛んできて、テーブルの上にどさっとアクセサリーの山を置く。ネックレスやブレスレット、カチューシャやヘアクリップなど実にさまざまだ。

「いや服が嫌なんじゃなくて、宇宙人が出したものが嫌だって言ってるのっ。……ちょ、ちょっとやめてよ、勝手につけようとしないでっ！」

「マ、マダナイさん、あんまり姫ひめ子こを怖がらせないでください。代わりに私がつけますから」

　瀬せ戸とさんはヘアピンを、マダナイが出したリボン付きのものに替える。三み重えさんはそれを見て、大丈夫なのかと心配そうだ。

『さて、皆さん。お食事をご用意しますので、少々お待ちください。ああ、水は昨日と同じくそちらにありますので、ご自由にどうぞ。いくらでも、おスキなだけ』

　水に関してはセルフサービスで、いくら飲んでもいいようになっており、水道の蛇口がいくつも並んでいる。

「ねえねえ、牛乳ないの～？」

『すみません、牛乳やジュースのご用意はございません。水を飲んでください』

「ぎゅーにゅー、ぎゅーにゅー！」

　二ふた葉ばちゃんが服部はつとりさんの膝上で騒ぐ。服部はつとりさんは二ふた葉ばちゃんの頭を撫なでて宥なだめていた。

「さて、昨日の夕食は和食でしたので、今朝は洋食にしてみました」

「皆さん、たくさん食べてくださいね」

　食堂の奥の調理場から、何人ものマダナイが出てくる。その虹色の周囲に、魔法のようにふわふわと、食事を載せた皿が浮いていた。マダナイが動くことで皿も一緒に動き、危なげなくテーブルの上に置かれてゆく。

「っていやいや。朝からステーキ？　起き抜けにはちょっと重くないかなあ」

　徳とく島しまさんが苦笑する。

『起き抜けには重い？　お肉の重量は、どの時間帯でも変わりませんよ』

「んーと、そういう意味じゃなくてね。朝はあんまり、がっつりお肉とかの気分にはなれないってことなんだけど」

『ふむ？　その感覚は我々にはわかりません。地球人は難しいですね』

「うーん……とにかく、明日の朝はもっと軽いもののほうがありがたいかな。あんまり脂っこくないものっていうか。……まあ本当は明日とかなくて、今すぐ家に帰してくれるのが一番嬉うれしいんだけどね？」

『では明日の朝食は、ご希望に添えるようにいたしましょう』

　家に帰してくれる気はないらしい。

「わたし牛乳が欲しい！　ぎゅーにゅー！」

『申し訳ありません。牛乳はないのです』

　マダナイは徳とく島しまさんの、明日の朝食についての要求は受け入れたのに、二ふた葉ばちゃんの要求は受け入れない。なぜだ。この星には牛乳はないのだろうか。

「……二ふた葉ば。牛乳は、家に帰れたらいくらでも飲ませてやるから」

　むくれている二ふた葉ばちゃんを、服部はつとりさんが優しく宥なだめる。

「いくらでもー!?」

「ああ。二ふた葉ばは牛乳、大好きだもんな。他にも、二ふた葉ばの好きなものなんでも飲んでいいし、食べていいぞ。……帰れたら、な」

「じゃあわたし、フルーツの牛乳飲んでみたい！　瓶に入ってるやつ、前にテレビで観みたの！」

「フルーツ牛乳なら、前に飲んだことあるだろ」

「えー、噓うそ！　わたし、飲んだことなーい！」

「あるって。二ふた葉ばは忘れっぽいからなあ……」

　やれやれというようにしながらも、服部はつとりさんは温かい目で二ふた葉ばちゃんを見つめている。何気ない二人のやりとりが微ほほ笑えましい。

『とにかく、食べてください。さあ、健康な一日は朝食から、ですよ』

　マダナイに言われ、皆は気が進まないようにしつつも、ナイフとフォークを手にした。

　気が進まないのも無理はない。朝だというのもあるが、それ以上に、まだ「地球ではない星に連れてこられた」と説明を受けてから一晩しか経たっていないのだ。食欲などあるわけがない。

　右隣の三み重えさんの様子を窺うかがうと、彼女はフォークを持ち上げる気配すらない。ただ俯うつむいて何も喋しやべらずにいる。

　僕は肉をナイフで一口大に切って自分の口へ運んだ。軽く歯を立てただけで、柔らかい表面からじゅわっと肉汁が溢あふれて、非常にうまい。が、やはり朝食としては重い。

　それにしても昨日も思ったが、味つけが濃い気がする。肉の塩気がきつい。そのため、水が進む。僕の前のグラスは、すぐに水が半分以下になった。

　徳とく島しまさんが席を立つ。水のおかわりに行ったようだ。やはり彼女の口にも、この味つけは塩辛いのだろう。

『ご飯もパンもたくさんご用意してありますので、どんどんおかわりしてください』

　静かな室内に、マダナイの声が響く。僕は無言で肉を切っては口へ運ぶ。

　僕の皿からは、ナイフとフォークを使う音がカチャカチャと響く。が、右隣からは、そんな音さえしない。

「……あの、三み重えさん。ちょっとだけでも食べたほうがいいんじゃないかな。昨日から、全然食べてないでしょ」

　どうしても気になってしまったので、声をかけてみた。

「た、食べてるわよ！　食べてる、食べてる……！」

　三み重えさんはビクッと大おお袈げ裟さなほどに肩を震わせた後、虚勢を張るように言った。が、明らかに噓うそだ。彼女の皿の上の肉も野菜も、一切減っていない。

　強がることで不安な自分を誤魔化そうとしている三み重えさん。そんな彼女に、瀬せ戸とさんが優しく声をかける。

「食べてるんだとしても、もっとたくさん食べなきゃ。姫ひめ子こは細いんだから、お肉つけなきゃ駄目だよ」

「な、何よそれ。ていうか、美み月づきだって細いじゃないの」

「そんなことないよ～、姫ひめ子このほうが細いもん」

　女子二人は、いかにも親友といった会話を始める。僕はほっとし、自分のサラダのサニーレタスやらベビーリーフやらをフォークで刺しては口へ運ぶ。ドレッシングの爽やかな風味が野菜の旨うまみを引き立て、味わい深かった。三み重えさんも、サラダならなんとか食べられるようだ。白い喉が、彼女が野菜を飲み込むたびにこくりと小さく動く。僕はフォークで、そんな彼女の喉を狙う。

「……ん？　どうかした？」

　三み重えさんが僕のほうを向いて小首を傾かしげる。僕ははっと我に返り、慌ててフォークをテーブルに置く。

「あ、な、なんでもない」

「え？　何よ、変なの」

　幸い、彼女は気付いていないようだ。僕が、彼女の喉を刺そうとしたことに。

　自分の手が、小刻みに震えている。僕は固く手を握りしめ、震えを抑えようとする。だが掌てのひらにじっとりと冷たい汗が浮かぶだけで、ちっとも治まらない。




　──どうして僕は今、彼女のことを、刺そうとした？




　わからない。ただ、気付いたら刺そうとしていた。そう──刺したい。できればこんなフォークなんかじゃなく、もっと鋭利な刃物を突き立てたい。彼女の、全身を、切り裂きたい。

　指先から体が冷えてゆく。自分の体が氷になったかのようだった。

　なんだ、これは。自分が恐ろしい。なぜ僕はこんなことを考えているんだ。

　いや、考えているんじゃない。これは思考ではなく欲求だ。体の奥底から、欲望が這はい上あがってくる。衝動が、渦巻く。

　人を殺したいという衝動──殺人衝動。

「ぼ……僕、先に自分の部屋に戻るよ」

　なんとかそれだけ言って立ち上がり、扉へと向かう。

　かつん、とヒールが床をつく音。僕に続き席を立ったのは、徳とく島しまさんだ。彼女はもう食事が終わったのだろうか、と思ったが、まだ手にナイフを持っている。

　また水でも取りに行くのだろうか。ナイフを持ったまま？　気になったけど、今は他人のことを考えていられる状態ではない。一刻も早く皆から離れたくて、更に足を速め──

「え？」

　体勢を崩し、僕は床に手と膝をついていた。

　一瞬、突然すぎて何が起きたのかわからなかった。だが僕は確かに、背中から押されたのだ。

　驚いて首を後方へ向けると、僕を押した張本人……徳とく島しまさんが、虚うつろな目で僕を見下ろしていた。

　──逃げなければ。直感的にそう思った。本能が危険を察知したのだ。

　立ち上がって走り去ろうとしたが、焦あせりのせいでうまく立てず、簡単に徳とく島しまさんに首根っこを摑つかまれた。制服のネクタイを引っ張られ彼女のほうを向かされた、かと思えば思いきり肩を押され、今度は仰向けに床へ倒れることになる。

　徳とく島しまさんは倒れた僕の上に馬乗りになり、ナイフを高く掲げる。

　彼女の唇から、乱れた吐息が漏れている。今から僕にナイフを突き立て、滅多刺しにすることを想像し、恍こう惚こつに身を震わせているようにすら、見えた。

　欲望が、彼女の体を駆け巡っているのだ。きっと彼女は今、心の底から望んでいる。僕を、殺すことを。

　唇の端が上がった。欲に震える声が、雫しずくのようにぽつりと落とされる。

「……死んで」

　そして、僕へとナイフが振り下ろされようとし──
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「何してるんですか!?」

　悲鳴に近い声を上げたのは、瀬せ戸とさんだ。

　それにより徳とく島しまさんははっと我に返ったようで、手からナイフを落とす。カランと乾いた音が響く。僕は急いで徳とく島しまさんを押しのけ、彼女から距離をとった。

「だ、大丈夫ですか、山やま口ぐちさん」

　瀬せ戸とさんが心配そうに声をかけてくる。

「あ、ああ……」

　──ああ。

　殺したい。

　僕を殺したいと望み、実際に刃を向けてきたこの女を。僕を心配してくれて、気遣ってくれるこの子を。今、ここにいる皆を。

　吐き出す息が熱い。息どころか、体が熱い。脳が熱く、溶けてしまいそうだ。

「ど、どうしたんですか、徳とく島しまさん。今のは一体なんなんです？」

　瀬せ戸とさんが尋ねると、徳とく島しまさんは呆ぼう然ぜんと自分の手を見ていた。さっきまでナイフを持っていた手、だ。

「……私……どうして、山やま口ぐち君を殺そうとしたの？」

　心の底からの疑問のようだった。誰かに問いかけるというより、自問のような。

「そんなの、僕のほうが聞きたいですけど……」

　突然のことでパニックになっているせいか、僕も呆ぼう然ぜんとするだけで、怒る気になれない。怒る以上に、殺したいという気になっているせいもあるかもしれない。

「わ、私……山やま口ぐち君を殺す気なんてない！　本当に！」

「じゃ、じゃあ、今のはなんなんですか」

　僕らのやりとりに、周囲も戸惑いを隠せずざわつく。

「と……とりあえず、落ち着きましょう。お二人とも動揺してるみたいですし、ゆっくり、一から話し合いましょう？」

「おい、どうでもいいから、喧けん嘩かなら余よ所そでやれ。二ふた葉ばに物騒なところを見せるな」

「もう、なんなの！　わけわかんないことばっかり！　もう嫌！」

　おろおろしつつも僕らの仲裁に入ってくれる瀬せ戸とさん、苛いら立だちながら二ふた葉ばちゃんを守ろうとする服部はつとりさん、泣き出してしまいそうな三み重えさん。この事態をどう収拾つければいいのだろう。

　そもそもなぜ、徳とく島しまさんは僕を刺そうとした？　──なぜ、僕も、皆を殺したいなんて思ってしまっている？

　考えた末、僕はマダナイに問いかけた。

「……マダナイ。おまえ、僕や徳とく島しまさんに、何かしたんじゃないか」

　敬語が外れ、口調が乱暴になる。

『何か、とはなんでしょう』

「衝動的に、誰かを殺したくなってしまうような……そんな何かだ」

『おや。気付くのが早かったですね』

　あっさり認められ、背筋が冷える。

「おまえ、僕ぼく達たちに何をした」

『我々が何かしたというより、皆さんの自主的な行動の結果です』

「おい、どういうことなんだ。宇宙人、おまえは俺おれ達たちに何かするつもりなのか!?」

　服部はつとりさんが、二ふた葉ばちゃんを抱きしめながら言った。僕と徳とく島しまさんのことにはまったく興味がなさそうだが、自分や二ふた葉ばちゃんにも害があるのではないかとなれば話は別のようだ。

『では、ご説明します。最初に言った通り、これはアイの観察なのです。我々はアイを知りたい。レンアイにかぎらず、ユウアイ、カゾクアイなど、さまざまなアイを見せてほしいのです。それは、ただあなた方にレンアイをしてもらう、というだけでなく。

　極限状態に追い込まれたとき、地球人はどんな行動に出るのか。

　誰を守り、誰を殺すのか。アイは欲望を超えられるのか。我々は、それを、見たいのです』

「極限状態……？」

『そう、極限状態』

　そこで、室内の別のマダナイが水道に近付く。蛇口から、水が出てくる。

『この水を地球人が飲むと、人を殺したくなるのです』

「………………え？」

　おそらく、僕を含めた全員が同じ反応をしたのではないか。擬態語にするなら、ぽかん、というのが相応ふさわしい。

『ですから、この水を皆さんが飲むと、他人を殺したくなるのです。この水は、地球人にそういう効果をもたらすのです』

「……な、なんだ、それ。どういうことだ」

『○○＝◆＋〆♪〒×です』

「はあ!?　なんだって!?」

　服部はつとりさんの怒りはそろそろ限界のようだ。声に苛いら立だちが、滲にじむどころかはっきり表れている。

『だから、○○＝◆＋〆♪〒×ですよ。……まあ、地球人の皆さんには理解できないでしょう。この水は、＠※★※[image: やじるし]☆※星の特別なものですから』

「おまえ……馬鹿にしているのか！」

『馬鹿になんてしていません。我々は至極真剣です。この閉鎖された空間で、人を殺したくなったら、地球人はどうするのか。人へのアイをとるのか、自分の欲求に従うのか。じっくり、ゆっくり、観察させていただきたいのです』

「それが馬鹿にしていると言っているんだ！　そんな観察をされてたまるか！」

「そ、そうよ、そんなの理不尽じゃない！　殺し合いはないって、最初に言ってたのに！」

　服部はつとりさんに同調し、徳とく島しまさんも声を上げた。彼女の額には汗が浮かんでいる。僕はさっき彼女にナイフを向けられたことを思い出す。

　もしかしたら彼女は今も、周囲の皆を殺したくてたまらないのかもしれない。衝動を我慢しているのかもしれない。不安げな顔の下に殺人の欲望が渦巻いているのかもしれない。そう考えると、こちらまで汗が浮かんできそうだ。

『ええ。殺し合いなんてしなくていいんですよ。殺したくなっても、我慢すればいいだけです。いいですか、我々は皆さんに、無理に殺せ、なんて言いません。大事なことなので繰り返しますね。我々は皆さんに、無理に殺せ、なんて言いません。たとえ人を殺しても、ご褒ほう美びなどは一切ございません』

「……けど、水を飲むと人を殺したくなるんだろ」

『はい、そうです』

　マダナイは、それが何か？　とでも続きそうなほどあっさり答えた。

『ああ、大丈夫ですよ。ご褒ほう美びこそありませんが、この星では人を殺しても罪にはなりません。ここは地球ではない＠※★※[image: やじるし]☆※星です。ここでは皆さんの星、皆さんの国の法律など無効。殺すも自由、殺さないも自由。外に出ようとさえしなければ、何をしても自由。その代わり、我々も自由に皆さんで観察・実験をさせていただきます。

　そう、この館内は、とても自由な空間なのです。──ちなみに、武器の受け取りも自由ですよ。我々に言ってさえくだされば、皆さんにはいつでも、どこでも、お望みの武器を差し上げましょう。我々は皆さんに協力的です』

「ふ、ふざけるな！」

　服部はつとりさんがマダナイに殴りかかる。しかし彼の手はマダナイに触れることなく、通り抜けるようにして、服部はつとりさんはそのまま床へ転んだ。どうやら僕ら地球人はマダナイには触れられないようだ。……本当に、宇宙人というのはどういう構造をしているのだろう。

『皆さん、おイカリなのですか？　そんなイカリも併せて、観察させていただきますね。我々は、皆さん地球人というものを、とても知りたいですから』

　ふよふよと、室内の全マダナイが高く、天井スレスレまで上ってゆく。まるで僕ら地球人を見下すように。

『それでは皆さん、ごきげんよう』

　言葉とともに、マダナイはふっと消えてしまった。しかし「観察させていただきますね」と言ったのだから、僕らからは見えないどこかにはいて、僕らを観察しているのだろう。僕らはずっと、奴やつに見られている。

「お、おまえら……」

　床に突っ伏していた服部はつとりさんは、ふらつきながら立ち上がると、僕ら全員を睨にらむように、鋭い眼光を向けた。

「おまえら……う、うちの娘を殺す気じゃないだろうな」

「……え？」

　何を言っているんですかと問う間もなく、冷水をぶちまけるかのように、服部はつとりさんは冷たい声を僕らに浴びせる。

「今のマダナイの話によれば、水を飲むだけで人を殺したくなるんだろう。俺も食事中、違和感は抱いていた……そして徳とく島しまは実際、山やま口ぐちを刺そうとした。きっとおまえら全員、誰か殺したくてたまらないんだろう!?」

「パパ？　何のお話してるの？」

「二ふた葉ば、おまえは聞かなくていい」

　服部はつとりさんは、二ふた葉ばちゃんにだけ優しい口調で言うと、彼女の耳を塞いで何も聞こえなくしてしまう。

「ま、待ってください服部はつとりさん、一旦落ち着いてください」

「この状況下で落ち着いていられるか！　い、いいか皆、二ふた葉ばに手を出すなよ。二ふた葉ばに何かしたら、おまえら、殺してやる。殺してやるからな」

　殺意を持った目で、服部はつとりさんは僕らを睨にらむ。「殺してやる」なんて、今の話の後では洒落しやれにならない。

　服部はつとりさんはそのまま二ふた葉ばちゃんを抱き上げ、早足で歩き出す。おそらく自分の部屋へ戻るのだろう。扉の外で服部はつとりさんの足音が遠ざかってゆく。

「水を飲むと、人を殺したくなるなんて。…………誰が誰を殺すか、わからないのね」

　青ざめ、震えた三み重えさんが、両腕で自分を抱くようにしつつ、ぽつりと漏らす。

　その言葉を最後に、永遠とも思える沈黙が訪れた。それぞれ視線を彷徨さまよわせるものの、誰も口を開かない。まるで、誰が自分を殺すのか、自分は誰を殺すのか、疑心暗鬼になっているかのようだ。

　瀬せ戸とさんと目が合う。不安で戸惑っているのだろうか、やけにじっと見つめられた。

「……皆。落ち着こう」

　空気の重さに耐えられなくなり、僕は口を開く。

　僕だって混乱しているし、落ち着くことなど難しい。けれどこの状況下で冷静さを失えば、それこそ命取りになる。

「僕らは、殺しを義務づけられているわけじゃない。誰かを殺す必要なんてないんだ。もし水を飲んで人を殺したくなっても、我慢すればいい。それだけだ」

　僕だってさっき、三み重えさんを殺したくなった。けれど実際に彼女にフォークを突き刺したわけじゃない。衝動が訪れたって、耐えることはできるはずだ。

「極力、水は飲まないようにしよう。それで、皆がちゃんと理性を保って生活していれば、きっと大丈夫だ」

　僕は、皆を安心させるためでもあるが、何より自分のためにそう言った。口に出すことで、自分に言い聞かせたかったのだ。自分の理性を保つためにも。

　しかし、今後どうすればいい。人間は水分がなければ生きてゆけない。おまけにここで出される食事はいつも（といっても食事をしたのはまだ二回だが）やけに塩のきいたものだった。

　食事をすれば、喉が渇く。おまけに、二ふた葉ばちゃんが牛乳を欲しがっても出してもらえなかったことを考えると、僕らにあの水以外の飲み物が与えられることはないのだろう。

　生きるためには、水を飲まなければならない。けれど、水を飲めば人を殺したくなる。

「山やま口ぐち君」

　不安に胸を塞ふさがれている中、徳とく島しまさんに呼びかけられてはっと我に返る。

　彼女は、最初無言で口を開閉させ、何を言っていいのか考えている様子だったが、やがてばっと深く頭を下げた。

「……さっきは、本当にごめんなさい！」

　それだけ言って、僕の横を抜け、食堂から出て行ってしまう。

　僕は徳とく島しまさんに刺されそうになったばかりだ。正直、彼女を恐ろしいと思う気持ちはある。

　けれど僕を殺そうとしたのは彼女の意志じゃない。僕だって三み重えさんを刺してしまいたくなった。あの水の恐ろしさはわかる。

　僕は徳とく島しまさんを追いかけていた。なぜか、と問われたら……強いて言うなら、彼女が自分を責めている気がしたから。そのままでいさせてはいけない、と義務感のようなものが湧いた。

「徳とく島しまさん」

　名前を呼ぶと、彼女は足を止め、恐る恐る振り向く。

「さっきのこと……徳とく島しまさんのせいじゃないですから。気にしないでください」

　徳とく島しまさんは大きく目を見開いた。そんなことを言われるのは予想外だった、というように。

「すみません、それだけです。それじゃ」

　短く言って、早足で彼女の横を通り抜けた。余計な気遣いだっただろうか、という気恥ずかしさで彼女の顔が見られなかったのだ。

　──だけど、気のせいだろうか。僕の背中に、小さな声で「ありがとう」と声がかけられた気がした。







『さあ皆さん、お食事ですよ。晩ごはんです。たくさん食べてくださいね』

　外の空の色はわからないし、そもそもこの星での時間の移り変わりがどうなっているのかもわからないが、マダナイが「晩ごはん」と言っているので、夜。僕ぼく達たちは朝食、そして昼食のときと同じように全員食堂に集められていた。

　僕らの行動は基本的に自由だが、食事のときだけはマダナイによって食堂に行くよう促される。いつまでも動かずにいると、耳元で永遠に「食堂に行きましょう、行きましょう」と大音量で繰り返されるのだ。

『朝がお肉でしたので、夕食はお魚にしてみました』

　テーブルの上には、人数分の食事。白米に味み噌そ汁しるに漬物、そしてアジフライ。こんがりとした狐きつね色いろに濃厚そうなソースがかかっており、見た目だけでも食欲をそそる。……だが、どれだけおいしそうであっても喜べない。

『皆さん、昼食はちっとも食べていませんでしたからね。そんなことじゃいけませんよ。夕食はたくさん食べてください』

　ちなみに、昼食はチャーハンとラーメンだった。おいしそうではあったのだが、チャーハンにはキムチ、ラーメンには七味が入っており、見るからに辛そうだったのだ。皆、朝「水を飲むと人を殺したくなる」と聞いたこともあり、口をつける者はほとんどいなかった。そのぶん腹が減っている。少なくとも僕は。目の前のアジフライが、ご馳ち走そうに見えるくらいには。

　しかし食べるわけにはいかない。これまでの食事と同様、また味つけが濃いはずだ。喉の渇きを促進する。水が、欲しくなってしまう。

「んじゃ、いただきます、と」

　誰も食事に手をつけようとしない中、鹿か川がわだけが箸を手にする。

「おい、食うな！」

「なんだよオッサン、人の食事の邪魔するなよ」

「食事をして、水を飲めば、人を殺したくなるんだぞ。おまえは俺おれ達たちを殺す気か」

「いやだって、ずっと飯食わないってわけにもいかねえだろ。それにオレ、水飲んでもそんな殺したいとか思わねえんだけど」

　鹿か川がわの発言に、徳とく島しまさんは「えっ」と反応する。

「な、なんで平気なの？　何か飲み方にコツとかあるの？」

「飲み方にコツも何もあるかよ。普通に飲んでるよ」

「そ、そっか……」

　徳とく島しまさんは落胆していた。無理もない。なにせ彼女は実際に今朝、無意識のうちに僕を殺しそうになったのだから。水の効果を受けない方法があるなら、縋すがりつきたいに決まっている。

「でも、なんで？　なんで鹿か川がわ君は、ここの水を飲んでも平気なの？」

『地球人の皆さんは、我々＠※★※[image: やじるし]☆※星人と違い、一人一人個体差があるでしょう。同じ地球人でも、この水に反応が出やすい人と出づらい人がいますよ。水を飲んでどれくらい殺したくなるかは、人それぞれです』

　そもそも「飲むと人を殺したくなる水」は僕らの体にどう作用しているのだろう。

　攻撃性を誘発するという点では、神経伝達物質であるセロトニンへの影響が考えられる。セロトニンは攻撃行動を制御するもの。その代謝が低下すれば人は攻撃的になる。何かで読んだのだが、暴行・殺人などの行動とセロトニンの放出量が関係していることは確認されているらしい。理系ではないので専門知識は持ち合わせていないが。

　もっとも、目の前のふわふわ浮くシャボン玉のような宇宙人を見ていると、科学的説明などがつくものではないのではないか、という気もしてくる。

『まあ、飲んでいるうちに、自分がどのくらいこの水に影響を受けるかわかるでしょう。というわけで、皆さん、水をどうぞ』

　マダナイが僕らの前に、グラスに入った水を置いてゆく。

「お水、お水～。喉渇いてたんだ～」

　二ふた葉ばちゃんが、目の前の水に手を伸ばす。

「二ふた葉ば、駄目だ！」

　服部はつとりさんは慌てて二ふた葉ばちゃんからグラスを奪い取る。

「何が駄目なの？　パパ、わたし、喉渇いた～」

「ここでは、水は無闇に飲んじゃいけないんだ。……飲むと、人を殺したくなるような水だからな。他にも、体にどんな悪影響があるかわからない。危険だ……」

「パパ、何言ってるの？　よくわかんないよ。喉渇いたから、お水飲む～」

　六歳の二ふた葉ばちゃんには、水を飲むと殺人衝動が湧くと説明しても理解できないのだろう。服部はつとりさんから水を奪い返そうとする。

「駄目だって言ってるだろ！」

　怒鳴り、服部はつとりさんはグラスを床に叩たたきつけた。がしゃんという音とともに、欠片かけらが散乱する。

　二ふた葉ばちゃんは目を丸くしていた。その表情から察するに、服部はつとりさんは普段は乱暴な人ではないのだろう。きっと娘想おもいの優しい人なのだと思う。だからこそ二ふた葉ばちゃんは服部はつとりさんの、普段との違いに驚いているのだ。

「……う」

　くしゃりと紙を握り潰すように、二ふた葉ばちゃんの顔が歪ゆがむ。その表情を見て、服部はつとりさんは口を押さえる。しまった、と言わんばかりに。

　次の瞬間、二ふた葉ばちゃんは堰せきを切ったように泣き出した。うわあん、うわあああん、と声を上げ、ぼろぼろと大粒の涙を流す。

「な、泣くな！　泣いたら、体から水分が減ってしまう。駄目だ、二ふた葉ば、泣くな」

　服部はつとりさんが必死に宥なだめるが、二ふた葉ばちゃんが泣きやむ気配はない。

「二ふた葉ば……。……どうしよう、どうしたらいいんだ……」

　頭を抱える服部はつとりさんの顔は青白い。彼も極限状態なのだろう。娘を守りたいと思うが故に、解決策もない現状に追い詰められてしまっている。

　ひとまず、二ふた葉ばちゃんを泣きやませたほうがいいだろう。僕は二人の隣の席なので、二ふた葉ばちゃんの頭を撫なでてみた。

「……二ふた葉ばちゃん、大丈夫。大丈夫だよ」

　根拠がなくても、とりあえず大丈夫だと誰かに言ってもらえれば、本当に大丈夫と思えてくることはある。泣いている彼女のために、少しでも励ます言葉を贈るべきだと思った、のだが。

「やめろ！　二ふた葉ばに触るな！」

　服部はつとりさんは、僕が凶悪な化け物にでも見えているように手を叩たたき落おとし、強く二ふた葉ばちゃんを抱きしめた。そのままぶつぶつと独り言を呟つぶやく。

「俺は、二ふた葉ばを守らないといけないんだ……。俺が、二ふた葉ばを守らないと……」

「う、うわああん。な、なんなの。パパ、わかんない。なんなの？　うわああああん」

　父親の腕に抱かれながら、二ふた葉ばちゃんは泣きやむ気配がない。体中の水分を出し切ってしまうのではないかと心配になるほど、涙を流し続ける。

「泣かないでくれ、二ふた葉ば……」

　服部はつとりさんの震える言葉は、まるで祈りのようだった。

　どうすれば二ふた葉ばちゃんの涙を止められるのだろう。僕ら皆、何もできずにいた、そんな中。

　──♪

　ふと、誰かが歌っていることに気付く。

　透明な、というのだろうか。透き通るような響きを持った歌声。

　僕は音楽に詳しいわけではない。それでも、綺き麗れいな歌声だと思う。歌は波紋のようにひろがり、僕らの中に染しみ込こんで、心を潤し、満たしてゆく。

　歌っているのは鹿か川がわだ。驚いた。確かに、普通に喋しやべっているだけでも綺き麗れいな声だとは思っていたが、軽薄な印象しかなかった彼にこんなに優しい歌が歌えるなんて。

　いつの間にか僕らは皆、歌に聴きき惚ほれていた。ただ歌に耳を澄ますことしかできなかった。

　そうして、どれだけ時間が経たっただろう。気付けば二ふた葉ばちゃんは泣きやんでいた。

　ギッと椅子が床を擦こする音でやっと、僕らは我に返る。歌が終わった。鹿か川がわが椅子から立ったのだ。

　余韻でまだぼうっとしている僕らを置いて、彼は何事もなかったかのように食堂を出てゆく。食事をしなくていいのだろうか、と思ったが杞き憂ゆうだった。彼の席の食器は、綺き麗れいに空になっていたのだ。どうやら僕らが二ふた葉ばちゃんを励ますためおろおろしている中、鹿か川がわは一人、黙々と食事をしていたらしい。

「……食べよう、か」

　鹿か川がわが去った後、長く続いていた沈黙を、破ったのは僕だ。

「今後一滴も水を飲まず、料理も食べないなんていうのは無理だ」

　水を飲むことが危険なのはわかっている。だが、このままずっと水や食事を拒んでいたって、ただ衰弱してゆくだけだ。

「死にたくないなら、飲まなきゃいけないし、食べなきゃいけない……」

　強い口調で言えたわけではない。間違ったことは言っていないと思いつつも、水を飲むことの危険性を忘れるなんて不可能だから。

　それでも皆、ゆっくりとではあるが、食事を始めた。僕も同じように箸を動かす。

　生き残るためには、食べなければならない。

　しかし食べれば水が欲しくなり、水を飲めば、誰かを殺したくなってしまう。

　殺されることだけが怖こわいんじゃない。自分が誰かを殺してしまうかもしれない、それも怖い。

　それでも僕らは箸を止めない。それは、生きたいという意志の表れなのだろうか。

　濃厚なソースが染しみたアジフライを齧かじりつつ、ぼんやりと思った。

　僕は何もできない。ここから脱出することも、皆を助けることも。それどころか、女の子一人泣きやませることができなかった。

　僕は無力だ。──僕には、何もない。

　打ちひしがれながら料理を口に運んだ。やがてある程度腹が満たされたので、完食はしていないが部屋に戻ることにする。

「お兄ちゃん」

　通路で、背後から声をかけられた。服部はつとりさんに抱っこされている二ふた葉ばちゃんだ。

「お兄ちゃん、さっきはありがとう」

「ありがとうって……僕は何もしてないよ？」

「頭、撫なでてくれたでしょ」

　きょとんとしている僕に、二ふた葉ばちゃんは太陽みたいな顔でにいっと笑った。

「二ふた葉ば、行くぞ」

「あ、うん。お兄ちゃん、またね～」

　服部はつとりさんと共に、二ふた葉ばちゃんは去ってゆく。ぶんぶんと、僕に手を振りながら。

「……ありがとうなんて言われること、してないのに」

　独り言だった。なぜ、という気持ちが強く、つい口から漏れてしまったのだ。だって彼女を泣きやませたのは鹿か川がわだし、僕は何もできなかったのだから。

「……そんなことないよ」

　独り言のはずだった。しかし聞き取られていたようだ。背後から徳とく島しまさんに声をかけられた。

「さっき山やま口ぐち君、一番にあの子に声をかけたじゃない。それに朝、私に声かけてくれたことといい……君は、いつも周囲に気を配ってるんだね」

「徳とく島しまさん……？」

「君は、優しい」

　ふわり、と。徳とく島しまさんは笑った。温かくて、少しだけ切なく見える笑み。

「あ……突然妙なことを言ってごめんね。それじゃっ」

「待ってください」

　すぐにその場を去ろうとした彼女を、呼び止める。

「あのこと……気に病んでるみたいですけど、今朝言った通り、本当に、気にしなくていいですよ」

　徳とく島しまさんは、僕を刺しそうになったことを引きずっている。見ていてわかるのだ。昨日初めて会話したときの、弾はじけるような明るさが消えてしまっている。

「……君、私のこと、怖くないの？」

「正直に言えば、まったく怖くないわけではないです。でも、朝も言いましたけど、徳とく島しまさんのせいじゃないですから。悪いのは水ですよ」

「山やま口ぐち君……」

　ほっと胸を撫なで下おろすように──安心して涙を滲にじませるように、泣きそうな顔で、だけど徳とく島しまさんは笑ってくれた。

「そのほうがいいです」

「え？」

「徳とく島しまさんは笑っていたほうがいいですよ」

　彼女の目が丸くなり、ぱちぱちと瞬まばたきをする。きょとんとしたその表情が、次の瞬間「あはははは」という笑い声とともにさっきより明るくなった。

「すごい。君、さらっとかっこいいこと言うねー。そういうこと照れずに言える男子は貴重だよ、モテるでしょ」

「え、あ、いやあの、別に口説いてるとかじゃないですよ。その、『笑ってりゃなんとかなる』って言ってくれたのは、徳とく島しまさんじゃないですか」

「ああうんそうね、それ、私のモットーなのよ。楽しいときはもちろん、苦しいときでも笑っていたい、って。泣いても笑っても苦しいのは変わらないなら、笑っていたい。特に、人と笑い合うことを、辛いときこそ忘れちゃいけないって。……でもさすがに、人に危害を加えそうになっておいて、笑うことはできないからさ」

「そりゃ、人を攻撃しそうになって平気でいられるほうがおかしいのかもしれませんけど。ただ僕の希望としては、徳とく島しまさんにあまり暗い顔をしていてほしくないなと」

「そっ……か」

　徳とく島しまさんは涙を隠すように顔を下げた後、ぱっと満面の笑みを僕に向けた。

「ありがとう、山やま口ぐち君。……私、もう二度と、水に負けない」

　強い決意を灯ともした瞳。まるで真夏の日差しのようだ。

「ねえ、山やま口ぐち君。私、もう絶対、誰も傷つけないから！　宇宙人や水なんかに負けず、皆でここから脱出しよう。その方法を、探そう！」

「そうですね。頑張りましょう」

　そして確かに徳とく島しまさんはその後、二度と誰も傷つけることはなかった。

　最悪の形で、そうなった。










　　　──　ニ　──




　三日目の夜までは何事もなく過ぎたのだ。

　そう、何事もなく。誰が死ぬでもなかったが、この状況から解放されることもなく、解決策が出てくるわけでもなく。実は全部夢でした、なんてオチが用意されているわけでもなく。ただただ僕ぼく達たちは観察されていた。

　水を飲むと、人を殺したいという衝動が湧いてくる。基本的には効果が出るのは飲んですぐだ。体の奥底から、熱が込み上げてくる。他人を前にすると、ひどく空腹なときに目の前に肉を置かれ、一口も食べてはいけないと言われている気分になる。ふとした瞬間、誰かに手を出してしまいそうになる。けれど少量ずつなら、そんな衝動にも耐えられた。耐えられるだけで衝動がないわけではなかったが。

　衝動は永遠に続くわけではない。時間が経たてば自然と治まる。──ただ厄介なのは、そうやって油断していると、些さ細さいなきっかけ、あるいは何の脈絡もなく、発作のように突然衝動が襲ってくることだ。

　言うなれば、波だ。寄せては引き、寄せては引きを繰り返す。その波にさえ耐えていればいい。我慢できる。たとえばいくら空腹なときだって、金もないのに店の肉を勝手に奪うような真ま似ねはしないのが人間だろう？

　だから大丈夫。殺人衝動なんて理性で抑えられる、と。僕はずっと自分に言い聞かせていた。

　だが彼女は、そんな衝動に襲われる恐怖に耐えられなくなってしまったのだろうか。

　左手首から流れ出た血液がメタルピンクの床を染めている。傍そばに落ちているのは、カッターナイフ。

「…………徳とく島しまさん」

　僕は、彼女の名を口にした。向日葵ひまわりのように笑う人。僕を優しいと言ってくれた人。

　今はもう動くことのない人。

　僕がマダナイに朝食を促され食堂に来たときには、既にこの状態だった。僕は呆ぼう然ぜんと、ただ立ち尽くす。

　しゅん、と音がして、自動扉が開く。瀬せ戸とさんと三み重えさんだ。

「おはようございます。……ん？　山やま口ぐちさん、どうかし……」

「瀬せ戸とさん、三み重えさん、見ないほうがいい」

　咄とつ嗟さに、彼かの女じよ達たちの視界を塞ぐように二人の前に立つ。

「え……ど、どうしたんですか？」

「……っ、ね、ねえ……何か……変な匂い、しない……？」

　困惑する二人。三み重えさんの言葉に、瀬せ戸とさんは小さな鼻をひくつかせる。

「……本当だ……。もしかしてこの匂いって……。…………血…………？」

　二人の顔が、みるみるうちに青くなってゆく。

「こ……っ、こ、こ、殺……され、ちゃったの!?　だ、誰か……」

「……殺されたというより……自殺、みたいだ」

「……っ」

　三み重えさんは口を手で覆い、一歩後ずさる。

「う、噓うそでしょ。ねえ、噓うそだよね。ひ、人が……死んじゃうなんて、そ、そんなの……っ」

「……二人とも、部屋に戻ったほうがいい。見ないほうがいい……」

「ま、待ってください。その……誰が……」

　瀬せ戸とさんはそこで言いい淀よどむ。彼女が聞きたいのはおそらく「誰が死んでしまったんですか？」。

「それは……」

「おまえ達たち、何をしているんだ」

　僕が答えようとしたとき、服部はつとりさんと二ふた葉ばちゃんがやってきた。その後ろには鹿か川がわもいる。

「実は……徳とく島しまさんが……」

　彼女が自殺したと伝えると、服部はつとりさんは何か考えるように一瞬黙った後、口を開いた。

「本当に自殺なのか？」

　そう考えるのも無理はない。ここにいる僕らは全員、水のせいで衝動を持て余している。いつ殺人が起きてもおかしくないのだ。
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「確かめさせろ」

　服部はつとりさんは二ふた葉ばちゃんを抱え、しっかりと彼女の目を手で覆い隠してから、僕を押しのけて食堂内に足を踏み入れた。鹿か川がわもそれに続く。

「……手首の傷以外に、外傷はないな。絞こう殺さつの跡も、殴おう打だの跡もない……」

　入念に、服部はつとりさんは徳とく島しまさんの遺体を観察する。時々鹿か川がわが遺体を動かし、それを手伝う。目隠しをされて現状がわかっていない二ふた葉ばちゃんは「パパー？　なんなのー？」と騒いでいる。遺体を調べるなら二ふた葉ばちゃんのことは誰かに預けたほうがいいのでは、と思うが、服部はつとりさんは他人に二ふた葉ばちゃんを任せたくないのだろう。

　三み重えさんと瀬せ戸とさんは、食堂の外でなりゆきを気にしているようだった。震える声で不安を訴える三み重えさんを、瀬せ戸とさんが落ち着かせようとしているのが聞こえてくる。

「……ふむ、やはり自殺なのか？　ここでの生活に耐えかねたか」

　やがて服部はつとりさんはそう結論づけた。僕は、こうして実際に彼女の遺体を前にしても、どこか信じられない気持ちだった。

　一昨日の夜、宇宙人や水なんかに負けず、皆でここから脱出しようと意気込んでいたのに。それなのに、こんなにも呆あつ気けなく、自ら命を絶ってしまうものなのか？

『さて皆さん。そろそろ朝食にしましょうか』

　鉛のように重い空気をものともせず、マダナイはさらりと言った。

「おい待て。死体と同じ部屋で、二ふた葉ばに食事をさせられるか」

『では死体は館外に捨ててきますが、よろしいでしょうか？』

「……は？　す、捨てちゃうの!?」

　三み重えさんが驚きの声を上げる。

『ずっとここに置いておきましょうか？　皆さんが、そのほうがよろしいなら、そうしますよ。もっとも死体を置いておいても、腐ってゆくだけかと思いますが』

「こ、ここに置いとけってことじゃなくて！　ちゃ、ちゃんと、埋めて、弔ってあげてよ……！」

『なぜです？』

「可哀かわい想そうじゃない！　徳とく島しまさんだって、いくらじ……自殺したからって、変な星に捨てられちゃうなんて嫌に決まってる……！」

『イヤに決まってる？　そんなことはありません。そもそも死んだ人間は思考することができませんから』

　嘲笑するでもなくあくまで淡々と言われ、三み重えさんは絶句する。僕も、言葉が出なかった。

『死体はここに置いておくか、外に捨てるかのどちらかですよ。どちらにいたしますか？』

　人が一人亡なくなったというのに、マダナイは悲しみはおろか、ほんの僅かな動揺すら見せない。徳とく島しまさんの死に、何の感情も抱いていないのだ。

　愛情が、欠落している。

「……ここには置いておくな。二ふた葉ばの目に入れさせたくない」

　重い沈黙が続いた中で、やがて服部はつとりさんがそう言った。

『かしこまりました。では捨てて参りますね』

　言うなりマダナイは分裂する。新しく生まれたマダナイが徳とく島しまさんの遺体に近付く。マダナイは触れることなく、ふわりと遺体を宙に浮かせた。

「行って参ります、マダナイ」

『頼みます、マダナイ』

　そうして徳とく島しまさんの遺体と共に、マダナイはふっとこの場から消える。残ったほうのマダナイは告げる。何事もなかったように。いつも通りの声で。

『それでは皆さん、朝食にしましょうか。本日は焼き立てのパンにベーコンエッグ、サラダにフルーツヨーグルトをご用意いたしました』

　もちろん誰も、朝食に手なんてつけられなかった。







『今日も皆さん、昨日までとほとんど同じ行動パターンでしたね』

　徳とく島しまさんの死を受け、暗く沈んだ気持ちのまま一日が終わった。あっという間に夕食だ。

　人が一人死んでいるのに、昨日までとほとんど同じパターンと言われることに違和感があったが、確かに今日の自分を顧みると、精神面はともかく行動自体には変化はなかった。

　だって、今更何ができるというんだ。何をしても、徳とく島しまさんはもう亡なくなっていて、せいぜい安らかな眠りを祈ることしかできない。彼女はもう、かえってはこないのだ。

『まだ観察を始めて四日目とはいえ、あまり成果がなく、観察者としては物足りません』

　食堂には徳とく島しまさん以外全員が集まっているが、皆、何も喋しやべらない。マダナイの声だけが響く。

『今日は徳とく島しまさんが殺されたことで、もっと皆さんの行動に変化があるかと予測していたのですが。皆さんさほどお変わりありませんでしたね。地球人というのはそういうものなのでしょうか。それとも、まだ四日目だからですかね』

　目を見開く人。

　青ざめる人。

　恐怖で顔を凍りつかせる人。

　反応はさまざまだが、皆、マダナイの言葉に表情を変化させた。

「……今、なんて言った？」

『今日は徳とく島しまさんが殺されたことで、もっと皆さんの行動に変化があるかと予測していたのですが……』

「徳とく島しまさんが」

　朝のあの色が脳裏に蘇よみがえる。

　手首から流れ出た、このピンクの床を染めていた、血の色。

「……『殺された』？」

『はい』

　恐る恐る、あえてゆっくり尋ねたことを、マダナイはあっさり肯定する。

「徳とく島しまさんは、自殺じゃないのか？」

『自殺だなんて、我々は一言も言っておりませんが』

「なんで言わなかった!?」

『観察の一環です。皆さんが自殺と判断したならそれはそれで、そのまま観察しようと考えていた……のですが。その後皆さんを観察していて、もしかして他殺だと公表したほうが、より観察が有意義になるのではと考え、今、言いました。自殺と思うことと他殺と思うこと、それで地球人の皆さんの行動に変化があるのか、興味がありますしね』

　服部はつとりさんが二ふた葉ばちゃんを抱え、椅子から立ち上がる。

「おい、誰が犯人なんだ！」

『それはお教えしません』

「はあ!?　どういうことだ！」

『言葉通り、お教えしないということですが』

「もしかして、オレ達たちに犯人を当てろってことか？」

『いいえ。犯人を突き止めたいなら止めませんが、別に突き止めなくともいいです。最初に言ったでしょう。これはミステリなんかじゃないと。便宜上、殺しをした人を《犯人》とお呼びしますが──この星で人を害したところで別に罪になりませんし、皆さんには犯人を見つける義務もないです。仮に犯人を当てたところで、我々は犯人に何もしませんし、犯人を当てた人にご褒ほう美びを与えるということもございません。

　もっとも、皆さんが直接犯人を罰する……殺すのは、まったく構いませんがね。ですが我々は別に、犯人にも皆さんにも特別なことはいたしません』

「な……なんなんだ、それは。マダナイ、おまえは一体何がしたいんだよ？」

　急に他殺だと明かしたり、そのくせ犯人を捜さなくてもいいと言ったり、言っていることもやっていることも滅め茶ちや苦く茶ちやなように思える、が。

『アイの観察です』

　マダナイの答えは簡潔だった。

『我々が求めるのは常に、有意義なアイの観察。もっとも、まだ四日目で、我々も試行錯誤していますがね。……どうすれば皆さんがアイを見せてくれるかが、我々の最優先事項なのです。徳とく島しまさんをイタミ、そのアイのため犯人を捜してもよし。水による衝動がある以上、殺してしまっても仕方がないとアイを持って犯人捜しをしないもよし。それ以外でも、アイに関する行動は大歓迎です』

「ふざけるな。犯人を教えないのも、観察とやらの一環だというのか」

　服部はつとりさんの声には忌いま々いましさが、滲にじむどころか漲みなぎっている。

『はい。ここから皆さんがどんな判断をし、どう動くのか、興味があるのです。そういうわけで皆さん、自由に、ご自分のアイに基づいた選択と行動を。では、我々はこれで失礼します』

　ふっとマダナイは姿を消す。食堂内には、僕ぼく達たちだけが残された。

「おい、誰が犯人だ！」

　声を荒げる服部はつとりさん。彼の怒りは今やマダナイでなく、僕ら地球人達たちに向けられている。

「くそっ、すっかり騙だまされた。自殺に見せかけるとは、卑劣なやり口だな。おまえらの中の誰だ、名乗り出ろ！」

　しかし、名乗り出る者はいない。

「シラを切り通せると思うなよ！」

「ま、待ってください、服部はつとりさん」

「なんだ、おまえが犯人なのか、瀬せ戸と」

「違います、そうじゃなくて……マダナイの言ったこと、本当に、信じていいんでしょうか？」

「何？」

「マダナイは、自殺と思うことと他殺と思うこと、その違いで私わたし達たちの行動に変化があるのか興味があるって言っていたじゃないですか。それを観察するために、噓うそをついたんじゃないでしょうか……？　マダナイの言うことに、証拠なんてないですし。それに、私はそんなによく遺体を見たわけじゃないですが……徳とく島しまさん、どう見ても、自殺だったんでしょう？」

「手首以外に外傷はなかったな。まあ他殺でも手首は切れるけど。ただ他殺にしちゃ、防御創とか、徳とく島しまが抵抗した痕こん跡せきみたいなのが一切なかった」

　遺体を見ていた鹿か川がわが瀬せ戸とさんに言った。

「じゃ、じゃあきっと、美み月づきの言う通りなのよ。徳とく島しまさんは自殺で、マダナイは噓うそをついているんだわ」

　三み重えさんは震えながら、縋すがるように言った。自殺であってくれ、と願うように。

　他殺だと考えると──この中に殺人犯がいるのだと考えると、恐ろしすぎるから。

『我々は噓うそをつきません』

　さっき去ったばかりのマダナイが、また姿を現す。

『犯人と殺害方法はお教えしませんが、他殺であることは確かです』

「マダナイ、オマエが殺したっていうこともないのか？」

『ええ、我々はやっておりませんよ』

「……やはりこの中の誰かが、徳とく島しまを殺したんだ。誰がやってもおかしくない状況だからな」

「この中の誰かがって……誰が……？」

　青ざめた三み重えさんの言葉を最後に、しんと静まり返る。全員の視線と、疑いが交錯する。

「い、一旦落ち着こうよ」

　池に張った氷を割るように、僕は沈黙を破った。

「マダナイが『噓うそをつかない』なんて言ったって、それ自体が噓うそって可能性もあるんだ。証拠がない以上、簡単に言葉だけを信じるのは危険じゃないか。……それに……今この状況での最悪は、地球人同士が疑心暗鬼になりすぎることだと思う」

　一度疑い合いが始まってしまえば、殺し合いに発展することは遠くないだろう。この閉鎖された空間でそんなことになれば、あっという間に全滅を招いてしまう。

「……僕らの敵は、地球人じゃなく宇宙人だ。地球人である僕らは、一刻も早くここから脱出することだけを考えるべきだと、思う」

　僕らが一番に目指すべきは脱出であって、犯人捜しは最優先事項にはならないはずだ。そこをはき違えてはいけない。

「だからといって、じゃあ徳とく島しまを殺した犯人を捜さない気か？　もし本当に他殺だった場合、館内に殺人者を放置することになるんだぞ」

「つーかさあ、一つ質問なんだけどー」

　鹿か川がわが軽く挙手する。

「犯人当てても、マダナイは何もしてくれないんだろ？　んじゃ見つけてどうすんの？　オレらの中の誰かが、犯人殺すのか？」

　また、沈黙。さっきからずっと、全員の間にぴんと緊張の糸が張っているようだ。

「……一人でも被害者が出てしまった以上、もう仕方がないだろう。二ふた葉ばに殺人者の娘なんて汚名を着せたくはない……が、二ふた葉ばを害そうとする奴やつがいるなら、俺は……」

　ぎらりと威圧する目。単なる牽けん制せいなのかもしれないが、服部はつとりさんの場合、二ふた葉ばちゃんのためなら本当にやりかねない。

　相手がやる気なら、こちらもやる。むしろ、やられる前にやる。この空気は非常にまずい。

「待ってください、服部はつとりさん」

「なんだ、山やま口ぐち」

「僕らが殺し合う必要なんてないんです。マダナイが望んでいるのは愛の観察です。マダナイは、殺したくなっても我慢すればいいんだって、言ってたじゃないですか。……殺したいと思ってしまっても殺さないこと……それこそ、マダナイが見たい『愛』なんじゃないでしょうか」

　言いながらふと、頭の中を過よぎった言葉がある。

　──いつでも優しく、正しくいなさい。あなたが生まれてこられたことは、それだけで奇跡なんだから。曲がったことをしては駄目、道を踏み外しては駄目、人を思いやれないようでは駄目……。

　それは僕が幼い頃から、呪いのように言われ続けてきた言葉。

「マダナイが見たいから、なんだ。俺おれ達たちが奴やつのリクエストに応えてやる必要がどこにある」

「リクエストに応えるとかじゃなく……一つ、はっきりさせておきたいことがあって。……おい、マダナイ」

『なんですか』

「聞きたいことがある。もし誰かがこの館内で最後の一人になったら、その一人はここから解放されるのか？」

『いいえ。我々はそんなこと一言も言っていないでしょう』

「そうだよな。おまえは、人を殺してもご褒ほう美びは一切ないと言っていたもんな。……じゃあ、館内に地球人が一人になったら、どうする気なんだ」

『それに関しましては二つ案がございます。一つは、館内に一人きりでも観察を続けるというもの。他の地球人が全員死んだ、殺されたという状態の中でたった一人生きることで、地球人の精神状態がどうなるのか興味がありますから。もう一つは、新たに地球人を確保してきて、観察を続行するというものですね。我々がアイの観察はもういいと納得し終えるまで』

　聞きながらぞっとする。たとえ自分以外の全員を殺したところで、この悪夢は終わらないということだ。

　だが、それで確信した。

「……この観察を終わらせる鍵は、『マダナイの気がすむかどうか』。必要なのはきっと殺意じゃなく、愛の証明」

　僕は、周りの皆一人一人の顔を見るようにしながら、自分の考えを話す。愛の証明なんて、口に出すとなんともお花畑で恥ずかしくなってくるが、続ける。

「人を疑うことや、殺すことじゃなく、どれだけ殺人衝動を煽あおられても、耐えること。それが必要なんじゃないか」

　こう言っておけば、全員、今後殺人を犯すことに躊ちゆう躇ちよするかもしれない。皆が皆疑い合い、地球人全員での殺し合いに発展してしまうことだけは、絶対に避けなければならないのだ。

「……それこそ、人を愛し、愛された者こそが、最後に助かるのかもしれない……」

　殺人にメリットなどない。むしろ殺人にはデメリットしかないのだと。この中にいるかもしれない犯人に刻みつけてやるように、僕はそう、低く呟つぶやいた。

　けして犯人を許せるわけじゃない。けど、僕らが犯人を殺すというのも違うはず。犯人は地球に戻ってから警察に自首し、正式に罪を贖あがなうべきだ。

　だがそもそも、犯人だって被害者ではある。宇宙人に監禁され、殺人衝動を煽あおられているのだから。根本的な悪は、犯人ではなくマダナイだ。

「……愛の証明が必要だと……？　ここにいる地球人同士で、愛し合えというのか？　俺は無理だぞ……。俺には実み花か子こと、二ふた葉ばだけだ。他の奴やつなんて……」

『ああ、勘違いをさせていたなら申し訳ありませんが』

　服部はつとりさんがぶつぶつと呟つぶやいていたところで、マダナイが口を挟む。

『我々は皆さんに、明確な答え自体は求めていません。地球人が我々の望む答えを持っていないことは、既に明白なのです』

　全員ざわつく。馬鹿な。では、なぜマダナイは観察を行うというのか。

『我々が欲しいのは答えではなく、ヒント。現存する生物の中では、あなた方は最も理想に近いものではあるのでしょうからね。あなた方を観察していれば、答えはなくともヒントは摑つかめるかもしれない』

「ヒ、ヒントってなんだよ」

『とにかく、難しくは考えず、自由に行動してください』

「おい、一体どういうことなんだ!?　ちゃんと説明をしろ！」

　服部はつとりさんが怒鳴るが、マダナイは動じない。

『拒否します。さて、それでは我々は、今度こそ本当に失礼します』

　先程と同じように、またふっとマダナイが姿を消す。

　何がなんだかわからない。

　徳とく島しまさんが自殺なのかも他殺なのかも。他殺の場合誰が犯人なのかも。マダナイの目的も。

　何一つ明確なものがなくて、僕らはただ、呆ぼう然ぜんとしていた。







　徳とく島しまさんが亡なくなってから二日。

　あれから瀬せ戸とさんと三み重えさんは、二人で励まし合うようにしてずっと寄り添っていた。服部はつとりさんは常に二ふた葉ばちゃんを抱えて館内を歩き、脱出方法を探している。鹿か川がわ、そして僕はいつも一人でいる。

　──ぼんやりと、マダナイの発言を思い出す。マダナイが僕ら地球人にヒントしか求めていないということ。地球人を、望む答えは持っていないが最も理想に近いと言ったこと。あれはどういう意味だ？

　考えていたところで、しゅんっと音がした。この場所──食堂の自動扉が開いたのだ。

「あれ……二ふた葉ばちゃん？　どうしたの、一人なんてすごく珍しいね」

「お兄ちゃん、どうしよう……」

　二ふた葉ばちゃんがこちらに駆けてくる。まさか服部はつとりさんに何かあったのか、とぞっとし──

　突然、痛みが足を襲う。刺されたと気付いたのは、その一瞬後だ。

「二ふた葉ば……ちゃん？」

　彼女が、どうやら隠し持っていたらしいナイフで僕の足を刺していた。食事の際に使うものではない、もっと大振りのナイフだ。

「……どうしよう……刺したくなっちゃって……」

　──子供相手だから、油断してしまった。子供だろうがなんだろうが、水による衝動は皆持っているのに。

「……ごめんなさい」

　二ふた葉ばちゃんは僕の足からナイフを抜く。ナイフは床に落ちる。刃先についた赤を見て、二ふた葉ばちゃんはビクッと泣きそうになった。

「ごめんなさい、ほんとに、ごめんなさい」

「……大丈夫」

　二ふた葉ばちゃんに罪はない。悪いのは水であり、宇宙人だ。呪文のように頭の中でそう繰り返す。

　幸い、彼女は幼く力が弱いため、ナイフは深く刺さったわけではない。じわじわと血が滲にじんでくるが、別に命に関わることも、後遺症の心配もないだろう。

「服部はつとりさ……二ふた葉ばちゃんのお父さんは？　どうしたの？」

　もう昼食が終わってからだいぶ経たっている。他の皆は多分部屋にいるだろう。食事後も、用もなくここに長居するなんて僕くらいだ。

　ここは徳とく島しまさんが亡なくなった場所だから。誰も近寄りたがらない。僕だってそうだ。

　けど、徳とく島しまさんの死を忘れてはいけないと思う。

　ほんの僅かでも、自分と関わりのあった人だ。悼いたまなければならない、と、僕の中の教育された部分が義務を主張している。つまり僕がわざわざ自分の部屋ではなくここで過ごすのは、彼女を忘れないという意思表明のようなもの。

「パパは、寝てる。最近ずっと寝てなかったから、もうすごく疲れてるみたいで……」

　ここへ連れてこられてから六日。服部はつとりさんはいつも脱出できる場所を探して歩き回っていた上に、水は最低限しか飲んでおらず、しかも夜はほとんど寝ていなかったはずだ。限界がきたのだろう。

「そっか。いいの？　お父さんが寝ている間に、勝手に部屋を出ちゃって。お父さんが知ったら心配するんじゃないかな」

　二ふた葉ばちゃんは自分のスカートをぎゅっと摑つかみ、俯うつむいてしまう。

「パパにバレたら、怒られると思う。……でも、どうしても喉が渇いて、寝られなかったの。パパ、あんまりわたしにお水飲ませてくれないから。こっそりお水、飲んじゃおうと思ったの」

「そっか……」

「わたし、部屋の洗面所でお水を飲んだの。そしたら、どうしても、誰か刺したくなったの。我慢できないの。でも、パパは刺したくなかったから、部屋を出て……」

「……うん」

「……本当に、ごめんなさい」

「気にしないで。大丈夫、痛くないよ」

　刺された右足は、ずくん、ずくんと痛む。それでも僕は二ふた葉ばちゃんの頭を撫なでる。

「気にしなくていい……けど、他の人に同じことをしたら駄目だ。そもそも、このナイフはどうしたの？」

「マダナイがくれたの」

　二ふた葉ばちゃんの手前、精一杯笑顔を保ちながら、腹の中には憎ぞう悪おが渦巻く。あの宇宙人こそ、刺してやりたい。

「……あのね、お兄ちゃん。わたし、パパにも、酷ひどいことしちゃうの」

「……そう、なの？」

「うん。わたし、パパに嚙かみついたり、引っかいたり、首絞めたり、しちゃうの。今までそんなことなかったんだよ。でも最近、すごくそうしたくなって、我慢できないの」

「……お父さんは、そういうとき、どうしてる？」

「お兄ちゃんと同じ。撫なでてくれる。二ふた葉ばは悪くないよって言って、抱きしめてくれるの。パパは優しいの」

「……そう、なんだ」

「でもパパ、最近ずっと、ピリピリしてるの。いつもわたしを連れて、この建物の中のいろんなところをうろうろしてる。必ず外に出られる場所があるはずだ、ってずうっと探してる。徳とく島しまのお姉ちゃんが死んでから、特に」

「それは……そう、だろうね」

　ゆっくりと、二ふた葉ばちゃんは目を閉じる。幼いながらに何か考えているのかもしれない。

「ねえ、お兄ちゃん」

　やがて目を開いた彼女は、じっと僕を見てきた。子供だというのに真剣な眼まな差ざしで、心なしか今までと顔つきが変わったようにすら、見える。

「死ぬって、辛いの？　悲しいことなの？」

「……そうだね。すごく、悲しいことだよ」

「そうなの？　でもね、わたしのママはね、死んじゃったんだよ」

　子供の前で動揺を見せるべきではないと考えていたのに、一瞬言葉を失ってしまった。

「ど、どうして」

「んー、わたしもよくは知らない。パパは、じこ、って言ってた」

　事故、か。これ以上詳しく聞くことはさすがにできないが、何らかの突然の不幸によって、二ふた葉ばちゃんの母親は命を落としたのだろう。

「パパはね、ママは、お空のお星様になったんだって言うの。そこで、いつもわたしのことを見ててくれてるんだって」

「……そうだね。二ふた葉ばちゃんのお母さんはきっと、二ふた葉ばちゃんを見守ってくれてるよ」

「ねえ、でもね、クラスの子は、パパと違うこと言うの。人は死んだら、幽霊になってこの世を彷徨さまよい続けるんだー、って言ってくるの」

「そういう説もあるってだけの話だよ。死んだ後のことは、誰にもわからないものだから……」

「幽霊は怖くてやだなあ。わたし、妖怪だったら好きなんだけどなー。友達が詳しくてね、いろいろ教えてもらえるの。妖怪の名前いっぱい言えるもん。妖よう狐こでしょ、山犬でしょ、天てん狗ぐでしょ……」

　こんな小さな子が妖怪の名前を知っているなんて不思議だと思うが、そういえば最近、そういうアニメが子供の間で流は行やっていたなと思い出す。

「そうそう、わたし、外国の妖怪も知ってるよ。あ、ねえお兄ちゃん、フランケンシュタインの怪物ってどうやって生まれたか知ってる？」

　二ふた葉ばちゃんの話に付き合ってあげたいところだが、正直、そろそろ足の痛みが無視できない。笑顔を保ったまま、会話を終わらせることにする。

「ところで二ふた葉ばちゃん。お父さんのところへ戻らないといけないんじゃないの？　もしお父さんが起きて、二ふた葉ばちゃんがいないことに気付いたら、すごく心配するよ」

「あ、そうだ。わたし、お部屋に戻るね！」

　二ふた葉ばちゃんはぱたぱたと駆けていった。僕はそっと息を吐き、あいつを呼ぶ。

「おい、マダナイ」

『はい、なんでしょう』

　今までここにいなかったマダナイが、瞬時に姿を現す。呼びさえすればこいつはいつでもどこでも姿を現す。こいつは四六時中僕らを観察しているのだから。

「これ、返すからな。……あんな小さな子に、二度とこんなもの渡すな」

　僕は床のナイフを拾い、マダナイに向けた。

『二ふた葉ばさんが欲しがったから、お渡ししたまでですよ。我々は皆さんのお望みのものをなんでもご用意します。ナイフでも銃でも、どうぞリクエストしてください』

「そんな物騒なものいらない。それより、消毒液と包帯とかくれないか」

『ああ、包帯があれば、絞こう殺さつができますね。どなたか殺しに行くのですか？』

「……ふざけたことばっかり言うと、おまえを殺すぞ」

『我々を殺す？　どうやって殺すのですか？』

　言葉に詰まり、ぎりっと歯は軋ぎしりをする。地球人はマダナイ達たちに触れることもできないのだ。僕がこいつを殺せる方法なんて、ない。

「さて、山やま口ぐちさん。包帯とお薬をお持ちしました」

　そこで別のマダナイが出てきて、僕の前に包帯と薬を落とす。消毒液ではなく、軟なん膏こうのような塗り薬。おそらく、アルコールなどの消毒液だと、僕らが水の代わりに飲んでしまう可能性があるから、だろう。

『では、我々はこれで失礼しますね。引き続き自由な生活を満喫してください、山やま口ぐちさん』

　ふっと、マダナイは消えてしまう。

「……おい、どうすればいいんだよ、これ」

　僕の手には、結局回収されることのなかったナイフが残された。







　夕食のため食堂に全員が集まった際、「落ち着いて聞いてほしいんだけど」と前置きをして僕は切り出した。

「マダナイがナイフを出してきた」

　ガタタッと椅子の音がする。三み重えさんと服部はつとりさんが立ち上がった音だ。

「な、なな、何それっ、ナイフ!?」

「おい、それを捨てろ！　妙な真ま似ねするなよ！」

「落ち着いてください。僕は何もする気はありません。というか、変なことをする気がないと証明するために、これを皆に見せることにしたんです。……これは、マダナイが勝手に渡してきたものです。僕はこんなもの返すと言ったんですが、マダナイがどうしても受け取ってくれなくて」

　あの後も何度もマダナイを呼び「返す」「処分しろ」と言ったのだが、一向に聞いてもらえなかった。

「このまま僕が持っているわけにもいかないし、どうするべきか相談したくてですね」

　二ふた葉ばちゃんが僕を刺したことは黙っておく。ありのまま話すと、二ふた葉ばちゃんが周囲から変な目で見られそうで心配なのだ。

　殺人衝動が湧くのは水のせいなのだし、こんな小さな子が責められるような展開になるのは避けたい。刺されたとはいえ軽傷ですんだし、傷はマダナイに新しく貰もらった、前とほとんど同じズボンで完全に隠せるので、二ふた葉ばちゃん本人が言わなければバレないはずだ。

　その本人は、服部はつとりさんの腕の中で俯うつむいてしまっていた。まるで先生に叱られるのを恐れる子供のようで（実際子供なのだが）そんなに怯おびえなくても大丈夫、と声をかけたくなる。

「……マダナイに武器を貰もらったが、自らそれを打ち明けることにした、ということか」

　服部はつとりさんは、見定めるように両りよう眼がんを僕に向ける。

「はい。僕は皆に危害を加える気なんてないし、混乱を招くような事態も避けたいですから」

　ナイフのことを誰にも言わず部屋に隠しておくという選択肢もあった。しかし、徳とく島しまさんが他殺だとかわざわざ公言するようなマダナイだ。いつ『山やま口ぐちさんはナイフを隠し持っていますよ』とか皆に言ってもおかしくはない。そうなれば一気に混乱を招くだろう。なら最初から言っておいたほうがいいと判断した。

「ここでの生活は殺し合いなんかじゃないと僕は思っています。疑い合い、騙だまし合うようなゲームでもない。これ以上死者を出さないために必要なのは信頼と結束──マダナイ好みに言うなら、愛です。……僕らの敵は地球人じゃない、宇宙人ですから。地球人同士は、協力すべきだと考えています」

　つまりこれは、僕は武器を独り占めしたりしない、というアピール。一種の牽けん制せいでもある。僕は裏切らない。だから皆も裏切るな、という。

「そうですね。山やま口ぐちさん、武器のことを打ち明けてくださって、ありがとうございます」

「まあ……正直にナイフのこと言ってくれたのも、協力するべきだって意見も……あたしも、悪くないと思う」

　瀬せ戸とさんと三み重えさんが頷うなずいてくれる。服部はつとりさんは険しい顔のままだ。

「問題は、そのナイフをどうするかだ。マダナイに処分する気がないのなら、それはいつまでもこの館内にあり続けることになる」

　先日の、徳とく島しまさんの傍そばに落ちていたカッターナイフに関しては、他殺だと知らされる前、話し合いの末トイレに流してしまったのだが。今回のナイフは流せるサイズではない。

「別に、そのまま山やま口ぐちが持っときゃいいんじゃないのか」

　鹿か川がわの言葉に、服部はつとりさんが目を剝むく。

「おい、正気で言ってるのか？　あの水を飲んでいる以上、誰にだって殺人衝動は湧くんだ。今はこうして理性的にしていても、こいつだっていつ暴走するかはわからないんだぞ」

　その通りだ。正直、僕がナイフのことを話したのは、自分が隠し持っていたらいつか誰か殺してしまいそうだから、という理由もある。

「もし山やま口ぐちに襲われたら、その場でオレらもマダナイに武器出してもらえばよくね。マダナイはいつでもオレらのこと観察してっから呼べばすぐ出てくるし、武器だって、言えばなんでもくれるんだろ」

　そこでマダナイが出現し、答える。

『はい。いつでも、なんでもお望みのものをお出ししますよ』

「いや、だからといってだな……」

「つーかさ、マダナイみたいな奴やつがいるって時点で、どんな対策しても無意味じゃね？　徳とく島しまが殺されたって聞いたときにもちょっと思ったんだけどさ」

　予想外に徳とく島しまさんの名前が出たことに、服部はつとりさんがぴくりと反応する。

「何？　なんだ、徳とく島しま殺しの犯人について、思い当たることがあるのか？」

「そうじゃねえけどさあ。マダナイが最初に言ってただろ。これはミステリじゃないって」

「それがなんだ」

「昔、何かで読んだんだよ。ミステリにはルールみたいなものがあるって。ノックスの十戒とかいうやつ」

「ノックスの十戒……？」

「ああ。十戒って名の通り、十のルールでさ。さすがに全部は覚えてねえけど、まあ犯人は物語の始めのほうで登場していなきゃならないとか、探偵方法に超自然能力を用いてはいけないとか、そういうルールな。……で、その中の一つに『未発見の毒薬や難解な科学的説明の必要な機械を犯行に用いてはいけない』ってのがあったはずだ。

　でもさ、オレ達たちがここで飲んでる水なんて完全に『未発見の毒薬』だろ。水だって言われてるとはいえ、飲むと人を殺したくなるって時点で普通の水とはちげーんだからさ。

　ここには宇宙人なんてわけわかんねーもんが存在して、飲んだら人を殺したくなる水なんつー更によくわかんねーもんがあるんだ。どんなことが起きたって不思議じゃない。最初からまともなミステリなんて成立するはずない」

「……あ」

　はっと気付き、思わず声が出ていた。

「え？　何々？」

「おい、結局何が言いたいんだ？」

　三み重えさんは頭の上に疑問符を浮かべるようにし、服部はつとりさんは先を促す。僕は鹿か川がわの言葉を聞いて思ったことを話す。

「……徳とく島しまさんが『常識外の方法で殺された』って可能性も、この場所にいるかぎりは、否定できないのかもしれない」

「何？　どういうことだ」

　眉を顰ひそめる服部はつとりさんに、僕に代わって鹿か川がわが答えてくれる。

「宇宙人と、殺人衝動煽あおる水ってもんが既に十分非常識じゃん。他にどんなトンデモ道具とか飛び出してきても不思議はない。たとえばだけど、他に『飲むと自殺したくなる水』とかいうもんがあって、それを勧めて飲ませれば、広義では他殺じゃないか？」

「飲むと自殺したくなる水……？　そんなものが……いや、ここならあってもおかしくないか」

「まあそれはあくまでたとえ話だけど。ただこんな非常識な場所じゃ、どんな超展開もアリなんだよなって話。常識的な警戒や対策なんて、何の意味もなさないとオレは思うね」

　そこで鹿か川がわは、マダナイのほうへ視線をやった。

「……マダナイ。オマエ誰かに、何か力なり道具なり、やったんじゃないのか」

『我々は観察者です。そういった質問にはお答えしません。これも観察の一環ですから』

「あーはいはい、そうでしたね」

　つまらないとばかりに、鹿か川がわはマダナイから顔を背ける。

『我々は徳とく島しまさんを殺した犯人についてはお答えしません……が。今のお話について、一つ言っておいて差し上げましょう。《飲むと自殺したくなる水》はありません。しかし確かに、この星には飲むと人を殺したくなる水の他にも、この星特有の、皆さんにとってはおそらく常識外のものがございます』

「……っ、水以外にもまだ、得体の知れないもんがあるっていうの!?」

　顔を青ざめさせる三み重えさん。

『はい。犯人は徳とく島しまさんにそれを使用しました。まあ、具体的に何であるかなど、これ以上の情報はお教えできませんが』

　お教えできない、か。こいつはそればかりだ。ストレスが溜たまる。

　──いや。馬鹿正直に「なんなんだ？」と聞いてばかりだからいけないのかもしれない。教えられない、というのなら……。

「マダナイ。おまえが本当に噓うそをついていないなら……徳とく島しまさんが、本当に他殺だっていうなら。犯人が使ったのと同じものを僕にも出せ、って言ったらどうするんだ？」

　マダナイが、無言になる。

「おまえは、僕らが望むものをなんでも出すんだろ」

　これでマダナイが同じものを出したら、犯人はともかく、徳とく島しまさんが何でどうやって殺されたかははっきりする。そうすれば対策の立てようもあるはずだ。

『ふむ、すみません。我々は、それを教えてしまっては、観察がつまらないものになってしまいそうだと危惧しています』

「約束が違うだろ。おまえは僕らの望むものを出すと言ったくせに、犯人にだけ特別なものを渡して、僕らには渡さないなんて、不公平じゃないか。おまえは観察対象をえこひいきするのか？」

『……なるほど』

　説得できた、のだろうか。マダナイは考え込むように無言になる。

『仕方ありませんね。では、同じものを出すことはできませんが、もう少しだけ情報をお教えしましょう。──犯人が徳とく島しまさんに使った《それ》は、もう同じように使うことはできません』

「同じように使うことはできない？　なぜだ」

『《それ》は使い捨て……とは少し違いますが、一度使用すると、効果が激減するのです』

　マダナイの言葉に、三み重えさんはあからさまにほっと顔を明るくする。

「本当？　じゃあ、もう同じ殺人は起きないってことね」

　彼女が安心しているようなので口には出さないが、激減ということは、微小になりこそすれ無効にはなっていないということだ。まだ警戒は必要である。

「いずれにせよ、犯人は何か道具を使ったんだろう。ならそれを探せばいい」

　服部はつとりさんが席を立つ。

「こうしてはいられない。今すぐ全員の部屋を調べさせてもらうぞ。拒否は許さない。嫌がるようならそいつが犯人ということだからな」

　ずんずんと歩いていってしまう。僕らは皆、慌てて彼の後を追う。

　そうして服部はつとりさん主導による各部屋の捜索が行われた。……が。結論から言うと、どこからも怪しいものなんて見つからなかった。「それ」が非常識なものだというなら、目視できないものなのかもしれない。あるいは徳とく島しまさんは本当に自殺で、マダナイがでたらめを言っている可能性もまだゼロとは言えない。結局、何もわからないままだ。

　ちなみに最初の本題だったナイフについては、トレーニングルームに置くことにした。これ以降トレーニングルームには立ち入り禁止。脱出口を探すなどの目的で中に入りたいときは、必ず全員に声をかけること。もし無断で中に入る奴やつがいたら、そのときだけは攻撃してもいい、というルールだ。

　マダナイがいつでも武器を出してくる上、水以外にも非常識なものがあるという以上、こんなルールは無意味かもしれない。が、話し合いでルールを作り結束感を出すのは、悪いことではないはず。服部はつとりさんは犯人を捜そうとしているが、本来、地球人同士で疑心暗鬼になるのが一番危険なのだから。

「……では、これでいいな。解散にするか」

　トレーニングルームにナイフが置かれたことを全員で確認し、別れる。三み重えさんと瀬せ戸とさんは一緒に部屋に戻り、服部はつとりさんは、出口を探すため二ふた葉ばちゃんとホールへ行くと言っていた。

　僕も居住エリアへ戻り、自分の部屋へ入る──前に、ちらりと隣の部屋に目をやった。

　僕の隣の部屋は、徳とく島しまさんのものだった。







「山やま口ぐちさん、山やま口ぐちさん、山やま口ぐちさん、山やま口ぐちさん、山やま口ぐちさん。起きてください」

「……ん……？」

　翌朝。ベッドで浅い眠りについていた僕は、耳元で僕を呼び続けるマダナイの声で目覚めた。

「緊急招集です。ただちにホールに集合してください」

「え……、え？」

　不穏な響きに、跳ね起きる。

「緊急招集って……何かあったのか？」

「それは、これからお話しします。さあ、ホールに行きましょう」

「おい、何があったのかだけ教えてくれよ。まさか、また誰か殺されたのか!?」

「ですから、ホールでお話ししますから。さあ、行きましょう」

「……わかったよ、急ぐ、急ぐから……！」

　素早く寝間着からいつもの制服に着替え、ホールに向かった。







　初日に館内を歩き回ったときからホールという場所の存在は知っていたが、今までは招集されることなどなかったし、用もないのであまり立ち入ることはなかった。

　どういう場所かというと、単純にだだっ広いだけの何もない空間だ。天井、壁、床と一面、メタルレインボーとでもいうのか、虹色に鈍く輝いているのがなんとも悪趣味だと思う。

「山やま口ぐちさん！　よかった、無事だったんですね」

　ホールに入るなり、瀬せ戸とさんが飛びつくようにこちらに駆け寄ってきた。

「わ……っ、な、何があったの？」

　周囲を見回すと、既に皆が集まっていた。瀬せ戸とさんの他にも、三み重えさん、鹿か川がわ、二ふた葉ばちゃん。

「あれ……服部はつとりさんは？」

「わかりません。私わたし達たちも、その件で呼び出されたんです。二ふた葉ばちゃんも何も知らないそうで……。マダナイが言うには、死んではいないみたいですが……」

　ひとまず「死んではいない」という言葉に胸を撫なで下おろす。安あん堵どしたところで気付いたのだが、室内の中央部に、巨大な立方体がある。黒い布で完全に覆われていて、中身が何かはわからない。──あんなもの、以前はなかったはずだ。

「山やま口ぐちさんもなかなか来ないから、マダナイに聞いてみたんですけど、死んではいないって言うだけで、それ以上は何も教えてもらえなくて……。何かあったんじゃないかと心配してたんです。……よかった……無事で、本当によかったです……」

　瀬せ戸とさんは心から安心したように涙目で僕を見上げる。

「皆さん、お集まりくださり、ありがとうございます」

　上方から声。見上げれば、マダナイが浮かんでいた。ちなみに僕の背後にもマダナイがいるし、瀬せ戸とさん達たちの傍そばにもそれぞれマダナイがいる。

「それでは今から、服部はつとりさんに罰を与えます」

「………………え？」

　僕ら皆の声が重なった。皆、一様にぽかんとしている。

「ば、罰って……どういうことですか」

　微かすかに震える声で尋ねたのは、瀬せ戸とさんだ。

「罰は罰ですよ。我々は、最初に警告したでしょう？　ここから逃げようとすれば罰を与えます、と。服部はつとりさんは警告を無視しました。つまり、罰してほしいということでしょう？　私わたし達たちはそのリクエストにお応えするだけです。まあ、他の方も逃げたいという考えはあるようですが……。一番脱出に積極的なのが服部はつとりさんでしたので、服部はつとりさんを罰します」

　マダナイは顔色、というか体の色を普段の虹色とまったく変えずに話すが、僕や瀬せ戸とさん達たちは顔面が蒼そう白はくになっていた。

　そして全員、視線はマダナイよりもその後方に向けている。黒い布に覆われた、巨大な立方体。

　まだその正体なんて何もわかっていないのに、僕らの頭の中には共通の言葉が浮かんでいる気がした。マダナイの「罰」という言葉といい、おそらく、これは。

　──処刑道具──

「マダナイ！　服部はつとりさんに何をする気だ！」

「すぐにわかりますよ。さあ、皆さんも一緒に観察しましょう」

　マダナイ達たちの一人が立方体に近付く。バサリと、黒い布が落ちた。

　現れたのは、巨大な水槽。上部分は、僅かに空気穴が空いているだけの透明な蓋で覆われている。小さくだが錠が見えるので、マダナイがそれを開けないかぎり中の人物は水槽の外に出られないだろう。また、水槽内部の上方には、蛇口が複数設置されている。

　そんな水槽の中に入っているのは、水と──服部はつとりさん。

　服部はつとりさんは、立った状態で口と手足に布を巻かれていた。水槽の中は、服部はつとりさんの腰の高さまで水が入れられている。マダナイが服部はつとりさんに近付くと、水槽に被かぶせられていた布と同じように、彼の自由を封じていた布も全て落ちる。

「パパ！」

　今まで不安そうにきょろきょろしていた二ふた葉ばちゃんは、飛びつくように服部はつとりさんのところへ走ってゆくが、水槽の透明な板によって親子は隔てられている。助け出すことはおろか、触れることさえできない。

「マダナイ、俺を、ここから出せ！　出せ！」

　服部はつとりさんは内側から水槽を叩たたく。がんがん、がんがんと響く音は、水槽が壊れそうになる音ではなく、服部はつとりさんの手がただ痛めつけられるだけの悲痛な音。

「無駄ですよ、服部はつとりさん。そんなことをしたところで、そこからは出られません」

　マダナイは淡々と服部はつとりさんに言った後、今度は僕らに語りかける。

「いいですか、皆さん。服部はつとりさんは、とても罪深いのです。ずっと、ここから脱出しようとしていたのですよ。毎日毎日、朝から晩まで、です」

「脱出しようとするなんて、当たり前だろ……！　二ふた葉ばをいつまでも、こんな危険な場所にいさせられるか！　俺は一刻も早く、二ふた葉ばをここから出してやりたいんだ！　出せ！　俺をこんな水槽から出せ!!　二ふた葉ばを……こんなわけのわからないところから、出せぇぇぇ!!」

　がんがん、がんがん。そんなに強く叩たたいたら、服部はつとりさんの手の骨が砕けてしまうのではないだろうか。そんな痛々しい音が鈍く響き続ける。

「最初のうちは、脱出しようとするのも観察の一環として見逃してあげていました。けれど、そろそろ見せしめが必要です。もう、皆さん誰も、逃げようだなんて考えないように、きっちり罰を与えておかないと。……とはいえ、大丈夫ですよ。私わたし達たちは平和主義ですからね。この水槽に閉じ込めておくだけで、それ以外には何もしません」

「閉じ込めておくだけ……？」

「はい。ときに皆さん、水みず牢ろうというものをご存じですか？　江戸時代の年ねん貢ぐ滞納者などにされた拷問の一種なのですがね。水の入った牢ろうに閉じ込めるだけ、というとても単純なものです」

　マダナイはいつもの高音で、淡々と語る。

「私わたし達たちには肉体がありませんし、睡眠もしないので、よくわからないのですが。その水みず牢ろうというものはですね、閉じ込められるだけであっても、水があるため座ったり横になったりして休むことができず、時間が経たつほど体力が削られてゆくそうなのです。出ることもできず、眠ることすらできず、何もできないまま、無駄に時間だけが過ぎてゆき……次第に、皮膚が水を吸いすぎて、ふやけ破れ……おっと、別にこれ以上言う必要はありませんか。私わたし達たちは、平和主義ですから」

　煽あおるわけでもなく、マダナイはあくまで平へい坦たんな調子で語ったのだが、それがかえってぞっとした。この宇宙人なら、なんの感情もなく平気でそんな恐ろしいことをするのだろうと。何時間でも、何日でも服部はつとりさんを中に閉じ込めて、ゆっくりと朽ちさせてゆくのだろうと──

「ふざけるな。それのどこが平和主義だ！」

「平和主義です。絶対に出してあげない、とは言っておりませんよ」

　僕が声を上げると、マダナイはそう答えた。服部はつとりさんの目に微かすかな光が灯ともる。

「おい、俺をここから出す意思があるのか!?」

「それは、あなた次第です。服部はつとりさん」

　マダナイが服部はつとりさんとの距離を詰める。彼の、すぐ眼前に。

「服部はつとりさん。水を飲めば、あなたをそこから出してあげましょう」

　ぴくり、と服部はつとりさんの体が反応した。それは、希望のせいか恐怖のせいか。

「そこから出すのと引き換えに──多めに、水を飲んでいただきます。皆さん、普段は食事のときなども、なかなか水を飲みませんからね」

「あ、当たり前だ……。人を殺したくなるような水、飲めるはずが……」

「嫌だと言うなら、無理には飲ませません。私わたし達たちはあなた方地球人に、行動を強制はしないのです。全ては、あなた方の選択次第。ずっとその中に居続けるか、水を飲んでそこから脱出するか。あなたは、自分で自由に決定できるのです」

　ずい、と迫るように。マダナイは服部はつとりさんに選択を突きつける。

「さあ」

　服部はつとりさんの顔は青い。冷たい水に浸つかっているせいか、突きつけられた選択のせいか。

「どうします、服部はつとりさん」

「パパ……」

　二ふた葉ばちゃんは水槽に手を触れ、泣きそうな顔で服部はつとりさんを見ている。

「……俺は」

　服部はつとりさんは、ぐっと拳を握りしめる。憤ふん怒ぬと恐怖と葛藤が全て凝縮されているようだった。

「まだ、死ぬわけにはいかないんだ。俺が死んだら、二ふた葉ばを守れない」

　強い決意を感じる言葉……が、不安に揺れる。

「だが、水を飲むことで、もし俺が二ふた葉ばに危害を加えてしまったら……」

「ふむ。あなたのアイは、水を飲んだくらいで壊れるようなものなのですか」

「な……ふ、ふざけるな。そんなわけない。俺は、二ふた葉ばを殺したりしない！　……そうだ、俺は水を飲む。そしてここから出る。俺は二ふた葉ばを守るんだ」

　ふわり、ふわり。服部はつとりさんの眼前を、水槽の周囲を、僕らの傍そばを。マダナイ達たちはシャボン玉が揺れるように動く。

「それがあなたの選択なのですね」

「そうだ」

「わかりました。それでは、服部はつとりさん」

　マダナイが水槽内の蛇口に近付く。触れたわけでもないのに、そこから水が出てくる。

「今から、私わたし達たちがいいと言うまで、水を飲んでください」

　服部はつとりさんは無言で頷うなずく。僕らは見守ることしかできない。

　彼は冷たい水に腰まで浸つかっているのに、うっすらと汗を浮かべているように見えた。水を飲むことへの不安のせいだろう。その気持ちは嫌というほどわかる。

　ただ水を飲むだけ。それだけのことが怖くてたまらない。もはやあれは水なんてものじゃない。毒だ。無色透明、無味無臭だが、ただ水に似ているだけのひどい毒。僕ぼく達たちの正常な心を蝕むしばむ、猛毒。飲めば飲むほど心を壊される。

「……っ」

　それでも服部はつとりさんは、蛇口から流れ出る水を飲む。
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「いいと言うまで、飲むのをやめてはいけませんよ」

　服部はつとりさんは、水を飲む。飲み続ける。……飲み続ける。

　──まだか。まだ飲まないといけないのか。一秒ごとに不安が増大してゆく。飲めば飲むほど危険は増してゆくのだ。服部はつとりさんにとっては殺してしまう危険が。僕ら全員にとっては、殺される、危険が。

「──っおい、マダナイ、いいかげんにしろ！　もう十分だろう！」

　服部はつとりさんは水の飲みすぎで苦しそうにマダナイに訴える。

「飲むのをやめるのは自由ですが、私わたし達たちがいいと言うまで、その水はもう止まりませんよ」

　水道の蛇口から、水は流れ出続ける。服部はつとりさんが飲むのをやめても、けして止まらない。

「な、なんだと……。ふざけるな。それじゃ、どんどん水位が上がっていくことに……」

「あなたはそういう選択をしたのですよ、服部はつとりさん。地球人のあなた方は自由な選択ができますが、一度選択したことには、責任が伴います。服部はつとりさんは、『私わたし達たちがいいと言うまで水を飲み続ける』ことを了承しました。その選択は、守られなければなりません」

「……くそっ」

　服部はつとりさんは吐きそうになりながらも、水を飲み続ける。二ふた葉ばちゃんのために。水槽の中から脱出し、幼い娘を守り続けるために。だが外へ出るため水を飲めば飲むほど、彼の殺人衝動は増してゆく。なんという皮肉、矛盾。

「げほ……っ、ぐ……っ」

「吐いてはいけません。さあ、もっと飲むのです。あなたが、その道を選んだのですから」

　いつの間にか、水槽の中には無数のマダナイ。

　その全てが、水道に繫つなげた、水の出る、ホースを持っている。

「お……おい。何をする気だ、やめ……」

　顔面を蒼そう白はくにさせた服部はつとりさんが、逃げ出したいとばかりに動くが、彼はもう四方をマダナイ達たちに囲まれてしまっている。

　マダナイ達たちは、ホースから勢いよく出る水を、服部はつとりさんに向けた。

「ごぼ……っが、ああああああああああああああっ!!」

　服部はつとりさんの口に、水は注がれ続ける。マダナイが何かしているのか、口を閉じることができないようだ。

　ただ水を飲まされているだけ。透明な液体が、彼の口内へ流れてゆくだけ。彼の胃が、体が、水で満たされてゆくだけのこと。

「う……ぐ」

　服部はつとりさんが水を飲んでいるだけ──なのに、僕は吐き気を催し、口を押さえた。

　あの水をあんなに飲まされたら、服部はつとりさんは、もう……。

「服部はつとりさん。これがあなたの選択。そしてこれからのことも、全てはあなた次第」

　マダナイはどこまでも淡々と、平へい坦たんな高音で語る。

「私わたし達たちは是非、観察させていただきたいのです。あなたの言葉が、真実なのかどうか」

　絶え間なく全方向から水を浴びせられる服部はつとりさんは、もう呼吸がうまくできていないのではないか。次第に彼の動きが鈍くなってゆく。意識が途切れそうになっているように。

「服部はつとりさん。あなたは、二ふた葉ばさんを殺したりしないと言いましたね。どうか私わたし達たちに、あなた方の行く末を、最後まで観察させてください。──私わたし達たちが、アイに近付くために」

　マダナイは語りかける。が、服部はつとりさんから返事はなかった。

　次の瞬間、ばしゃんと飛沫しぶきを上げ、服部はつとりさんは水の中に倒れた。







「パパ、まだ、起きないね」

　あの後。気を失ってしまった服部はつとりさんを、マダナイが彼の部屋へと戻した。

「……お兄ちゃん。パパ、大丈夫かな？」

　二ふた葉ばちゃんは、服部はつとりさんから離れようとしなかった。ずっと彼を心配し、「大丈夫かな？」と聞いてくる。僕はそのたびに黙って彼女の頭を撫なでる。

　大丈夫とは言えない。服部はつとりさんが目を覚ますのが怖い。次に目を開いたら、服部はつとりさんはただ人を殺すだけの狂人と化しているのではないか。

　念のため、申し訳ないと思いながらも、以前使った包帯の余りで服部はつとりさんの手足を縛り、ベッドに固定してはいる。それでも、目の前の人が、起きたら無差別に人を殺したがるのではないかと想像すると、体が震えそうだ。

　本音を言えば、服部はつとりさんの傍そばにいることが怖い。それでも僕はここにいる。二ふた葉ばちゃんがどうしても服部はつとりさんの傍そばにいたがったから。服部はつとりさんと引き離したら、また大泣きしてしまうのではないかと思うほど、目に涙を溜ためていたから。

　三み重えさんは、服部はつとりさんの傍そばにいるのは危険だと心配してくれた。瀬せ戸とさんは自分も一緒に服部はつとりさんを見張ると申し出てくれたが、縛っておくから大丈夫、と断って──僕は二ふた葉ばちゃんと共に、まだ意識の戻らない彼の傍そばにいることを選んだ。

「大丈夫だよね？　パパ、大丈夫だよね」

　──不安そうに目を潤ませているこんな子供を、放っておくことはできない。

　僕には何もなく、何もできない。だけど、少しでも何かしたい。いざとなれば、二ふた葉ばちゃんの盾になることくらいならできるかもしれない。

　このまま、わけのわからない宇宙人なんかに翻弄され、絶望に飲まれて終われるか。

「……う」

　低く呻うめくような声に、はっと顔を上げる。ベッドの上で服部はつとりさんが身じろぎをし、薄目を開けていた。

「パパ！」

　二ふた葉ばちゃんは、服部はつとりさんに飛びつくようにベッドへダイブした。

「よかった！　起きたのね、パパ」

「起き……た………？　俺は何を、……っ」

　服部はつとりさんは、何があったか思い出せないとばかりに問い──何があったか思い出してしまった、とばかりに、目を見開いた。

「パパ、どうしたの？　どこか痛いの？　痛いの痛いの飛んでけー、してあげるよ？」

「二ふた葉ば……駄目、だ。近寄るな。部屋から……出ていけ……」

　振り絞るような声だった。理性を保ち、言葉を発することすらぎりぎりだというような。

「嫌！　わたし、パパと一緒にいる！」

「駄目だ。どこか……遠くへ、行っていなさい」

「二ふた葉ばちゃん、お父さんの言うことを聞くんだ。無事は確認できたんだし、もう部屋を出よう」

　僕は二ふた葉ばちゃんの手を取り、引っ張る。しかし彼女は引き下がらない。

「やだ！　わたし、パパといるの！」

「……二ふた葉ば。二ふた葉ばはいい子だろう。あまり……パパを、困らせないでくれよ」

　そう言って、服部はつとりさんは微ほほ笑えんでみせた。

　彼の表情も声も、どこまでも優しい。けれど、何かに必死で耐えているようだった。

　二ふた葉ばちゃんは口を閉ざす。幼いながら何か考えているのだろうか。

「……パパ、死んじゃうの？」

　子供なりに服部はつとりさんの異変を感じ取ったようだ。確かに、死んでしまうのではないかと思ってもおかしくないくらい、今の服部はつとりさんは弱々しい。

「……死にたくは、ないな」

　服部はつとりさんの声は消えてしまいそうな小ささだったが、僕ら三人しかいない部屋の中に、妙にはっきりと響いた。

「パパはね、ずっと、二ふた葉ばと一緒にいたいんだよ」

「……じゃあ、パパが死んじゃったら、わたしも一緒に死んであげるよ。そうしたら、ずっと一緒でしょ」

　突然何を言い出すのかとぎょっとするが、服部はつとりさんはあくまで穏やかに微ほほ笑えむ。

「二ふた葉ば。それは駄目だよ」

「どうして？　なんで駄目なの？」

「パパはね、二ふた葉ばに生きていてほしいんだ」

「なんで？」

「死んだら、そこでおしまいなんだよ。でも二ふた葉ばが生きていれば、未来には、きっと素敵なことが溢あふれているんだ。二ふた葉ばはいい子だからな。おまえには、幸せな人生が待ってる。二ふた葉ばが幸せに生きてゆくこと……それが、パパの幸せでもあるんだよ」

　父親の優しさが溢あふれる瞳で、服部はつとりさんは、まっすぐに二ふた葉ばちゃんを見る。

「二ふた葉ば、愛してるよ」

　その声は、傍観者である僕の耳にさえ、とても心地よく響いた。

「わたしも、パパが大好きよ」

　二ふた葉ばちゃんが笑顔で言うと、服部はつとりさんも微ほほ笑えみを返す。

「おまえが無事に生まれてきてくれたとき、どれだけ嬉うれしかっただろう。

　実み花か子こが亡なくなった後、おまえがいてくれたことに、どれだけ救われただろう。

　辛くて、悲しくて、もう死んでしまおうかと思った日も、二ふた葉ばがいたから生きてこられた。

　二ふた葉ばが笑うと、パパも嬉うれしい。二ふた葉ばが悲しいと、パパも悲しくなる。二ふた葉ばが死んだら、パパもきっと生きていられない。……二ふた葉ばは、パパの命そのものだよ」

「……パパ……」

「愛してるんだ、二ふた葉ば……」

　服部はつとりさんの吐く息が、震える。

「……なのに」

「パパ？」

「あああああああああアアアアアアアア!!　なんでだ、なんでだぁぁ！　やめろおぉぉぉ、二ふた葉ば、なんで近付いてくる！　そんなに……そんなに傍そばにいられたら、抑えられないぃぃぃぃぃぃ!!　斬りたい、刺したい……殺、したい、殺したい……ああああああああ、殺したいぃぃぃぃぃぃぃぃぃィィィィィィイイイ!!」

　絶叫だった。人の声ではなく、獣の雄お叫たけびのようだった。

「服部はつとりさん！　しっかりしてください！　服部はつとりさん！」

「ううう、うううううう！」

　服部はつとりさんは、ぶんぶんと左右に激しく頭を振る。獣のような呻うめきを上げながら。

「ああ、アアア、このままじゃ、俺が……俺が、二ふた葉ばを殺してしまうううううううう!!」

「パパ、泣かないで、パパ」

「駄目だ、二ふた葉ば！　近付くな！　俺に近付くなああああああああ!!」

　近付くなと叫びながら、服部はつとりさんはまるで獰どう猛もうな獣のようにベッドの上で暴れる。手足を縛られベッドに固定されてはいるものの、ものすごい勢いで体を動かす。

「パパ、パパ」

「二ふた葉ばちゃん、もう駄目だ！」

　僕は無理矢理二ふた葉ばちゃんを抱き上げ、逃げるように部屋から出た。自動式の扉は鍵もないし障害物を置いておくこともできないが、動けない服部はつとりさんが僕らを追ってくることは不可能だ。

「…………は、あ」

　心臓が、壊れそうなほど音を立てている。吐き出す息は震えていた。

　──どうしよう、どうしたらいい。服部はつとりさんは、あの水によって壊されてしまった。

　あの人はこのままずっとあんな、手負いの獣のような状態のままなのだろうか。もう、人を殺したいなどと思わない元の服部はつとりさんには戻れないのか。二ふた葉ばちゃんはどうなる。僕は、二人のために何ができる──

「ねえ、お兄ちゃん」

　服の裾を引っ張られ、はっと我に返る。

　今、一番に考えるべきは、二ふた葉ばちゃんのことだ。彼女を不安にさせるわけにはいかない。

「……どうしたの？　二ふた葉ばちゃん」

「…………」

「二ふた葉ばちゃん？」

　彼女は一度目を閉じ、やがてゆっくりと目を見開いた。

　その顔はさっきまでの不安げな表情とはどこか違うように見える。子供とは思えぬ、いつもの無邪気さとは異なる顔。

「……ねえ。……って……何……？」

「え？」

「ううん……なんでもない」

　二ふた葉ばちゃんは首を横に振った後、俯うつむいてしまう。父親のあんなところを見てしまったばかりで、不安定になっているのだろう。

「……大丈夫だよ」

　僕は、ぽんと彼女の頭に掌てのひらを乗せる。少しでも彼女の不安を和らげたかったのだ。

「大丈夫。きっとなんとかする。なんとかしてみせるから……」

　根拠なんてまるでない言葉。それでも、ほんの僅かでも彼女を励ますべく、力強く言う。

　徳とく島しまさんのような悲劇を、これ以上、起こしたくない──







「ねえ、パパは一緒にごはん、食べられないの？」

　翌朝、服部はつとりさん以外が集合した食堂で、何度も聞いてくる二ふた葉ばちゃんの頭を僕は無言で撫なでる。

　昨日、僕はあの後自分の部屋で二ふた葉ばちゃんと一緒に就寝した。もっとも、ベッドに横になっていただけでろくに眠れなかったが。今だって、朝食は目の前に用意されているが食欲なんて微み塵じんも湧いてこない。

「……申し訳ないですけど……今の服部はつとりさんに食事をさせるのは、危険ですしね……」

　瀬せ戸とさんが俯うつむきがちに言う。確かに、服部はつとりさんにこれ以上水を与えるべきではないし、非情な言い方かもしれないが、少しくらい弱ってもらったほうがいい。服部はつとりさん本人にとっても、そのほうがいいのではないか。万が一にでも、彼が二ふた葉ばちゃんを殺してしまう、なんてことがあってはいけな──

「……っ」

「……山やま口ぐちさん？　どうかしました？」

「足音が……」

　気のせいだと思いたかったが、間違いない。足音が、こちらへ近付いてくる。

　服部はつとりさん以外、僕らは全員集合しているのに、だ。

　ガタタッと椅子が床を擦こする音が重なる。僕ら全員、立ち上がっていた。それは食堂の自動扉が開いたのと同時だった。

「…………二ふた葉ば…………」

　入ってきたのはもちろん服部はつとりさんだ。彼の目に光はなく、ひどく虚うつろで。

　手には、自動式拳銃が握られている。

「……なんで……っ、縛っておいたのに……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた僕の言葉に、反応したのはマダナイだった。

『先程、我々が解きました。縛られたままでは、服部はつとりさんの自由な行動が観察できませんから』

「……あの銃は」

『我々がお出ししたものです。我々は皆さんが望むものをお出ししますから。山やま口ぐちさんも何かいります？　素手で今の服部はつとりさんに立ち向かうのは大変でしょうからね。武器でしたら、いくらでも、水のように出して差し上げますよ』

　もう何度、水の効果とは関係なく、マダナイを殺したくなっただろう。

　畜生、畜生畜生畜生！　こいつは僕らがどれだけ前向きになろうと、希望を持とうとしても、いとも簡単に踏みにじり打ち砕く。宇宙人ではなく悪魔のようだ。

「……二ふた葉ば、こっちへおいで」

「……駄目です」

　両手をひろげる服部はつとりさんに、瀬せ戸とさんが言い、二ふた葉ばちゃんを抱きしめる。

「その銃は、なんなんですか。それを離してくれなきゃ、今の服部はつとりさんに二ふた葉ばちゃんを任せることはできません」

「うるさい！　今すぐ、二ふた葉ばをこちらに渡せ！」

「服部はつとりさん、落ち着いてください」

「落ち着けるかああああ！」

　僕が瀬せ戸とさんの前に立って言うと、服部はつとりさんは咆ほう哮こうするように殺意をぶちまけた。

「殺してやる！　皆、皆、二ふた葉ば以外全員、殺してやる！　そして俺も死ぬんだ！　そうすれば、二ふた葉ばを殺す奴やつがいなくなるだろう！」

　服部はつとりさんの目は血走り、もう彼が理性も冷静さも失っていることは明らかだった。

「い、いい、一刻も早くそうしないと……っ！　俺は、もう……っ！」

　息を震わせ、獲物を見る目で僕らを見る服部はつとりさん。今の彼に、訴えや説得など無意味だろう。

　そこでマダナイは何人かに分裂をし、そのうちの一人が、僕の耳元でひそり呟つぶやく。

「山やま口ぐちさん。服部はつとりさんを殺せば、あなたを含む、皆が助かりますよ」

　冷たい汗が、掌てのひらに滲にじむ。

　僕は、皆を守るため、彼を殺すべきなのか。

　動けずにいる僕と反対に、服部はつとりさんは動いた。銃の引き金を引き、僕らのほうへと。

「死ね！　おまえら、殺してやる！　殺してやるううううううううう!!」

「きゃあああああああ!!」

「逃げろ、皆！」

「逃げろって……どこによ!?　どこに行けばいいのよぉぉ！」

　混乱し大声を上げつつ、僕らは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑う。よりによって服部はつとりさんが最も扉に近い位置にいるので、迂う闊かつに食堂の外へ逃げようとすることもできない。

　服部はつとりさんは興奮状態で手が震えているため、狙いが定まらずなかなか銃弾は命中しない。が、弾が切れるのと僕らが殺されるのと、どちらが早いかはわからない。それに弾が切れても、どうせマダナイはすぐ新しい弾倉を彼に渡すだろう。

「死ね！　死ねぇぇぇぇぇ!!　俺が、二ふた葉ばを、守るっ！　これ以上家族を失ってたまるかぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　なかなか弾が当たらないことに痺しびれを切らしたように、服部はつとりさんは逃げていた三み重えさんに接近し、至近距離から発砲しようとする。

「いやああああ！」

「三み重えさん！」

　僕は咄とつ嗟さに三み重えさんを突き飛ばす。次の瞬間、僕の腕に血が滲にじんだ。

「山やま口ぐち!?」

「三み重えさん、早く逃げて！」

　幸い、弾は掠かすっただけだ。だが、もう少しでも位置がズレていたら危なかった。

「でも山やま口ぐち、あんたが……！」

「いいから早く！」

「山やま口ぐちさん、姫ひめ子こ！」

「瀬せ戸とさんも、来ちゃ駄目だ！　そのまま、二ふた葉ばちゃんを連れて逃げて！」

　僕は盾になるように三み重えさんに背を向け、二ふた葉ばちゃんを抱えたままこちらへ助けに来ようとしている瀬せ戸とさんにそう叫んで、服部はつとりさんと向かい合う。

「服部はつとりさん、お願いです！　こんなこと、やめてください！」

　説得というより、もはや祈りだった。やめたくてやめられるなら誰も人を殺したりしない。僕らは、本当は、誰も殺したくないはずじゃないか。

「黙れ！　俺は二ふた葉ばを守る！　二ふた葉ばを守るんだ！　二ふた葉ばだけは、生きていられるように！　誰も二ふた葉ばを殺さないように……皆、皆、俺が殺すんだぁぁぁぁぁあああ!!」

「殺しません！」

　引き金が引かれる前に強く叫ぶと、服部はつとりさんは一瞬だけビクッと動きを止めた。

「僕らは、二ふた葉ばちゃんを殺したりしません！　誰にも、二ふた葉ばちゃんを殺させませんから！　だから服部はつとりさんも、誰も殺さないでください！」

　この人はもう理性を失っている。それでも、取り戻させたい。服部はつとりさんが狂ってしまったのは、彼自身のせいではないのだから。

　許せない。こんなふうに理不尽に、人が壊されてしまうことが。

　たかが、あんな水ごときのせいで──

「そして服部はつとりさんも、死なないでください！　皆で……皆で、地球に帰りましょう！」

　僕らはあんな水なんかに、宇宙人なんかに負けたりしない。観察とかなんだとか、そんな理不尽な理由で、人が人を殺していいわけがないんだ。

「そ、そうですよ！　服部はつとりさん、正気を取り戻してください！　二ふた葉ばちゃんのためにも！　全員殺したところで、二ふた葉ばちゃんがここから出られるわけではないんですよ!?」

「そうよ！　大体、父親が皆を殺して死んで、二ふた葉ばちゃんが幸せになれると思ってるの!?」

　瀬せ戸とさんと三み重えさんが、僕の言葉の後押しをしてくれるように、服部はつとりさんを説得する。

「う、うう……」

　服部はつとりさんは頭を押さえ、ぶんぶんと左右に振る。衝動を振り払おうとするかのように。

　しかし彼の目から、殺意が消えることはない。

「あああああああァァァァッ！　駄目だ！　駄目だ駄目だ、駄目だ！　殺したい！　殺したいんだ！　殺したいんだよぉぉぉぉぉ!!」

　また、引き金が引かれる。ぶんぶんと頭や手を振り回す狂乱状態の服部はつとりさんが撃つ弾は、天井や床に当たる。もし僕らに命中すれば、命を奪うであろう鉛玉。

　やはりもう駄目なのか。もう誰の言葉も届かないのか。誰も服部はつとりさんを止めることはできないのか──

「パパ！」

　幼い声が、父親を呼ぶ。

「あっ、二ふた葉ばちゃん……っ！」

　瀬せ戸とさんの腕を払い、二ふた葉ばちゃんが服部はつとりさんのもとへと駆け寄ってきたのだ。

「二ふた葉ばちゃん、来ちゃ駄目だ！」

　僕が止めるのも聞かず、二ふた葉ばちゃんは泣きそうな顔で服部はつとりさんの足に飛びついた。

「パパ、やめて、パパ」

「…………二ふた葉ば…………」

　二人を見守る僕らは、一様に息を飲んでいた。きっと僕らは今、同じことを考えている。

　──二ふた葉ばちゃんなら、服部はつとりさんを止められるんじゃないか？

　そうだ、それがマダナイの観察したい「愛情」というものなんじゃないのか。

　親子の愛。家族愛。それが服部はつとりさんを止めてくれるんじゃないのか。そんな期待に僕らの胸が膨らむ。

「ああ……」

　服部はつとりさんは静かに息を吐く。ふと見ると、血走った彼の目から、一筋の涙が伝っている。

「……殺したい……」

　ぽつりと彼が漏らした言葉に、僕らはビクッと身を震わせる。いざとなったら、自分の体を盾にしてでも、二ふた葉ばちゃんを守らなければ。

「──駄目だ。二ふた葉ばは、俺の、大事な娘だ……」

　言葉の一つ一つが、口から出た途端壊れてしまいそうなほど、か細く脆もろい。

「パパ」

「……二ふた葉ば」

　服部はつとりさんの表情が和らぐ。彼の目から、殺意が消えたように見えた。

「愛してるんだ……」

　服部はつとりさんの声も、微ほほ笑えみも、どこまでも優しかった。それは娘を包む、父親の愛情。

「……アイ　してる　のに……」

　それが崩れるのは、一瞬だった。

「……っああああああああああああああああァァァァァァアアアアアアアーーーーーーー!!」

　獣のような叫びが室内を揺らす。ダン、とテーブルが揺れる。服部はつとりさんが二ふた葉ばちゃんに銃口を向ける。パン、と音が耳を貫く。赤い色が飛び散る。どさりと床に転がる。

　服部はつとりさんが。

「………………え」

　視界が赤い。床に流れる液体のせいで、赤い。

　頭の中まで真っ赤にされたようで、まともに物を考えることができない。

　──何が起きた？

　困惑して周囲を窺うかがえば、僕らから離れた後方で、鹿か川がわが手を突き出していた。その手には黒いものが握られている。銃だ。

　考えられる可能性なんて一つ。鹿か川がわは僕ぼく達たちが服部はつとりさんを説得している間に、マダナイに銃を出してもらったのだ。そうして服部はつとりさんが二ふた葉ばちゃんを撃つ前に、彼を撃った。

　メタルピンクの床をどんどん赤に変えているのは、服部はつとりさんから流れ出る液体。

「パパ」

「……二……葉……」

「パパ、パパ」

「……すまな……い……」

　範囲を拡大し続ける赤に、透明な涙が混じる。

「…………愛してるんだ…………」

　それ以上、服部さんは何も言わなかった。もう、何も言えなかったのかもしれない。

「パパ、パパ、パパ、パパ、パパ、パパ…………」







「ふむ、これが、カゾクアイというものなのでしょうか」

　食堂の中に、マダナイの声だけが響く。

　あの後のことをもうよく覚えていない。何も考えられなかったし考えたくなかった。たしか皆、真っ白な顔をして自室に戻っていった気がする。二ふた葉ばちゃんは、瀬せ戸とさんが抱いて連れて行ったはず、だ。

　僕はまだ動けずにいる。マダナイが既に遺体を外へ捨てに行ったとはいえ、血の匂いが消えていない、この場所から。

「服部はつとりさんが、二ふた葉ばさんを撃とうとするとは。カゾクアイというのは脆もろいものなのでしょうか。鹿か川がわさんが撃たなければ、服部はつとりさんはあのまま二ふた葉ばさんを殺していたでしょうからね」

「……黙ってろ」

「しかし山やま口ぐちさん、運がよかったですね。あのままだったら、皆、殺されていたかもしれません。鹿か川がわさんが服部はつとりさんを殺してくれたおかげ、ですね」

「黙れ」

「それにしても、アイとは意味のないものなのでしょうか。二ふた葉ばさんのオヤであり、二ふた葉ばさんを殺したりしないと言った服部はつとりさんが、たかが水を飲んだだけで結局殺そうとするなんて。まだまだアイについての観察をしてゆきたいですが……。やはりアイとは、とても薄っぺらいものにすぎないのでしょうかね」

「黙れって言ってるだろ！」

　感情が言葉となって飛び出し、爆発した。

「なんなんだ、おまえは！　そんなに僕ぼく達たちを苦しめるのが楽しいか！」

「クルシメル？　山やま口ぐちさんは、クルシイのですか？　何が、クルシイのです」

「一緒に暮らしていた人が死んでしまうことが……そして、殺したくないのに、殺したくなってしまうことがだ！　そんなこともわからないのか！」

「ええ。私には、それがわからないのです。生命を持つものはいずれ死ぬでしょう。なら、他人の死などどうでもいいじゃないですか。なのに地球人は、他人の死を些さ末まつなことだと考えない場合があるのでしょう？　それは一体どういう思考回路であり、カンジョウなのですか？　興味深いです」

　切れて血が滲にじむほどに唇を嚙かむ。血管が飛び出るのではないかというほど固く拳を握りしめる。抑えきれない怒りが、怒ど涛とうのように押し寄せていた。

「…………もう、いい。おまえには一生、愛情を理解なんてできるわけない」

　煮えたぎる怒りの中で、なんとかそれだけ言葉を発した。行きすぎた怒りは、人に諦めを覚えさせる。そんなもの、覚えたくないというのに。けれど、こいつには何を言っても無駄だということは、認めたくない事実だった。

「理解できないものだからこそ、理解したくなる。飽くなき探究心というやつですよ。私は、我々はどうしても、アイを理解したいのです。あなた方の、一生をかけてでも」

「ふざけるな！　迷惑なんだよ！　僕らを、勝手な理由で実験動物みたいに使うな！」

「ふむ？　理解したいと望むことは、悪いことですか？」

「……もし本当に人の感情や愛情を理解したいなら、もっと平和的な方法をとるべきだ。なんで、こんな方法じゃなきゃ駄目なんだ」

「確かに、レンアイカンジョウの芽生えなら、実験を行うまでもなく、地球ではもっと簡単に観察できますね。しかし私は、我々は、地球人が極限状態で、アイと欲望のためにどんな行動に出るのか、自分の欲求よりアイを選ぼうとするのか、それを観察したいのです。我々＠※★※[image: やじるし]☆※星人は、自分の欲求より他人を優先させるなんて、ありえませんから。自分より優先すべきものなんて、ない。何もないのです」

　──行きすぎた怒りは、人に、諦めを覚えさせる。諦めというより、虚むなしさかもしれない。

「…………おまえは、寂しい奴やつだな」

「え？」

　諦めすら通り過ぎた僕の中に、ぽっかりと芽生えた感情。それは、自分でも信じがたいが、こいつへの同情だったのかもしれない。

「サミシイ、ですか。そんなことを言われたのは初めてです」

　ふと、マダナイの声のトーンが落ちたように聞こえたのは気のせいだろうか。そうあってほしいという、僕の願望からくる錯覚か。

　落ち込めばいい。自分がどれだけ悲しい生き物か知って絶望すればいい、という願望。

「サミシイというカンジョウは、私には理解できません」

「……可哀かわい想そうな奴やつだ」

　きっと、心の底から同情しているわけではない。多分僕はそう思うことで、行き場のないやるせなさを少しでも軽減したいのだ。傲慢な宇宙人の我わが儘ままで振り回されている、と思うよりは、この宇宙人は寂しく可哀かわい想そうでどうしようもない奴やつなのだ、と思ったほうがまだ耐えられる。

「ふむ？　地球人は、本当に興味深いことを言いますね」

　マダナイは、ふむ？　ふむふむ？　と、疑問符をいくつも飛ばすように繰り返す。

「私は、サミシイのですか」

「……そうだよ。おまえは寂しい。情も、愛も、何もない。ただ空っぽの奴やつだ」

「でも私は、アイを知りたいのです」

「僕だって、できることならおまえに愛をわかってほしいよ……」

　そして、もうこんなことはやめてほしい。こんな観察なんて何の意味もないただ悲しいだけのことで、人間にとってどれだけ残酷なことなのか、わかってほしい。

「ふむ。では、あなたが、私にアイを教えてくださいますか？」

「………………え？」

「ですから、あなたが、私にアイを教えてください」

「……い、いや…………ちょ、ちょっと待て。なんでそうなるんだ」

　愛を知らない宇宙人が「愛を教えてください」なんて、安っぽい映画のようだ。何を言ってやがるんだ、こいつ。そもそも、僕に愛を教えてくださいだなんて、第一の問題として……。

「……おまえ、女なのか？」

　マダナイの外見は大きなシャボン玉のようなものであり、性別を判断できる部分などない。

「我々には性別はありません。我々は雌であり、雄であり、雌でなく、雄ではありません」

「……どっちなんだよ。わけがわからないぞ」

「まあ、山やま口ぐちさんとアイを育むなら、私は雌ということにしましょう。山やま口ぐちさんは、同性アイ者というわけではないようですしね」

　その通りだ。……だが、もしこの宇宙人が女性であり、もし、もしもこいつが、愛というものを理解したら、僕ぼく達たちを、解放してくれるかもしれないとしたら？

　困惑し、視線を彷徨さまよわせる。食事時だったので、テーブルの上には料理が並んでいる。その中には一つ、綺き麗れいに空になったグラスが。

「我々は観察者として、皆さんの行動を見ることでアイを学ぼうと考えていましたが……実際にアイを体験できるというのなら、私にとって願ってもないことです」

　眼前に、マダナイがずいっと迫ってきた。視界が虹色でいっぱいになり目がチカチカする。

「山やま口ぐちさん。私に、アイを教えてくださいますか？」

　それは僕の耳に、「私を愛してくれますか？」と聞こえた。

　……待て。こんな、宇宙「人」と言いながら、人の形をしておらず、性別すらなく、しかも僕らを拉致監禁し殺人衝動を煽あおっている張本人を、愛し、愛されろというのか？　馬鹿な。

　だが現状、ここから脱出する方法は皆無だ。

　一か八か。この宇宙人を「落としてみる」というのは、どうだろう？

　馬鹿な考えだろうか。しかし何もしないよりは、ここから皆で脱出するために行動したい。僅かでも、皆で助かる可能性を上げたい。

　──もう、徳とく島しまさんや服部はつとりさんのような悲劇を起こさないためにも。

「わかった」

　僕はまっすぐにマダナイの目を見つめ……たいところだったが、奴やつには目がないので、とりあえず奴やつの虹色を見つめておいた。

「僕が、おまえに愛を教えてやる」

　この宇宙人を、籠ろう絡らくしてやる。

　これ以上犠牲を出さず、ここから皆で脱出するためにも。







「……鹿か川がわ、入るぞ」

　一言断ってから、僕は彼の部屋に足を踏み入れた。

　居住エリアにおける各部屋の色は、それぞれ違うメタルカラーだが、それにしても鹿か川がわの部屋は他の部屋と比べ異質に感じる。壁・床・天井と一面のメタルブラック。まるで闇の中のような空間。

　そんな部屋の中、彼は掛かけ布ぶ団とんを掛けることもなくベッドに横になっていた。

「山やま口ぐち？　どうした」

　体を起こし、鹿か川がわは僕を見る。

「いや、その……大丈夫なのかな、と思って」

「大丈夫？　何が？」

「……さっきのことだ。……いや、大丈夫なわけないよな、ごめん」

　鹿か川がわは人を殺した。──殺させてしまったようなものだ。

　あのままでは服部はつとりさんは僕ら全員を殺していただろう。止めるにはもう、ああするしかなかった。鹿か川がわは服部はつとりさんを殺したが、服部はつとりさん以外の僕ら全員を生かしたのだ。

「本当に、ごめん。僕がやるべきだったのかもしれない……」

「いやだから、大丈夫なわけないって、何が？」

「何がって……だ、だから、服部はつとりさんの……ことが……」

「ああ。オレが服部はつとり殺したこと言ってんの？」

　あまりにも軽く言われ、絶句する。

「な……鹿か川がわ、君……な、何も、感じないのか」

「何か感じないといけないのか」

　言葉に窮する。僕は鹿か川がわを責めに来たわけではない。むしろ、正当防衛だから罪悪感を抱く必要はないんだと言いに来たようなものなのに。

　それなのにいざ目の前で、本当に罪悪感を欠片かけらも抱いていない顔をされると、なぜ平気でいるんだ、と問い詰めたくなってしまう。

「徳とく島しまが殺されたって聞いたときは、死因とか犯人とか謎だからちょっとくらいは面白かったけど。でも今回は別に何の謎もないしなあ、どうでもいいよな」

「ど」

　凍りついていた思考が、爆発を起こす。

「どうでもいいってなんだよ！」

　正気を失っているのかと思った。自分の行いを否定しているのかと思った。平気なふりをして強がっているのかと思った。いや、今だってそう思いたい。けれど、笑っている。

　笑っているのだ、こいつは。

「別にいいじゃん、どうだって。生きてたって死んでたって同じだろ」

「お、同じなわけないだろ。……鹿か川がわ、やっぱり、大丈夫じゃないんだ。しっかりしろよ。正気じゃないんだ、君」

　彼の肩を摑つかんで揺さぶってみるが、鹿か川がわは変わらぬ笑顔のままだ。

「別にオレは元からこういう考えだけど。オレが今まで一度でも、皆で脱出しようとか、生きて地球に戻ろうとか言ったことがあったか？」

　綺き麗れいな笑顔が次第に、ニヤニヤと小馬鹿にするような笑みに見えてくる。

「なあ、山やま口ぐち。生きてることと死んでることは、どう違う」

　口が半開きになってしまう。なんだ。その質問は一体なんなんだ。

「別にオレは、どうだっていい。誰が生きようが、誰が死のうが。強いて言うなら、面白そうならちょっと首を突っ込んでもいいかなって程度だ。──人は簡単に死ぬ。けどそれがどうした。なんでそれを、辛い、悲しい、苦しいと思う。他人の痛みは自分の痛みじゃない。どうやったって、他人の痛みを感じることなんてできない。だから、どうだっていいだろう。どうでもいい。死ぬのも、殺すのも、どうにもできないんだよ」

　言っていることが地球人ではなく、まるで宇宙人……さっきのマダナイそのものだ。笑っているとは思えない不気味さなのに、笑っているとしか言いようのない顔から目が離せない。

　鹿か川がわはこんな奴やつだったのか？　これが、この男の本性なのか。──こいつは、危険なんじゃないか？

　誰が死んでもどうだっていいというなら、いつ誰を殺したっておかしくない。

　もしかしたら徳とく島しまさんを殺したのはこいつなのかもしれない。一昨日の食堂での発言は、自分が犯人ではないと皆に思わせるためのフェイクだったのかもしれない。

　……危険は、排除すべきではないのか。

　ドクドクと心臓の音が大きくなる。鹿か川がわから距離をとる。こいつは銃を持っている。素手では太刀打ちできない。だがマダナイに頼んで僕も武器を出してもらえば──

「どうした、山やま口ぐち。何か言えよ」

　──落ち着け、冷静になれ。

　ここで取り乱し「おまえは危険だ」と攻撃することがはたして正解か？　そもそもこいつは本当に、排除すべき危険人物か。

　怖おじ気けづいていた自分を叱しつ咤たし、もう一度落ち着いて記憶を手た繰ぐり寄せる。最初から今まで。この鹿か川がわ秋あき良よしという人間がどんな奴やつかを、自分の中で再構築する。

　できるだけ冷静に、見極めなければならない。こいつが危険なのか、そうでないのか。

　考えろ。考えろ考えろ──

「……鹿か川がわ」

「なんだよ」

「君は、本気でどうでもいいと思ってるわけじゃない。平気で服部はつとりさんを撃ったわけじゃない」

「はあ？」

「君が服部はつとりさんを撃つ前──銃声の前に、別の音がした。ダン、と……今思えば、あれはテーブルに何かを叩たたきつける音だ。そしてさっき見たとき、テーブルの上のグラスが一つ、空になっていた」

「それがどうした」

「君は水で自分を騙だましたんだ」

　鹿か川がわが銃を撃った瞬間を僕は見ていない。けれど、今言った事柄から推察できる。

　彼はまず水を一気に呷あおり、叩たたきつけるようにテーブルに置いた。その後すぐに発砲した。そうしなければ殺せなかったから。人間としての理性が、殺人を躊ちゆう躇ちよさせたから。それでもやらなければ二ふた葉ばちゃんが殺されてしまうから。鹿か川がわは、引き金を引くために水を頼ったのだ。

「僕には、君が何を考えているかわからない」

　謎な奴やつだ。思考が読めないし、本当にここで排除しなくていいのかと頭の中では警告音が鳴っている、が。

「それでも僕は、君は不必要に人を殺しはしないと、信じる」

　とはいえ、どうしても恐怖は感じる。なにせ相手は銃を持っている。今だって殺される可能性がゼロだなんてとても言えないのだ。鹿か川がわが僕に銃を向け引き金を引くだけで、僕は簡単に死ぬ。そう考えると足がすくんでしまいそうだから──考えない。脳のう味み噌そにチューリップでも咲いているように、あえて「信じる」と口にした。

「殺すな」や「裏切るな」では、殺しや裏切りを前提で話しているようだ。先手を打っておくことで、実行しづらくする。こいつに良心が存在することを祈って。

　僕の言葉に鹿か川がわは──笑った。小馬鹿にするように。

「マジ？　それマジで言ってんの？」

「そうだ。大マジだ」

　疑わないこと。殺し合わないこと。それが、この「愛の観察」を終わらせる最善策だ。

「僕ら地球人同士が揉もめたって何の意味もない。殺し合うメリットなんて何一つない。だったら皆で協力するべきだ。……僕は何もできないし、何の力もない。それでもまだ、希望は捨てたくない」

「うっわ。マジっつーか真面目すぎだろ。協力とか、希望は捨てたくないとか、オマエそういうのばっかだな。いかにも優等生が言いそうな台詞せりふっつーか、道徳の教科書にでも載ってそうっつーか」

「悪いか」

「悪いっつーかさあ。馬鹿みたいに清く正しいことしか言わなくて」

　黒硝子ガラスのような瞳が、僕に向けられる。

「なんかオマエって、作りもんみてえだな」

　自分の瞼まぶたがぴくりと動いたのがわかった。鹿か川がわが言った、それは。

　僕を表すのに、相応ふさわしい言葉のように思えた。

「君から僕がどう見えているかなんてことは、どうだっていい」

「そーかよ。まあこんなやりとり自体、どうだっていいことだな」

　そこで鹿か川がわが、僕のほうへ何か投げてよこした。

「……わっ!?」

　投げられたのは、銃だ。さっき服部はつとりさんを撃ったもの。

「な、何するんだよっ、危ないじゃないか」

　銃を投げるなんて、暴発でもしたらどうする気なのだ。

「それ、オマエが持っとけよ」

「は……？　な、なんで僕が」

「さあ、なんとなく。今後のために言っといてやるけど、オレの行動に意味とか理由とか求めても時間の無駄だと思うぜ。まあ、今後なんてもんがあるかわかんねえけどなー。いつ全員死んでもおかしくない生活だし」

　銃なんて生まれて初めて持った。固く、冷たいそれは、僕の手にまったく馴な染じまない。

　この銃もきっとマダナイが処分してくれないだろうから館内に存在し続けることになるし、保管する人間や場所は悩むところだし、鹿か川がわがこれを所持するのは怖いが、だからといって僕に預けられても困る。

「あと、食堂にまだ、服部はつとりがさっきまで使ってた銃が落ちてんだろ。それも回収しとけよ」

「え。そ、それも僕が持つのか？」

「他に誰が持つんだよ。ほらさっさとお行き。善は急げって言うだろ」

　銃を拾うのは善なのだろうか、と思いつつ、これ以上ここにいてもどうしようもないので、鹿か川がわの部屋を出る。

「……ん？」

「あ……」

　部屋を出てすぐ、真っ青な顔をした三み重えさんが立っているのを見つけた。

「三み重えさん？　どうしたの？」

「あ、あの、山やま口ぐち、その……」

　彼女は、何から言うべきか迷っているように視線を右へ左へ動かす。足も唇もぶるぶると震えている。

「ええと……瀬せ戸とさんは？　一緒にいなくていいの？」

　三み重えさんが不安なとき一緒にいてあげるのは、瀬せ戸とさんの役目のようなものだ。なのになぜ、今彼女は一人でいるのだろう。

「み、美み月づきは、二ふた葉ばちゃんについててあげてる。今、二ふた葉ばちゃん、一人にするわけには、いかないから……。あ、あたしは、その……」

　そこで気付いたが、三み重えさんの手には、包帯と薬が握られている。マダナイから貰もらったものなのだろう。

「や、山やま口ぐちの……怪け我がの手当て、しなきゃと思って」

「怪け我が？」

「……服部はつとりさんに……腕、撃たれ……」

「ああ」

　そういえばそうだ。正直、自分の傷のことよりも、服部はつとりさんの出来事で頭がいっぱいで、痛みなど麻ま痺ひしていた。撃たれたといっても、掠かすっただけだし。

「ご、ごめん。本当に……」

「ごめんって、なんで三み重えさんが謝るの？」

「だ、だって。あ、あたしのせい、でしょ」

「え？　三み重えさんのせいじゃないよ」

「でも、あたしを庇かばって怪け我がしたじゃない……！」

「それは……いや、でも、三み重えさんのせいじゃないから。てか、誰のせいでもないよ」

「と、とにかく！　手当てするから、腕出して」

　手当てしてもらえることはありがたいので、素直に腕を出す。そこで三み重えさんは、僕が持っている銃に気付きビクッと反応した。

「あ、ごめん……これはさっき鹿か川がわが使った銃で、僕が預かることになって……置いておくから。なんなら、三み重えさんが持っててもいいし」

「う、ううん……あ、あたしは、持ちたくない……置いといて」

　言われた通り、銃を床に置く。

「これ、後で、服部はつとりさんが使ってた銃と一緒に、前ナイフを隠した……トレーニングルームに置いておくから」

「う、うん……」

　ビクビクしながらも、三み重えさんは僕を信用してくれているのかもしれない。武器を持った男なんて本来、絶対に恐ろしいはずなのに、僕がさっき庇かばったからだろう、こうして手当てを申し出てくれたのだ。

　ブレザーを脱ぎ、腕まくりをする。三み重えさんは僕の腕の、血を見てまたビクリとしたが、一度息を吐き出し、気持ちを落ち着けていた。そのまま意を決したように手当てする。

「……三み重えさん、大丈夫？」

「な、なんであんたが、あたしに聞くの。怪け我がしたのは、あんたのほうでしょ」

「そうだけど……いや、でも。怪け我がとかそういう……体の問題じゃなくてさ……」

　目の前の彼女は真っ青な顔をして、細い体を震わせて、なんだか、もう……。

「……三み重えさん。……死なないでね？」

　冗談でもなんでもなく、そんなふうに見えてしまうのだ。このまま首を吊つっても何もおかしくない、というような。

「し、しない。あたし、じ、自殺だけは絶対しないって決めてるの。昔、いろいろあって……」

　三み重えさんはさっきからずっと小刻みに震えている。かちかちと歯を鳴らしながら、自分の気を紛らわせるように話す。

「む、昔、ね、その、多分……妹が……え、えっと……悲しいことがあって……。あたしは、自分の人生をちゃんと生きようって……思って……ここに、連れてこられるまでは……」

　気が動転しているせいか、三み重えさんの話はまったく要領を得ない。ただ、過去にとても辛いことがあったのだな、とだけは察することができた。

「…………でもさ…………こんなふうに生きることに、何か意味があるのかな……？」

　かちかち、かちかちと。虚むなしい楽器のように、彼女の歯が鳴る。

「人を殺して……殺し合って生きることに、意味なんて、ないでしょ……。あ、あたしは、無理。もしも、間違って誰か一人でも殺しちゃったら、たとえ生きてても、もう生きてらんないよ。なのに……あ、あたしもいつか、あんなふうに、服部はつとりさんみたいに……なっちゃうの？　水、飲んで、たら……。そ……そんなことになるくらいだったら……もう……」

「三み重えさん」

　次第に震えを大きくしてゆく、彼女の名を呼ぶ。

「……ごめん……あたし……弱くて、ごめん」

　彼女の全身が潤んでいるようだ。泣き出したいのを必死に我慢しているのだろう。見ていられないほどに、彼女は弱っている。けれど、強くあろうとしている。──無理をしている。

「あのさ、三み重えさん」

　僕は今まで、彼女や二ふた葉ばちゃんを泣かせまいとしてきた。女の子を泣かせてはいけないと、幼い頃から教育されてきたからだ。でも。

「泣いてもいいんだよ」

　泣くな、なんて言うほうがもう無理な話だ。こんなときまで強くいる必要なんてない。──泣かせてあげたかった。

　三み重えさんは、ぱちぱちと大きく瞬まばたきをする。

　次の瞬間、彼女の顔は力が抜けたように、みるみるくしゃりと変化していった。

「……う、うわあああああん……っ」

　大粒の涙をぼろぼろ零こぼして、三み重えさんは子供のように泣く。

　いつも、泣き出してしまいそうな女の子だと思っていた。だが、こうも泣きじゃくる姿を見るのは初めてだ。

「ひ、酷ひどいよ、なんで、こんなことが起こるの。服部はつとりさん、怖い人だったけど、二ふた葉ばちゃんのこと、本当に大切にしてたのに……。あ、あたしは、皆で一緒に、地球にって……う、うぇ」

　涙を流すことで体に力が入らなくなったのか、三み重えさんは弱々しくふらつく。僕は、そんな彼女の細い体を抱きとめた。

「も、もうやだよぉ。こんなの、こ、怖いよぉ。家に帰りたい。お父さん、お母さん……！　帰りたい、帰りたいよぉ……！」

「帰ろう」

　僕は言った。はっきりと、強く。

「帰ろう。皆で、ここから出るんだ」

　彼女の耳元で、確かに聞こえるように言う。三み重えさんはただしゃくり上げ、返事はなかったが、僕の背に回した両腕にぎゅっと力を込めた。

「これ以上、被害者も、加害者も出さずに……」







「明けない夜はない」と希望を説く歌は多い。「やまない雨はない」とか「冬が終わり春が訪れる」とかと同じように、絶望からもいつかは救われるのだと、前向きにさせてくれるもの。

　確かに明けない夜はない。こんなところに監禁されている僕らにも毎日、朝は訪れる。陽の光も何もない朝が。

「山やま口ぐちさん、朝ですよ。朝なのです」

　窓も時計もないこの館内では、この宇宙人が朝だと言ったら朝なのだ。つまりこの宇宙人に言われなければ、今が朝なのか夜なのかもわからない。

「さあ、朝ごはんを食べに食堂へ行きましょう。昨日、服部はつとりさんが殺された食堂へ」

　頭が重く、全身に怠だるさを、胃には軋きしむような痛みを感じる。ベッドに横になってはいたものの、ろくに眠れなかった。

　昨日のあの赤さが、脳裏に焼きついている。おそらく、もう一生忘れられない。

　いつもより重く感じる体をなんとか動かして、寝間着から制服に着替える。昨日銃弾が掠かすった腕と、以前二ふた葉ばちゃんに刺された足の傷が痛んだ。

　ブレザーを羽織ったところで、僕が開けたわけでもないのに扉が勝手に開いた。そこに立っていたのは……。

「……二ふた葉ば、ちゃん……」

　部屋に入ってきた彼女は、きょろきょろと僕の部屋を見回す。

「やっぱり、ここにもいない……」

「え？　……どうしたの？」

「ねえ、パパを見なかった？」

「………………え？」

「パパがどこにもいないの。だから探してるの」

　尋ねる彼女の声はいつもと何も変わらない。本気で、服部はつとりさんがどこに行ったのか探しているようで、一瞬僕は昨日のことは全て夢だったのでは、と淡い期待を抱いてしまった。

　だが夢だったはずがない。それは僕の腕の、弾が掠かすった箇所の痛みが証明している。

「瀬せ戸とのお姉ちゃんや三み重えのお姉ちゃんに聞いても、何も言ってくれないの。二人とも、泣きそうになっちゃうし」

　それなのに、昨日父親の亡なき骸がらの前でいつまでも「パパ」と呼び続けていた少女は、何事もなかったかのように父親を探している。

　──受け入れられないのだろう。ショックが大きすぎて、脳が認めることを拒んだのかもしれない。二ふた葉ばちゃんの中では昨日のことは「なかったこと」になっているのかもしれない。

「ねえ、パパはどこに行ったの？」

　首を傾かしげて、純粋に父親の居場所を尋ねるように、二ふた葉ばちゃんは僕を見つめる。

「…………二ふた葉ばちゃんのママと、同じところに行ったんだよ」

「ママと同じところって、どこ？」

「前に、二ふた葉ばちゃんが言ってただろ。二ふた葉ばちゃんのママは、お星様になって見守っていてくれるんだって……。だから、服部はつとりさんもきっと……」

「わたし、そんなこと言ってない」

　何を言ってるの？　とばかりに彼女は首を傾かしげる。

「言ってないよ」

　メタルブルーの部屋の中。彼女のワンピースの真っ白な色が、やけに異質なものに見えた。

「ねえ、パパはどこに行ったの？　お兄ちゃん」

　何も言うことができない。

　しゃがみ込んで、僕は彼女の頭を撫なでた。それしかできなかった。撫なでている間もずっと、二ふた葉ばちゃんは「パパはどこ？」と言っていた。それでも僕は何も言えなかった。

　二ふた葉ばちゃんを撫なで続けながら、僕はマダナイに視線をやった。マダナイはただふわふわと浮かんでいる。罪悪感など欠片かけらもないのだろう。

　明けない夜はない。けれどただ待っているだけでは、この絶望からは救われない。

　これ以上、誰も死なせない。殺させない。

　そのために、僕ができることは──










　　　──　サン　──




　服部はつとりさんが亡なくなってから四日──ここへ連れてこられてから十二日目。

「山やま口ぐちさん。もっといろいろ、地球のお話を聞かせてください」

「ああ、うん。どんなことが聞きたいんだ」

「そうですね、やはり、アイについてのお話が聞きたいです。ええと、日本人はこういう話をなんと言うんでしたっけ。ああ、アイの話で、アイバナですか」

「……それを言うなら、恋の話で恋バナだと思うぞ。愛バナ、なんて言葉は聞かないな」

　この宇宙人を籠ろう絡らくする。その目的のために、僕は自分から積極的にマダナイに関わるようになった。

　僕にはマダナイ達たちの見分けはつかない。だが僕が愛を教えると言ったせいか、今話しているこのマダナイは、どうやら僕の担当になったようだ。「話そう」と呼べば、いつも同じこのマダナイが来るようになった。なぜ同じとわかるかといえば、別の時間に話した話題についてもちゃんと通じるからだ。

「地球人は、コイの話はするのに、アイの話はしないのですか？　コイとアイの違いとは、何なのでしょうか」

「おまえは本当に、難しいことを聞くな……」

「コイとアイの違いは、地球人ですら難しいものなのですか」

「まあ、そう、だな。愛は難解だ」

「ふむ。では」

「ん？」

「山やま口ぐちさんは、誰かをアイしたことはないのですか」

　不覚にも、一瞬言葉に詰まってしまった。

　誰かを愛したことはないのですか、なんて。──そもそも、愛ってなんだ？

「山やま口ぐちさん？」

　説明すらできないもの。それを僕はこの宇宙人に教え与えなければならない。それが今僕にできる唯一の、この地獄からの脱出方法だから。

　だがマダナイを落とすために、どうしたらいいのだろう。マダナイを普通の地球人の女の子のように扱って、口説いてみるとかするべきなんだろうか。

「……あのさ……」

「なんでしょう」

「マダナイ……」

「はい、なんですか」

「…………」

「山やま口ぐちさん？　どうかしました？」

「……うーん、いや、あのさ。正直、名前が『マダナイ』っての、今更だけどどうかと思うよな。なんというかこう、雰囲気が出ないというか……」

　名前がまだない、だから「マダナイ」だなんて駄だ洒落じやれのようだ。そんな名前の宇宙人と恋愛なんて抵抗がある。名前を呼ぶたびに、引っかかってしまうのだ。今僕が話しているのはとてもおかしな存在なのだ、と。

「ふむ？　そうですか。ふむ……」

　マダナイはふわふわ、ゆらゆらと上下に揺れる。何か思案しているようだった。

「では、山やま口ぐちさんが私に名前をください」

「……は？」

「私の名前はマダナイ、ですから。それが不便だと感じるのなら、名前をつけてくださればいいのですよ。山やま口ぐちさん、あなたが」

「僕が、おまえに、名前を？」

「そうです。あなたが、私に、名前を」

「そ、そう言われると、それはそれで困るな。マダナイなんて変な名前だけど、もうそれで慣れちゃったって部分もあるし……。皆も、今更おまえの名前が変わったら、驚くぞ」

「では、マダナイというのは『我々』の名前、山やま口ぐちさんがつけてくださるのは『私』の名前ということで、いかがですか」

「……おまえ、の？」

「ええ、そうです。私は我々ですが、我々は私わたし達たちであり、私ですから」

　マダナイが、まるで一歩間合いを詰めるかのようにこちらに近寄る。言葉の意味は、僕にはよくわからない。マダナイは分裂すると個々の考えを持つということなのだろうか？　僕には、分裂しているときとそうでないときの違いなんて、声くらいしかわからないが……。

「だから、山やま口ぐちさん。私に名前をください」

「う……でも、他人に名前なんて、つけたことないし……」

「ふむ。地球人……日本人で一般的な名前は、どういうものですか？　文学作品に登場するような名前ならわかりますが、実際の名前となると、それほど詳しくなくてですね」

「日本人の名前？　そうだな……最近はいろんな名前があるけど、女子の名前で定番なのは桜とか、綾あやとか、舞まい、楓かえで、茜あかね……」

　クラスメイトの名前なり、思いつく名前を挙げてゆく。

「あとは……」

「あとは？」

「…………愛、とか」

「アイ」

「ああ。日本人の女子としては、かなり一般的な名前だ。……そうだ。愛、でいいんじゃないか、おまえの名前」

　愛の欠片かけらもない奴やつに愛と名付けるなど皮肉すぎる気もするが、他にこれといった名前も思いつかないし、「マダナイ」に比べたらどんな名前でもマシだろう。

「そんな理由でその名前ですか？　安直ですね～」

「わ、悪かったな。仕方ないだろ、突然名前をつけろって言われたって……」

「冗談ですよ、冗談。宇宙人ジョークです。こういうときに茶化すのを、地球の恋愛小説で読んだことがありましたので、実践してみました」

「……なんだよ……」

　冗談と言われたって、気分がいいものではない。

「やっぱり『愛』はやめだ。おまえには似合わないしな。おまえの名前は、これから考えておいてやる。しばらく待て」

「そうですか。では、お待ちしています」

「ああ。何か、おまえに合う名前を考えてみるから」

「はい。……それにしても、日本人には『アイ』という名前が多いそうですが、それだとアイを囁ささやくとき『アイしてる、アイ』となってしまいませんか？　重複しますよ」

「あー……まあ、日本人は恋人にそうそう『愛してる』なんて言わないからな。日常生活に支障はないだろ」

「名前にはアイとつけるのに、『アイしてる』は言わないとは、不可解です」

「日本人はシャイというか……奥ゆかしいんだよ。ほらおまえ、日本の文学に詳しいなら知ってるんじゃないか？　夏なつ目め漱そう石せきは『I　love　you』を『月が綺き麗れいですね』って訳したって話があるんだ」

「ああ。後世における創作とも言われていますが、そんな話もありますね。……ちなみに、二ふた葉ば亭てい四し迷めいはアイを『死んでもいいわ』と訳したそうで。私としては、そちらのほうが興味深いのですよ。アイする人のためなら、本当に死んでもいいのか。殺されてもいいのか。そういうことを、私は観察したいのです」

　マダナイを殴りそうになった手を、一度深く息を吐き出すことでぐっと抑える。

　この愛のない宇宙人を殺してやりたい。興味本位で僕ぼく達たちを振り回すこの元凶に、今すぐにでも消えてほしい。

　けれど無理をしてでも笑顔を作る。僕にこの宇宙人を消してしまえる力などない。現状で唯一僕にできることといえば、せいぜい、この宇宙人を籠ろう絡らくすることくらいなのだ。

「山やま口ぐちさん。あなただったら、I　love　youをなんと訳しますか」

「僕だったら……？」

「もし私にI　love　youと言うなら、なんと言いますか」

　なんで僕がおまえにI　love　youと言ってやらなきゃならないんだ？　と言ってしまいたいのは抑えるとして。決まってる。おまえへのI　love　youなら「殺してやる」だ。それを、口に出しはしないけれど。

　こいつが憎い。けれど、愛し愛されなければならない。そうしなければ助からないから。……もし愛し愛されたとしても、助かるかなどわからないが。それでも、少しでも希望にしがみついていたい。この宇宙人が愛情を理解し、僕らを解放してくれる日を夢見る。そうでもしなければ、こんな絶望的な日々に耐えられない。

　蜘く蛛もの糸のような、か細い希望でいい。前を向いていられる何かがなければ、生きるための光を失ってしまう。

　僕はマダナイを恨みながら、マダナイに希望を抱いている。自分が生きるために。

「そうだな。おまえにI　love　youと伝えるなら……今なら、『名前をあげる』かな」

　憎たらしくて、殺してやりたいほどの相手。そんな相手に媚こびを売る。男だん娼しようにでもなった気分だった。自分が穢けがれていくように感じる。虫むし唾ずが走るけれど、笑顔は崩さない。

「……そうですね。あなたがいつか名前をくれるのを、私は待っています。それまで、私の名前はマダナイです」

　マダナイの虹色が輝いて、メタルブルーの壁を照らす。まるで冷たい壁に温かみが灯ともったかのように見える。もちろんそれはただの錯覚で、表面の色がどうだろうが、壁は冷たいものなのだけれども。

「私は、マダナイ。あなたが名前をくれるまで、ずっと、マダナイです。あなたが名前をくれるのを、私はいつまでも、いつまでも待っていますよ……」







「山やま口ぐちさん、今、いいですか？」

　夕食後、もう着替えて寝ようかと思っていたところ、瀬せ戸とさんが僕の部屋に訪ねてきた。

「……瀬せ戸とさん？　何か用？」

「用というか、山やま口ぐちさんと少しお話ししたいと思いまして。……入ってもいいですか？」

「あ、うん、どうぞ」

「ありがとうございます、お邪魔しますね」

　瀬せ戸とさんが入って来る。扉自体は、人が前に立っただけで勝手に開いてしまう自動式なので、最初から開いていたのだが。

「二ふた葉ばちゃんは？　一緒じゃないの？」

「ええ、今は姫ひめ子こが見てくれています」

「そっか……」

　最初はまったく服部はつとりさんの死を受け入れておらず、何もなかったかのように──異常なまでに普通にしていた二ふた葉ばちゃんも、だんだん元気がなくなってきている。

「服部はつとりさんがいない」という状況に不安が募ってきているのだろう。夕食時に食堂で見たときも、ただ椅子に座っているだけでほとんど何も食べていなかった。今の二ふた葉ばちゃんに、以前のような笑顔はない。

　それでも──なんとか彼女を、皆を、こんな場所から解放したい。そのために僕はマダナイと積極的に交流しているのだから。

　二ふた葉ばちゃんは自由になったとしても、もう、服部はつとりさんと暮らすことはできないけれど。

「山やま口ぐちさん？　……大丈夫ですか？」

「……あ、ちょっとぼうっとして……ごめん。瀬せ戸とさん、適当に座って。……っていっても、座るところってベッドくらいしかないんだけど……」

　部屋の中に椅子はない。畳でも絨じゆう毯たんでもない床にそのまま座らせるのも気が引ける。

「場所、変えようか。食堂とかなら椅子があるし」

「いえ、山やま口ぐちさんさえよければ、私はここがいいです」

　瀬せ戸とさんは僕のベッドに座る。彼女は何も気にしていないようだが、僕は緊張していた。部屋に女の子と二人きりという慣れない状況のせいもあるし──衝動のことが、気になる。

「山やま口ぐちさんも座ってください。ご自分の部屋なんですから」

　衝動は波のように、寄せては引いてを繰り返す。今は、そんなにひどいわけではない。少し迷った末、僕は瀬せ戸とさんの隣に腰かけた。

「それで、山やま口ぐちさん」

　瀬せ戸とさんが顔を近付けてくる。僕らは皆殺人衝動を抱えているのに、無防備じゃないだろうか。殺人衝動のことを抜きにしても、仮にも男女が二人きりなのに。

　あらためて見ると、瀬せ戸とさんは可愛かわいい。柔らかな印象の目。小ぶりな鼻。桜色の唇。格好だって、清せい楚そな雰囲気のセーラー服も、今つけている花飾りのあるヘアピンも、彼女によく似合っている。

「最近、マダナイとよく一緒にいますよね。……大丈夫なんですか？　マダナイに何かされてるとか、そういうことはないんですか。私、心配で……」

「あ……ああ。別に大丈夫だよ」

　あいつを籠ろう絡らくしようとしている、なんて突飛な作戦を白状することには戸惑いがあった。そもそも、マダナイはこの場にいなくてもいつもどこかで僕らを観察している。この会話だって筒抜けのはずだ。迂う闊かつなことを言うわけにはいかない。

「ただ会話してるだけだからさ。ほら、ここにいると何もやることがなくて、退屈だし」

「本当にそれだけですか？」

「えっと……疑われてる、のかな？　でも断言できるけど、僕は皆の害になるようなことはしてないよ」

「ええ。私、山やま口ぐちさんのこと、疑ったりしてませんよ。信じてます」

「……そうなの？」

　疑われるのは困るが、そう言われるのも拍子抜けだった。全員が衝動を持て余している状況下、マダナイとよく接触している僕は、傍はたから見たら怪しいだろうに。

「山やま口ぐちさんは信用できる人です。こんな状況下でも、いつも皆に気を配ってくれていますもの」

「それは……。こんな状況下だからこそ、地球人同士が変に衝突したり対立したりすることは避けるべきだと思って……」

「そうですね。皆で協力してこそ、ここから出ることができるのかもしれませんし……」

　そこで瀬せ戸とさんは、どこか遠くを見るように、地球を懐なつかしむように目を細める。

「……今頃、私わたし達たちの家族はどうしているんでしょうね」

「どう……だろう」

　そもそも僕らはコールドスリープでここまで運ばれてきたのだ。地球での時間がどうなっているのかもわからない。地球に戻れてももう誰も生きていないのでは、とか考えると絶望的にもほどがあるので、そこは今はあえて考えないようにしている。

「瀬せ戸とさんのご両親は、どんな人なの？」

「優しいですよ。父も母も、とても」

「そっか。いいご両親なんだね」

「ええ、私にとっては……」

　瀬せ戸とさんはそこで一度目を伏せた後、また僕を見つめた。

「……山やま口ぐちさん。少しだけ、私の話を聞いてもらってもいいですか？」

「え？　うん、もちろんいいけど」

　急にどうしたのだろうと思いつつ、聞くことにする。

「私の両親は、私にとっては本当にいい親なんです。でも外から見たら、多分ちょっと異常なんだと思います」

「……異常？」

　頷うなずき、瀬せ戸とさんは語り出す。

「私の父は翻訳家で、在宅で仕事をしているのですけどね。母は、可能なかぎり、父を他人の目に触れさせようとしません。買い物や銀行などでの用事は全て母が行います。仕事関係者以外との外食は禁止、外に遊びに行くのも禁止。外泊なんてもっての外です。父宛の手紙や、他人との電話・メールのやりとりは全て母がチェックしています。仕事関係以外の手紙やメールは破棄されます。……母はまるで、父を家の中に閉じ込めているようです。大切な人形を、宝箱にしまって鍵をかけておくように。誰にも見せず、触れさせないように、大事に大事にしているのです。母の、父への愛はとてつもないのです」

　常軌を逸した執着を愛と呼ぶことには違和感があったが、口を挟まず聞き続ける。

「父は……そんな母だから、結婚したんです。父は、自分を愛してくれる人が好きなんですよ。他の男なんかに構わず、自分だけを見てくれる人が。父は母からの束縛を、心の底から喜んでいるんです。自由を求めるどころか、執着されなくなることを恐れているんです。……母がいないと本当に駄目なのは父のほうなのかもしれません。

　母には父が必要で、父にも母が必要で。これが一方的だったら、ストーカーとかなんでしょうけど。うちの両親の場合、完全に合意なんですよね。お互いのおかしなところを受け入れ合ってるんです。外から見たら、歪ゆがんでいるって感じられるかもしれません。でも、間違いなく私の両親は深く愛し合っているんだと思います」

「それは……愛なのかな」

「愛じゃないと思いますか？」

　問われると、何も言えない。

「まあ今の話だけを聞いても、ただおかしい人ひと達たちなんだとしか思えないでしょうけど。でも両親は別にそれ以外は、本当に普通で優しいんです。暴力を振るうこともないし、金銭的に苦労させられたこともないし、母は父には束縛が激しいですが私のことは自由にしてくれますし、とても可愛かわいがってくれて……。私、子供の頃は自分の両親が変だなんて全然思っていませんでした。姫ひめ子この家に行ったり、学校の友達と話したり、年をとるごとにだんだん、ああおかしいんだなって理解するようにはなりましたが」
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　両親を変だとかおかしいとか言いながらも、瀬せ戸とさんの表情に嫌けん悪おの色はない。むしろ、両親を愛いとおしむようにしている。

「でも……二人でいるときの両親はとても、本当にとても、幸せそうだから。結婚して何年も経たつのにずっと仲がよくて、喧けん嘩かなんて全然しなくて。私が生まれる前一度、何か悲しいことはあったようですが……それでも、父と母はお互い心の底から求め合っていて……。

　そんな両親のせいでしょうかね。私、愛ってなんなんだろうって、不思議だったんです。私は両親みたいな関係が愛し合っていることなんだと思っていましたが、外から見ると、それはおかしいことですし。

　でも、おかしかったら愛じゃないんでしょうか？　誰にも迷惑をかけず、お互いが納得していても？　じゃあそもそも、正常な愛ってなんなんだろう。人を愛するっていうのは、どういうことなんだろう。こんなこと言うの、マダナイみたいで嫌なんですけど……私も、愛について知りたかった。人を愛するとどんな気持ちになるんだろう……って。私は誰も、恋愛的な意味では人を好きになったことがなかったから」

　彼女の目が、僕を捉える。

「私、変でしょうか？」

「そんなことないよ」

　僕だって今まで誰かを好きになったことなんてないし、両親だって正常とは言えない。

「瀬せ戸とさんも瀬せ戸とさんのご両親も、別に変じゃない」

　素直な感想を言うと、じっと見つめられた。

「……本当ですか？　本当に、私や両親のこと、変だって思わないんですか？」

「うん」

「普段は、あんまりこういうこと、人に話さないんです。前に一度、気持ち悪いって言われたことがあるので」

「別に、気持ち悪いとか思わないけど」

　僕を見つめていた瞳が、一瞬潤んだ気がした。安あん堵どか、歓喜の色が浮かんだとでも言うべきだろうか。

「……あの、山やま口ぐちさん」

　ごにょごにょと、瀬せ戸とさんの声が小さくなる。そして彼女はなぜか、セーラー服のリボンを解いた。

「こ……今度こそ、変な子って、思われちゃうかもしれませんけど。実は、これを言いに来たんです。その……ここから出るためにも、ですね……」

　彼女はやはりなぜか、なぜなのか、セーラー服の前ボタンを一つずつ外してゆく。ピンクの下着と、その下の白い膨らみが目に入ってしまい、慌てて目を逸そらす。

「私と、愛し合ってくれませんか」

　硬直してしまった僕に、彼女は慌てて説明を足す。

「その、マダナイは愛を観察したがっているじゃないですか。だから、私わたし達たち地球人同士が愛し合っているところを見せてあげたら……って思ったんです」

　その提案は理解できる。しかし僕はもうマダナイを籠ろう絡らくすると決めたし、そのために会話を重ねている。瀬せ戸とさんと恋愛をすれば、それは浮うわ気きになる……のではないだろうか。そう考えると、この案には乗れない。

　だがそれを知らない瀬せ戸とさんは、恥ずかしそうにしながらも、希望に縋すがるように僕の胸に手を添える。

「山やま口ぐちさんだって、早く地球に帰りたいでしょう……？　ご家族に、会いたいでしょう？」

　ベッドの上で、半裸の女子に迫られている。頭がくらくらするような状況だが、ここで瀬せ戸とさんの提案を受け入れることは、マダナイを籠ろう絡らくしようという計画を水の泡にしてしまうように思えた。考えた末、丁重にお断りする。

「ごめん、瀬せ戸とさん。それはちょっと……」

「……駄目……ですか？」

「駄目っていうか……その、マダナイの観察は、愛が欲望を超えられるか試すものらしいし。愛し合っているところを見せるっていっても、絶対、何かろくでもない危機的状況に陥らせられると思うよ。リスクが高いんじゃないかな」

　マダナイを籠ろう絡らくするという計画は話さず、やんわりと断った。

「……そう……ですね……」

　自分の案が受け入れられなかったせいか、瀬せ戸とさんは気落ちしている様子だ。が、すぐに微ほほ笑えみを浮かべる。

「変なことを言ってすみませんでした。忘れてください」

　ぺこりと頭を下げ、服装を整えて、彼女は僕の部屋を出てゆく。僕の口から、困惑と緊張が出てゆくような、長い息が漏れた。

　瀬せ戸とさんがあんなことを言ってくるなんて予想外だ。だが──それだけ、地球に帰りたい、ということなのだろう。必死なのだ、彼女も。

　さっきの話からすると、瀬せ戸とさんの両親は少々特殊な人ひと達たちのようではあるが、彼女は両親を心から慕っているようだった。一刻も早く、家族の顔が見たいのだろう。

　僕はどうなのだろう。さっきの瀬せ戸とさんの、「ご家族に、会いたいでしょう？」という言葉がリフレインする。

　ここから出たい、地球に帰りたい、とはいつも思っている。けど、僕は。あの家に、家族のもとに帰りたいと、心から思っているのだろうか。

　自分のことだというのに、わからない。







　朝が来て、夜が訪れる。

　朝あさ陽ひのない朝と、何も終わらない夜。

「……二ふた葉ばちゃん、大丈夫？」

　メタルブルーの壁に囲まれた僕の部屋。ベッドに横たわる彼女に優しく声をかける。

「おなかが減ってたり、しない？　二ふた葉ばちゃん、最近あんまり食事しないから、心配で……」

　彼女は返事をしない。何もない天井をただ見つめている。

　二ふた葉ばちゃんのことは、瀬せ戸とさん、三み重えさんと交替で面倒を見るようになって、今日は僕の番なのだが、服部はつとりさんを失った二ふた葉ばちゃんは、やはり日に日に弱ってきている。

「二ふた葉ばちゃんは、何が好き？　何か、少しでも食べられそうなものはない？」

　彼女は何も言わない。まるで人形に語りかけているかのようだ。

　心配で顔を覗のぞき込こんだ、その瞬間。

　がっと、首筋に歯を立てられた。

「……痛……っ」

　二ふた葉ばちゃんが、嚙かみ切きろうとするように歯を立ててくる。小さな体のどこにそんな力があるのだろうという、千切られるのではないかと思う強さだ。

　食事はほとんどしなくても、せめて死なないよう水だけは飲ませるようにしている。──だからだろう。今、彼女がこんなことをしているのは。

「……大丈夫……大丈夫だよ……」

　痛みに耐え、言い聞かせるようにして、僕は彼女の頭を撫なでた。

　服部はつとりさんはもういない。けれど──いないからこそ、僕は、最後に服部はつとりさんに言ったことだけは守りたい。「二ふた葉ばちゃんを殺したりしないし、誰にも殺させない」という、あの宣言。

　しかし当の二ふた葉ばちゃんを撫なでている間にも、彼女の歯は容赦なく僕の肉に食い込んでくる。生気はないのに、衝動だけは持て余しているようだ。

　だが相手は子供だし、あれ以降はマダナイから武器を貰もらっているわけでもないので、命の危機にはならない。──トレーニングルームに隠している武器を持ち出されたら……と考えると怖いが、目を離さないようにさえしていれば大丈夫なはず。

　銃に関しては、空砲にしてしまえばいいのではないかと考え、一度誰もいないホールで壁に向け何度も発砲してみたのだが、弾切れになるたびマダナイがやって来て弾倉を交換するのだ。本当に腹立たしい。

　あわよくば壁を破壊して外へ逃げよう、とも思っていたのだが、そんな甘い話があるはずもなく、何発撃とうが壁は当然のように無傷だった。

　だけどあの、銃を撃つ感覚は心地よかった。また撃ちたい。できれば壁ではなく、皆を撃ちたい。

　ドクン、ドクンと鼓動が不自然に速くなる。次第にドクドクドクと、打楽器を無茶苦茶に打ち鳴らすかのように速く大きくなってゆく。

　──ああ、来た。

　引いては寄せる殺人衝動。その波が、やってきたのだ。頭の芯が熱を持つ。体中が熱を帯び、呼吸が乱れてゆく。体内を嵐のように欲望が渦巻く。

　この欲を満たしたい。全て出しきり、ぶつけてしまいたい。

「……お兄ちゃん……？」

　呼ばれ、シャボン玉がぱんと弾はじけるように我に返った。そして、気付く。

　嚙かむのをやめた二ふた葉ばちゃん。その首に、僕の手が、触れていた。

　ぞっと、血の気が引き、背筋が凍る。

　──僕は今、何をしようとしていた？

「ご、ごめん、二ふた葉ばちゃん。僕ちょっと外に出てくる……っ」

　言うなり部屋を飛び出た。







　嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ。人を殺してしまうなんて嫌だ、絶対に嫌だ。僕は殺さない。絶対に殺さない。殺したい。僕は、ここにいる皆で地球に帰りたい。そう、殺したいんだ！

　混濁する思考。僕は一人、ホールの片隅で頭を押さえ丸まっている。ここなら誰も来ないだろうと思って──いたのに。

　しゅんっと、自動扉が開いた。

「あ……」

　扉のところに立っていたのは、三み重えさんだ。僕を見つけて、安心したような、怯おびえているような、複雑な表情を見せる。

「や……山やま口ぐち、大丈夫？」

「……大丈夫って？」

「あ、その……。二ふた葉ばちゃんが、『お兄ちゃんがどこかに行っちゃった』って、あたしのところに来たからさ……。な、何かあったの？」

「何かあったっていうか……」

　声を出している間に、微かすかに手が震えてくる。殺せ──殺してしまえ──。皮膚の下で、衝動がざわめく。

「……ごめん。あんまり……僕に近付かないほうがいいよ」

　逃げるように、僕はホールを出て居住エリアへ戻ろうとする。

「あ、や、山やま口ぐち！」

　しかし三み重えさんに名前を呼ばれ、つい足を止めてしまった。

「あの、その、あのね」

　三み重えさんは口を開けたり閉じたり、必死に言葉を探すようにしていた。

「あたしも、人を殺したくなるときは、あるよ」

　意を決したように言われた言葉に目を見開く。

「だ、だから最近は、美み月づきとも別行動することが多くなってるの。あたし、美み月づきに何かしちゃうなんて、絶対絶対嫌だから……。と、とにかく、あたしだって、そんなだからさ」

　僕は多くを語ったわけではないのに、どうやら三み重えさんは全て察してくれたようだ。一生懸命励ますように語り続ける。

「美み月づきだって、やばいってときはあるらしいし……そ、それにほら、あたしの隣の部屋って鹿か川がわなんだけど、夜とか、なんかえずいてるような声が聞こえてくることあるし……っ、全員、苦しんでるんだって。衝動は、山やま口ぐちのせいじゃないよ、水のせいだよ。こ、殺したくなるなんてのは、確かにすっごく怖いけど……。ここにいる皆がそうなんだし……衝動を抱いても実行さえしなければいいんだし、その、だから……自分を責めることなんてないから！　……や、山やま口ぐちは、優しいよ」

「僕は、優しくなんてないよ」

　いくら周囲に気を遣っているように見えたって、教科書に載っている定型文のような正義しか振りかざせない。中身なんて空っぽな人間だ。

「あ、あたしが優しいって言ってんだから優しいのよ！」

　強く言い切られ、驚く。

　三み重えさんは、早口でまくし立てるように続けた。

「最初からずっと山やま口ぐちは気遣ってくれたし、服部はつとりさんに撃たれそうになったときも庇かばってくれて、その後……泣いてもいい、って、言ってくれて……。それであたしは、す、すごく、救われたの。……感謝、してるのよ、ほんとに……。……あ、ありがとう……」

　優しいとかありがとうとか、僕はそんなことを言われるような人間じゃない。

　なのにこれで、ここへ来てから僕に優しいと言ってくれた人は二人目だ。今はもういない、徳とく島しまさんのことを思い出す。

　なんで皆、僕なんかにそんな言葉をかけてくれるんだ。そんな皆のほうが、ずっと優しい。

「ちょっと、何不思議そうな顔してんの。言っとくけど、お世辞とかじゃないんだからね!?　山やま口ぐちはいつも皆に気を配って、自分にできることをしてるじゃない！　皆、ちゃんとそういうの見てるんだから！」

「あ、ご、ごめん。や……僕は、優しいって言われてもぴんとこないっていうか……そんなふうに思ってもらうのが、申し訳ない気がしてさ。……僕は、親にそう躾しつけられただけだし」

　僕の言葉に、今度は三み重えさんのほうが不思議そうな顔をした。

「躾しつけられたって……それって何かいけないの？　親の教育で山やま口ぐちが優しく育って、それであたしや美み月づきや、皆がその優しさに助けられてるんだから、いいことなんじゃないの？」

　それは、首を傾かしげながら言った三み重えさんにとっては、きっと素朴な疑問を口にしているにすぎなかったのだろう。

　けれど僕には、まるで長い眠りから目を覚まさせてくれる、魔法の呪文のようだった。

「よくわかんないけど、あんた自覚ないってか、認めたくないだけでしょ。なんでそんなふうに否定したがるのか知らないけど──あんたはただ、普通に優しいのよ。……少なくとも、あたしはそう思う」

「三み重えさん」

「ん？」

「……ありがとう」

「ばあか。今は、あたしがお礼を言ってるんでしょ。あんたが言ってどうすんの」

　仕方がないんだから、とばかりに三み重えさんは笑った。

　こんなふうに三み重えさんが笑ったのを初めて見たかもしれない。優しく細まった目も、ほんの少しだけ血色のよくなった頰も、口元から覗のぞく八重歯も、全て、とても綺き麗れいに思えた。

　なんだろう、この気持ちは。ふわふわする。胸が温かい。温かすぎて殺したくなる。今なら殺やれる気がした。彼女はこんなにも無防備に僕に笑顔を向けてくれているじゃないか。きっと容易に絞め上げられるに違いない。さあ殺そう。殺してしまおう。

「……三み重えさん……」

　僕は、彼女の首へと手を伸ばす。

　三み重えさんはビクッと肩を震わせた。眩まぶしい笑顔が一瞬にして消え、怯おびえに変わる。その表情の変化が胸に刺さり、僕は手を引っ込めた。

「ごめん。本当にごめん……！」

　早足で、今度こそ彼女の前から立ち去る。

　冷たい汗が全身に滲にじんでいる。鼓動が速くなる。喉はからからなのに、胃から水がせり上がってくる気がした。いっそ体内の水を全部吐き出してしまいたい。そうすれば楽になれるのだろうか。もうこれ以上、壊れたくない。

　一刻も早く、ここから、出なくては。







「マダナイ」

「はい、なんでしょう、山やま口ぐちさん」

　この宇宙人は、希望だ。

　僕にとって、ここから脱出するための、現状唯一の希望。たとえこんなことになった全ての元凶がこいつでも、どれだけこいつのことが憎くても、僕はこいつに媚こびを売らなければならない。これ以上狂う前に、一刻も早く脱出したいから。今僕にできることは、これだけだから。

「最近おまえはずっと、こうして僕と話しているけどさ。僕と話すことで、おまえは少しでも、自分に変化を感じているかな」

「ふむ、そうですね。今のところ、これといって変化はないようですが」

「変われるよ。おまえは、変われる」

　にっこりと笑って断言する。

「マダナイ。もっと変わりたくはないか。──もっと、愛を知りたくはないか？」

　そもそも、こいつの興味を引く点は明確なのだ。謎の多すぎるマダナイの中で唯一わかっている、こいつの望み。求めるもの。こんな観察を行ってまで欲ほつするもの。──マダナイ達たちにはなくて、僕らにはあるもの。最大限に、利用してやるしかない。

「マダナイ。観察やただの会話をするだけじゃ愛を知ることはできないと、僕は思うね。おまえは、もっと違うことをするべきだ」

「……と、いいますと？　山やま口ぐちさんは、私が何をするべきだとおっしゃるのですか」

「人の喜ぶことをするんだ。いいか、愛っていうのは人を大切にすることであり、人への思いやりだ。誰かのためになることをして、喜んでもらえたら、自分も嬉うれしい……それこそ愛だよ」

　愛なんて何も知ってはいないのに、さも知っているかのように語る。

「ふむ。山やま口ぐちさんは、何をされたら嬉うれしいのですか」

「そりゃあ、ここから出られたら、僕は嬉うれしいな」

　さすがに直接的すぎただろうか。慌てず騒がず、落ち着いた口調で続ける。

「何もおまえから逃げようっていうんじゃない。ただ、ちょっとはここから出るためのヒントをくれるとか、してもいいんじゃないか？　それだけなら、まだ脱出はできないんだし。

　おまえが僕を信頼してくれて何か情報をくれたら、僕は嬉うれしい。僕が情報を得ても逃げなかったら、おまえは僕をもっと信頼できる。信頼は愛に繫つながる。おまえにとって、悪い話じゃないさ」

　冷静に考えればすごく穴のある話だとは思うが、そこは笑顔で押し切る。交渉で大事なのは話の内容より笑顔や余裕のある態度だと、以前、何かの本で読んだ。

「情報の開示。それは、私には決められないことです」

　やはり無理か。まあ、駄目で元々のことだった。気持ちを切り替えて別の方法を考えよう。

「私わたし達たちに、相談してみます」

　諦めかけていたところでそう言われ、思わず喉が鳴りそうになった。

　それでも動揺は見せず、穏やかに笑う。

「ああ、そうしてみてくれ」

　──さあ。

　どう出る？







「招集です。今から、ホールに集まってください」

　翌日の夕食後。一人、部屋にいたところで、マダナイが突然そう言ってきた。

　僕が昨日言ったことを考えてくれたのだろうか。あるいはまた服部はつとりさんのように罰を受ける人が出てしまったのだろうか。期待と不安がマーブル模様を描くが、マダナイに聞いてもどうせホールに行くまでは何も教えてくれないのだろうと察し、おとなしく従う。

「あれ、瀬せ戸とさん。何してるの？」

　部屋を出ると、二ふた葉ばちゃんを抱いた彼女と遭遇した。

「あ、山やま口ぐちさん。ホールに、姫ひめ子こも誘って行こうと思って、今、声をかけたんですが。姫ひめ子こ、何かしているみたいで。待ってるんです」

「ごめんね美み月づき。お待たせー」

　三み重えさんは何かをポケットに押し込みながら部屋から出てきた。それが何なのか気になったが、今はそれ以上に、これからホールで何が行われるのかを早く知りたい。

「……ん？　なんだ全員いるのか。また誰か罰せられんのかと思った」

　鹿か川がわが、部屋から出てくるなり僕らを見て言った。確かに、服部はつとりさんが罰を受けたときと違い、今は誰一人欠けていない。それだけでもほっとする。

　期待と不安を抱えつつ、僕らはホールへと足を進めた。







『皆さん。お集まりいただき、ありがとうございます。今日はこれから皆さんにとって、とてもいいことを行います』

　ホールに着くと、マダナイはそう言った。

「いいことって、何よ」

　三み重えさんは警戒しているようで、両腕で自分を抱きしめるようにして後ずさる。

『それは』

　マダナイが言葉を止める。極限まで高まる緊張感──

『タノシイタノシイ、パジャマパーティーです』

　──からの、脱力感。

　待て、なんだそれは。てっきり昨日僕が言ったことを考えてくれたのかと思ったのに、脱出に全然関係ないじゃないか。

『皆さんは普段、全員で交流する機会が少ないですからね。もっとコミュニケーションをとるべきなのです。ですから、今夜はおおいに盛り上がってください』

「おい、マダナイ。僕が昨日言ったのは……」

『わかっています。皆さんはここから脱出したい。そうでしょう』

　脱出。たった二文字、けれど無限大の希望が詰め込まれた単語を出され、僕は言葉を止めざるを得なくなる。

『ですから、ですね。皆さんがこのパジャマパーティーをクリアできたら、皆さんがヨロコブような、とびきりの情報を教えて差し上げましょう』

「パジャマパーティーを……クリア？」

『ええ。これは、タノシイタノシイ、パジャマパーティー。普通のものとは、違うのですよ』

　ぞっと、嫌な予感がした。虫の知らせとでもいうのか、頭の中で警鐘が鳴るような。

　それでも、聞かずにはいられない。

「とびきりの情報って、なんだよ」

『ここから脱出するための情報を、お教えします』

　警戒気味だった三み重えさんと瀬せ戸とさんの目の色が変わる。ぱっと、希望の色に。だが安易に喜ぶのは危険だ。

「マダナイ。まさか、死人が出るようなことをさせる気じゃないだろうな」

　クリアという言葉は、ゲームを連想させる。僕らはこれまで殺しを強制されることはなかったが、マダナイは今こそ、僕らにデスゲームをさせようとしているのではないだろうか。

『全ては、あなた方次第ですよ。あなた方は、自分が生きるも、死ぬも、自分で選び、摑つかみ取れるのです』

　死人が出るのかという問いについて、明確な否定はされない。つまり、それだけ危険なパーティーになるのだろう。

　マダナイ達たちが、昨日の僕の言葉から相談した結果がこれなのか。僕ぼく達たちが喜ぶような情報を提供する──しかしタダではやらないぞ、と。やはり、この宇宙人は簡単には転がせない。

『さあ、どうなさいます。パジャマパーティーを、やりますか？　我々はあなた方に、殺しを《強制》はしませんよ？　我々が観察したいのはあくまで、あなた方の自由な行動。アイに基づいた行動。全てはあなた方の意のままなのです』

「……どうします？　パジャマパーティー……ってやつを、やるか、やらないか」

　瀬せ戸とさんが僕を見て聞いてきた。

「マダナイ。やるか決める前に、もっと詳しいことを教えてくれよ」

『拒否します。詳しいルールをお教えするのは、あなた方が参加すると決めた後です』

　どの程度のリスクとリターンがあるのか見当がつかない。死者が出なかったとしても怪け我が人にんが出る可能性もある。そもそもクリア後に教えてもらえる情報が、重要なものである保証もない。……それでも。

「僕は、やるべきだと思う。このまま何もせずにいたんじゃ、いつか僕らは全滅してしまう」

　ここで水を飲み続けていれば、いずれ僕らは狂い、破滅する。僅かでもここから抜け出すチャンスがあるなら、手を伸ばすべきだ。殺しを強制はされないというのなら、皆で協力し、死者を出さないようにするしかない。

「私も、山やま口ぐちさんに賛成です」

「え、あ……あ、あたしもっ」

「オレは別にどうでも」

『では、パジャマパーティーを行うということでいいですね、皆さん』

　僕らは視線を交錯させた後、無言で頷うなずき合う。

『それでは。参加費……というわけではありませんが。パーティーを開始する前に、二つ、皆さんにやっていただきたいことがあります』

　ふっ、と。僕ら五人の眼前に、それぞれ同じものが出現する。

　透明なグラスに入った、水。

『皆さん、パーティーの前に一杯ずつ、水を飲んでください』

　パーティーをやるという決意が、ぐらりと揺らぐ。それだけ、この水は危険だから。

『我々は、クリアしたらとびきりの情報を教えてあげるのです。我々がそれだけのことをするのですから、皆さんにも、相応の覚悟を見せていただかないと。……ゲームをプレイするにはコインが必要なように、知識を得るためには本を買う必要があるように、何をするにも、対価というものが必要でしょう？』

　目の前に浮遊するグラスを手に取る。しかし、僕はそのまま動けない。

　本当にこれを飲んでいいのか？　これからどんなことをさせられるのかわからない。今なら引き返せるんじゃないか。皆を危険な目に遭わせるくらいなら、やっぱり──

「飲みましょう」

　静かに、しかしはっきりとそう言ったのは、瀬せ戸とさんだ。

「私わたし達たちは、危険かもしれなくても、やると決めたんです。情報を得るために──地球に、帰るために」

　言うなり、瀬せ戸とさんは水を一気に呷あおった。

　次の瞬間、彼女の目に昏くらいものが宿る。しかしそれを意志の力で乗り越えるように、ぎゅっと彼女は自分のスカートを握りしめた。

「……そう、だね。僕らは、自じ分ぶん達たちで、やると決めたんだ」

　僕も瀬せ戸とさんと同じように水を飲んだ。鹿か川がわ、三み重えさんも続く。二ふた葉ばちゃんには、瀬せ戸とさんが優しく言い聞かせてなんとか飲ませていた。

　ドクンと、心臓が一拍。心が淀よどみ、体が汚染されてゆく感覚。突き上げる物騒な欲望。他者に手をかけたくなる衝動。皆、同じだろう。

　それでも耐える。僕は誰も殺したくないし、僕らは、誰も殺したくない。

　……そのはずだ。

『では、事前に皆さんにやっていただくことの、もう一つですが』

　そこで、マダナイは分裂する。

「これから行うのは、パジャマパーティーですから、まずはパジャマに着替えていただきませんと」

「そうです。パジャマでなければ、パジャマパーティーは始まりません」

　二人のマダナイが、どこからともなく出した大きな黒い布をひろげる。そして、僕と鹿か川がわ、三み重えさんと瀬せ戸とさんと二ふた葉ばちゃんで分けるように、男女の間を黒い布で遮った。

「そういうわけで皆さん、お着替えしてください」

「男性と女性の間は、私わたし達たちがこの布でしっかり遮っておりますので、お気になさらず」

「着替えは、いつもの皆さんの寝間着をご用意しております」

　布を持っているマダナイとはまた別のマダナイが飛んできて、僕らの前に着替えを出す。男子の寝間着は、シンプルな白の半袖Ｔシャツに、下は黒のジャージだ。僕はおとなしく着替えることにした。

　布の向こう側から衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。たった一枚の布の向こうで女子が着替えているというのは、普通ならドキドキする場面なのだろうが、さっき水を飲んだ影響で、衝動を抑えることに一杯で、そんなこと考えている余裕がない。

「そうそう皆さん、装飾品は外してくださいね。寝るときにアクセサリーはつけないもの、なのでしょう？　余計な装飾品は、パジャマパーティーには不要です」

　マダナイに言われ、鹿か川がわは普段つけているピアスやペンダントなどのシルバーアクセサリーを外していた。僕は装飾品をつけていないので関係ない。

「さて、全員、着替えは終わりましたね。布を落としますよ」

　バサリと布が落とされた。黒で遮られていた女子達たちの姿が露あらわになる。

　てっきり女子もジャージなのかと思いきや、彼かの女じよ達たちは男子とはまったく違う、ひらひらしたネグリジェ姿だった。それぞれ色も違って、二ふた葉ばちゃんは若葉色、瀬せ戸とさんはラベンダーみたいな薄紫、三み重えさんは百ゆ合りのような白だ。

　瀬せ戸とさんはヘアピンを外しているし、三み重えさんはいつもポニーテールにしている髪を下ろしている。

　パジャマ姿も、三み重えさんが髪を下ろしているところも初めて見た。そんな余裕などないはずなのに、可愛かわいいとは思ってしまう。

『さて、それでは行きましょう』

　だけどやっぱり、そんなことを考えている暇はない。これから、始まるのだ。

　どこまでも愛を試される、地獄のような時間が。







　行きましょう、と言ったマダナイの後について、僕らがやってきたのは居住エリアだ。しかし誰の部屋にも入らず、マダナイは僕らの前に水の入ったグラスを一つ浮かべた。

『これは、いつも皆さんが飲んでいるものの、三倍の効果がある水です』

「……っ」

　僕も、三み重えさんも口を押さえた。普通の水でさえ飲むとおかしくなるのに、その三倍なんて考えただけで吐きそうになる。

『ただし、効果が高い分──というわけでもないのですが、この水は遅効性です。飲んですぐには効果が出ませんので、ご安心を』

　すぐには効果が出なくても、時間が経たてばいつもの三倍殺したくなるということだ。安心できるか。

『それでは、パジャマパーティーのルールをご説明しましょう。……といっても、ごくシンプルなものです。この水を誰か一人が飲み干した上で、同じ部屋で五人で一晩、過ごしていただきます。朝まで、誰も殺されなければクリア。ちなみに、ベッドシーツや皆さんが着ている服などを利用して手足を縛っておく、という行為は禁止です。縛ったとしても、我々が解きます。バス・トイレの本来の用途以外の、また必要以上の使用も禁止ですね。──殺人者を出さずに朝を迎えられれば、脱出のための情報を教えて差し上げます』

　ふよふよ、ふよふよと。マダナイの傍そばでグラスは浮遊する。

『さて、どなたがこの水を飲みますか？』

　皆、戸惑うように視線を交錯させる。

「最善は二ふた葉ばだろうけど」

「なっ」

　鹿か川がわの言葉に、僕だけでなく三み重えさんも瀬せ戸とさんも動揺するが、鹿か川がわは表情を変えない。

「だってそうだろ。殺人衝動で暴走する可能性があるなら、小さい奴やつのほうがいざってとき取り押さえやすい」

「それは……そうだけど」

「でも……っ、二ふた葉ばちゃんは、まだ子供なんだし……」

　三み重えさんは抵抗感が強そうだ。僕も心から賛成はできなかった。

　鹿か川がわの意見が間違っていないことはわかる。けれどこんな子供に大変な役割を押し付けるような真ま似ねをしていいのだろうかという、モラルの問題。

「オレ達たちが話し合っても仕方ないことだ。本人に聞いてみるべきか」

　鹿か川がわは無重力のように宙に浮いていたグラスを取ると、二ふた葉ばちゃんの前にしゃがんだ。

「おい二ふた葉ば、水、飲みたいか？」

　二ふた葉ばちゃんはビクッと震え、ぶんぶんとかぶりを振る。

「そんな嫌がるな。水を飲むだけだよ。さっきと同じじゃねえか」

「……も、や」

　もう嫌、と。二ふた葉ばちゃんは三み重えさんの足にしがみつき、ぶんぶんと首を大きく横に振る。

「やめろよ、嫌がってるだろ」

「ならオマエが説得しろよ、山やま口ぐち。オレじゃ駄目でも、オマエなら言うこと聞かせられるだろ」

「子供にこんな役割を押し付けるなんて間違ってる。二ふた葉ばちゃんにやらせるのは駄目だ」

　鹿か川がわはじっと僕を見据える。何も言われなくても、非難されている気分だ。

「あ、あの」

　僕らの仲裁に入るかのように、瀬せ戸とさんが鹿か川がわの手からグラスを取る。

「お水は、私が飲みますから」

「って……美み月づき！　そんな、嫌な役割を率先して引き受ける真ま似ね、美み月づきがすることないって！　み、美み月づきがやるくらいなら、あたしが……」

「無理しないで、姫ひめ子こ。震えちゃってるじゃない。飲むの、怖いんでしょ」

　いつもの水より、更に三倍の効果がある水だ。ましてさっき全員一杯ずつは水を飲んでいるのだから、殺人衝動が四倍ということになるのではないか。

　この水を飲んだら、もはや正常な人間でいられる保証がない。飲んだが最後、元に戻れない殺人鬼になってしまうかもしれないのだ。怖くない人間などいない。

「そ、そりゃ怖いけど、美み月づきだって怖いでしょ！　なら、やっぱりあたしが……っ」

「ううん、私が飲む。姫ひめ子こに無理はさせられない」

「……待って、二人とも。だったら、僕が……」

　怖い──けれど、三み重えさんや瀬せ戸とさんに、まして二ふた葉ばちゃんに無理に飲ませるわけにいかない。なら、と立候補しようとしたそのとき。

「あーもううるせえなー。始まる前から揉もめんなよ、オマエら」

　鹿か川がわが、瀬せ戸とさんからグラスを奪い返した。

「オレが飲む」

　短く言われた一言。僕らはぴたりと言葉を止める。

「……いいのか？」

「オマエらがそれでいいなら」

　鹿か川がわはこれといった悲ひ壮そう感もなくあっさり答える。皆から、特に反対意見は出ない。

　こいつが立候補するとは意外だったが、鹿か川がわはどうも水の効果が出づらい体質のようだし、いいかもしれない。問題点は、鹿か川がわはこの中では一番背が高いし、暴走したら取り押さえるのが大変だということだ。しかし、このルールなら──

『では、水を飲むのは鹿か川がわさんで決まりですね？』

　マダナイの言葉で思考が中断される。誰も、異議は唱えない。

『それなら、鹿か川がわさんの部屋に向かいましょうか。水を飲む鹿か川がわさんが、このパーティーの主役のようなものですからね。他の皆さんは、招かれるお客様なのです』

　ふよふよと浮いて進むマダナイについて、僕らは居住エリアの最も奥、鹿か川がわの部屋に入る。闇のようなメタルブラックの部屋。

「あのさ……こんな部屋で毎日寝起きしてたら、気が滅め入いんない？」

　三み重えさんが軽い同情のような視線を鹿か川がわに送る。

「なんで？　かっこいいじゃん」

「……いや、あんたがいいなら別にいいんだけどさ……」

『それでは皆さん、パジャマパーティーを始めましょう。……ああ、ちなみに』

　黒々とした部屋の中で、マダナイの淡い虹色が光る。夜空にシャボン玉が浮かんでいるような、幻想的な光景。

『水を飲んだ瞬間から、この部屋の扉はロックされます。朝まで絶対に皆さんが外へ出ることはできません。なお、残り時間についてはこちらでご確認ください』

　ふっと、マダナイが何かを出す。大きな砂時計……いや、中身は砂ではなく、水だ。しかし砂時計のように、水滴がぽたぽたと、一滴一滴、下へ落ちてゆく。

『では鹿か川がわさん、水をどうぞ。吐き出してはいけませんよ』

　マダナイに促され、鹿か川がわは躊躇ためらいなく水を流し込んだ。間もなくグラスは空になる。彼の表情や様子に、特に変化は見られない。

「……大丈夫なのか？」

「別になんともない。まあ、これは遅効性らしいからな」

『さてさて。パジャマパーティーが始まったことを祝して、我々から皆さんにプレゼントがあります』

　周囲にふっ、ふっと、大勢のマダナイがどこからともなく現れる。マダナイ達たちはそれぞれ異なるものを傍そばに浮かせていた。

　武器だ。ナイフや鉄パイプから、刀や剣のようにファンタジーかよと言いたくなるようなものまで、ありとあらゆる種類が取とり揃そろえられている。

『それでは皆さん、タノシイパーティーを』

　言葉と武器を残し、マダナイ達たちはふっと消えていった。大量の武器を前に、気まずい沈黙が流れる。

「それにしても、これから朝まで、どうすんだ？　やることないよな」

「……まあ、そうだな」

　二ふた葉ばちゃんは無言でその場に座り込み、膝を抱えてしまう。

「二ふた葉ばちゃん、眠いの？」

「いつもなら、寝てる頃だもんね。夜だし、いっそ皆で寝る？」

「寝たら死ぬぞ。寝てる間に殺されてるかもしれないって意味で」

「わ、わかってるわよ……そうよね、起きてる」

　鹿か川がわに言われ、三み重えさんはしゃきっと背筋を伸ばす。

「でもベッドはあるんだし、鹿か川がわ、あんたは寝てれば？　眠ってさえいれば、衝動をやりすごせる……かもしれない、じゃない」

　途中で言いい淀よどんだのは、そんな甘いものではないと知っているからだろう。眠りの間にも、殺人衝動は襲い来る。夜中に衝動で目が覚めることがあるくらいだ。

「なんか……」

　鹿か川がわは壁に背をつけ、そのままずるずると床に座り込む。くしゃりと前髪をかく。

「……眠れそうにはないな。まだ衝動はそんなでもないけど、すげー目が冴さえてる感じ。これも、水の効果なんかな」

「……そっか……」

　会話が途切れる。結局、何もやることはない。

「……静かだな」

「そう……だな」

「暇だ。誰か何か話せよ」

「何か話せって言われても。何話せって言うのよ」

「なんでもいーよ。好きな音楽の話だろうと、映画の話だろうと」

「こんなときに、吞のん気きにそんな話してていいの？」

「こんなときだからだ。……気を紛らわせろっつってる」

　鹿か川がわがそんなことを言うなんて、やはり調子を崩しているのだろうか。……さっきの水、本当に遅効性なのか？　それとも、三倍ではない、先に飲んだほうの水が原因なのか。

「こんなときだからこそ……か」

　ふと頭の中に、徳とく島しまさんのことが過よぎる。「人生、笑ってりゃなんとかなる」と、ぴかぴかの歯を見せて笑った彼女。

「そうだな。こんなときだからこそ、好きなものの話でもして、笑っているべきなのかも」

　泣いても嘆いても何の解決にもならないのなら、笑っていたほうがいいのかもしれない。

　……笑おう。かつて徳とく島しまさんが、笑って僕に元気をくれたように。

「好きなものの話をしよう」

　意識して、笑顔を作る。

　三み重えさんと瀬せ戸とさんも、僕の意図を読んでか、微ほほ笑えみ返してくれた。

「山やま口ぐちさんの好きなものは、なんですか？」

「ないね」

「あれ？」

　微笑が苦笑に変わる。

「いや、だから、皆は何が好きなのかなって、皆の話が聞きたいなと思って」

「……山やま口ぐちは好きなもの、なんにもないの？」

「うん。まだ、探してる最中なんだ」

　戸惑うように眉を下げる三み重えさんに、僕は微ほほ笑えむ。

「三み重えさんは？　何が好き？」

「え？　あたしは、えーと……甘いものとか、可愛かわいいものとか」

「面白みの欠片かけらもねえな」

　ばっさりと斬り捨てる鹿か川がわの一言に、三み重えさんは「人の好きなものに面白みを求めないでよ」とむっとした様子だ。

「姫ひめ子こは、動物とかも好きだよね。昔から仔こ犬いぬとか仔こ猫ねことか、拾ってきてはお母さんに怒られてたっけ」

「あ、あー……。だって昔からずっと、ペット飼ってみたいんだもん。あーあ、うちのマンションがペット禁止でさえなかったらな～。美み月づきんちは一軒家だから羨ましいよ」

「一軒家でも、うちはペット飼わないけどね」

「そういえば、二人は幼おさな馴な染じみなんだよね」

　皆に敬語を使う瀬せ戸とさんだが、三み重えさんにはラフな口調で喋しやべる。三み重えさんも、最初から瀬せ戸とさんに対してだけは完全に信頼を寄せていた。

「そうだよ。ほんとは美み月づきのほうが一つ年下なんだけど、あたしよりずっとしっかりしてるから、優しくて頼りになるお姉さんって感じ」

「ああうん、姫ひめ子こは手のかかる可愛かわいい妹って感じ」

「え、ちょ、手がかかるってどういうことよっ」

「いやだって、姫ひめ子こは昔から怖がりで泣き虫で意地っ張りだったし」

「へえ……三み重えさんって昔から変わってないんだ」

「姫ひめ子こは全然変わりませんよ。昔から、ちょっと怪談話とか聞いただけで、その後しばらく少しの物音にもビクビクしたりして」

「こ、怖い話なんて、楽しんでするほうがおかしいのよ。成じよう仏ぶつできない幽霊の話とか、そんなの絶対面白がっていい話じゃないでしょ！　幽霊達たちに失礼じゃない！」

「つーかオマエ高校生にもなって幽霊なんて信じてんのか。馬鹿じゃねえの」

「何よ！　宇宙人がいるんだから幽霊だっていてもおかしくないでしょ！」

「しまった反論ができない」

　この四人でこんなふうにわいわい話すなんて初めてだ。食事のときは食堂に集まるけど、いつも黙々と食べていて、話が盛り上がることなんてあまりなかった。けれど今は、自然に会話に花が咲いてゆく。食事中と違い、今は本当に会話以外何もすることがないせいだろうか。

「それにしたって姫ひめ子こは怖がりがすぎますけどね。小学生のとき、学校で吸血鬼の話が流は行やったんですけど、血を吸われるのを怖がった姫ひめ子こは、ランドセルにトマトジュースを入れて持ち歩くようになったんです。なんでそんなことするのかって聞いたら、『血の代わりに吸血鬼さんにこれをあげて、血を吸うのは勘弁してもらうの！』と真剣に答えていました」

「うわああ、変なことバラさないでよ！」

「あらあら姫ひめ子こってば涙目になっちゃって、うふふ」

　ふと思ったが、そういえば三み重えさんと瀬せ戸とさんは、外見から受ける印象と中身がほとんど逆だ。三み重えさんは一見きつそうだけど臆病で繊細、優しい女の子だ。瀬せ戸とさんはふんわり、ほんわか系に見えるけれど、実はしっかりしているし度胸もある。

「そういえば、こんなこともありました。子供の頃、一緒にお化け屋や敷しきに入ったとき、姫ひめ子こは最初から完全に怖がっていたんですが、お姉さんぶりたいからって私の手を引いて……。泣きそうな顔で何度も『大丈夫だから！　あたしが守ってあげるからね！』って言いながら、結局最後には腰を抜かしちゃって……あれは可愛かわいかったなあ」

「ぎゃー、だからやめてってば！　マジで！」

「あらあらうふふ」

　……あと、もしかしたら瀬せ戸とさんは少しだけ、意地悪なのかもしれない。

　にしてもこうしていると、ものすごく平和なように思える。

　平和なのは、いいことなんだよな。こんなふうに笑い合って吞のん気きな会話ができるのが、本当は一番いいんだ。

　周囲にナイフや鉄パイプが転がっているとは思えぬほのぼのさ加減。少し手を伸ばせばどの武器にも簡単に手が届くし、殺せるんだけどな。

「ねえ、山やま口ぐちさんは子供の頃、どんなふう──」

　瀬せ戸とさんがこちらを向いて、表情を強こわ張ばらせた。

「……大丈夫ですか？　山やま口ぐちさん」

「え？　何が──」

　彼女の視線を辿たどって初めて、自分が、ナイフに手を伸ばしていたことに気付く。

「ご、ごめん！　む、無意識のうちに……！」

「い、いえ。仕方ないですよ。水の効果ですから。……実は私もなんだか、体がいつもよりずっと、変な感じですし……」

　三倍効果の水は遅効性らしいが、普通の水は違う。どんなに和やかに会話していても、息をするように自然と衝動が出てきてしまう。楽しい空気など一瞬でぶち壊せる。

　この狭い空間に武器と、衝動を抱えている人間が、五人。本当に、無事に朝を迎えられるのだろうか。

「……ともかく、もっと何か、話しましょう。意識を別のことに向けるんです」

「そう……だね」

「なんなら姫ひめ子この子供時代のお話でももっとしましょうか？　いくらでも出てきますけど」

「ちょっ、美み月づき！　それはやめてっ！」

　瀬せ戸とさんは基本的ににこにこしているし、三み重えさんは怒ったり涙目になったり、くるくると表情が変わる。見ているだけでも楽しい彼かの女じよ達たち。そんな二人の口から紡つむがれる、明るい話題。ここへ来てから今までなかったような、平穏な時間。

　その実、ただ不安を埋めるだけの、上滑りの会話。







　自分の体に爪を立てる。

　自分の指や腕を嚙かむ。自分の髪を引き抜いてみる。

　痣あざができるほど自分の体をつねる。壁に頭を打ちつける。自分の首を絞めてみる。そんなふうにして僕含め皆、「他人に」手を出さないよう耐え、ひたすら耐えていた。おかげでまだなんとか誰も、誰かを襲うことなく過ごせている。

　半ば無理矢理、話題を絞り出すような会話を繫つないで気を紛らわせていたが、ふと気付く。

　瀬せ戸とさんの様子が、さっきからおかしい。

「……瀬せ戸とさん？　どうかした？」

「あ……えと……」

　顔色が悪い。特に冷房が入っているわけでもないのに、妙に青白く、寒そうだ。そういえばさっきも「体がいつもよりずっと、変な感じ」と言っていたし、気になる。

「なん、でしょう……なんだか……苦しくて……」

「それって……殺人衝動のせい？」

「いえ……そうじゃ……ないよう、な……、っ」

　眩暈めまいが起きたように、瀬せ戸とさんの頭がぐらりと揺れる。三み重えさんは慌てて、心配そうに彼女の顔を覗のぞき込こんだ。

「ちょ、ちょっと美み月づき!?　どうしたの、大丈夫!?」

「……っ、く、るし……」

　──つ、と背筋に冷水が伝うような、嫌な予感。

　マダナイ主催のパジャマパーティーの最中に、「偶然」体調を崩したりするだろうか。

　ただの風邪にしては明らかにタイミングが変だし、突然すぎる。おかしい。

「マダナイ」

『なんでしょう？』

「瀬せ戸とさんに何をした」

『おや、さすが山やま口ぐちさん。既に我々の仕業とお気付きですか』

「おまえ以外にいないだろう！　彼女に何をしたんだ！」

『そんなに声を荒げることはありません。これも、パーティーを盛り上げるためですよ。……それで、瀬せ戸とさんに何をしたか、ですが。実は、最初に皆さんに飲んでいただいたあの水ですがね。あの五つのグラスのうち、一つには致死性の毒が入っていたのです。どれが毒入りかはわからない、ロシアンルーレットのようなものでしたが、どうやら瀬せ戸とさんに当たったようですね』

　マダナイはなんでもないことのようにさらりと、だが確かに「致死性」と言った。じゃあこのままじゃ、瀬せ戸とさんは……。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　美み月づき、死んじゃうの!?」

『いえ、助けることもできますよ。あなた達たち次第で、ですが』

「何!?　何をすればいいのよ！　あたしならなんでもするから、美み月づきを助けて！」

『そうですか。では三み重えさん、そこにあるナイフで誰か他の方を刺してください』

　また、さらりと。さもたいしたことないかのように、マダナイは言った。

「な……っ、何よ、それ……」

『なんでもすると言ったでしょう？　ですから、どなたか他の方を刺してください。そうすれば瀬せ戸とさんに解げ毒どく薬を与えましょう』

「そ、そんなの、クリア条件に反するじゃない！　クリアを……脱出の情報を諦めろってこと？　最初から、それが狙いだったの？」

『我々の狙いは、皆さんのアイを観察することですよ。それに、クリア条件には反しません。クリア条件は《誰も殺されないこと》です。刺すだけなら、部位によっては死なないでしょう？　ですから問題ありません。そういうわけで、瀬せ戸とさんを助けたければ、誰か他者を刺してください。……ああ、誰でもいいので、瀬せ戸とさんでもいいですよ。今なら瀬せ戸とさんは抵抗も反撃もできないでしょうからね』

「さ、刺せって……でも……そんなことしたら……」

　声にならず三み重えさんの喉の奥に消えた言葉。それはきっと「止まれない」。

　今の僕らは、壊れた車のようなものだ。一度アクセルを踏んでしまったら、ブレーキをかけることがひどく難しい。最初は殺すつもりがなくても、血を見てしまったら、興奮して相手が死ぬまで滅多刺しにしたくなるだろう。

『別に、このまま瀬せ戸とさんを見捨ててもいいのですよ。我々が盛った毒による死亡なら、皆さんが手を下したわけではありませんから。それも、クリアには関係ありません』

「な……っ、み、美み月づきを……このまま死なせるなんて、できない……！」

　目に涙を溜ためた三み重えさんを、マダナイは観察している。

　殺人衝動と愛情が天てん秤びんの上でぐらぐらと揺れ動くさまを、楽しむでもなく、ただ見ている。──これが、マダナイの目的の一つだったのだろう。大切な人を助けるために、誰かを傷つけられるのかという、観察。

　泣きそうな顔のまま、三み重えさんがナイフを手にする。他者を攻撃すること、自分が誰か殺してしまうのではないかという恐怖を、「瀬せ戸とさんを助けたい」という想おもいで上書きして。

　だが彼女はナイフを持ったまま、僕らをそれぞれ見て、震え出す。

　親友である瀬せ戸とさんを刺すことなどできない。子供である二ふた葉ばちゃんだって刺せない。だからといって僕や鹿か川がわなら遠慮なく攻撃できるかというと、三み重えさんはそんな子じゃない。

　だけどこのままじゃ瀬せ戸とさんが死んでしまう。だから彼女はナイフを離せない。

「姫ひめ子こ、駄目……私のことなら、いいから……」

「で、でも……っ」

　三み重えさんの、ナイフを持つ手は震えている。

　しかし彼女の口元は、微笑していた。これから自分がすることに対する、期待と高揚で。同時にその感情を吐き気がするほど嫌だとも思っているだろう。理性、衝動、感情、欲望が、無限に渦巻く。

「や、めて……姫ひめ子こ……お願い、誰も……」

　瀬せ戸とさんは三み重えさんを止めようとするが、その声はひどく弱々しい。放っておけば死に至る人間の声。それが更に三み重えさんを追い詰める。

　そんな二人を、マダナイはただ、ただ、見ている。

「……三み重えさん」

「な、何……？」

「そのナイフ、しっかり持ってて」

　潤んだ目で僕を見る三み重えさん。僕はそんな、胸の前でナイフを握っている三み重えさんを、

　思いきり、抱きしめる。

「!?」

　彼女の持つナイフの先が肩にくるように抱いたため、刃が、僕の肩に刺さる。

　鎖骨下動脈は避けるようにした。それでももちろん、痛みや出血がないわけじゃない。だけど歯を食いしばって耐えた。

　三み重えさんは何が起きたのかわからず瞬まばたきをする。けれど、自分の持つ、僕に刺さったナイフ、そこから滲にじんだ赤を見て、彼女の目が色を変える。

　血は、スイッチだ。赤い色がひろがってゆくように、人を刺したという恐怖が、もっと、もっと刺したいのだという欲求に浸食されてゆく。

　ぐ、と、刺さっているナイフが抉えぐるように動かされる。さすがに小さく声を上げてしまい、三み重えさんははっとナイフを抜いた。

「ご……っごめんなさ……！」

「謝る必要なんてない」

「だ、だだ、だっ、て！」

「僕が、勝手に抱きしめただけ。むしろ、セクハラされたんだから、怒って攻撃したくなるのは当然だと思うけど」

　刺されるために抱きつくような真ま似ねをしたのは、三み重えさんは、覚悟を決めて自らの意志で他人を刺すことが難しそうだなと思ったのと、こう言えば彼女の罪悪感が軽減されるかな、と考えたからだ。

　この子に、嬉き々きとして人を刺し、後ですごく後悔するようなこと、させたくなかった。

「で、でもっ！」

　彼女は震えながら、まだ血のついたナイフを離せずにいる。衝動が収まっていないのだろう。あらためて水の恐ろしさを実感する。本人の人格や意志にかかわらず、他者を傷つけることに興奮してしまうのだ。

「あ……あたし……あたし……っ」

「大丈夫」

　ナイフを持つ彼女の手に、自分の手を重ねる。彼女の震えが伝わってくる。

「あ……あたし、は……」

「大丈夫だから」

　僕がこの言葉を口にするときいつもそうであるように、今回もやはり、根拠はない。ちっとも大丈夫ではない。それでも僕は「大丈夫」を繰り返す。

　大丈夫であれ、と願いを込め、大丈夫にしてみせる、と決意を込めて。

　そうして、僕は彼女から、ナイフを奪う。

「マダナイ」

『はい。三み重えさんは山やま口ぐちさんを刺しましたね。まあ、自分の意志によるわけではありませんでしたが……お約束通り、瀬せ戸とさんを解げ毒どくいたしましょう』

　そこでマダナイは分裂し、一人が瀬せ戸とさんに解げ毒どく薬を飲ませる。もう一方はふわふわと、僕らを観察するように、ただ浮いたまま。

「マダナイ、おまえ」

『なんでしょう』

「ふざけるなよ」

　自分の声が、静かに、強く響く。

「ふざけるな。……ふざけるなふざけるな、ふざけるなっ！　こんな、僕らに揺さぶりをかけるようなことばかりしやがって」

　自分の血が付着したナイフを床の隅に投げ捨てる。肩から流れる血よりも、煮えるような怒りのほうが止まらない。

「何が、瀬せ戸とさんを見捨ててもいい、クリアには関係ない、だ。その上、三み重えさんを試すような真ま似ねを……！　瀬せ戸とさんも、三み重えさんも、僕らの仲間だ。見捨てるはずがないだろ！」

　いつも。いつもいつも、僕らの命を軽んじて、弄びやがって。絶対に許せない。

「山やま口ぐち……」

「山やま口ぐちさん……」

　三み重えさんも瀬せ戸とさんも、目を見開いて僕を見ていた。感情の昂たかぶりによって、僕の息は乱れ、呼吸が落ち着かない。

『ふむ』

　微み塵じんも動じていないのはマダナイだけだ。何を言われたって、いつも通り淡々としている。

『仲間をオモウあなたのアイ──実に、興味深いです』

　黒い部屋の中の虹色。明るく見えるはずのマダナイが、ブラックホールのように感じられる。

『ですが、最後まで、そんなあなたのままでいられるでしょうか？』

　砂時計の器の中。上方の水は、たっぷり残っている。

『まだまだ、夜は明けませんよ。……引き続き、タノシイパジャマパーティーを』







　一滴一滴と水が上から下へ落ちてゆくのを、祈るような気持ちで見ていた。

　このまま、もうこれ以上は何事もなく終わってくれ。誰もがそう願っている。

　だけどそれはきっと叶かなわない。

　三倍効果の水は、遅効性。──鹿か川がわの口数は少なく、呼吸も荒くなってきている。

「……大丈夫……？」

　ぽつりと、雨粒のような小さな声に、僕らは目を見開いた。それが瀬せ戸とさんでも三み重えさんでもなく、二ふた葉ばちゃんの言葉だったからだ。

「…………は？」

「鹿か川がわのお兄ちゃん、大丈夫？」

　今までずっと元気がなく、口数もめっきり減ってしまった二ふた葉ばちゃんが自ら言葉を発するなんて驚きだ。が、心配してもらっているというのに、鹿か川がわは怪け訝げんな顔をする。

「……なんでオマエ、オレの心配すんの？」

「苦しいのかと思って……なんだか……」

　ぽつぽつと小さな声だが、最近の二ふた葉ばちゃんとしては非常に珍しく、確かに口を動かす。

「……あの日のパパみたいだから……」

　ドキリと、胸が疼うずく。

　否いや応おうなく記憶が呼び覚まされる。僕が包帯で縛りつけたベッドの上で、衝動に耐えていた服部はつとりさん。苦しげに乱れた鹿か川がわの呼吸は、確かにあのときの服部はつとりさんを彷ほう彿ふつさせるかもしれない。

「二ふた葉ば」

　掌てのひらで殺人欲求という名の熱を吸い取ろうとするかのように、鹿か川がわは自分の額に手を当てる。そうして前髪をかき上げながら、睨にらむようにして二ふた葉ばちゃんを見た。

「オマエ、パパの最さい期ごのこと、まだ思い出さないのか」

「……さいご？　何のこと？　パパはどこに行ったの？　鹿か川がわのお兄ちゃんは、知ってるの？」

「知ってるよ」

　鹿か川がわは二ふた葉ばちゃんから目を逸そらさず答える。

「オレが殺したんだよ」

「おい、鹿か川がわ！」

「ごめんな」

　物騒な言葉にひやりとしたものの、鹿か川がわが口にしたのは、意外にも純粋な謝罪だった。

　二ふた葉ばちゃんは何も言わず鹿か川がわを見ている。二人の間に、ぴんと張った糸のような緊張感が流れる。

「──あ」

　小動物のような機敏な動きで、二ふた葉ばちゃんがナイフに手を伸ばす。

「駄目だ！」

　僕はそんな彼女の手から、ナイフを奪った。

「なんで止める？」

　眉を顰ひそめ尋ねてきたのは、二ふた葉ばちゃんではなく鹿か川がわのほうだ。

「と、止めるに決まってるだろ。当たり前じゃないか」

　鹿か川がわはさっき「オレが殺したんだよ」と言った。それは正しいかもしれないが、間違いだ。

　服部はつとりさんは暴走していた。皆を殺そうとしていた。鹿か川がわが服部はつとりさんを撃ったのは正当防衛といえるし、そのおかげで服部はつとりさんは最愛の娘を殺さずにすみ、二ふた葉ばちゃんだって助かった。

　二ふた葉ばちゃんにとって鹿か川がわは、父親を殺した人間である一方で、命の恩人でもある。

「何がどう当たり前なんだ」

「鹿か川がわ。君はまたそうやって……」

「そもそもオマエは、いつまでぼーっとしてるつもりだ？」

「え？」

　視線が、鋭さを帯びる。

「そろそろ、あの水の効果が出てきてる。多分、もう数十分くらいしたら、滅め茶ちや苦く茶ちや人を殺したくなると思う。そんな予兆がある。……オレは、もうすぐオマエらを殺す」

「それは……っ」

「でも、さっきわかっただろ。……いや──オマエは最初から、わかってたんだろ？」

　何か反論しようとしたはずなのに、僕の言葉は喉で止まった。

「このパーティーのクリア条件は、誰も『殺されず』朝を迎えること。手足を縛るのは禁止とはいえ、誰も怪我をするなとも、五体満足でいろとも言ってない。さっきの一件で、はっきりわかったよな。……生きてさえいればいいんだ」

　そうなんだ。

　わかっていた。鹿か川がわが言ったように、最初から。

「たとえ三倍の効果の水を飲んだ奴やつが中にいたって、すごく簡単なことだ、これは。──殺人衝動を抑えきれない奴やつは、死なない程度に、けど死ぬ寸前まで痛めつければいい。殺しなんてできないようにしてやればいい。極端な話、四肢を使い物にならなくすれば、どれだけ衝動で暴走しようが、物理的に殺人は不可能だ」

　その通りだ。そうすればいい。それでクリアでき、僕らは脱出のための情報を得られる。

　だが、生きた人間を死ぬ寸前まで痛めつけること。そんなのは、鬼畜の所業だ。

「山やま口ぐち。オマエはわかってたはずだ。この条件では、水を飲まなかった奴やつが危険なんじゃない。飲んだ奴やつが一番危険だ、って」

　わかっていた。

　わかっていたけど、気付かないふりをしていたかった。

「オマエはわかってた。本当に危険な状態になったら、そうするしかないと思ってた。本当なら、暴走したとき取り押さえるなら二ふた葉ばや女子達たちのほうが簡単だ。それでもオマエは、オレが水を飲むことになってほっとした。それは」

　的確に図星を突かれてゆく。心に錐きりを刺されるように。

「一番、痛めつけても罪悪感が軽くてすむからだ」

　そうだよ。

　わかってるから、わざわざ言うなよ。

「オマエは、オレが暴走したら反撃する気でいた。そうすれば、『正当防衛』って、他人を攻撃してしまう自分の罪悪感に言い訳がきくからだ。まだ何もしていない人間を攻撃すれば、それはただの暴力だからな。……だけど、本当はそれじゃ遅い。水の効果が完全に出てからじゃ、危険すぎる。それも、わかってるな？」

「わかっ……てるよ」

「話が早くていい。幸い武器はなんでも揃そろってる。お好みのものでどうぞ？」

　まるで、目玉焼きにかけるのは醬しよう油ゆでもソースでもお好みのものを、とでも言っているかのような軽さだ。

「……よく、自分からそんなことが言えるな」

　今試されているのは目玉焼きに何をかけるかではない。これから人を殺す可能性があるとはいえ、まだ何もしていない、目の前の、生身の人間を、行動不能になるまで痛めつけろということだ。

　さっきの三み重えさんのように、軽く刺すだけでは──今回の場合は、足りない。

「武器があるんだから自分でやれよと言われそうなところだが、生あい憎にく今武器を持ったら、自分じゃなくオマエらを攻撃しそうなんでね」

　声の調子こそまだ落ち着いているものの、もうかなり鹿か川がわの呼吸は乱れてきている。言葉に噓うそはないだろう。今の鹿か川がわに武器を持たせることは危険だ。

「なんならさっき三み重えに、オレのこと刺させりゃよかったのにな。なんでわざわざあんな寒いことしたんだか」

「……君は……こうなることがわかっていて、水を飲んだのか」

　怖くないのか。恐ろしくないのか──そんな疑問を覆くつがえすように、鹿か川がわは笑う。

「その顔が見たかった」

「……は？」

「正しい道を選ぼうとして絶望する、オマエのその顔が見たかった」

　ざわりと蠢うごめくような、不穏な空気。

「誰も傷つけたことありませんってようなオマエの綺き麗れいな口が、綺き麗れいな手がムカつくんだ。さっきの件といい、オマエはいつも誰も見捨てず、全員を助けようとしてる。けど、正しいことだけをして、しかもそれが報われるだなんて、気に食わない」

「……なんだそれは。僻ひがみ、なのか？　そんな場合じゃないだろ」

「おっと、話のすり替えか？『そんな場合じゃない』なんてそっくりそのまま返すぜ。そんなに現実を直視したくないか？　目の前の状況を、なんとかできる現実を」

　──僕は。肉体的に他人を傷つけたことがない。

　自分で言うのもなんだが、これまで真面目な優等生という立ち位置を貫いてきたのだ。おかげで地球では誰かと喧けん嘩かをしたこともなければ、他人を殴ったことさえなかった。

　さっきだって、本当は僕が三み重えさんからナイフを奪って誰か刺せばよかったのかもしれない。それでも自分が刺されることを選んだのは、勇気なんかじゃない。──ただの、逃げだ。

　僕は、自分が誰かを傷つけることが嫌なだけなんだ。

「あのとき」

　言葉を発せずにいる僕を追い詰めるように、鹿か川がわはまたゆっくりと口を開く。

「服部はつとりを殺したのは、オレだ」

　一言ずつ、区切るように、言葉が紡つむがれる。食堂で服部はつとりさんが皆を殺そうとしたときのことがフラッシュバックする。血溜だまりの中の服部はつとりさんと、空になったグラス。

「オレは手を汚よごした。オマエも、少しは汚よごれろ」

　一人だけ綺き麗れいなままでいるのは卑ひ怯きようだ。そう、言われている気がした。

「でなきゃオレはここにいる全員を殺す」

「それは……」

「言っとくけど、脅しじゃない。オレはあの水を飲んでるんだぜ。わりとマジで、そろそろやばいんだよ。手とか震えてきてるしさ……」

　どれだけ平静を保とうとしていても、体は正直に水の効果に反応する。少しも動いていないのに、鹿か川がわのこめかみから汗が垂れる。

「暴走してからやればいい、って考えてたんだろ。でもそれじゃ遅い。今のうちにやるべきだ」

　水の効果が出始めていても、鹿か川がわはまだ完全に狂気に染まっているわけではない。まだ正気の、無抵抗の人間を、痛めつける。死なない程度に、けれど死ぬ寸前まで危害を加えなくてはならない。

　それを勧すすめているのが本人であっても、十七年間培つちかってきた倫理が、モラルが、良心が、「それは駄目だ」と全身で叫ぶ。

　だがそれが安全な策なのも確かだ。暴走してからでは、何が起きてしまうかわからない。

「……ぼ……僕にどうしろって言うんだ」

「簡単だ。手足を使いものにならなくすればいい。全部、骨を折るんだ。全身複雑骨折とかなら安心だな。殺人の犯しようがない」

　……どうしてこいつは、自分でこんなことを平気で言うんだ？

　そりゃあ僕だって自ら三み重えさんに刺された。だけど、今からしなければならないことは、程度が違いすぎる。

「別に殺せって言ってるわけじゃない。行動不能にするんだって。死ぬ寸前で留とどめりゃあいいんだよ」
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　囁ささやくような声に促され、僕は、鉄パイプを手にする。

「できれば両腕と両足。最低でも両腕だ」

　骨を折る。故意に、自分の意志で、他人に重傷を負わせる。

　皆を守るためだなんて大義名分をいくら頭の中で叫んでも、暴力だとしか思えない。相手も襲ってくるならともかく、こちらが一方的に暴行するのだから。

　さっき三み重えさんも、こんな葛藤をしていたのだろうか。だが、今回のほうがより過激な行いを要求される。

「……か、鹿か川がわ。君は本当に、皆を殺す可能性あるのか？　……平気、なんじゃないのか。衝動に、耐えられるんじゃないのか。君は水の効果が出づらい体質らしいし」

「この期に及んでまだそんな甘いこと言ってんのか。ならもーいーよ、そう信じれば？　オレにはその信頼に応える義務も、三倍の殺人衝動に耐えられる理性もないけど。さあ、衝動がそろそろ強まってきてますよ。平和なパジャマパーティーが殺さつ戮りくの舞台になるまで、あとどれくらいかな。あと何分、もつかな？」

　小刻みに震える体と、何かに耐えるように苦しげな呼吸にもかかわらずまだ、鹿か川がわは小馬鹿にするような態度だ。

「てゆーか、オマエは身の危険を感じないわけ？　生存本能大丈夫？　オレ今、オマエのこと超殺したいんだけど。そんな奴やつを前にして言うことがそれとか、マジお花畑だよな」

「………………わかったよ」

　躊躇ためらいや甘えを全て吐き出すように、僕は深く息を落とす。

「本当に、やるからな。……後悔しないか」

「知らないのか、人間は常に後悔を繰り返す生き物だぜ」

　笑う鹿か川がわに向け、鉄パイプを構える。

　三み重えさんも瀬せ戸とさんも、止めはしない。息を飲むようにして僕らを見ている。二ふた葉ばちゃんは大きく目を見開いていた。

「あの、ごめん、瀬せ戸とさん。二ふた葉ばちゃんには見せないほうがいいと思うから……」

「あ、はい」

　瀬せ戸とさんが二ふた葉ばちゃんを抱きしめ、掌てのひらで目を覆う。

「見せないほうがいい？　オマエが、見られたくない、の間違いなんじゃないのか」

　挑発的に笑われ、かっと頭が熱くなる。が、自分が今からこいつに何をするのかを考えると、とてもじゃないが怒る気になんてなれない。

「鹿か川がわ。……本当に、ごめん」

「ごめんですめば警察はいらないって言われたことないのか」

「君は殴られたいのか殴られたくないのかどっちなんだ」

「こんな状況でもないかぎり、殴られたい奴やつってのはなかなかいないと思うぜ」

　こんなときでも鹿か川がわは鹿か川がわだ。自分のペースを崩さない。僕は、強く鉄パイプを握りしめる。

　手が震える。呼吸が乱れる。わからない。これは恐怖か？

　それとも、歓喜か？

「……っ……」

　ドッ、と鈍い音がして、振り下ろした鉄パイプが鹿か川がわの腕を痛めつけた。彼の口から小さく呻うめきが漏れる。

「……っざけんな。中ちゆう途と半はん端ぱにされてもただ痛いだけなんだよ。骨を折れっつってんだろ」

「ご、ごめん」

　振り下ろす勢いが甘かった。今のでは骨は折れなかっただろう。本当に、ただ痛い思いをさせただけになってしまった。

　頭ではわかっていても、体が歯止めをかけてしまう。そんなことをしてはいけない、と及び腰になる。だから全力で攻撃することができない。それでも僕はもう一度鉄パイプを構える。

　怖い。

　怖いのに、嬉うれしい。

　水によって引き起こされる、今まで抑えつけるしかなかった欲望が、満たされてゆく感覚。ずっとこうしたかった。こんなふうに誰かを痛めつけたかった。

　鉄パイプを振り下ろす。手に伝わる衝撃。苦痛に歪ゆがむ顔。今度こそ、ちゃんとできた。

　生まれて初めて、他人の骨を折った。

　人の骨が折れる音と感触。鉄パイプを通して、生々しく伝わってくる。脳に、刻み込まれる。

　さすがに苦く悶もんの表情を浮かべる鹿か川がわ。僕はそんな彼の胸倉を摑つかんで反対側を向かせ、もう一方の腕を折る。

　このまま、この鉄製の管を頭に振り下ろしてやりたい。こいつの頭の中身を見たら、少しは何を考えているかわかるのかな。どんな脳のう味み噌そで、どんな思考をしていたんだろう。何を見て、何を考えていたんだろう。その頭部を、綺き麗れいな顔面を。このまま、潰し──

「山やま口ぐち！」

　鹿か川がわの頭に向け鉄パイプを構えたところで、名前を呼ばれる。僕の腰に、三み重えさんが抱きついてきた。

「もういい。山やま口ぐちは、そんなことしたくない」

　彼女は震えている。当たり前だ。人を殺しかけている男に抱きつくのが怖くないはずがない。

　それなのに、声はやけにはっきりと、芯を持って聞こえた。

「山やま口ぐちはそんなこと、したくないでしょ」

　そうなのだろうか。やる前は確かに恐怖があったが、一度やったら勢いがついてしまった。駄目だと叫ぶ声も微かすかに残ってはいるが、もっとやりたいという気持ちが膨れ上がっている。

　僕は本当は恐ろしい奴やつなんじゃないか。真面目な優等生のふりをしていたって、皮を一枚剝がせば暴力的な本性が隠れているのだ。ろくでもない。どうしようもない。

「山やま口ぐちは、優しいんだよ……」

　三み重えさんの言葉が、体に染しみわたるように僕の中で響く。思わず彼女の頭をぶち割りそうになって、僕は、

「──っ」

　さっき刺された肩の傷を、思いきり、鉄パイプで殴った。

「山やま口ぐち!?」

　傷に打撃を与えたことで、収まりかけていた痛みが再度悲鳴を上げ、脳天を突き抜ける。それでも、この衝動をやりすごすには、まだ足りない。

「……うわあああああああああ……っ！」

　殺意を逃がすように叫び、狂ったように自分の腕をひたすら引っかく。深く爪を立て、かきむしる。生半可ではない力で。瞬またたく間まに肌が真っ赤な爪痕で埋まってゆく。

「はあ……っ、はあぁ……」

　自傷により衝動をやりすごし、痛みによって正気を保つ。そうしてひたすら、落ち着くのを待った。

「…………はあ…………」

　静寂。嵐が過ぎ去った後のような、けれど少しも晴れないようなどうしようもなさ。

「……このまま……」

　誰も何も言えなかった中で、鹿か川がわが呟つぶやく。体の痛みに喉まで圧迫されているかのような、消え入りそうな声で。

「朝を迎えれば……クリアだ」

　砂時計の器の中の水は、まだ全て下には落ちていない。衝動を燻くすぶらせたまま、自分が痛めつけた人間と同じ部屋で、この手で人の骨を折ったのだという現実を直視しながら朝まで耐える。

　気が狂いそうだ。







『パジャマパーティーは終わりの時間です。皆さん、タノシンデいただけましたでしょうか』

　何度も訪れた衝動を抑え、身を縮め、息を潜めるようにして、皆ひたすら耐え、耐え抜いた。

　結局、鹿か川がわの両腕は折ったものの足は折れなかったのだが、衝動より腕の痛みのほうに意識がいったことが功を奏したのか、彼が僕らを襲ってくることはなかった。

　衝動に打ち勝つのに、痛みはなかなか有効だ。激しい痛みは意識を衝動から逸そらしてくれ、狂気から目を覚まさせてくれる感じがする。だからこそ、僕も自分を痛めつけた。

　皆、精神力は消耗しきっている。更に言えば結局一睡もできていないので、体力的にも限界だ。ぐったりと全身が重い。

『それでは、お約束通り、脱出のための情報をお教えしましょう』

　息を飲む。どんなに疲れ切っていても、これを聞き逃すわけにはいかない。

『ホールです』

　マダナイの、何重にもなったような高音の声に耳を澄ます。

『ホールの、最も奥の壁の先に、宇宙船があります。なお、我々はアイを知ることさえできれば、観察は終了させる気ですのでね。別に皆さんを殺したいなどという考えはありません。ですから、宇宙船にはアイの観察が終わったときのための、皆さんの殺人衝動を解消する、特別な水も積まれています』

　深海の底に突然太陽を放り込まれたような、絶望からの、希望。

　この、殺人衝動は。

　解消することが、できるのか！

『壁は銃を撃ち込んだくらいではビクともしませんが、ある方法で、皆さんにも開けることは可能です』

「ある方法って……？」

『言葉です。言語認識システムなのですよ。ホールの壁に向かい、とあるキーワードを唱える。キーワードというか、パスワードですね。それが正しいものであれば壁は開かれ、宇宙船に乗ることができます』

「パスワードは、どんな言葉なんだ」

『我々が教えられるのは、ここまでです』

「ちょっと……！　そこまで言うなら、もう全部言いなさいよ！」

『もう十分でしょう。ホールの壁の先に宇宙船がある。船内にはあなた方の衝動を解消する水がある。ホールの壁は、パスワードによって開く。こんなに教えて差し上げたというのに、何が不満だというのです』

　確かにこれまでと比べれば格段に情報は増えたが、外へ出るためのパスワードがわからないのでは意味がない。当てずっぽうに言って正解に辿たどり着つけるようなものだとも思えない。

『ご安心ください。このパジャマパーティーは、いい観察になりました。また似たようなことをする可能性があります。そのとき皆さんは、新たな情報を得ることになるでしょう』

　安心などできない。むしろ絶望感のほうが大きい。今後も、こんなことを乗り越えていかなければならないのか？　──乗り越えることが、できるのか？

『ともかく、今回はこれで終了です。さあ皆さん、もう自由に行動していいですよ。この館内は、とても自由な空間ですからね』

　マダナイはふっと姿を消した。僕はあれから床に倒れたままの鹿か川がわを振り返る。

「鹿か川がわ、大丈夫か」

「……大丈夫なように見えるか」

　少しも。

　半袖のＴシャツから伸びる、剝むき出だしの白い両腕に痛々しい腫れが目立つ。骨折による痛みのせいか衝動のせいか全身から汗が噴き出していて、シャツはぐっしょりと濡ぬれていた。見ているこちらが苦しくなるほどだ。

「……ごめん。腕、手当てさせてくれ」

　腕を縛ったり固定したりという行為が禁じられていたから、今まで手当てもろくにできなかった。早く、少しでも何かしてやらなければ。

「別に必要ない」

「必要だ。いいから、おとなしくやらせろ」

　──そうして僕は鹿か川がわの手当てをすることになった。

　三み重えさんと瀬せ戸とさん、二ふた葉ばちゃんには自分の部屋へ戻ってもらった。皆、体力も精神力も限界だったのだ。今頃泥のように眠っていることだろう。

「鹿か川がわ。君は一体何を考えているんだ？」

　自分がしたことへの罪悪感を埋めるように、痛々しい腫れを白さで隠してしまうように、僕は鹿か川がわの腕に、添え木と共に包帯を巻いてゆく。

「とりあえず今は、痛いの痛いのオマエの腕に飛んでけーって思ってるよ」

「……ごめん」

「治ったら倍返しにするから気にするな。ま、治るまでオレらが生きてたらの話だけどなー」

「……なんだか、君の発言を聞けば聞くほど、あの歌を歌ったとは思えないな」

「あ？　歌がどうしたって？」

「前に食堂で二ふた葉ばちゃんが泣いたとき、歌ってくれたじゃないか。すごく、いいなって思ったんだ」

　音楽知識のなさと語彙の少なさからこんな感想しか言えないのが歯がゆいが、本当に綺き麗れいな歌声だった。

　しかし、物騒な言葉と聴きき惚ほれるような歌が、同じ口から出てくるというのは不思議だ。

　鹿か川がわは瞬まばたきの後、ニヤニヤと厭いやらしい笑みではなく、もっと柔らかくふっと笑った。

　そして、波が引いてゆくようにゆっくり、彼の顔から笑顔が消える。

「昔のオレは、自分の歌で世界を救えるって信じてた」

　言葉自体にも、それが鹿か川がわの口から出たということにも驚いた。

　世界を救うだなんて、ゲームや映画くらいでしか聞かないフレーズだ。勇者そのものの台詞せりふ。鹿か川がわには、とても似合わない。

　彼はそのまま、僕の「何を考えているんだ？」への回答のように、語り出す。

「昔、インディーズでバンドやってたんだ。オレは、オレの歌声をいろんな人に届けて、歌を聴いた奴やつ皆、幸せにしてやるんだって思ってた。それで実際、メジャーのレコード会社からお声がかかったんだぜ。でもその際に、一つ問題があったんだ」

「問題？」

「うちのバンドのメンバーは、ボーカルのオレと、ギター、ベース、ドラム、キーボードの奴やつの五人だった。でもそのレコード会社のオッサンに、キーボードが技術的に低いって指摘されたんだ。キーボードの奴やつを、会社から紹介する、もっと腕のある奴やつに替えろって」

「……それはまた……」

　わかりやすく、トラブルの原因になりそうな話だ。

「そりゃあ、キーボードの奴やつ……ヨシユキっつうんだけど、演奏は技術的にはうまいとは言いがたかった。でもオレはアイツの奏かなでる音が好きだった。ヨシユキは心からキーボードが好きで、つたない演奏でも、それがよく伝わってくるからだ。……だけど、メジャーデビューしたいからって、ギターとベースとドラムの奴やつは、条件を飲もうっつった。ヨシユキも『俺のことはいいから、後は皆で頑張れ』って笑った。

　でもオレは……仲間を切り捨てるような真ま似ね、したくなかった。ヨシユキだって、悔しくないはずがない。後は皆で頑張れなんて、オレらに遠慮してるだけだって思ってた。だからこう考えた。ヨシユキのキーボードのレベルが低いっつうなら、レベルを上げりゃいいんだろって。オレ、歌に集中したいからボーカルだったんだけど、昔ピアノ習ってて、キーボードもできるんだ。それで、ヨシユキの演奏のどこが悪いか、考えて、具体的に要点をまとめあげて、一から全部本人に聞かせたんだ。一緒に頑張って、ふざけた条件を提示してきた奴やつらを見返してやろうぜ、ってつもりだった。そのときのオレは、善意で、ヨシユキのために、バンドのために、正しいことをしてるつもりでいた」

「……いた、ってことは、今はそう思ってないのか」

　鹿か川がわは頷うなずく。

「結果的に、それは完全に失敗だった。ヨシユキは、泣いたよ。それで、キーボードを床に叩たたきつけて喚わめき散らした。ヨシユキは激げき昂こうしてたし、オレは呆ぼう然ぜんとしてたからもうちゃんとは覚えてねえんだけど、そのとき言われたのは、大体こうだ。

　自分のキーボードが皆の足を引っ張ってるなんてわかってる。でも自分は練習をさぼってきたわけじゃない。頑張って、全力を尽くして、自分にできる全てをやった上でこのレベルでしかないんだ。おまえに言われなくたってわかってた。わかってたけど、どうすることもできなかったんだ、って。

　オレが言わなくたって、アイツはどこが悪いかなんてちゃんと理解してた。理解するのと、できるのは違うんだ。アイツは欠点を自覚しながら、いくら練習してもそれを直せないことをひどく悔しがってた。これ以上ないほど頑張ってるのに、皆から『もっと頑張れ』って言われるのが辛かったんだ。そんなこと、ちょっと考えればわかるはずだったのに。アイツの劣等感に、オレは真っ向から突っ込んで、プライドを傷つけて、粉々にした。一番言われたくないと思っていたことをはっきり口にしちまったんだ。それからアイツは壊れた。家に引き籠るようになって、オレ達たちの前に一切顔を出さなくなった」

「でも、別に……君は、行動としては間違ったことをしたわけじゃないだろ？　善意で、そのヨシユキさんの向上のために、欠点を指摘したんだから」

「それでもアイツにとってそれは、オレに、何より触れてほしくない部分だったんだよ。正しい行いが人を救うなんてかぎらない。人を救うのはいつだって、正しい現実よりも優しい噓うそだ」

　一旦息を吐いた後、鹿か川がわはまた話を続ける。

「他のメンバーは、アイツはもうそっとしておいたほうがいい、それより早くレコード会社の条件を飲もう、って言った。だけどオレが猛反対した。うちのバンドにヨシユキ以外のキーボードなんて入れない。時間がかかってもいい、アイツがまた立ち上がり、戻ってきてくれるのを待とう。それで、今までのメンバーでメジャーデビューしようって、ギターとベースとドラムの奴やつを説得したんだ。何時間も話し合って、やっと三人は頷うなずいてくれた。

　ヨシユキとも、もう一度話し合いたくて何度も連絡したんだけど、会ってくれない日が続いて……それでも、元々予定されてたライブの日は待ってくれない。ライブを中止するわけにもいかないし、その日だけでも他のキーボードの奴やつ入れるか？　って話になって──そこでオレは、キーボードはナシで、でもライブはやって、ヨシユキにそれを聴かせようって提案した。引き籠って外に出てこなくても、ライブ音源を送ることならできるし……。なんでもいい。とにかく、もう一度アイツがバンドに帰ってきてくれるきっかけが欲しかったんだ。

　当日、オレ達たちはキーボード抜きでライブっていう、うちのバンドにとっては今までなかったことを実行した。ヨシユキのために。──それはオレなりのメッセージだったんだ。『オレ達たちはオマエの場所をずっと空けて待ってる。オマエの帰ってくる場所はまだここにちゃんとあるんだ。他の奴やつなんて入れない。オレ達たちにはオマエが必要なんだ』って。だからアイツのために、今までで最高の歌を歌ったつもりだった。でも」

「……でも？」

「オレの歌で、想おもいなんてちっとも伝わらなかった。ヨシユキはまた激げき昂こうしたよ。なんでわざわざライブでの演奏を俺に聴かせた、俺への当てつけかって。──後から知ったんだけど、その日のライブは観客達たちの間でこう話題になったんだとよ。下手なキーボードがなくていつもよりよかった、歌もいつもよりすごくよかった、って。そういうの、ネットとかで検索すれば、いくらでも見れちまうもんでさ──ヨシユキは、泣いた。おまえといると自分がいらない人間に思えてくる、って」

　鹿か川がわのしたことは、全て善意によるものだ。だけど、結果的にその全てがヨシユキさんを完全に追い詰めた。

「何が世界を救う、だ。自分のバンドの仲間一人、救えねえくせに。救うどころかぶち壊したくせに」

　驚くほど心地いい歌を歌う彼の口が、滑らかに過去への後悔を吐き出す。

「オレは誰かを救える人間になりたかった。でも、なれなかった。そのときから自分の中の何かが狂い出して──その後、全部、狂った」

「……鹿か川がわ……」

「それからヨシユキはますます家から出なくなって、食事もとらないようになって、最終的には薬で自殺未遂を起こした」

「い、生きては、いるのか」

「生きてるだけだ」

　生きてるという本来希望の代名詞のような言葉が、ここまで不穏に聞こえたのは初めてだ。

「廃人だよ、もう、あれは。生きながら死んでる。……当然だけど、自殺って死にたいからするんだよな。なのにヨシユキは死ぬことすらできなかった。死んだまま生きることになってしまった」

　いつかと同じ問いが、繰り返される。

「生きてることと死んでることは、どう違う？」

　以前は、どう聞いてもおかしいと思った問い。

　今は、答えられるものなら答えてみろとばかりに、心に迫る。

「生きてたって死んでたって、同じだ」

　矢のように、言葉が胸を貫き出血させる。

「他人の痛みは、自分の痛みじゃない。こんなふうになった今だって、オレは、アイツの痛みを真しんにわかってやることはできない。どうやったって、他人の痛みを感じることなんてできない。だから、もういい。何もかもどうでもいい。生きるのも、死ぬのも」

「……違う」

「何が違う」

「僕にだって君の痛みはわからない。でもこれだけは言える。生きることと死ぬことは違う。どうだってよくなんかない。自分の生も死も、自分で決めるものだ。……僕は、生きるって決めている。今がどれだけ辛くても、生きて地球に帰ろうって。そして君のおかげで今、生きているんだ。感謝してる」

「やめろ」

　吐き捨てるような拒絶。鹿か川がわは。

「感謝なんかされたくない」

　自分が善人のように扱われることを恐れている。ヨシユキさんのことを悔いているからだ。

　大切な仲間を破滅させた自分が、今更他者から感謝されることが耐えられない。自分は悪人でいなくてはと思っている。こいつが欲しいのは罰だ。だから自ら痛みを受け入れた。責められることを望んでいる。

　歪ゆがんでいる。折れた腕よりずっと。重傷だ。

　けど。

「……鹿か川がわ」

　ここまで彼の話を聞いて、僕の中に湧いてきたとある感情。

　それは、同情でも、共感でも、憐れん憫びんでもない。

「さっき君は自分のことを『全部狂った』って言ったけど。それはつまり」

　この感情は、きっと。

「狂うくらい愛したものが、君にはあったんだろ」

　嫉妬だ。

　僕の感想に、鹿か川がわは珍しく驚いた顔をした。こちらを見る目から顔を背けるように僕は下を向く。

「君が以前言った、僕が作り物みたいだっていうのは、当たっているよ。僕は空虚だ」

　鹿か川がわが狂ったというなら、とてつもなく好きなこと、大切なものがあって、全身全霊でそれを貫き通そうとして、けれどそれが無駄だったからだ。

　それの何が無駄だというんだろう。

　それほど必死になれるものがあったというのに。

「……手当て、終わった。ごめん、そろそろ僕も休みたいから、部屋に戻る」

　扉のほうへと歩く。が、思うところあって、ふと部屋を出る前に足を止めた。

「……なあ。最後に一つだけ聞いてもいいか。答えたくなかったら、答えなくてもいいから」

「なんだよ」

「君がさっき話した……そんな過去があったら、普通、歌や音楽が嫌になってしまうものなんじゃないか。それなのに、君はまだ、歌えるのか」

　食堂でのことを思い出す。歌っていたときの鹿か川がわには、辛そうだったり無理に歌っていたりという感じはなかった。むしろ、歌っていたときの鹿か川がわは、まるで──

「捨てられなかった」

　絶望を語っても綺き麗れいなその声で、鹿か川がわは言った。

「歌うことで嫌な思いも辛い思いも死にたくなる思いもした。歌うことで夢も仲間も全部失った。もう歌うのをやめようなんて、思ったよ、何度も。それでも、どうしても、歌を捨てられなかった」

　歌っていたときの鹿か川がわはまるで、心から愛を告白しているようだった。彼は静かな歌を歌っているのに、高らかに愛を叫んでいるようなのだ。

　どんな目に遭ってもけして捨てられないほど。鹿か川がわは、歌を愛している。

　それだけのものを持てるというのは、どんな気分なのだろう？　何もない僕にはけして手の届かない、想像すらできない領域。

「……オマエも、歌ってやれば」

「え？」

「オマエ最近、よくマダナイと話してんじゃん。なんとなくわかってんだよな、オマエのやろーとしてること」

「え……き、気付かれてたのか」

「女を落とすなら、ラブソングだろ。アイツに、甘い愛の歌でも贈ってやれば」

「う、歌で愛を伝えるなんて、寒いだろ。大体、僕は君みたいにうまく歌えやしないんだから」

「下手くそなのに自分のために頑張って歌ってくれるのがいい、って女もいなくはないぜ？　ま、そういう女は総じて駄目男を好きになるもんだけどな」

　ふっと薄く笑う彼は、いつもの鹿か川がわのように見えた。さっきまで過去を吐き出していたのが噓うそのように。

　僕は部屋から出て、扉は閉まる。

　メタルブラックの空間から出ると、いつものシルバーの通路は、眩まぶしく見えた。







「山やま口ぐちさん」

　意識が少しずつ、沼の底から浮上するように、呼び覚まされる。

「山やま口ぐちさん」

　無駄に高い声が、僕を呼んでいる。

「お目覚めですか、山やま口ぐちさん」

　パジャマパーティーの後、体力も精神も疲弊しきって限界だったため、僕は自分の部屋のベッドに倒れ込むなり、泥のように眠った。──どれくらい眠っていたのだろう。時計も窓もないメタルブルーの部屋。朝なのか夜なのかわからない。

「……マダナイ」

　覚醒しきっていない意識のまま、宙に浮かぶ、触れることもできない宇宙人に手を伸ばす。

「僕はおまえに愛を教えると約束した」

「ええ、そうですね」

「だから愛を理解するために、人が喜ぶことをしてみたらどうだと提案した」

「ええ、そうですね」

「その結果があのパーティーか」

「ええ、そうですね」

　機械的な返答。愛も感情も何もないロボットと会話しているかのようだ。ロボットではなく宇宙人なのだが。

「……おまえには確かに愛も感情もない。けど、僕が望んでいたのがあんなことじゃないってわかるくらいには、馬鹿でもないはずだ。愛の本質を理解できてはいなくても、読書や僕らの観察を通して、おまえはいつも、誰より愛を知ろうとしているんだから」

　マダナイは何も言わない。僕は語り続ける。

「なのになぜあんなことをしたんだろうって、考えてた」

　あのパーティーの最中に。僕はこいつのことを考えていた。時間は無駄なほどにあったから。

「おまえは僕の愛を試したんだ」

　本当にそうなのかはわからない。別に間違いであってもいい。間違いでも、それがさも正解であるかのように話せ。

　それが正解なのだと思い込ませるのだ。目の前の宇宙人に。

「わざわざ愛を壊すようなことをして、本当に愛が壊れないのかどうか窺うかがってる。我わが儘ままを言って彼氏を困らせる女の子と一緒だ。夜中に今すぐ会いたいと言ってみたり、追いかけてほしくてわざと冷たくしたり、そんな気もないのに別れを切り出したり。そうやって自分を捨てないかどうか試してる、手のかかる女の子なのさ、おまえは」

　彼女なんていたことがないからドラマや本で得た知識の羅列だが、それらしいことを語ってみせる。

　ここでの観察は、愛の観察。マダナイが望む答えなんて明確なのだ。

　マダナイは僕らに答えは求めていなくて、ヒントがどうだとか言っていたが、それはもう気にしない。

「おまえは、完全で、完璧な愛を証明してほしいんだ。それが存在するって教えてほしいんだ」

　マダナイは何も言わない。

「おまえは戸惑ってる。おまえは僕に怯おびえている。おまえは僕に好意を抱き始めている」

　暗示をかけるように、一つ一つゆっくりと言ってやる。そうして主導権を握ってやる。

「おまえはもう変化し出している」

　やはりマダナイは何も言わない。シャボン玉のような虹色は、その中に動揺を見つけることもできない。

「僕といることで、おまえは愛を知れるんだ」

　僕はおまえにとって利用価値があるんだ。

「僕が生きていれば、おまえはいずれ愛を理解できる」

　だから僕を殺すな。

　言葉は魔法だ。どんな思惑も、言い方次第で綺き麗れいごとに化ける。

「マダナイ」

　この名を呼びながら、いつも思い出す。こいつに、名前をつけると約束したことを。

　けしてその約束を忘れたわけじゃない。けれど僕はこいつをマダナイと呼び続けている。

　迷っているのだ。こいつに、なんて名前をつければいいのか。

　それはとても大事な意味を持つ気がするから。

「僕はおまえに愛を誓う」

　僕はこいつを絶対に許せない。こいつのせいで徳とく島しまさんは死に、服部はつとりさんも死に、それによって二ふた葉ばちゃんの心も死んだ。僕らは皆狂い、傷ついている。

　それでも、どれだけこいつを嫌けん悪おし憎ぞう悪おし殺したくても、僕はこいつを愛す。そのくらいの覚悟がなければ、ここから脱出できない。

　僕は必ず皆を地球に帰す。

　そのためになんでもする。










　　　──　シ　──




「愛」

　ホールの奥の壁に、呟つぶやく。

「愛情。恋愛。家族愛。友愛。親愛。ラブ。ライク。リーベ。アモーレ。心。感情。情け。信頼。信仰。絆きずな。繫つながり。未来。血縁。運命。邂かい逅こう。生。命。母親。父親。両親。肉親。家族。家庭。温ぬくもり。誕生。生命。魂。肉体。人間。地球人……」

　とにかくがむしゃらにいろんな言葉を言う。言った言葉は全て紙に書いておく。壁を開くためのパスワード探しだ。

　気の遠くなるような、正解する可能性がかぎりなく低い作業。砂漠で針を探すようなものだ。それでもやるしかない。これ以上狂わず、皆で生きて脱出するためにも。砂漠の針だろうが海中のビーズだろうが、探し出すしかない。

「あのう」

　何十分も、思いつくかぎりの言葉をひたすら吐き出していたところで、ホールに瀬せ戸とさんが入ってきた。

「山やま口ぐちさん、大丈夫ですか？」

　脱出しようとしたら罰を与える。それはマダナイが最初から言っていた、ここでのルール。マダナイはいつだって僕らを観察している。何をしているのかを見ている。……だから本来、こうして脱出のためにパスワードを探すことも危険なはずだ。

　三み重えさんと瀬せ戸とさんを危険な目に遭わせたくない。そのため、二人にはそれらしい言葉を思いついたら伝えてほしいと言い、実際に壁に言葉を唱えるのは僕がやることにした。

「僕は平気」

　マダナイに言ったあの言葉──「僕が生きていれば、おまえはいずれ愛を理解できる」は予防線だ。裏を返せば「僕が死ねば、おまえが愛を理解する道は途絶える」「だから僕を殺すな」。あの言葉が有効なら、この先マダナイから僕への脅威は小さくなる。……もっとも、あんな言葉がマダナイに対しどのくらい効果があるかなんて、わからないが。

「瀬せ戸とさんこそ、大丈夫なの？　パジャマパーティーのときの毒……後遺症とか、ないよね？」

「ええ、解げ毒どく薬を飲んだらすっかりよくなりました。……あのときは本当に、ありがとうございました。山やま口ぐちさんのおかげで、助かったんです」

「別に、僕は何も……」

　お礼を言われるのがこそばゆくて、目を逸そらす。

「ところで山やま口ぐちさん。私にも、何かできることはないでしょうか？」

「うーん、とにかく、壁を開くのに必要そうなキーワードがあったら教えてくれると嬉うれしい。でも、それだけでいいよ」

「……キーワード……」

　瀬せ戸とさんは顎の下に指を添え、考え込む。

「マダナイのことだから、愛に関する何かじゃないかと思うんだけど……。難しいよね、愛とか好きとか、そういうのってさ」

　苦笑すると、瀬せ戸とさんは「そういえば」と口を開く。

「パーティーのときに気になったんですけど……山やま口ぐちさんて、好きなものがないんですか？」

「ないね」

　短く、あのときと同じ答えを返す。

「少し前まで、そういうこと考えたことすらなかったし、考える意味もないと思ってたから」

「そう……なんですか？」

「……誰かが困っていたら優しくするとか、人を傷つけることはしないとか、僕は基本的にそういう行動を心がけてはいるんだけど。これまで意味もわからず、考えようともせず、ただ義務としてそうしてきた気がする」

「そうなんですか。ちょっと不思議ですけど……でも、だとしたら山やま口ぐちさんがあまり物事に執着がないからこそ、私わたし達たちはここまで生き残れたのかもしれませんね」

「え？」

「もし山やま口ぐちさんに、他人を犠牲にしてでも生き残って、一人だけでも地球に帰らなきゃってくらい執着するものがあったとしたら、私わたし達たちは多分、とっくにバラバラになっていましたよ。全滅していたかもしれません。山やま口ぐちさんがこんな状況でも、自分だけじゃなく、分け隔てなく全員のことを考えて行動してくれているから、きっと今私や姫ひめ子こは生きてられるんです。……これって奇跡的だと私は思いますけど」

「……そう、かな？」

　瀬せ戸とさんは頷うなずく。

「だって私わたし達たちって、元々は何の関わりもない他人じゃないですか。まあ私と姫ひめ子こや、服部はつとりさんと二ふた葉ばちゃんは違いますけど。でも、山やま口ぐちさんにとっては、繫つながりのなかった人間でしょう。優しくしたり、助けたりするメリットなんて本来ないはずです。……それでもあなたは、いつでも皆のことを考えてくれました。パーティーのときだってそうです。私を見捨てるという選択肢もあったのに、そうすればもっと楽にクリアできたのに、あなたは『全員で』助かる道を選んでくれた……」

　次第に、彼女の声はとろけるように甘い、クリームのようになってゆく。

「……そんなあなただから、私は、どんどん惹ひかれていったんです」

　とん、と彼女が一歩踏み出す。瀬せ戸とさんの体が、僕の体に密着していた。

　間近にある瞳は熱に潤み、僕を見上げる。花飾りのあるヘアピンをつけたセミロングの髪からは、それこそ花のような甘い香りがふわりと漂う。

「私はあなたが好きです」

　紅潮した頰が、冗談ではないことを訴えてくる。

「以前あなたに、愛の観察のために、愛し合いませんかって持ちかけましたけど……違うんです。そういうのじゃなく、私はあなたを愛しています」

　あまりにもストレートな言葉。目が眩くらみそうだ。

「今まで私は、恋も愛も知りませんでした。でも、あなたに会って、あなたを知ることで変われました。自分の中にこんな気持ちが芽生えるんだってこと。自分はこういう人間だったんだって、発見できたこと。本当に、嬉うれしいです」

　そう言ってもらえることは、僕も嬉うれしい。けれど。

「……僕は……」

「姫ひめ子このことが好きですか？」

「え？」

　予想外のことを聞かれ、一瞬戸惑う。

「いや、そういうわけではないけど……」

　確かに僕は三み重えさんに惹ひかれている。だがそれが恋愛感情なのかと問われたら、自分でもまだわからない。

　それに、ここにいる間は、僕は瀬せ戸とさんのことも三み重えさんのことも考えるわけにはいかない。今の僕はマダナイに愛を誓っている。ここから脱出できなければどうせ、誰かと結ばれることがあっても死ぬか狂うかのどちらかなのだから。

「山やま口ぐちさん。……今、返事をくださいとは言いません。今は、ここから出ることが最優先ですしね。でも……」

　彼女は微ほほ笑えむ。優しく、柔らかな笑顔で。

「もし、私わたし達たちが生きて地球に戻れたら。そのときはもっと私のこと、考えてください」

　そうして彼女はまっすぐに僕を見つめ、もう一度甘く囁ささやく。

「私は、あなたを愛しています」







　ずっと壁の前で思いつくかぎり片っ端から言葉を吐き出してみたけれど徒労に終わった。ひたすら口を動かしていたので、喉が渇いた。

　水を飲むのは嫌なので、渇きは我慢するが、一旦休もうと思いホールを出る。通路で三人のマダナイと出くわした。

「マダナイ達たち、どこか行くのか？」

「はい。食堂で三み重えさんがとあることをしていると、マダナイから聞きましたので」

「はい。私がマダナイに教えましたので」

「そういうわけで、今から行ってみるところなのです」

「三み重えさんが？　……何をしているんだ？」

「おままごとです」

「は？」

「おままごとです」

「……は？」

「おままごとです」

　三度聞いても「おままごと」としか聞こえなかったので、どうやら聞き間違いではないようだ。どういうことだ。

　いや、待て。パジャマパーティーのように楽しげな言葉であっても、マダナイの手にかかれば凄惨な事柄に早変わりだ。もしかして彼女の身に危機が迫っているのかもしれない。

　僕はマダナイ達たちを追い越し、食堂へ走った。







「はい。いっぱい食べるのよ」

「ふむ」

「私わたし達たちは、物を食べることはできませんが」

「好き嫌いしちゃ駄目。ごはんをいっぱい食べなきゃ、元気が出ないでしょ」

　辿たどり着ついた食堂。エプロン姿の三み重えさんが、マダナイ達たちに料理を振る舞っている……ように見える。

「スキもキライも、私わたし達たちにはありません」

「ただ、私わたし達たちには口も消化器官もないので、物を食べることはできません」

　どういう状況なんだ、これは。

「いいから、食べるふりでもしておきなさい。イメージが摑つかめればそれでいいんだから」

「……三み重えさん？　大丈夫……」

「うわあっ!?」

　声をかけただけなのに、飛とび退のくように驚かれた。

「山やま口ぐち、なんで、いつからそこに!?　み、見た!?　見られた!?」

　三み重えさんは顔を真っ赤にし、恥ずかしさを誤魔化すようにキッと目を吊つり上あげる。

「えーと……何してるの？」

　問いかけに、三み重えさんではなくマダナイが答える。

「おままごとですよ」

「……あの……ええと……大丈夫？」

「変なふうに捉えないで！　これは、家族の疑似体験よ！」

　こほんと、調子を取り戻すように咳せき払ばらいをしてから、三み重えさんは説明する。

「マダナイが愛情を知るために、あたしも何かできることをしようと思ってね。それで、あたしは家族愛を教えることにしたわけ。マダナイには家族がいないから……こうやって、ごっこ遊びみたいでも、日本の家庭や家族ってものの雰囲気を、少しでもわかってもらおうっていう試みなの」

「あ、なるほど……」

　よかった。とうとう発狂して幼児退行でも始まったのかと思った。

「あたしがお母さん役ってことで、今は家庭の食事風景を再現してたところよ」

　納得するとともに、そういう方向からのアプローチもあったかと目から鱗うろこだった。マダナイは愛を知りたがっているけれど、別に恋愛に限定しているわけではないのだ。友愛でも親愛でも家族愛でもいいわけである。

「……でも確かにおままごとみたいなもんだし、あんまり、み……見られたくはなかったわね」

「別に、そういう理由なら気にすることないのに」

「ん……ともかく、あたしはこれでマダナイに、家族愛ってものを教えてやろうと思う。愛の観察が終わりさえすれば、ちゃんと衝動を解消する水も用意されてるって話なんだから」

　意気込む三み重えさん。そんな彼女の周りをマダナイ達たちが飛ぶ。

「興味深いことです。私わたし達たちには、カゾクがいませんから」

「カゾクアイというものは、わかりません」

「カゾクというのは、こういうものなのですか？」

「一緒に食事をするのがカゾクですか？」

「だとしたら、ここで暮らしている皆さんもカゾクです」

「そうですね、いつも皆さんで食事をしていますからね」

「いや、食事をすればいいってことじゃなくてー……」

「では、血の繫つながりがあるのがカゾクですか？」

「私わたし達たちに血はありませんよ」

「フウフにも血の繫つながりはありません。元は他人です」

「う、うー……」

　マダナイ達たちの言葉に、三み重えさんは頭を抱える。

「……大変そうだね」

「い、いや。このくらい、頑張らなくっちゃ！　……あたし、全然皆の役に立ててないじゃん？　お荷物って感じでさ」

「そんなことないよ」

「そんなことあるよ！　パーティーのときだって、山やま口ぐちに迷惑かけちゃって……」

「あれは、僕が勝手にやったことだし」

「何言ってるの、山やま口ぐちのおかげで、あたしも美み月づきも助かったんだよ。本当に……本当に、ありがとう。……傷、大丈夫？」

「うん。大丈夫だから、気にしないで」

　三み重えさんはじっと僕を見ると、決意を秘めた目で誓った。

「……あたし、もう、怖がってばっかりは嫌なの。怖がるのはやめて……皆のために、少しでも何かしたい」

　すごい。それで自らマダナイに関わろうとするなんて、最初の頃の、ずっとマダナイの一挙一動に怖がっていた三み重えさんからは考えられない。

　それだけ彼女の中でも、地球に帰りたいと──「皆で」地球に帰るんだという気持ちが膨れ上がっているのだろう。

　三み重えさんの周りを囲っていたマダナイ達たちが、ふよふよとこちらにも飛んでくる。

「せっかくですから、山やま口ぐちさんもおままごとに参加してはいかがですか」

「山やま口ぐちさんもカゾクですか」

「三み重えさんがハハオヤ役ですから、山やま口ぐちさんはチチオヤですか？」

「ちょっとマダナイ、何言ってんのよ。山やま口ぐち、別に参加しなくていいからね」

「なぜ、山やま口ぐちさんは参加しなくていいのですか？　サンプルは多いほうが、観察としてよいのでは」

「で、でも……」

　ちらりと三み重えさんの視線が僕に向けられる。申し訳なさそうというか、僕に迷惑をかけたくないと思っているようだ。

「いいよ、三み重えさん。僕も協力する」

　脱出に繫つながる一つの策だと考えれば、僕もできるかぎりのことをしたい。

「そ、そう？　……じゃ今から仕切り直すけど、今は『皆でわいわい夕食』って設定だから」

「わかった」

　気持ちを切り替えるようにすうっと息を吸った後、三み重えさんはにっこりと微ほほ笑えみ、僕におにぎりと、切っていない、大きく細長い卵焼きの載った皿を差し出す。

　このメニューなのはおそらく、包丁を持ちたくなかったからだろう。刃物を持つと、誰か刺しそうになってしまうから。もしくは、僕を刺したことを、思い出してしまうから。

　皿を持つ彼女の手には、自分で嚙かんだのであろう歯型や爪痕のようなものが無数にある。白い肌に赤さが痛々しい。けれど、そんな傷などないかのように、三み重えさんは「母親」を演じる。

「はい、あなた。たくさん食べてね」

「…………」

「ちょっと、何かリアクションしてよ！　お父さん役なんでしょ」

「あ、ああ、ごめん」

　しかしこれはすごく照れくさいというか、こそばゆい。三み重えさんのほうも恥ずかしいのを我慢しているようで、視線があっちへ行ったりこっちへ行ったり落ち着かない。

　そして、胸の片隅では罪悪感のようなものが疼うずく。さっき瀬せ戸とさんに告白されたばかりで三み重えさんと夫婦役を演じるというのは、別に二人と付き合っているわけではないとはいえ、なんだか人として最低なことをしている気分だ。

　とはいえ、これはあくまで「脱出のための行為」。割り切り、皿を受け取る。

「これ、三み重えさんが作ったんだよね？」

「そうよ。マダナイの監視の下もと、材料を貰って作ったんだけど……設定を合わせてくれない？　今一応、家族ってことでやってるんだから、そっちも呼び方とか注意してよ」

「ああ、そうか。わかった、姫ひめ子こさん」

　普通に言っただけなのになぜか三み重えさんは顔を赤くし後ずさる。

「な、なんで名前で呼ぶのよっ」

「え、だって、家族って設定なんでしょ？　うちの父親は、母さんのこと名前にさん付けで呼ぶけど……？」

「そ、そうなの？　うちは『お母さん』とかだなあ。名前で呼び合ってることってあんまないかも……」

「ふうん、そういうものなんだ」

「まあ、家庭によるか。……あ、じゃあさ、山やま口ぐちって、お兄さんのことはどう呼んでるの？　やっぱ兄さん？　それとも兄貴とか？　お兄ちゃん？」

「え？　……そもそも僕は一人っ子だけど」

「あれ？　だって山やま口ぐちの下の名前って、健けん次じじゃなかった？　次って、次男の次じゃないの？」

「ああ。名前に意味はないと思うな。多分適当につけたんだと思う」

「適当って。そんなことないでしょ」

「いや、本当に」

　僕の名前は、父親がつけたものらしいから。父さんが僕のことを考えたり、想おもったりしているところなんて想像がつかない。

　その辺りの詳しい事情は、今話したいものではないので話を逸そらす。

「ともかくこれ、いただくね」

「あ、ああうん。召し上がれ」

　おにぎりを頰張る。特別なものではないが、塩加減が絶妙で、安心できる味だ。卵焼きもふんわり綺き麗れいに焼き上がっている。

「おいしい」

　三み重えさんの顔が、ぱっと明るくなる。

「へへ、よかった。本当は、もっと凝ったもの作りたかったんだけどね。実は料理にはちょっと自信あるんだよ。あたし、学校では料理部でさー」

「すごいね、これならいくらでも食べられそうだ。ところで揚げ足を取るようで申し訳ないけど、設定はいいの？」

　マダナイは子供達たち役だ。こんなに子沢山な母親なのに学生ということはないだろう。三み重えさんははっと失言に気付き、恥ずかしそうに口元を手で隠した。マダナイは「ふむ」とふわふわ上下に揺れる。

「チチオヤとハハオヤとは、こういうものなのでしょうか」

「私わたし達たちにはカゾクがいませんから、わかりません」

「何言ってんの。あたし達たちは、家族でしょ」

　平へい坦たんな高音で呟つぶやくマダナイ達たちに、三み重えさんは笑いかける。

「あたしがあんたらのお母さんよ。ほら、マダナイ達たち、いらっしゃい」

　胸にマダナイ達たちを迎え入れるように、三み重えさんは両腕をひろげる。

「むむ……」

　マダナイ達たちは珍しく、恐る恐るといったように、ゆっくり彼女の腕の中に集まった。三み重えさんはそんなマダナイ達たちを抱きしめる。もちろん、人間はマダナイ達たちに触れることができないのだが。それでも、包み込むようにして彼女はたくさんの虹色を腕の中に迎えた。七色の光を抱く彼女は、とても綺き麗れいだ。

「…………」

　彼女の腕の中で、一人のマダナイが明滅する。

「……どうしたの、マダナイ。おなか減ってるの？」

　三み重えさんはおままごとを続行し、本当にマダナイの家族であるように優しく問う。

「おなかはありません」

「いいから、ほら。おにぎり、食べさせてあげるわ」

「食べることはできませんよ」

「食べてるつもりになりなさい」

「難しいことを言います」

「いいから、あーん」

「口がありません」

「だー、おままごとなんて本来は泥団子と雑草サラダでやるもんなんだから！　食べらんないとか関係ないの、今だけ口がある気になるの！　それで、嚙かむ代わりに脳内で、おいしいおいしい好き好き大好きって繰り返してりゃいいわ」

「脳がありません」

「ああ言えばこう言う……！　いいからお母さんの言うことを聞きなさい！」

「あなたは私のハハオヤではないと思うのですが」

「あーもー！」

　三み重えさんは頭を抱える。マダナイ達たちとのコミュニケーションはなかなか難しい。しかし今の三み重えさんは、不思議とマダナイ達たちを煩わしく思っているようには見えない。

「……ふふっ。子供達たちの相手は骨が折れるわね、あなた」

「そうだね……」

　奇妙な心地だ。三み重えさんが微ほほ笑えむだけで、なんだか気持ちがふわふわと上向きになる。

　さっき瀬せ戸とさんに、僕は好きなものがないと言ったけれど。ここへ来てからは徐々に変わってきている気がする。少なくとも、今は義務感からではなく、心の底から、彼女を守りたいと思っている。

「山やま口ぐちさん、三み重えさん。あなた方は不思議です」

　マダナイ達たちは天井近くまで上ってゆくと、俯ふ瞰かんでじいっと観察するように、僕らの頭上をうろつく。

「不思議って……何が？」

「いろいろと、です。不思議というか、興味深いですね。たとえば、パジャマパーティーでのお話ですが。山やま口ぐちさんも三み重えさんも、瀬せ戸とさんを見捨てようとしませんでしたね」

「そういうものが、アイなのでしょうか。しかし、どういう思考回路で、なぜそんなことをするのかがわかりません」

「他にも、三み重えさん、あなたは鹿か川がわさんを殺そうとした山やま口ぐちさんに『やめて』ではなく『山やま口ぐちは、そんなことしたくない』と言いました。なぜですか？」

「なぜって……言葉通り、山やま口ぐちは、本当はそんなことしたくないって思ったからよ」

「そうなのですか、山やま口ぐちさん」

「当たり前だろ。僕らが人を殺したくなるのは水のせいだ。それさえなければ、殺したいなんて思わない」

「それでも、殺してしまえばすっきりできたのでは。水による衝動の前では、他人のことだとか脱出の情報だとか、そんなもの霞んでしまうでしょう。三み重えさんを邪魔だとは思いませんでしたか。本当に、止めてほしかったのですか？」

「そうだよ。止めてくれた三み重えさんに、感謝してる」

「ではなぜ三み重えさんは、山やま口ぐちさんが本当は殺したくないとわかったのです。あなたは読心能力があるのですか」

「んなわきゃないでしょ。一緒にいれば、そのくらいわかるわよ」

　ふむ、とマダナイは短く呟つぶやく。

「やはり、あなた方は不思議です」

「あたし達たちが謎の生物みたいな言い方はやめてよ。あたし達たちからしたら、あんたらのほうがよっぽど不思議なんだからね」

「私わたし達たちはただの宇宙人ですよ」

「あたし達たちだってただの地球人よ。他人の気持ちを考えるとか、思いやるとか、人間にとっては変なことでもなんでもないんだから」

「思いやる、ですか。……以前、山やま口ぐちさんも言っていましたね。アイというのは人を大切にすることであり、人への思いやりだと。誰かのためになることをして、ヨロコンデもらえたら、自分もウレシイ。それこそアイ……でしたっけ」

「……そうだな。そんなことを言ったな」

　ふむ、と、マダナイは思考しているようにぶつぶつと呟つぶやく。

「思いやり」

　ふわふわと浮いて、あちこちを飛んで。

「ヨロコンデもらうこと」

　見えないものを見つめるように、摑つかめないものを摑つかむように、くるくると回り続ける。

「自分もウレシイこと……」







「山やま口ぐちさん」

　翌朝。着替えをすませ、食堂へ行こうとしたところで、マダナイが言った。

「今日は私と、デートをしませんか」

　突然の申し出に、目が丸くなる。

　なんだ、いきなり。マダナイはいつも謎だが、今日は一段と何を考えているのか読めない。が、断る理由も断る気もない。

「もちろんいいけど」

「いいのですか」

「うん。僕としては大歓迎だ」

　マダナイを籠ろう絡らくしてやるという意味でも、新たな情報を引き出せる可能性があるのではないかという意味でも。

「私と山やま口ぐちさんはデートをします」

「うん」

「山やま口ぐちさんと瀬せ戸とさんはデートをしたことがありません」

「うん？」

「山やま口ぐちさんは三み重えさんともデートをしたことがありません」

「うん、そうだけど……それが何か？」

「なんでもありません」

「…………」

　まさか、とは思うのだが。妬やいているのだろうか。

　昨日、僕が瀬せ戸とさんに告白されたから。僕と三み重えさんが夫婦を演じていたから。嫉妬してこんなことを言い出したのだろうか。だとしたらいい傾向なのか、危険信号なのか。

　……いや、そもそも嫉妬と考えること自体、ありえないか。家族関係のことすら理解できず、他人の気持ちを慮おもんぱかることのできないマダナイだ。こいつの中にはまだ、そんな感情は芽生えていないだろう。

「ともかく、デートへ行きましょう。外へ」

「えっ」

「どうかしましたか、山やま口ぐちさん」

「外に……行けるのか？」

　てっきり館内をうろつくだけのインドアデートだとばかり思っていたので、「外」という単語に目玉が落ちそうになった。

「はい」

　ドクンと、体が脈打つ。いつもの水への反応ではなく、高揚で。

「これは、アイの観察の一環ですから。このところ、山やま口ぐちさんも三み重えさんも協力的です。ならばこちらからも、もっと積極的な行動をすべきと判断しました。これも、アイを知るためです」

　噓うそだろ？　これまでさんざん脱出はできないと言われてきたのに。こんな形であっさり外に出られるのか？

「地球人達たちが自ら脱出することは禁止ですが、私わたし達たちの意思で出してはいけないというわけではありませんし……宇宙船さえなければ、あなたが地球に戻ることなどできませんしね。……ただし、山やま口ぐちさん。もし逃げ出そうとしたら、罰を与えます。それでも、私と外へデートに行きますか？」

「ああ、もちろん」

　この建物の外に出られる。興奮で心臓が騒いでいた。あわよくば逃走経路を確認したい。外の様子を覚え、脱出する計画を練りたい。僕一人でなく、皆で、ここから出たいのだ。

「……あ、そうだ、外に行く前に、何か準備は必要か？　この星の環境のこととか僕にはわからないけど、外の空気や温度によっては、僕は死ぬかもしれないし……」

「何も必要ありません。では、行きましょう」

「──え？」

　次の瞬間。小さな痛みを感じ──僕の意識は闇へ落ちた。







「……ん……」

　意識が、闇から返ってくる。

「ここ、は……？」

　瞼まぶたを上げると、目の前にひろがっていたのはメタルカラーの天井ではない。今そこにあるのは、まるで黒いビロードの上に無数の宝石を転がしたような──視界いっぱいの、星空。

「気が付きましたか。外へ出るパスワードを覚えられては困るので、相応の対策をとった後、私が山やま口ぐちさんをここまで運ばせていただきました」

　声をかけられ、マダナイにデートに誘われたのだと思い出す。仰向けに寝転がっていた状態から上体を起こし、あらためて周囲を見る。

　今僕がいるのは、まるで流氷のような、青く平らな物体の上だ。周囲は見渡すかぎり水に囲まれており、水上には同じような物体が他にもいくつも浮いている。ただし色は青にかぎらず、赤や橙だいだい、黒などさまざまだ。

　しかもその青や赤は金属的な輝きを持っており、僕らが今暮らしている建物の、メタルカラーの壁を連想させる。もしかしてあの建物はこの物質で作られているのかもしれない。あんな悪趣味な色をしているのは塗装を施しているわけではなく、元々の物質の色だったのか。

　メタルカラーの物質の上には時折ぽつぽつと、ほっそりとした木のようなものが生えている。子供の手首くらいの細さで、銀色の幹に無数の棘とげがあり、まるでハリネズミの植物版だ。

　見たこともない、ありえない光景。──ここは本当に地球ではないのだと実感させられる。
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　だが宇宙服も何も着ていないのに呼吸はできているし、重力もあるようだ。長袖を着ているにもかかわらず寒さは感じるが、それ以外には特に体に異常を感じることもない。どうやらこの星はだいぶ地球に似た環境のようだ。

「これは……海水、なのか？」

　青い物体の上に乗ったまま、辺り一面を覆っている水に指先を浸してみる。刺すような冷たさが指を襲い、すぐ水中から手を抜いた。

「違います。これは、水ですよ」

　闇の中でマダナイはいつものように虹色に発光している。星明り以外街灯も何もないこの場所では、マダナイはとても明るく見えた。

「皆さんが毎日飲んでいる、水です」

　言葉が背筋を凍らせる。周囲を覆うこの水が全てあの危険極まりない水なのだと思うと、眩暈めまいがしてきそうだ。

「マダナイ……この星は一体、なんなんだ？」

　吐き気すら感じながら、やっと出せた言葉が、それだった。他にも聞きたいことは山ほどあるが、まずは一つ一つ疑問を処理してゆくしかない。

「そういったことにはお答えできませ……、いえ」

　いつも通り淡々と質問を拒否しようとして、マダナイは言葉を止めた。

「せっかく二人きりになれたのです。お話ししてみるのも、いいかもしれませんね。……アイを育む一環と考えれば」

　てっきり何も答えてもらえないかと思っていたので、予想外にいい返事に胸が高鳴る。

「本来、情報はこの前のパジャマパーティーのように、あなた方の行動と引き換えにお教えするべきものですが……。脱出に関する情報でなければ、教えても構わないでしょう。そうですね……このデートは、ボーナスステージだとでも思ってください。──特別に、お話ししましょう。この星と、我々のことを」

「話してくれる……のか」

「アイのためには、人のヨロコブことをするのがいい。……山やま口ぐちさんはおそらく、少しでもこの星のことが知れれば、ウレシイのでしょう？」

「そ、そうだよ。なんだ、わかってるんじゃないか」

「わかっているわけではありません。ただ、これまで観察してきたあなたの言動から推測しました。とはいえ、あなたの思考回路はまだまだ謎に包まれていますがね」

「僕としてはおまえのほうがよっぽど謎なんだが……とにかく、聞かせてくれよ」

「はい」

　脱出に直接関係ないとはいえ、ずっと謎だったことが明かされるのだと思うと、ごくりと喉が鳴りそうになる。

「山やま口ぐちさん。この宇宙には、我々がマスターと呼んでいる存在がいるのです」

「マスター？」

「はい。マスターは、この星と我々を創った存在です。我々はマスターに創られた、地球人に代わる次世代生命体。……に、なるはずだったのです」

「…………え？」

「マスターは地球人を創った存在でもあります。しかしマスターは、地球人には失望されたのです」

「ち、地球人に失望？」

「はい。地球人は、進化の過程で余計な知恵や欲をつけ、愚かになりました。このままでは、戦争や環境破壊などの要因からいずれ破滅します。──地球、そして地球人はもう、滅びゆくものなのです。そこでマスターはこの宇宙に、新たな星と知的生命体を創ることにしました。そして生み出されたのが、この星と我々です」

　なんだかとんでもないことを言われている気がする。脳の情報処理が追いつかず、黙ってマダナイの言葉に耳を傾けることしかできなかった。

「ですが我々は、マスターの望むものを持っていませんでした」

　マダナイを創ったマスターの、望むもの。

「……愛、か？」

「はい」

「それは、マスターとやらがおまえ達を創るとき、失敗したってことなのか？」

「そもそも、地球人の存在が異質なのです。奇跡と言ってもいいでしょう」

「奇跡……？」

「山やま口ぐちさん。家にあるもので適当な料理を作ったとして、何年も経たった別の日に、それとまったく同じものを作れますか？」

「は？　料理って……何の話だよ」

「たとえ話ですよ。調味料の種類や分量、具材の焼き加減、炒いため具合、茹ゆで時間などなど……。料理は全て、完全に同じには、できないものです。どれだけ同じにしようとしても、ごく微妙なズレが生じます」

　まあ確かに、工場で作る製品とかならともかく、家庭での手作り、それも数年ぶりとなれば、同じ料理であっても完全な再現は難しいかもしれない。

「地球人のような、アイを持つ知的生命体が誕生したのは、マスターにも予想外のズレであり偶然だったのです。そしてマスターは、いまだにその偶然を再現できない。マスターは万物の親ですが、かといって万能でもないのです。……しかしマスターは、これからの宇宙で生きる次世代生命体に、アイは必須だと言うのです。それも、地球人のような中ちゆう途と半はん端ぱなアイではなく、穢けがれのない純粋なアイが必要なのです」

「純粋な愛が必要って……なぜだ？」

「理由は、いくつかありますが。大きなものとしては、戦争をしないため、ですね。マスターは、同じ人間同士が争うのは愚かだとお考えです。他者をアイしけっして攻撃しない、天使のごとき穢けがれないアイを持つことを、我々はマスターに望まれていました。ですが、我々はアイなど欠片かけらも持っていなかった。マスターの期待に添うことができなかったのです。そういう意味では、失敗作なのでしょうね」

　何の感情もない声で自分を失敗作と認めるマダナイは、僕にとってひどく虚むなしく感じられる。本人には、虚むなしさも何もないのだろうが。

「この星も同様です。マスターは地球に似た惑星を創ろうと、宇宙に種を蒔まきました。結果、確かに酸素も水もある星ができました。けれどその水は、飲むと人を殺したくなるような水だった。失敗作。そう、全ては失敗なのです。もうマスターは、この星にはいません。失敗作である我々のもとへ帰ってきてはくれません。今どこにいるのかさえ、我々には、わかりません」

　自分を生み出した存在に、去られた。

　もしかしてこいつは──親に捨てられたようなものなのか？

「我々に名前がないのも、そのためです。マスターは我々に名前を与えることもなく、この星から去ってしまった。我々は、中ちゆう途と半はん端ぱに生み出された未完成品です。……ですが、我々が完成品になれば、マスターは戻ってきてくださるはず。どこにいるかは謎ですが、そう遠くではないと考えられるのです。マスターは今、弱っているはずですから」

「弱っている？　どうして」

「さっきも言いましたが、マスターは万物の親とはいえ、万能ではありません。新たな星や生命体を生み出すにはエネルギー……力がいります。マスターはこの星と我々を創ったことで、大量に力を失いました。回復には時間がかかるでしょう。今はおそらく、マスターはどこかで休息し、力が戻るのを待っています。

　山やま口ぐちさん達たちが我々に観察されているように……我々は、マスターに観察されているように思えるのです。マスターは力の回復を待ちながら、どこかから我々を見ているのかもしれない。我々は、試されているのかもしれない……。だからこそ、我々は存在し続けているのです」

「……なんだそれ。おまえは、マスターがいなかったらもう存在しないってことか？」

「マスターがいてもいなくても、我々は存在をやめることはできますよ」

「……え？」

「人間が我々を殺すことはできません。我々は自然に死を迎えることもできません。ですが我々は、消滅すること自体は可能なのだと、マスターはおっしゃっていました。我々が──私わたし達たち全員が、心から消えたいと望めば、我々は消滅するのだと。私が消えれば、私わたし達たち、我々も消える。我々が消えれば、私も消える」

　ずっと、死ねばいいと思っていた。殺せないことが忌いま々いましかった。

　だけどマダナイが自ら消えるなんて、そんな可能性は今まで考えたことがなかったので、衝撃を受ける。

「ですが我々には、アイはないのに、存在していたい欲はある。我々は、このまま存在し続け……マスターにもう一度会いたいと望んでいる。だから我々は、アイを知りたい。欲望を超える純粋なアイを知りたい。我々がアイを理解し完全になれば、マスターは戻ってきてくれるはずだから。地球人は、マスターに失望された存在。けれど少なくとも我々よりはまだ、マスターの理想に近い。地球人のアイを知れば、我々が完全になれるヒントを得られるかもしれない。──それが、我々が観察を行う理由です」

　マダナイの声から感情を読み取ることはできない。声だけなら、ただ淡々と話しているように聞こえてしまう。

　だけど人間だって、平気そうな顔や声をしていても、心の中では傷ついていることなんてザラにある。

　マダナイには寂しいとか悲しいとか、そんな感情はないはずだが……。

「少々喋しやべりすぎましたかね。他の地球人達たちには内緒ですよ。話したら罰を与えますから。いいですね」

「あ、ああ……」

「どうしました。突然聞かされた事実に、驚いているのですか？」

「それもあるが……。……なあ。おまえのマスターへのそれは、愛情なんじゃないのか？」

　マスターが自分のもとへ帰ってきてくれるよう、マスターの望むものを手に入れようとする。まるで、子供の親への愛情のように思える。

「違います。我々のこれは、いわゆる『振り向いてほしい』なんてカンジョウではありません。我々とこの星は、マスターがいなければ何にもなれない。つまり、必要だからしているだけです」

「何にも、なれない？」

「ええ。この星には我々……我々が分裂できるだけの、私わたし達たちしかいませんから。それ以上は増殖することもありません。そして全ての私わたし達たちが心から望まないかぎり、消滅もできません。この捨てられた星で、悠久の時を無為に過ごすしかないのです。ですが我々がアイを知ることさえできれば……マスターはきっとお帰りになり、我々を更に進化させてくださいます」

「進化？」

「昔、マスターがおっしゃったのです。もしも我々が完全になることがあったら、そのときは、我々に肉体をくださると。我々が完全な次世代生命体になるとき、地球人も永遠の幸福を得るのだと……」

「……地球人も？　どういう意味だ」

「詳しいことは聞いておりません。──マスターは六年ほど前に、この星から姿を消しました。我々はそれから、ただこの星で待機していたのです。しかしこのままでは、この星も我々も無駄なだけ。そこで我々は、今回の観察を実行することに決めたのです。

　それから我々は、準備をしました。この星にある物質を使って地球人が暮らせる建物を建て、事前に宇宙船で地球への往復を繰り返し、地球人用の食料を確保し、本を読むことで地球人の知識を得て……。そうしてついに、あなた方を連れてくることに成功しました。

　幸いこの星は、現在の地球人の技術では観測できない物質に覆われています。地球人はあなた方を助けに来るどころか、この星に気付くことすら不可能です」

　脳をフル回転させマダナイの話を処理してゆくが、なにぶんスケールが大きすぎるし、話を聞くにつれ新たな疑問が湧いてきて混乱するばかりだ。

「マダナイ。いくつか疑問があるんだが……ようするにおまえは自由に地球とこの星を行き来できるんだよな？」

「はい。ワームホールを利用することで、ごく短時間で往復することが可能です」

「ならなんで地球じゃなく、わざわざこの星で僕らを観察することにしたんだ」

　いっそ地球なら逃げやすかったというのに。それとも、絶対に逃げられないようにすることが目的なのだろうか。

「我々は、マスターの意思に反することはしたくないのです。マスターは戦争をお望みではありませんが、我々の存在が大勢の地球人に知られれば、それだけで戦争に発展する可能性も、なきにしもあらずですから」

　マダナイの存在が大勢の地球人に知られたら──現実味がなくてあまり想像が及ばないが、飲むと人を殺したくなる水を持つ宇宙人……なんて、大騒ぎはされるだろう。映画なら確かに大戦争に発展しかねない。

「我々はそんな不毛なことがしたいのではありません。あくまで、アイの観察ができればそれでいいのです。ですから、まずは少人数の人間を、この星に連れてくることで観察を始めようと考えたのです」

「……そうか。じゃあ、次の質問なんだが……」

　僕にとっては更に重要な質問だった。マダナイの本質を知るためのもの。

「おまえは『私』とか『私わたし達たち』『我々』とか言うけどさ……分裂した別のおまえは、おまえそのものではないのか？」

「はい、微妙に違います。『我々』が分裂すると、姿形は同じで思考は若干異なる『私わたし達たち』になります。その中の一人が『私』です。しかし、『私』は『私わたし達たち』であり、皆『我々』であることに変わりはありません。思考の一部、といいますか」

「おまえ達たちは、お互いの考えや行動がわかるとかでもないのか」

「合体しないかぎりは、私わたし達たちの記憶は別のものです。離れていても共有できるというわけではありません。今ここでこうして話していることも、他のマダナイ達たちはまだ何も知りません」

「テレパシーで離れていても声を送り合えるとか、そういうこともできないのか？」

「できません。山やま口ぐちさん、別に私わたし達たちは、それほど万能の力を持っているわけではありませんよ」

「でも、瞬間移動したり、何もないところから洋服や武器を出したりはできるじゃないか」

「あれは瞬間移動でも、何もないところから物を出しているわけでもありません。私わたし達たちは自分の体と、触れている物の色を変えられるので、皆さんに見える色になったり、見えない色になったりしているだけですよ。物に関しても同様です。館外の倉庫に食料や服、武器を大量に貯蔵しておいて、皆さんに見えない色にして所持していたり運んだりしているだけです」

「そう……だったのか？　急に現れたり、消えたり、物を出したりしてるんじゃないのか」

「違います。私わたし達たちはいつも、皆さんの目からは透明に見える状態で、観察しているのです。皆さんが見えない、触れられないだけで、私わたし達たちはいつでも皆さんのお傍そばにいます」

「……それも十分、万能の力じゃないか？　どういう原理なんだ、それは」

「実を言うと、我々にも自分の構造や原理はよくはわからないのです。我々は未完成のままマスターに放置されている存在ですから。自分やこの星のことを全て理解しているわけではありません。そう……＠ｕ※ｎ★ｋ※ｎ[image: やじるし]ｏ☆ｗ※ｎ、％説＃明[image: わる]不●能、○我○々＝は◆何＋も〆知♪ら〒な×いのです」

「じゃあ他にわかっていることは、もう何もないのか？」

「……そう、ですね……。強いて言えば、私は以前は、どこか暗くて、温かい場所にいたと思うのですが……」

「温かい場所？　どこなんだ、それは」

「……全てはマスターのみが知っていることです。○我○々＝は◆何＋も〆知♪ら〒な×い」

「そうか……」

　マダナイが観察を行う背景に、こんな事情があっただなんて。

　──絆ほだされてはいけない。どんな理由があろうと、こいつが僕ぼく達たちを苦しめていることに変わりはない。こいつは許されるべきじゃない。

　僕がマダナイを愛するのは、あくまで自分と、他の地球人の皆が、この星を脱出するためだ。籠ろう絡らくし自分に有利な状況を作りたいだけで、心からマダナイのことを想おもっているわけじゃない。

　けれどこいつは僕に、自分のことを打ち明けてくれた。──だから。

「……マダナイ。僕のこと、話すよ」

　僕の言葉にマダナイは何も言わず、ふわふわと宙を漂っているだけ。

「おまえが自分やこの星のことを話してくれたんだ。僕ももっと、自分のことを話さなきゃな」

　僕はこいつと、愛を育まなければならない。

　自分も、全て曝さらけ出だしてこいつと向き合う。それこそが、今僕にできることではないのか。

「山やま口ぐちさんのこと、ですか」

「そうだ。三み重えさんにも瀬せ戸とさんにも話してない。これを話すのは、おまえが初めてだ」

「私が、初めて」

「ああ」

　喜んでいるのだろうか、何も感じていないのだろうか。表情がないから、思考がまったく読めない。

「マダナイ、おまえにマスターがいるように、僕には親がいる。ただ僕が小さい頃に離婚していて、僕は母親に引き取られた。母は別れた父を嫌けん悪おして、父に『おまえがいなくても自分は幸せなんだ』ということをアピールするために、僕を立派な息子に育てようとした。僕は母から、優秀な成績と、模範的な生活態度を、幼い頃からずっと求められ続けてきた」

　地球人の家庭のことなど、マダナイにどれだけ伝わるかわからない。それでも話を続けた。伝わるかわからないからといって黙っていたら、本当に何も伝わらない。

「ゲームとか漫画とか、遊びの類は一切許されなかった。不真面目な態度は必ず改めさせられたし、勉強漬けの毎日だった。それだけじゃなく、『正義感があって、他人に優しくできる人間であれ』と常に躾しつけられてきた。別れた父がそれと真逆の人格だったから、母なりの当てつけのつもりだったんだろうな」

　母がいつも言っていたことが、脳裏を過よぎる。とても綺き麗れいで、正しく、けれど歪ゆがんでいる、あの呪いのような言葉。

　──いつでも優しく、正しくいなさい。あなたが生まれてこられたことは、それだけで奇跡なんだから。曲がったことをしては駄目、道を踏み外しては駄目、人を思いやれないようでは駄目……。

「けど僕のそんな生活は、突然終わった。母はいい人と出会って、再婚が決まったんだ。そうしたら、それまでのことを僕に謝ってきた。今まで縛りつけて悪かったと、これからは自由に好きなことをしていいんだと……母は僕を『解放』することにしたんだ。

　けど『自由に』なんて言われても、どうしていいかわからなかった。……きっと多くの人におかしいと思われるんだろうけど、僕はそれまでの生活に何の不満もなかったんだ。だって僕は、自分がいい子でいることによって母が喜んでくれるのが純粋に嬉うれしかったし、自分は母を幸せにするために生まれてきたんだとすら思っていた」

　幸い、シングルマザーとはいえ母の実家が裕福だったため生活に苦しむことはなかったし、小学校のときから進学校に入れられていて、周りにも、僕ほど極端ではなくとも勉強ばかりしている子達たちが多かったため、遊びを禁じられているからといっていじめに遭うこともなかった。母が再婚するまでの僕は、ずっと、母にレールを敷かれた自分の人生に何の疑問も抱いていなかったのだ。

「だけど、母を幸せにするなんて役目はあっさり義と父うさんにとられたし、今更自由にされたって、今更何も持てない。試しにそれまで禁じられていた漫画とかゲームとか……ひと通り見たりやったりしてみたんだけど、何にも熱中できなかった。……僕は、空っぽなんだ。ここに来てからも、強く、それを思い知らされてる。

『命は大切だ』とか、『皆で協力しよう』とか、僕はただ、本で読み、道徳の授業で習っただけの、刷り込まれた正義を主張しているだけだ。ずっと親に望まれてそうしていた『真面目ないい子』を続けているだけなんだ。

　理不尽に人が死ねば悲しいと思えるし、怒りも感じる。自分が心ない人間だとは思わない。でも僕は心から誰かを愛したことなんてないし、失ったら狂ってしまえるようなものなんて何も持ってない」

　母のことが好きだった。家族として。けれど母のために頑張ってきた過去を解放という形で否定された今となってはもう、それは愛情ではなくただの依存だったとしか思えない。それに、義父に居場所をとられたって別に僕は普通に生きている。

「……けど。今は何もなくても、これからは何かを持てるかもしれない。僕の母だって変わった。生きてさえいれば、変わってゆくことはできるはずだ」

　だからこそ、僕は死にたくない。

　何をやりたいのかもわからないまま、誰も愛せないまま死ぬなんて嫌だ。

「おまえに愛を教えるなんて言っておきながら、僕は本当は、愛なんてちっともわからない。……だけど一つ、ここで暮らしていて、思ったこともある。答えは一つではないんじゃないかって」

　服部はつとりさんが二ふた葉ばちゃんに向けた、全て包み込む優しさも。鹿か川がわが歌に向けた、狂うほどの熱も。瀬せ戸とさんが僕に向けた、甘い感情も。まったく違うけど、どれも愛なのだと思う。

「僕には僕の、おまえにはおまえの愛があるはずなんだ」

　決まった形や、色だとか。そんなものなんてない。

「マダナイ。僕は、おまえも僕も変われると……自分の愛を見つけられると信じるよ」

　目の前で揺れる虹色を、ひたすらに見つめ続ける。

「だからこそ、観察なんてやめてくれないか。僕らにあの水を飲ませるのはやめてくれ。こんな方法じゃなくても、きっと愛を理解することはできるはずだ」

　僕の言葉に、マダナイは何も答えない。

　風も、何の音もないひたすらな静寂が場を支配する。永遠にこの無音が続くのではないかとさえ思った。

　耐えきれないほどの沈黙。だが、ここで引くわけにはいかない。

「マダナイ」

　僕は口を開いた。──以前、鹿か川がわに言われたことを思い出したのだ。

「おまえのために、歌うよ」

　すうっと、息を吸い込んだ。冷たい空気が僕の中へ入り、体を巡る。僕の口から、声が歌となって周囲の空気を振動させる。

　鹿か川がわの足元にも及ばない、下手くそな歌を歌う。技術がない分気持ちで補うことができればいいのだが、マダナイへの愛情なんてない。それでも歌う。声を途切らせることなく、歌い続ける。

　愛情なんてわからなくとも、マダナイのことを考えながら歌った。こいつへの感情なんてろくなものがないが、憎ぞう悪おでも怒りでも同情でも、とにかくマダナイへの感情を全てぶつけるように声を出した。

　歌うなんて久しぶりだったせいだろうか。途中から、だんだん気持ちがよくなってくる。こんなに声を出したらまた後で水を飲みたくなってしまう、ということもその瞬間だけは忘れて、惜しむことなく声を上げた。ただ、マダナイのために。歌っている間、僕の心はマダナイだけのものだった。その感情のほとんどは、黒いものであるけれども。

　僕ら以外誰もいない、人を殺したくなる水の上で。僕は闇の中に歌声を響かせた。

　やがて歌い終わり、息を落とす。

「……下手で、悪いな。もっとうまく歌ってやれたらよかったんだけど」

「大丈夫ですよ。私には、地球人の歌というものが、どこがどううまいのか判別することができませんから」

「何？　歌の良よし悪あしがわからないのか？」

「はい。歌というのは、ただの音と言語の羅列でしょう。地球にはたくさんの音楽がありますが、結局全ては、単なる音符の連なりですよね？」

「……それを言うなら、文学だって言葉の羅列で、言語の連なりだろ。おまえ、文学作品は読むくせに、音楽はわからないのか？」

「文学は、地球人のカンジョウを理解したくて読んでいるだけで、良さを理解しているわけではないですよ。我々にとって文学はエンターテインメントではなく、研究材料なのです」

　その言葉で再確認する。マダナイは本当に、「好き」という感情が理解できないのだ。

　そう考えたとき、僕の中で何か……言葉にはできない、奇妙な感情が湧いてきた。

「山やま口ぐちさん？」

　僕はマダナイの上部に手をかざし、ゆっくり動かしてみる。

「何をしているのですか」

「撫なでているんだよ。……撫なでていることになるのかわからないけど」

　地球人はマダナイに触れることができない。だから、撫なでる形をとっているだけだ。

「なぜ、私を撫なでるのです」

「……いちいち理由を聞くな。地球人は、ときどき自分でもよくわからないことをするものなんだよ」

　実際、自分でもわからないのだ。これは同情なのか。それともただ地球へ戻るための媚こびか。それとも。

「なあ、マダナイ。おまえはずっと、この星で自じ分ぶん達たちだけ……一人ぼっちみたいなものだったのかもしれない」

「そうですね。この星には、私わたし達たちしかいませんから」

「これからは僕が、おまえに歌を歌ってやる。頭だって撫なでてやる。おまえの傍そばにいてやるし、いつかおまえに名前をつけてやるから。……まだ、名前は考え中だけど」

　マダナイは何も言わない。

　それでも、撫なでる。撫なで続ける。

「…………」

「……マダナイ？　どうかしたか」

　マダナイの虹色が、濃くなったり薄くなったり、明滅を繰り返す。

「……いいえ。なんでも……ありません」

　マダナイにしては珍しい、歯切れの悪い返事。

「忘れてください。……それより、そろそろ帰りましょう。私わたし達たちが待っていますからね」

　そうして僕の意識は、外へ出たときと同様、小さな痛みとともに、また闇に落ちた。










　　　──　ゴ　──




「……大丈夫なのか？」

　娯楽エリアのカラオケルーム。メタルレッドの壁が輝く空間の、黒いソファに鹿か川がわは仰向けになっている。館内の扉は全て自動だから、今の彼でも移動は自由だ。

「何が？」

　ここでのカラオケルームのモニターには、日本でのものと違い、映像は一切流れない。曲を入れる前の宣伝はもちろんのこと、曲を入れても、歌詞が画面に出るだけで、その背景はただの無地だ。それでも鹿か川がわ曰いわく「曲が流れるだけでも、この館内では唯一の娯楽」とのことで、確かに歌わなくてもＢＧＭとしては使える。今は、僕が鹿か川がわに「適当に入れて」と言われて、本当に適当に入れた曲が流れている。

「腕だよ。……不便じゃないか？」

　当然だが骨折はすぐに治るようなものではないので、鹿か川がわの両腕は折れたままだ。

「別に。着替えとか食事とか、大体マダナイがやってくれるからな」

「そっか……でも、何かあったらなんでも言ってくれ」

　腕を折った張本人として、責任を感じている。

「やだよ。何が悲しくて男に身の回りの面倒見てもらわなきゃならねえんだ。マダナイに世話されんのだって微妙な気分なのに」

「……三み重えさんか瀬せ戸とさんならいいってことか？」

「そういう問題でもない。女とはいえ、アイツらに関してはどっちにも興味ないしな」

「そうなのか？　二人とも可愛かわいいのに」

「年下は基本的にタイプじゃない」

「へえ……」

「女子高生なんか経済力がないからな。貢みつがせ甲が斐いがないだろ」

「……待て。君は好みの女性のタイプの話をしていたんじゃないのか、カモにしやすい女性のタイプの話だったのか」

　鹿か川がわはハハッと笑った。相変わらずふざけている。ふざけて、笑う。自分の腕を折った人間の前でも。

「……というか、君は僕らより年上なのか？」

　思えばこいつの年齢を聞いたことはない。なんとなく同い年くらいかと思い込んでいたのだが、鹿か川がわの過去の話を聞いたときから、薄々年上のような気はしていた。

　あらためて不思議な奴やつだなと思う。幼く見えるわけでもないのに、飄ひよう々ひようとした雰囲気のせいか綺き麗れいな顔立ちのせいか、なんだか年齢を感じさせない。

「少なくとも高校は卒業してるな」

「……ごめん、今からでも敬語を使うべきか」

「オレが、敬語がどうだとかいちいち気にするタイプに見えるかね」

「まあ、あまり見えないかな。でも年齢くらい、最初に言えばよかったのに」

「こんな場所で、年上だからって理由でいろいろ任されたり責任押し付けられたりしたら面倒だからな。あえてオマエらに言ってなかった」

「……別に年がどうだろうが、誰も君に何かを任せようとはしないと思うけど」

「だろうね。オマエみたいに率先してまとめ役をやる奴やつがいたから面倒事を引き受けずにすんだわ。……それよりさっきの話だけど、オマエはどっちなんだ？」

「どっちって、何が」

「三み重えと瀬せ戸と、どっちがタイプなんだ。どっちにしろ趣味が悪いと思うけど」

「趣味が悪いってなんだよ。さっきも言ったけど二人とも可愛かわいいし、優しいじゃないか」

「それ本気で言ってる？」

「当たり前だ」

「徳とく島しまを殺したのはオレじゃない」

　珍しくマダナイの言う「恋バナ」的な流れになっていたところで、突然の変化球をぶち込まれ動揺する。

「そして、オマエでもないだろ」

「え、う、うん。僕は徳とく島しまさんを殺してなんかいない」

「三み重えか瀬せ戸と。どっちかが徳とく島しま殺しの犯人だぜ」

　何の容赦もなくストレートに言われ、思考が停止しかける。

「アイツらのどっちか一人は、既に人を殺してるんだ。いや、あの二人は繫つながりが深いから、共犯って可能性もあるかもな？」

「……な、なんで」

「ん？」

「なんで今更、そんなこと言うんだよ」

「別に深い意味はないけど。ただ、オマエはあの二人と妙に仲いいみたいだから？　吊つり橋ばし効果ってすごいなーとは思うけど、ちゃんと現実も見ましょうねって。──アイツらのどっちかが、徳とく島しまを殺した。しかも、それをずっと隠してここまで暮らしてきた」

　鹿か川がわは腹筋の力だけで体を起こす。顔を近付けられ、試すように瞳を覗のぞき込こまれる。

「オマエは、それでもアイツらと、今までみたいに接していられるのか」

「……ここで僕らが攻撃的になってしまうのは、水による殺人衝動のせいだ。悪いのは水だ。許せるとは言えないけど……無闇に責めることもできない」

『こんにちは、山やま口ぐちさん、鹿か川がわさん』

「……わ!?」

　僕と鹿か川がわの間に、唐突にマダナイが出現した。

　いや、出現というか、昨日聞いた話からすると、今までずっと透明状態でここにいたのか。で、たった今、僕らに見えるように色を変化させたということだろう。

『アイについてのお話ですか。いいですね。我々も昨日、アイに関するものを読んだところです』

「オマエ読書好きだよなあ。宇宙人が普通に恋愛小説読むとかなんかシュールだわ。で、アイを理解するための成果はあったのかー？」

『完全なアイなどないというようなことが書かれていました』

「駄目じゃん」

「というか、いきなりなんだよマダナイ。……ああ、もう夕食の時間か？」

『それもありますが、それだけではありません。……山やま口ぐちさん』

「ん？」

『ここは、自由な空間。ですから、あなたがこの提案を拒否することも自由なのですが』

「……なんだよ？」

『一つ、挑戦をしませんか。山やま口ぐちさんがそれを受け入れ、クリアできたなら、また新たな情報をお教えしましょう』

「！」

　新たな情報が得られるなら、願ってもないことだ。受け入れるに決まっている。

「やるよ。やってやる」

『よろしいのですね。あなた方は自由ですが、自由意志で選んだことには、責任を負わなくてはなりません。挑戦に応じると決意したなら、ここから先は、もう拒否の自由がなくなります』

「ああ。それでも、やる」

　あのパーティーだってクリアできた。死者は出なかったし、この星に関する情報も増えた。マダナイも、昨日デートに誘ってきたことといい、僕に心を許し始めているのではないか。だからこそこんな挑戦を提案し、また新たな情報をくれようとしているのではないか。

　もうすぐだ。きっともうすぐゴールなのだ。こんな地獄から抜け出せる。──そう信じていた。人間は喉元過ぎれば熱さ忘れる生き物で、うまくいっている間は調子に乗ってしまうものだから。

　後から考えればどんなに愚かだと思っても、そのときその瞬間は、気付かない。

『それでは、山やま口ぐちさんに、何に挑戦していただくか、ですが』

　一拍置き、マダナイは告げる。

『徳とく島しまさんを殺した犯人を当てていただきます』

「……わかった」

　ミステリ小説の探偵のごとく、推理でもしろというのか。犯人を当てられれば僕の勝ち、外せばマダナイの勝ちということだろう。

「とはいえ、今更だな。犯人当てをするかどうかは自由って言っていたのに」

『ここはとても自由な空間。我々の言動も、時と場合に応じて自由に変化します。……それに、我々は徳とく島しまさんを殺した犯人を知っていますし、それ自体には興味ありません。しかし、真実を知ることによるあなた方のキモチの変化、関係性の変化に興味があるのです。観察の一環として。そして、あらかじめスペシャルヒントとしてお教えしておきますが』

　いつもと何も変わらぬ声で、告げられる。

『犯人は、三み重えさんか瀬せ戸とさんのどちらかですよ』

　はっきりと二択に絞られ、心臓がドキリと音を立てた。全てを観察し知っているマダナイの言葉は、鹿か川がわのものより重い。

「どちらか、なのか。ふーん、共犯ではなかったのか」

　鹿か川がわがまったく動揺せず呟つぶやく。

『それは秘密です。が、仮に共謀していたとしても、殺したのは一人です。山やま口ぐちさんには、実際に手を下したほうを当てていただきます』

　脳裏に、徳とく島しまさんのことが過よぎる。弾はじけるような笑顔と、それが失われた、遺体。

「……本当に三み重えさんか瀬せ戸とさんなのか？　自殺じゃないのか」

『スペシャルヒントその二です。以前も言ったことですが、犯人は徳とく島しまさん殺害の際に、我々がお渡しした、この星特有のものを使用しました。……そうですね、どうせなら犯人の名前と道具以外のことは全て、喋しやべってしまいましょうか。

　あの夜、徳とく島しまさんは自分から部屋を出て食堂へ行きました。そこで、水道の脇にある──グラスを眺めていました。いつまでも、ぼーっと。徳とく島しまさんがあのとき何を考えていたかは、我々には、わかりかねますが。ただ水が飲みたくて、けれど衝動が起きるのがイヤで葛藤していたか。あるいは、グラスを割れば、その破片で人を殺せるとでも考えていたのか。後者でしたら、我々に言ってさえくだされば、破片なんかではなくいい武器をお渡ししたというのに』

　マダナイの話から徳とく島しまさんの様子が浮かんできて、胸が痛む。やはり彼女は、衝動に苦しんでいたのだ。

『そんな徳とく島しまさんに、《彼女》は我々がお渡しした《それ》を使用しました。次に、これもまた我々がお渡ししたカッターナイフで徳とく島しまさんの手首を切りました。自殺に見せかけたかったのでしょうね。まあ我々は、他殺だとバラさないだなんてお約束していませんでしたので、何の意味もなかったですが』

「……いくつか疑問点があるんだが」

『なんでしょう』

「そもそも犯人のほうは、なんで食堂に行ったんだ。偶然か？」

『我々は二日目に《彼女》から、徳とく島しまさんが部屋を出て一人になることがあったら教えてほしいと言われていたので、知らせたまでですが』

「オマエ本当になんでもアリだよね。いくらなんでも地球人の間に介入しすぎじゃね」

「というか、ちょっと待て。犯人は最初から、徳とく島しまさんだけに狙いを絞っていたのか？　衝動を満たすためなら、相手は誰でもいいはずなのに」

「三み重えと瀬せ戸とから見て、徳とく島しまは一番やりやすそうだけどな。服部はつとりと二ふた葉ばはいつも二人でいるから狙いづらいし、オレと山やま口ぐちは男だし。その点、徳とく島しまは単独行動をとる上に女だ。……とはいえ、特別な武器を持ってるってんなら、そんなこと問題にもならなそうだけど」

「そうだ、結局《それ》はなんなんだ？　なんで、普通にナイフとか銃とか渡さなかったんだ」

　徳とく島しまさんの死の原因となったもの。もしかしてパジャマパーティーのときに瀬せ戸とさんが苦しめられた毒かとも思っていたのだが、マダナイがさっきから「道具」や「使用」という言葉を使っていることからして、違うのだろう。

『《それ》が何かは秘密ですが、武器に関しましても《彼女》のリクエストだったのですよ。騒がれたりせず、皆さんに気付かれないように殺したい、と。だから我々は《それ》をお渡ししたのです』

「んな道具をほいっと渡すとか、オマエは猫型ロボットかよ」

『我々はどら焼きを食しません』

　鹿か川がわとマダナイのやりとりを聞きながら、頭の中に彼かの女じよ達たちの顔が、それぞれ浮かぶ。徳とく島しまさん、瀬せ戸とさん、三み重えさん。

「……今回は、随分とヒントをくれるんだな」

『ええ。その代わり今回は、他にいろいろな制限やルールがあります』

「制限？」

『まず、時間制限があります』

　ふっとマダナイの前に、パジャマパーティーのときにも見た……あのときより小さい、砂時計の器に入った水が出現する。出現というか、マダナイにとっては色を変えただけか。

『山やま口ぐちさんには、この水が全て下に落ちるまで……今から二時間以内に、犯人を当てていただきます。時間までは何をしても自由です。二人に質問をして情報を整理してもいいですし、鹿か川がわさんや二ふた葉ばさんから話を聞いてもいいです。館内を調べてもいいです。ただし、三み重えさんと瀬せ戸とさんの二人にはけしてこの挑戦のことを口外してはいけません。口外すれば、彼かの女じよ達たちに罰を受けていただくことになります』

「わかった」

『鹿か川がわさん、あなたもですよ。挑戦のことをけして二人に口外してはいけません』

「はいはい」

『二時間以内に、山やま口ぐちさんには指名をしてもらいます──本人に、《おまえが犯人だ》と言っていただきます。そして』

　砂時計の器の中で、ぽたり、ぽたりと、水は落下してゆく。

『我々は、指名されていないほうに、この時計の中の水……三倍の効果の水を、飲ませます』

「……は？　なんで、指名されたほうじゃなく、指名されてないほうなんだ」

『三み重えさんと瀬せ戸とさんは、今の皆さんの中では一番、共に行動することが多いお二人です。犯人じゃない方にこの水を飲ませれば、犯人を殺してくれるでしょう』

「………………え？」

『二人はとてもナカヨシです。最初から、いつも一緒にいました。それで今まで犯行を見破れていなかったなら、あるいは共犯だったなら、直接殺したのと同罪ということでしょう。ですから犯人ではない方のほうにも、手を汚よごしていただくとしましょう。犯人ではないとされたほうが、犯人とされたほうを殺すのです』

「待て！　あの二人に殺し合いをさせるっていうのか!?」

『何か問題でも？』

「問題あるに決まってるじゃないか！」

『何が問題です？　山やま口ぐちさん、あなたの手は汚よごれませんよ』

「な……そんなことが問題なんじゃない！」

『では、何が問題です？　殺人を行えば、犯人ではないほうの欲望は満たされますよ。殺人者を殺して満足することができるのです』

「そ、そうじゃなくて……！」

『徳とく島しまさんを殺した犯人は消えます』

「だから……」

『何が問題なのです。あなたにとって、何がいけないのですか』

「おまえ……そんなこともわからないのか!?」

『ええ、わかりません』

　マダナイの声の調子は、何も変わらない。

　淡々と、平へい坦たんに。虹色の外見と裏腹に、何の色もない声で語る。

『この挑戦によって、山やま口ぐちさん、あなたは死ぬことも危険な目に遭うこともない。痛いのもクルシイのも、あなたではありませんよ。なのに、なぜ、何が、そんなに、あなたにとって問題なのです』

　──語る、声が。

　すぐ近くから聞こえているはずなのに、とても遠く聞こえる。僕とマダナイの間に、見えない膜でもあるかのような。

「僕が危険な目に遭うこともないって……一人が三倍効果の水を飲むなら、僕だって殺されるかも……」

　違う。伝えたいのはこんなことじゃない。

　こんなの、ただマダナイに、こんな挑戦をやめさせたくて言っているにすぎない。本当に伝えたいのは、もっと別のことのはずなのに。

　伝わらない。言葉は通じているはずなのに、何一つ伝わりなどしないのだ。

　こいつには、何も。

『でしたらご安心ください。山やま口ぐちさんが殺されないよう、お二人に一つの部屋に入っていただき、ロックをかけます。我々としても、実に興味深い観察対象であるあなたを、ここで失うのは惜しいですからね』

　どこまでも起伏のない声に、愕がく然ぜんとする。

「……なあ……今、いつも僕と話してるマダナイは、おまえの中にいないのか」

『いえ、今は全員合体しております』

　僕とマダナイは、たくさんの話をした。名前をつける約束をした。デートをした。お互いの秘密を打ち明け、僕はマダナイに歌を歌い、撫なでた。少しずつ、わかり合えているのだと思っていた。

　思い込んでいただけだった。

　わかり合えてなんて、いなかったのだ。ほんの僅かでさえも。

「……マダナイ」

『なんでしょう』

「おまえは、何も」

『なんでしょう』

　体から力が抜けてゆくようだった。膝から崩れ落ちそうになる。

「…………わからないのか…………」

『はい』

　簡潔な即答。

『最初から、我々にはアイはわからないと言っているではありませんか。我々には、アイがない。ないからこそ、知りたい。これはそのためのアイの観察なのですよ、山やま口ぐちさん』

　何を言っても無駄だ。空気を叩たたくようなもの。どんな言葉も効かない、響かない、届かない。

　それでも、ここで諦めたら三み重えさんと瀬せ戸とさんを救えない。

「必ず死者が出るとわかってる挑戦なんておかしい。パーティーのときだって、全員死なずにクリアできる道があったじゃないか」

　パーティーと似たようなシチュエーションとはいえ、また同じ方法でうまくいくなんてかぎらない。部屋に二人きりだったら、僕のときの三み重えさんのように、止める人間もいないのだから。危険性が高すぎる。

『それはパーティーのときのお話。今は今です。まったく別のお話なのですよ』

「観察対象が減るのは、おまえにとって不都合なことじゃないのか」

『減ったら、また足せばいいだけのことです』

「ここに来て最初に、殺し合いはないって！」

『ここはアイの観察を行う、自由な空間。最初から、確固たるルールのようなものは作っておりません。我々の言動は、観察の状況によって自由に変化します。ルールより何より、観察が第一ですから。より興味深い結果が得られそうだと判断した事象を優先します』

　効かない。

　響かない。

『我々は、アイを観察し、アイを知りたい』

　──届かない。

『さて、あなたの挑戦についてもう一度ご説明しますね、山やま口ぐちさん。徳とく島しまさんを殺したのは、三み重えさんか瀬せ戸とさんのどちらかです。山やま口ぐちさんは、二時間以内に、犯人だと思うほうを指名してください。指名されたほうは殺されます。指名されなかったほうが殺します。たとえその指名が、間違いだったとしても。指名されなかったほうに無理矢理にでも水を飲ませ、二人を一つの部屋に閉じ込めますので、必ずそうなるでしょう。なお、情報に関しては、山やま口ぐちさんの指名が正しかった場合に提供いたします。間違っていた場合には、情報はお教えしません』

　呆ぼう然ぜんとしている僕の前で、マダナイの虹色は、同意を求めるように揺れる。

『これは、究極のアイの選択。究極の、アイの観察でしょう？』

「マダナイ、オマエ単に瀬せ戸とと三み重えに嫉妬してるだけなんじゃねえの」

『……嫉妬？　我々にそんなカンジョウは存在しません。これはアイの観察です』

「……こんな挑戦、できない。僕は降りる」

『許しません。あなたの挑戦は、既に始まっているのです。自由意志で選択したからには、後戻りはできません。今ここであなたが降りるというのであれば、三み重えさんと瀬せ戸とさん、二人に罰を与えます』

「あの二人は関係ないだろ！」

『関係なくありません。二人のうちどちらかが、犯人なのです』

　マダナイは逃げることを許さない。当然かもしれない。僕は確かに、一度はやると言ってしまったのだから。

『何も問題はありません。二人のうち一人は、ちゃんと生き残れるのですよ。そして山やま口ぐちさん、あなたがそれを自由に選ぶことができるのです』

　三み重えさんと、瀬せ戸とさん。元々は、僕とは他人だった二人。けれど今は、大事な仲間だと思っている二人。

　それを今になって。今このタイミングで、選べと。どちらか一人、切り捨てろと。

『それでは、頑張ってくださね、山やま口ぐちさん』

　情けも容赦も愛もない声で、マダナイは、僕を応援した。







　全員が食堂に集まった、夕食時。食事も水もほとんど進まない。

　それでも「挑戦」しなくてはならない。僕は、彼かの女じよ達たちに、声をかける。

「三み重えさん、瀬せ戸とさん」

「ん？　何？」

「なんですか？」

　向かい側に並んで座っている二人が、揃そろって僕に視線を向ける。

「……ここへ来てから最初の頃って、何してた？」

「最初の頃？」

　なぜそんなことを聞くのだろうとばかりに、三み重えさんはきょとんと首を傾かしげた。

「ここへ来てすぐのときなら、ずーっと二人で一緒にいたよね、美み月づき」

「そうだね。姫ひめ子こ、すっごく怖がってたから」

「ふ、普通、こんなとこに来ちゃったら怖がるでしょ！　美み月づきだって不安がってたじゃない！」

「まあね。でも、思えば私は、姫ひめ子このおかげであまり取り乱さずにいられたのかも」

「え？　あたしのおかげって、なんで」

「姫ひめ子こが私よりずっとずっと、怖がって怯おびえていたから。ああ、私がしっかりして、姫ひめ子こを守ってあげなきゃなって思えたんだよ。ありがとう、姫ひめ子こ」

「……いや、それでお礼言われても、素直に喜べないんだけど。あたし、ただ情けないだけの奴やつみたいじゃない」

「ふふ」

「笑って誤魔化さないでよっ！」

　喋しやべる二人の様子は、いつもなら微ほほ笑えましく映るだけだが。今は、どちらかが演技をしているのではないかと疑って、素直な気持ちで二人を見ることができない。

「それじゃ、二人は……最初のうちは、一人ずつで行動することは、なかったの？」

「うん。部屋にいるときも、寝るときも、ずーっと二人でいたよ」

「はい。お風ふ呂ろも二人で入ってましたし、なんなら姫ひめ子こはトイレまでついてくる勢いでしたよ」

「なんで美み月づきはいちいちそういう恥ずかしいこと言うかなあっ」

「ふふ、ごめんごめん。ほら、姫ひめ子こは怒った顔が可愛かわいいから」

　ずっと一緒だった。離れることはなかった。……ということは、直接手を下したのは一人だが、もう一人もそれを知っているのか？　二人で事実を隠しているのか？　殺人を犯し、その秘密を共有した上で、笑い合っているのか？

　そのまま三み重えさんと瀬せ戸とさんの会話の方向は流れ、ただの雑談になってしまう。何もできないまま時間だけが過ぎてゆく。

　──僕は。三み重えさんは性格的に、絶対犯人ではないと思っているし、殺人を看過できないとも思っている。だからこそ二人がずっと一緒にいたというのは疑問だ。それに、瀬せ戸とさんだって犯人とは思えない。

　だがここへ連れてこられて二十日も経たっていない。僕が二人の全てを知っているのかと問われたら、頷うなずくことはできない。

　何より、水の効果は恐ろしい。水を飲むだけで、どんな善人であろうと、人を殺してしまう可能性はある。──いやしかし、二日目から徳とく島しまさんに狙いを絞っていたというなら、衝動的にやったことではないんじゃないか？

　二人のうち、生き残れるのは一人だけ。

　一人は殺す側。一人は殺される側。あまりにも理不尽すぎる。……けど。

　元々、一人は殺人者。しかもそれをここまで黙ってきた。

　犯人を当てられれば、情報が貰もらえる。ならせめて、正しく犯人を指摘するべきだ。

　そもそも、結局マダナイが出した道具というのは一体なんなんだ？

　マダナイは基本的に一度出した武器はそのまま放置する。パジャマパーティーのときに出された武器だって、館内から消えていないのだ。ナイフも鉄パイプも、今はトレーニングルームに置いてある。武器は返却できない。なら彼かの女じよ達たちのどちらかは、まだ武器を保持している可能性がある。しかし、服部はつとりさんが皆の部屋を調べたときは、何も──

　はっと、頭の中にとある光景が蘇よみがえる。

　パジャマパーティーが始まる前。マダナイに呼ばれて皆でホールに行くとき、三み重えさんは何かをポケットに隠していた。

　彼女は一体、何を隠したんだ？

　待て、答えを急ぐことは危険だ。もっと考えろ、あの日他に何かなかったか。あの日以外でもいい。瀬せ戸とさんや三み重えさんとの会話、マダナイとのデート──

「……めんどくさー……」

　気だるげな声が、思考を中断させた。

　隣に座っていた鹿か川がわが、突然呟つぶやいたのだ。

「もういいじゃん。てっとり早くいこうぜ」

　鹿か川がわはにこりと微ほほ笑えみを浮かべる。その瞳が、三み重えさんと瀬せ戸とさんを捉えた。

「でオマエら、どっちが徳とく島しまを殺したんだ？」

　三み重えさんと瀬せ戸とさんが凍りつく。

　何を言っているんだ、と止めようとしたところで気付く。マダナイに言われたことを。挑戦のことを二人に口外してはいけない。

　けれど、「犯人かどうか本人に聞いてはいけない」とは言われていないのだ。

「……は？　あんた、何言ってんの」

「言葉通りだ。どっちが徳とく島しまを殺したのかって聞いてる」

「いやいや、なんであたし達たちであることが前提なのよ。あたしでも美み月づきでもないわよ！」

「噓うそだ。徳とく島しまを殺したのは、オマエらのどっちかだ」

「……突然というか、今更というか。どうして、私わたし達たちのどちらかだなんて、言い切るんですか？」

「逆に、オマエらじゃないなら誰だよ。服部はつとりが犯人だって言うのかー？　子供の前で父親を犯人扱いとか、可哀かわい想そうなことすんなよなあ」

　服部はつとりさんの名が出たことにぎょっとし、思わず二ふた葉ばちゃんの様子を窺うかがったが、彼女は何の反応もしない。人形のような無言・無表情を貫いている。

　二ふた葉ばちゃんよりも、むしろ三み重えさんがかちんときている様子だった。

「誰も服部はつとりさんが犯人なんて言ってないわ。てか、なんであんたじゃないって言い切れるのよ」

「ふうん。三み重え。オマエは、徳とく島しまを殺したのはオレだって思ってるのか？」

「え？　い、いや、それは……」

　たじろぐ。さすがに本人の前で「あんたが犯人だ」と言う度胸は三み重えさんにはないようだ。気が強そうに見えるけれど、臆病な子だから。

　その臆病さが、演技でなければ。

「あ、あたしは、徳とく島しまさんは自殺だと思ってるわ。……ていうか、今更こんなこと話しても、意味ないじゃない」

「私もそう思います。なんで今になって、その話をするんです？　……何かあったんですか？」

　瀬せ戸とさんはじっと見つめる。鹿か川がわではなく、僕を。

「いや……」

　マダナイから受けた挑戦について、二人に言うことはできない。言えば二人が罰を受けることになってしまう。

「……私、徳とく島しまさんのことは、本当に、残念だったと思っています。自殺だとしても他殺だとしても、未然に防げなかったことが悔しいし、けして忘れていいことではありません。……でも今、無理に犯人を突き止めようと疑い合って私わたし達たちの結束が崩れるようなことを、徳とく島しまさんも望んでいないと思います」

「そりゃ望んでなんかいないだろ。死んだ人間は何も望まないんだから」

「……鹿か川がわさん、マダナイみたいなことを言うんですね」

「だってそうだろ。死んだら何も考えられなくなる。まー生きてても何も考えてない奴やつなんてごまんといるけど。とにかく徳とく島しまはもう、オレ達たちが結束することもバラバラになることも望んでなんかいない。この犯人捜しに、徳とく島しまの意思は関係ない」

「それなら尚なお更さら、何のために、今更犯人を捜そうというんです？　今、あえて犯人を捜すメリットがないと思うんですけど。あの後は、犯人不明の殺人は起きていないんですし。……本当に自殺だっていう可能性も、ゼロではないんですよ？」

「そんなわけないってことくらい、本当は理解してんだろ？　それとも、自分の犯行を認めたくなくて責任逃れかー？」

「ちょっと鹿か川がわ！　美み月づきが犯人なわけないでしょ！」

「へえ。じゃあ三み重え、オマエが犯人なんだ」

「違う！　いいかげんしつこいわよ、あんた！」

「鹿か川がわさん。私はともかく、姫ひめ子このことをあまりいじめないでください」

「あ、あたしだって、自分だけのことならいいのよ。でも、美み月づきが犯人扱いされるのは気に食わないわ」

「美しい友情だな。やっぱ共犯なのか？」

「だから、あたし達たちは、やってないんだってば！　何度言わせる気!?」

「そうです。私も姫ひめ子こも無実ですよ」

　二人とも、噓うそをついているようには見えない。どうして自じ分ぶん達たちが疑われるのか心底理解できず困惑しているように見える。

　だがマダナイの言うことが本当なら、少なくともどちらか一人は、噓うそをついている。

「言えよ。自白しろ」

　鹿か川がわは引かない。こちら側は、二人のうちどちらかが確実にやっているのだと、わかっているのだから当然だ。

　僕は、なぜ黙っているのだろう。

　僕も何か言うべきだ。むしろマダナイから挑戦を受けたのは僕なのだから、僕がもっと何か言うべきなのだ。

　それなのに口から言葉が出てこないのは、なんだ。二人を責めることの罪悪感を抱きたくないとでもいうのか。責任逃れか。だとしたら最低だ。

　僕が、指名しなくてはならないんだ。犯人を。

　三み重えさんと瀬せ戸とさん。どちらが殺し、殺されるかの決定権を、僕が握っている。

「……っていうか」

　クス、と笑う鹿か川がわ。

「本当はもう、どっちだかわかってるんだけど」

　三み重えさんと瀬せ戸とさんだけでなく、僕も一瞬目を見開いてしまった。

　だがすぐに察する。これはハッタリだ。鹿か川がわは自白を促すと同時に、二人の様子を窺うかがっている。最初からずっと、彼かの女じよ達たちに揺さぶりをかけているのだ。

　僕も二人を観察する。表情。動作。言動の一つ一つを、逃さないように。

　困惑した様子なのは、二人とも変わらない。三み重えさんは眉を下げ、どう言えば鹿か川がわにわかってもらえるか考えているようだった。わけもなく犯人扱いされることに怯おびえているようにも見える。ビクビクしている──が、怯おびえを隠すように、鹿か川がわに対しての言動は怒ったようなものばかりだ。

　瀬せ戸とさんは三み重えさんほど感情的でなく、冷静さを保とうとしている。さすがにいつもの柔らかな笑顔は消えているが、三み重えさんほど表情は変わらないし、態度もそこそこ落ち着いている。どっちだ。

　噓うそをついているのは、どっちだ。

「山やま口ぐち」

　助けを求めるように、三み重えさんが僕を見つめる。

「信じて。あたしも美み月づきも、絶対にやってない」

　三み重えさんだけでなく瀬せ戸とさんも、僕を見ている。

「そうです。……山やま口ぐちさんなら、わかってくれますよね？」

　僕は。

　本当はわかっているんじゃないのか？

　わかっているけど、考えたくないだけなんじゃないのか。認めたくないだけじゃないのか。

　だってそれを認めてしまったら、僕は……。

「もういい」

　思考が、停止する。

「僕は……」

　こめかみを冷たい汗が滑り落ちてゆく。それでいいのかと警鐘を鳴らすように。

「僕には……二人が噓うそをついているようには、思えない……」

　二人の顔が、ぱっと明るくなる。そう言ってくれると信じてた、というように。

　それでいいのか？　警鐘は鳴り続ける。いいわけがない。

　それでも僕はこの選択肢以外、選ぶことができなかった。







「なんなのオマエ。犯人捜しを放棄することにしたわけー？」

　食堂を出ると、鹿か川がわが怒るわけでもなく、いつも通りの軽さで声をかけてきた。

「あともう一押しじゃん。鞭むちの後の飴あめは効くぞ。慰めるフリでもして、優しく本当のところを聞き出せば、オマエなら吐かせられんじゃねえの」

「……いいんだ、もう」

　確かに鹿か川がわの言う通り、望みが潰ついえたわけではない。今からだってやりようによっては自白させられるかもしれないし──自白しなくても、犯人を指名するだけならできる。

　だけど、もう決めた。

「ちょっと、一人にしてくれないか」

　広く長い、メタルシルバーの通路。その、十字の分かれ道。

　このまままっすぐに行けば居住エリア。右に曲がれば、ホールだ。

　黒硝子ガラスのような目が僕を見据える。いつの間にか、その顔から笑みは消えていた。

「本当にいいのか」

　僕は返事をせず、歩き出す。居住エリアではなくホールに向かって。

　メタルレインボーの壁が出迎えるホール。入って数秒後に、自動扉が閉じる。もう後戻りはできない、というように。

「マダナイ」

　呼ぶと、マダナイはすぐ姿を現した。おそらくずっと傍そばにいて、僕を観察していたのだろう。

『なんでしょう』

　吸い込む息が冷たく感じられ、それは胸を、喉を、塞いでゆくかのようだった。次の言葉を言わせないように。警鐘は頭を壊すほど大きく鳴り続ける。それでいいのか。それでいいのか。振り切るように、口にする。

「僕を殺せ」

　三み重えさんと瀬せ戸とさんに、殺し、殺させるような真ま似ねをさせたくない。

「罰なら、僕が二人分受ける。どんな拷問、どんな処刑方法だろうと構わない」

　構わないはずない。嫌だ怖い死にたくない。泣き叫ぶ心を正義感と矜きよう持じで叱しつ咤たする。

『やはり、その選択をしましたか』

「……予想していたとでも言う気か」

『はい。三み重えさんは一昨日、言っていましたね。一緒にいれば、考えていることくらいわかると。他人の気持ちを考えることが、アイへの一歩でしょう？　これは我々もアイに近付いたという証拠ですね。とても大きな前進です』

　屈辱だった。愛を語られながら、慈悲の欠片かけらもなく罰せられることが。

　次の瞬間、僕の前にメタルレインボーの椅子が現れた。これも、どこからともなく出てきたのではなく、ずっとここにあったけれど、マダナイが色を変えていたのだろう。

『山やま口ぐちさん、そこへお座りください』

　言われるがままに腰かける。死刑台に立たされる気分だ。

　死にたくなかった。生きていたかった。

　だけどそれ以上に彼女を守りたかった。

　座った途端、両手両足が、縄で椅子に固定された。何もないところから縄が出て勝手に巻かれたように見えるが、僕には見えないマダナイ達たちがやったのだろう。

　自分で殺せと言ったくせに、縋すがるように目の前のマダナイを見てしまう。マダナイは分裂し、一人のマダナイが僕に寄ってくる。

「あなたはいつでも、優しい人。けれど、優しすぎる人」

「……馬鹿にしてるのか」

「私は、」

　いつもの高音──変わらないはずのその声で、マダナイは、告げる。

「彼女が羨ましい」

　……そんな感情。こいつには、ないはずじゃないのか。

　まさか鹿か川がわが言っていた通り、嫉妬、なのか？　本当に？

「山やま口ぐちさん。私は、あなたを──」

　最後までは語らず、マダナイはまた合体する。

『山やま口ぐちさん。あなたはまだ、殺すには惜しい。だから殺しはしません』

　殺されない──その言葉で希望の火が灯ともる。まだ生きていられるんだ、と。

　だが上昇後に急降下する遊園地の乗り物のように、希望は絶望に変わる。

『けれど、二人分の罰を、受けていただきます』

　──ふっ、と。気付いてしまう。

　僕は今まで、脱出のためマダナイに愛を教えようとしてきた。だが僕は、重大な間違いを犯していたのだ。

　愛する人を、自ら手放したいなんて思うものだろうか。

　愛されれば愛されるほど、地球に帰してなんてもらえない。

　そして、マダナイがもし本当に僕を愛しているというなら、こう考えてもおかしくない。

　邪魔者を消して二人きりになりたい。

　恋敵なんて殺してほしい。

「マダナイ、やめ──」

　刹那。見えない手に引っ張られたように、上を向かされた。そして何事か理解する前に、顔面に大量の水がぶつかる。

　水は、止まらない。消防車が消火のため放水し続けるように、僕の希望の火を死滅させるように、顔に大量の水を浴びせられ続ける。まるで滝の下にいるようだ。息ができない。口を閉じたまま、水を飲まないように努めるが、酸素を取り入れる方法がない。口を開けば容赦なく水が流れ込んできてしまう。けれどこのまま口を閉じていても窒息してしまう。だけど水を飲むことは絶対に嫌だ。このままでは僕も服部はつとりさんと同じ道を辿たどってしまう。

　そうだ、どうせこのままじゃ窒息死するんだ。もう、覚悟は決めたんだ。なんなら舌を嚙かみ切きってでも……。

『死なせはしません』

　希望の火は消され続ける。水とマダナイによって。

『あなたは重要な観察対象ですから、まだ死なせはしません。だから、ほら。お口を開いてください』

　閉じていた、口が。

　見えない手でこじ開けられるように、勝手に、開いてしまう。

「ごぼああああああああああああああああああああああ!!」

　滝のように流れてくる水が、僕の口から喉へと流れ込んでゆく。

　飲みたくない苦しい息が意識が駄目だ死ぬ死ぬ死ぬいや死なせてはもらえない死ねないのにただ苦しい苦しい苦しい。でも死んではいない。だからなんだ。僕はどうなる。こんなの。死ななくたって、こんなの。

　──生きていることと死んでいることは、どう違う？

　こんな目に遭わされてまで生きることに、何の意味がある？

　考えている間にも喉に水は流れてゆく。意識が薄らぎ、遠ざかってゆく。白く、霞かすんでゆく。何もかも全てが。

　闇に落ちてゆく意識の中、マダナイは最後に、か細い蠟ろう燭そくを折り砕くように、もう一度希望の火を消し去った。

『山やま口ぐちさん。あなたは二人分の罰を受けると言いましたね。──この罰は、まだ一人分ですよ』







　殺したい。

　殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい殺したい。

　衝動はやまない豪雨のように降り注ぐ。一秒間に十回は殺したいと考えている気がする。殺したい、という衝動で眠ることすらできない。いくら固く目を閉じ、眠ってこんな衝動から逃れたいと思っても──逃がさない、と追ってきて肩を摑つかまれるように、殺したいという気持ちは離れてくれず、肥大してゆく。脳が膿うんでゆくようだ。殺意で一杯になり、苦しい。マダナイによる拷問で、とうとう抑えきれない領域まで来てしまった。

　ベッドの上で、ただただ衝動に耐える。あと少しでも理性を失ったら、誰か襲いに行ってしまいそうだ。頭はひどく痛む。ずきんずきんと断続的に襲い来るその痛みは、殺させろ、殺させろと吠ほえる欲望そのもののようだ。歯を食いしばって、衝動に耐える。

　駄目だ。このままじゃ駄目だ。僕は人を殺してしまう。もう、必ず殺す。

　どうすればどうすれば殺さずにすむ──そうだ、鹿か川がわのように腕を使えなくしてしまうんだ。どうせなら足も。もうそれしかない。手足を切断してしまおう。だが今一度武器を手にしてしまったら止まれない。きっと自分の手足を切り落とすより先に誰か殺す。

　誰かに僕の手足を切断してほしいけど、鹿か川がわは両腕が使えないし、三み重えさんと瀬せ戸とさんにそんなことをさせるわけには──

　……三み重えさんと瀬せ戸とさん……。

　そもそも、あの二人さえいなければ、こんなことにはならなかった。

　おそらく彼女が徳とく島しまさんを殺した。なのに、なんで僕が罰を受けることになったんだっけか……。

　ぼうっと思考に厚い膜がかかる。思い出す気力もない。ただ、水浸しになった思考は凶暴性を帯び、物騒な方向へと導かれてゆく。

　なんで僕がこんな目に？

　なんで僕がこんなふうに苦しむ？

　あの二人のせいだ。そう、あいつらさえいなければ。あいつらが、いなくなれば……。

「だ、めだ……」

　駄目だ駄目だ駄目だ駄目だ駄目だ。必死に衝動を抑え込もうとするが、皮膚の下で殺意が暴風として渦巻いているように体が震える。さながら麻薬を切らした中毒患者。手が、何の感覚もなく、ただぶるぶると振動している。

『震えていますね、山やま口ぐちさん。寒いのですか？』

　いつの間にか、傍そばにマダナイがいた。

　別に寒さで震えているわけではないが、返事をする気力さえない。

『寒そうなので、暖かくして差し上げましょう』

　やはり返事をする気がなかったので、そのままマダナイを放置していた、のだが。

　十数分ほど経過しただろうかというところで異変に気付く。室内が暑い。暖かいどころの温度じゃない。まるでサウナだ。

「あ、つい……」

　ふらつきながら部屋を出ようとする。が、いつもなら自動で開く扉が、前に立っても何の反応もせず、しんと静まり返っている。

「開け……」

　扉を叩たたき、殴りつけ、蹴る。が、やはり開かない。暑い。ひどく暑い。顔から流れる汗が顎からぽたぽたと滴したたり落おちる。少しでも涼しくなりたくてブレザーに手をかけた。

『脱いではいけません』

「なん、で……」

『これは罰です』

「罰……？」

『昨夜の罰はまだ一人分だと言ったでしょう、山やま口ぐちさん』

　罰ってなんだ。僕が何の罪を犯した？　僕はただ彼女を守りたかっただけだ。彼女？　彼女って、誰だったかな。僕は、彼女を、殺したかったんじゃなかったっけか……。

　暑い。熱い。体が、脳が、衝動が。炎のように体内で燃え盛っている。暑くて喉が渇いて──水が欲しい。

　駄目だ。駄目だ駄目だ、このままじゃ。

　出ないと。ここから、出なくちゃ。

「開けええええええええええええええええええええ」

　扉にガリガリと爪を立てる。ガリガリガリガリガリガリガリガリ。扉には一ミリの傷さえつかず、僕の爪と指先だけがボロボロになってゆく。引っかきすぎたせいで爪が剝がれかけ血が滲にじむ。赤く染まってゆく指先。

　赤い──熱くて、赤い。全身が真っ赤に染まる錯覚。

　やがて扉を引っかくことはやめ、だらりとその場に崩れる。マダナイは何もしないし、何も言ってこなかった。全身、体中の至るところから汗は噴き出し流れ落ちる。僕はそのままで放置された。

　どれだけ時間が経たった……？　何十分……？　何時間……？

　部屋の中にいるのに、砂漠にいる気がする。水分を根こそぎ絞りとられ、眩暈めまいがする。体が痙けい攣れんしている。これが脱水症状というやつだろうか。

　欲しい。

　……水が欲しい。

　全身が、水分を欲ほつしている。警告音を鳴らしている。このまま水を飲まなければ死ぬ、と。

　ここは僕の部屋。洗面所からも水は出る。飲める。飲むべきか。

　飲まなければ、死ぬ。

　飲めば、殺す。

『山やま口ぐちさん、水を飲みたいですか？』

　飲みたい。飲みたい、けれど。

「……飲み、たく、ない」

　声は掠かすれきっていた。喉はやすりで擦こすられているかのように痛む。唾を飲み込んで少しでも潤したいが、飲み込む唾すら出ない。

　水が欲しい。水さえあればこんな苦しみから解放される。蛇口をひねれば、水はいくらでも出てくるのに。けれど嫌だ。飲みたくない。もうこれ以上、あの水に自分を壊されたくない。このまま死んだほうがマシだ。死にたくないのに。

『遠慮をしないでください。山やま口ぐちさんのために、水をご用意しました』

　ビク、と自分の体が反応したのがわかった。水が飲めるという期待と恐怖。あの罰を思い出してしまう。あんな飲まされ方は二度とごめんだ。

『大丈夫です。今回は無理矢理飲ませるわけではありません』

　ふっ、と。目の前に、とあるものが出現した、ように見えた。一体いつからこんなものを用意していたのか──

『飲むかどうかはあなた次第ですよ、山やま口ぐちさん』

　目の前に積まれているのは、たくさんの、水が入ったグラス。高く高く聳そびえている。いわゆるシャンパンタワーだ。

　だがここに注がれるのは、シャンパンなどではない。

『ここは、自由な空間。飲むか飲まないかは、あなた次第』

　タワーの上から、マダナイの浮かせたウォーターピッチャーによってゆっくりと、水が注がれてゆく。ただでさえ水が入っていたグラスに更に水が入ってゆくことで、グラスから水が溢あふれ、流れてゆく。

　至高の透明。まるで水晶を思わせる輝き。美しい無色の液体が上から下へとひろがる。なんて綺き麗れいなんだろう。全ての母、生命の源の色だ。

『さあ、山やま口ぐちさん』

　天使の声のように、マダナイが囁ささやく。

『水ですよ。飲みますか？』

　ふわふわと、シャンパンタワーの天てつ辺ぺんから僕の前に、グラスが一つ、浮遊してくる。

『一杯だけなら大丈夫ですよ』

　駄目だ、という理性が硝子ガラスのように砕かれる。震える手でグラスを受け取る。一口。一口だけだ。そう思いながら口をつけた瞬間全てが瓦が解かいした。

　冷たい。

　おいしい。

　水だ。

　ああ、うまい。水がうまい。渇ききった喉に冷たい水が染しみ込こんで体内が潤ってゆく。一杯目を飲み干すと、すぐさま次のグラスに手を伸ばす。今度はマダナイに勧められるでもなく、自分の手で。次へ次へとひたすらに水を求めた。もう理性も何もあったものじゃない。衝動が強まるという恐怖が、生きたいという生存欲求に勝てるはずがなかった。

　もう衝動がどうなろうと構わない。死にたくない。水を飲んで、生きていたい。

　吐き気がする。そんなものが人間の生存本能なのか。他人を犠牲にしてでも生きるのが人間本来の行動なのか。他人への愛なんて、こんなにも簡単に、忘れ去ってしまえるものなのか。

「う、うう、ううう」

　声が声になっていなかった。言葉ではなく、ただの呻うめきのような。

「……うま、い」

　人間は水を飲まなければ生きてゆけないのだ。そして今、僕は水によって渇ききったこの体を潤し、確かな生を実感している。ようやく水を得た体はまるで全身が心臓になったかのように、大きくドクンドクンと脈を打つ。僕が、生きている音だ。生の喜びを感じる。

「あああ、うまい、水がうまいよ、僕は今、水を飲んでいる。最高だ！　なんて幸せなんだ！　ああ、幸せだ、幸せだあああああああ！」

　僕の意識はそこで途切れた。







　これは夢なんじゃないか。僕は、僕らは、今まで何度も思ってきたはずだ。

　本当は僕らは宇宙の変な星なんかにはいなくて、自分の部屋のベッドで横になっていて、静かに寝息を立てている。この空間は、夢の世界なのだ。

　平凡な日常生活に飽きた脳は特殊で刺激的な時間を求め、こんな物騒な妄想の世界を造り上げてしまった。

　だけどこんな夢はいつか覚める。ある朝僕はベッドで目を覚まし、見慣れた自分の部屋の中を見回して、宇宙人に攫さらわれたなんてやっぱりありえなかったんだと、「なんだ、夢オチだったのか」と、今までの全てを笑い飛ばすのだ。

　そう。これは夢だ。だって、夢じゃなかったらなんだっていうんだ。

　うん、なんなんだろうな。

　今、僕の目の前に、三み重えさんの死体がある気がするんだ。

　噓うそだ。

　これは夢だ。なあ、そうだろう？

　目の前で三み重えさんが床に転がっていて、体中から血が流れていて、その血がメタルピンクの床を真っ赤に染め上げていて、どれだけ呼んでも返事をしてくれなくて、呼吸もないとかそんなことがあるもんか。

『服部はつとりさん以来、久々に死者が出ましたね。それでは、捨てて参ります』

　マダナイがふわりと、ぴくりとも動かない三み重えさんを浮かせる。

「ま……待て！」

『なんでしょう？』

「ほ……本当にもう死んでるのか？　まだ、間に合うんじゃないか。ちゃんと、手当てとか治療とかすれば……！」

　縋すがりたかった。蜘く蛛もの糸でも摑つかみたかった。どうしても受け入れたくなかった。

『心臓も呼吸も停止しています。お確かめになりますか？』

「噓うそだ」

『我々は噓うそをつきません』

　噓うそだ。噓うそだ噓うそだ噓うそだ。誰か噓うそだと言ってくれ。誰でもいいから。噓うそでもいいから。

『それでは捨てに行きますので、我々はこれで』

　マダナイは三み重えさんの死体と共に、ふっと姿を消してしまう。室内に残る三み重えさんの匂い。

　彼女の、血の匂い。

「また一人減ったか」

　自分のものでも、マダナイのものでもない声にはっとして、振り向くと鹿か川がわが立っていた。

「まー三み重えって、最初から超ビクビクしてて、すぐ死にそーだったもんな。むしろ今まで死んでなかったのが不思議って感じ。最近はちょっと前向きになってた気もするけど……」

「…………誰が」

「ん？」

「……誰がやったんだ……？」

　一瞬だけ、鹿か川がわの目が初めて見るものに変わった。

　哀れみの目だ。

　鹿か川がわはしばらく無言のまま、ゆっくりと口を開けたり閉じたりしていた。こいつにしては珍しく、何を言っていいか迷っているようだ。

　僕の手には、確かに、銃が握られている。

「なあ」

　僕は何も、覚えてない。

「誰が殺した？」

　僕は何が聞きたいのだろう。聞いてどうするのだろう。

「オレが殺したんだよ」

「噓うそだ」

　いくらなんでもそのくらいはわかる。けど、覚えてない。

　自分が何をしたのか、覚えていないんだ。

「君にできるはずない。両腕が折れてるんだから」

「ああ、これな。レントゲンも何もないからわからなかっただろ？　実は全然折れてなんかいないんだよなー。あのときのオマエの攻撃、弱すぎてさあ。ほんとは超自由に動かせるんだぜ。やーい騙だまされたー」

「噓うそだ」

「噓うそじゃないんだなあこれが。残念だねー、騙だまされて三み重え殺されちゃったねー？」

「噓うそをつくな！」

　吠ほえるように叫び、鹿か川がわの肩を押す。軽くやったつもりだったのだが、気が動転していて力加減ができていなかったようで、鹿か川がわはバランスを崩し背中から床に倒れた。腕にも衝撃があったようで、苦痛に顔が歪ゆがんだ。やっぱり折れているんじゃないか。もっと折ってやろうか。

　頭が熱くなっていて、自分の行動が制御できない。僕は鹿か川がわに馬乗りになって、左手で彼の胸倉を摑つかむ。右手には、銃を持ったまま。

「どうしてそんな噓うそをつく」

　暴あばくように瞳を覗のぞき込こむ。

「言えばいいだろ、僕が三み重えさんを殺したんだって」

　責めてほしい。罵ってほしい。打ちのめしてほしい。突き落としてほしい。絶望させてほしい。この人殺し、おまえに生きている資格なんてないんだと。

「違う。本当にオレが殺した」

　鹿か川がわは目を逸そらすことなくそんなことを言う。……まさか、本当に僕がやったんじゃないのか？　ならこの右手の銃はなんだ。何が噓うそで何が真実かわからなくなる。

「鹿か川がわ。どうしてそんなことを言う。君は僕に、どうしてほしいんだ」

「オマエこそ、オレをどうしたいんだ？」

　殺してやりたい。こいつがもし、本当に三み重えさんを殺したというのなら。

　……いや。

　そんなことどうでもいい。

　僕はただ、こいつを殺したいのだ。

　そんな内心を見透かすように、鹿か川がわがふっと笑う。そこで僕にもこいつの思考が読めた。

　僕が殺したいように、こいつは、ただ殺されたい。それを望んでいる。

「いいじゃん、別に。何も覚えてないなら。オレが三み重えを殺した。で、オマエはオレを殺して、三み重えの仇かたきをとる。……それでいいじゃん」

　以前、「誰かを救える人間になりたかった」と言っていたように。そして何よりヨシユキさんの代わりに。こいつは、誰かを救いたかったのだ。こいつの全ては懺ざん悔げに繫つながっていた。

　鹿か川がわは人を救うことで、救われたかった。だからいつも僕らを救おうとしていた。服部はつとりさんを撃ったときも、パーティーで骨を折らせたときも。けれど人一人自殺未遂に追い込んでおきながら救われたいなんて願う自分に吐き気がして、異常性の仮面でそれを隠した。自分は救われたいなんて思ってない、他人を救ったりしない、むしろ他人の絶望を面白がる狂人なのだと。

　偽悪者は今、最後に噓うそをついて僕を救うことで、死のうとしている。

　僕は殺したくて鹿か川がわは殺されたい。最悪の利害一致。

「遠慮すんなよ。オレだって一人……いや、二人殺してんだ。殺人者を罰するだけだろ。なんだ、それすらできねえのか？　オマエ、意気地なし～」

　こいつが殺したと言う、一人は服部はつとりさんのことだ。もう一人は三み重えさんのことを言っているのか……ヨシユキさんのことを言っているのか。

「それにしても三み重えの死にざま、超笑えたぜ。嫌だ嫌だって無茶苦茶に暴れてさあ。いやーオマエにも見せてやりたかったわー」

　ぷつん、と、僕の中で何かが弾はじけ飛んだ。

　脳が沸騰するように熱くなる。脳だけじゃない。指先が、熱湯に浸つけたように熱くて仕方がない。

「…………殺す」

　ゆっくりと、銃口を鹿か川がわに向ける。満たされる欲求が体内で歓喜の声を上げている。

　至近距離で銃口を向けられても、鹿か川がわは抵抗一つしない。その無抵抗ぶりが逆に怖くなって、僕は引き金を引こうとした指を止めた。

　今ならまだ間に合う。引き返せるはずだ。殺さずにすむはずじゃないか。

　やめるんだ。やめなければ──

　…………♪

　そこでふと、美しい旋律に気付く。

　ああ。

　鹿か川がわが、歌っているのだ。まるで僕を勇気づけるかのように。

「……どうして」

　声が掠かすれて、うまく喋しやべれない。

「どうして、抵抗、しない」

「オレは生きてても死んでても、どうだってよかった。どっちでも同じだと思ってた。でも、オマエは言っただろ。自分の生も死も、自分で決めるものだって。──だから、決めた。オレはオマエに殺されるって」

　絶句。

　なんだそれは。僕はそんなつもりで言ったわけじゃない。そんなことを伝えたかったわけじゃない。大体、なんで──

「なんで、僕に」

「オマエが、オレの歌をいいっつったから」

　返された答えは、耳を疑うほど単純だった。

「……それだけで、か？」

「オマエには、わかんねえだろうよ。歌で世界を救えると思ってて、でも歌で全てを失ったオレにとって、自分の歌を認めてもらえることが、どれだけ嬉うれしいか」

　自分の歌を認めた奴やつのためになら──歌のためなら死ねる。それが愛か。こいつの、歌にかける愛なのか。

　馬鹿な。こんなの、こんなものは。

　狂気の沙汰だ。

　鹿か川がわはまた歌い出す。その美しい歌声を、僕はこの世から永遠に消し去ろうとしている。

　ぽたり、と。僕の下にいる鹿か川がわの頰に一滴、水が落ちた。

　僕の目から流れたそれも、他人を殺したくなる成分に侵されているのだろうか。

　いつかこいつが言った言葉を思い出す。人を救うのは正しい現実ではなく、優しい噓うそなのだと。

　ふざけるな。

　──こんな救い方が、こんな救われ方があってたまるか。

「生きろ」

　そう願いながら、僕はこいつを殺す。

「生きろよ」

　懇願しながら、僕は、引き金を。

　引いた。

　鹿か川がわは最さい期ごまで歌を歌っていた、気がした。







　あれからどのくらい経たったのか、何があったのか、よく覚えていない。

　僕はボロボロの雑巾のようだった。乾ききっていていくら絞っても何も出てこない、干からびた汚きたない布だ。僕には何もない。あるのはただ人を殺したいという衝動だけ。

『山やま口ぐちさん』

　ベッドにうつ伏せになっていたのだが、声をかけられて顔を上げようとする。倦けん怠たい感で全身が石のように重く、前を向くだけのことがひどく難しかった。

『山やま口ぐちさん、なぜ、泣いているのですか』

「……殺したく、ないからだ」

　涙を制御する器官が故障でも起こしたように、止まらない。こんなふうに泣いていたら水分が外へと出て行ってしまう。また水を飲みたくなってしまう。わかっているのに涙は止まってくれない。

『殺したくないとは……』

「黙れ！」

　マダナイが何か言おうとしたのを最後まで聞くことなく、叫ぶ。

「ああ、わかってるさ！　三み重えさんを殺したのは僕なんだって！　それを僕は！　鹿か川がわに罪を押し付けて、あいつさえ殺した！　僕は最低で、最悪で、醜悪で、愚劣な、殺人鬼だ！　人を二人も殺しておいて……僕は……！」

『別にこの星で人を害しても、犯罪にはなりませんよ。この星はあなた方のいた地球とは違うと、最初に説明……』

「うるさい！　うるさいうるさいうるさい！　黙れっ、黙れえええええええええ!!」

　吠ほえるように叫んだ後、マダナイと関わりたくなくて部屋を出る。何もかもが嫌だった。マダナイも、やまない衝動も。もはやただ人を殺すことしかできない自分自身も。

「……っ、はぁ……」

　錆さびついているように体がうまく動かない。それでもなんとか足を動かす。僕は、どこへ行こうとしているのだろう。

　誰もいないところへ行きたい。誰も殺さなくてすむところへ行きたい。皆殺してしまえば、もう誰も殺すことはないなと思った。僕はもう駄目だ。

「……お兄ちゃん？」

　壁に寄りかかり、重い体を引きずるようにして歩いていると、居住エリアを抜ける扉の前に女の子の姿が見えた。

「ねえ、お兄ちゃん」

「……二ふた葉ばちゃん……こっちに来ちゃ、駄目だ……」

「ねえ、お兄ちゃん。……って……何？」

　頭が重く、脳に靄もやがかかっているかのようだ。彼女が今何を言っているのか、わからない。

「ねえ、お兄ちゃん。今の地球人は、生きるに値する生物なの？」

　彼女は何を言っている。これは僕の幻覚か、夢か何かか？　それならそのほうがいい。いっそ全てが夢だったら、どれだけいいだろう。

「ねえ、お兄ちゃん。愛のない生き物に、生きている価値はあるの」

　黒いものが額に向けられる。しばらくぼうっと眺めてようやく、ああ銃口だ、と理解した。僕が三み重えさんと鹿か川がわを殺した銃のようだ。そうか、それで僕は、この子に殺されるのか。

「ねえ、お兄ちゃん」

　何も言えずにいる僕に、彼女は、問いかける。

「愛って、何？」

　二ふた葉ばちゃんの小さな体が、ぐらりと揺れて倒れた。

　彼女は床に転がる。それはやけにゆっくり、スローモーションのように感じられた。

「……山やま口ぐちさん……逃げてください」

　いつの間にか、瀬せ戸とさんが立っていることに気付く。さっきから起きていることの一つ一つが、どこか現実味がなく、僕はろくに反応ができない。ただ、瀬せ戸とさんが銀に光るものを持っているのはわかった。

「危険です……二ふた葉ばちゃんももう、水の影響で……私わたし達たちを殺そうとしているみたいですね……」

「……殺したのか？　二ふた葉ばちゃんを……」

「いいえ。殺せてはいません……」

「そうか……」

　もう感情が麻ま痺ひしてしまったのか、現実を目の前にしても、体は震えなかった。「やっぱりな」という思いのせいか、恐ろしいことに半笑いになっている気すらする。

「それ、」

　瀬せ戸とさんの持っているもの。見たことのある色をした、小さなそれ。

「やっぱり、それが徳とく島しまさんを殺した武器だったんだ」

　彼女は一瞬両りよう眼がんを見開いた後、ふっと目を伏せた。

「…………わかって、いたんですか」

「……パジャマパーティーのとき、マダナイは僕らの装飾品を全て外させた」

　パーティー開始前の着替えは。装飾品を外させる行為は。意味のないことではなかったのだ。

「装飾品の中に、部屋に持ち込まれては困るものが含まれていたからだ」

　最初は、三み重えさんが怪しいと思ってしまった。ホールに行く前に、三み重えさんはポケットに何か入れていたから。それが武器なのかと思った。だからマダナイは武器を回収するため、着替えさせることで三み重えさんのスカートを預かることにしたのかと。

　けれど違う。それなら着替えさせるだけで十分だ。なのにマダナイはわざわざ装飾品まで外させた。鹿か川がわのシルバーアクセサリーや、瀬せ戸とさんの、ヘアピン。

　初日に瀬せ戸とさんがつけていたものとは違う。翌日にマダナイから貰もらっていたリボンのものとも違う。いつの間にか新しくなっていた、花飾りのあるヘアピン。

　花で針を隠した、凶器。

「……すごい。さすが山やま口ぐちさんですね。まあ、正確にはこれは、武器とはまた違うんですが……私が徳とく島しまさんにこれを使ったことは、確かです」

　瀬せ戸とさんは一種のパフォーマンスのように、花に針を刺した。花には小さな穴が空いており、どうやら針のキャップの役割を果たしているようだ。彼女は、またすぐ花から針を抜いてみせる。針の色は、マダナイとのデートのときに見た、外に生えている木と同じ銀。──おそらく、なんらかの毒を持っているはず。マダナイがパジャマパーティーに持ち込ませなかったことを考えると、気絶させるとか動きを止めるとかそんな効果があるのだろう。

「なんで、徳とく島しまさんを……」

「だって徳とく島しまさんは、山やま口ぐちさんを殺してしまいそうだったから。最初に、山やま口ぐちさんに襲いかかったじゃないですか、あの人は」

　自分がしたことを話してなお笑っていられる彼女は、僕と同じように、もう全ての感情が麻ま痺ひしているのだろうか、それとも。

「……私、間違ったことをしたなんて思ってません。徳とく島しまさんは危険でした。私……山やま口ぐちさんを、守りたかったんです……」

「どうして、僕を……」

　彼女は僕に告白してくれた。が、徳とく島しまさんが殺されたのは、ここへ来てから三日目の夜だ。そのとき僕と瀬せ戸とさんは、ほとんどただの他人だった。

「……私。マダナイに、水を飲むと人を殺したくなるって聞いたときから、もう、自分はここで死ぬんだなって思いました。最初から、死は覚悟していたんです」

　最初から？　彼女はもうずっと前から、そんな覚悟をしていたというのか？

「死は覚悟していましたが……問題は、どう死ぬか。いえ、残された時間をどう生きるか、です。前も言いましたが、私、初恋ってまだだったんです。それなのに死ぬなんて、あんまりじゃないですか。せめて、誰かを好きになってから死にたかったんです。……死ぬ前に、誰かを好きになりたかったんですよ。だから……あなたを、好きになろうと決めました」

「誰でもよかったなら、鹿か川がわだっていたのに、なんで僕のほうを」

「簡単な話です」

　瀬せ戸とさんは僕の目を見て、はっきりと告げる。

「ここで誰かを好きになろうと決めたとき、最初に目が合ったのが、山やま口ぐちさんだったからです」

　脳裏を過よぎるのは、マダナイから水と衝動について聞かされたとき、彼女と目が合ったこと。

　あのとき瀬せ戸とさんは、確かに、僕を見つめていた。

　あの瞬間彼女は、僕に恋したのか。彼女の想いは、一緒にいるうちに好きになったとかではなかったのか。最初から、どうせ死んでしまうから、僕を好きになると決めていたのか。だから愛する僕を危険から守るため、徳とく島しまさんを殺したのか？

　馬鹿な。

　そんな愛の始まり方も、そんな愛し方もあるのか？

「あなたがどんな人であっても愛そうと思いましたが……山やま口ぐちさんは想像以上に素敵な方でした。だって、すごく優しいんですもの。それに、強いです。どんな状況でも希望を捨てなくて、懸命に生きようとして……。山やま口ぐちさんと一緒にいると、私もだんだん、生きていたいって思うようになりました。……あなたはこの絶望的な生活の中での、私の希望だったんです。あなたが私に、愛を教えてくれました」

　コツ、と靴音がする。瀬せ戸とさんが一歩、僕に近付いてくる。

「山やま口ぐちさん。私、あなたを守るためなら、誰だって殺せるんです。……それが、私の愛です」

　──彼女が徳とく島しまさんを殺したことはわかっていた。あの「挑戦」のとき既に。

　それでも僕は、彼女を犯人だと指名しなかった。嫌だったから。

　三み重えさんが、人を殺してしまうことが。

　たとえ生き残れたとしても、幼おさな馴な染じみで親友である瀬せ戸とさんを殺してしまったら、三み重えさんはもう正気ではいられない。それこそヨシユキさんのように、生きたまま死ぬことになってしまう。そんなの絶対嫌だった。

　瀬せ戸とさんが犯人だと指名してしまったら、僕は三み重えさんに彼女を殺させることになってしまう。僕は彼女が死ぬのも、殺すのも、嫌だった。だから自分が罰を受けることにした。

　守りたかったんだ、三み重えさんを。

　ただ、それだけだった。

　だから。

「瀬せ戸とさん。僕は君を」

「……はい？」

「もっと早く殺しておくべきだった」

　そうすれば三み重えさんの手を汚よごすこともなく、彼女を死なせることもなかった。

　最善に気付くのはいつも事が終わった後だ。選択肢は、誤って初めて別の道が正解だったとわかるのだ。

「……なんてね……」

　もう全て、取り返しのつかないことだ。それにどうせ彼女を殺していたとしても、三み重えさんは友人を失った悲しみで発狂していたかもしれない。無駄。今更何を考えても、無意味だ。

「私はあなたを愛しています」

　虚無感に支配される僕の前で、瀬せ戸とさんはいつものように微ほほ笑えんでいる。

「……なら、言ってくれてもよかったのに。自分が徳とく島しまさんを殺した、って」

　僕ぼく達たちは、どこで間違った？

「だって、言ったら」

　笑顔が消える。いつも柔らかな印象を醸かもしている目が、すっと細まる。

「山やま口ぐちさんが、姫ひめ子こを選んでしまうかなって思ったから」

　どうして。

「ねえ。山やま口ぐちさんは、私より姫ひめ子こに惹ひかれていたんでしょう？　私のほうが、先にあなたを好きになったのに」

　どうしてこんなことになった？

「私は確かに徳とく島しまさんを殺しました。でもそれは、あなたを守るためだったんですよ。姫ひめ子こはその間、何も知らず寝ていただけで、山やま口ぐちさんのために何もしていないんですよ」

　やっぱり、三み重えさんは何も知らなかったんだ。

　彼かの女じよ達たちは寝るときもずっと二人でいたと言っていた。だが、二人で同時に眠りにつくほど無防備ではなかったはずだ。

　おそらく、二人は確かに同じ部屋で眠っていたが、一人ずつ交替で睡眠をとっていた。一人が見張り、一人が寝るといった具合で、他者から自じ分ぶん達たちの身を守ろうとしていた。三み重えさんは瀬せ戸とさんだけは最初から信頼していたし、瀬せ戸とさんは、いくら水を飲んでいても、三み重えさんに自分を殺す度胸はないと考えていたのだろう。

　だから二人でいても、三み重えさんが寝ている間、瀬せ戸とさんにはマダナイと話す時間も、武器を受け取る時間も、徳とく島しまさんを殺す時間もあったのだ。

「私がいなかったら、あなた、もっと早いうちに死んでましたよ。今だって、私があなたを守ったんじゃないですか」

　瀬せ戸とさんはまた微ほほ笑えむ。

　微ほほ笑えみながら、泣いていた。

「……なんですか？　なんでそんな目で私を見るんですか？　山やま口ぐちさん、私のこと、変じゃないって言ってくれたくせに。私、山やま口ぐちさんのためなら誰だって殺せるのに……徳とく島しまさんの後は、ずっと我慢していたんですよ？　すごくすごく大変だったんですから、衝動を我慢するの。でも山やま口ぐちさんが殺し合いを望んでいないようだったから耐えたんですよ。山やま口ぐちさんが殺されそうになったら、誰だって即、殺してやるって思いながら、耐えてたんですよ……」

　透明な涙が彼女の頰を伝ってゆく。

　不思議だ。

「ねえ山やま口ぐちさん。あなたには私しかいないんですよ。姫ひめ子こだってもういないんです。だからやっと全部お話しすることができました。あなたが姫ひめ子こを好きでも、姫ひめ子こは死にました。この館内で、私わたし達たちだけが残ったんですよ。これって運命でしょう……？」

　目の前で、女の子が泣いているのに。

「ね、山やま口ぐちさん。あなたには、私が必要なんですよ」

　不思議なほど、何の感情も湧いてこなかった。

「あなたみたいに甘い考えの人、私がいなかったらすぐ死んじゃうんです。だからあなたの代わりに、私が殺してあげるんですよ。私はあなたを愛してるから、あなたを害するものを始末します」

　物騒で甘ったるい囁ささやきが右耳から左耳へ通り抜けてゆく。

「……今も、そう。その目に焼きつけておくといいです。私が、あなたのために殺すこと。私があなたを心から愛してること」

　はあ、はあと荒い息を吐き出す瀬せ戸とさん。床にしゃがみ、二ふた葉ばちゃんに手を伸ばす。

「やめ……」

　止めに入る前に、音と空気の振動を感じた。血ち飛沫しぶきが上がった。

　一瞬だった。僕が止めることもできず、一瞬のうちに、血に塗まみれ動かなくなってしまった。

　瀬せ戸とさんが。

　前にもこんなことがあったな、と思う。ああそうだ、あのときも、殺されそうになったのは二ふた葉ばちゃんだった。ただあのときは、銃の引き金を引いたのは鹿か川がわだ。

　そして今は、二ふた葉ばちゃん自身だ。

「……なんなのかしらね」

　彼女は、自分の手の中の銃に、薄く微ほほ笑えみを向ける。

「……君は……」

　そんな彼女に、尋ねる。

「君は、何者だ？」

　彼女はゆっくりと僕を見て、答える。

「マダナイ達たちの言うところの『マスター』よ」










　　　──　ロク　──




「……君が、『マスター』だって？」

「そう。でもそれは、正解であり、不正解でもある」

「どういう意味だ。──なぜ、そんな姿をしている？　君は元々そういう女の子の姿をした存在なのか。それとも、今はその形をとっているだけなのか？　君がマスターなら、父親であったはずの服部はつとりさんは一体なんなんだ。……そもそも、君の目的は、なんだ？」

「一度に聞かないでくれるかしら」

　姿形だけなら小学生の女の子だが、彼女はもう子供の顔はしていなかった。こちらを見据える深い闇のような瞳に、威圧感さえ覚える。

「一つずつ、答えてあげるから」

　マスターは小さな手で、長い髪をかき上げる。

「まず、なぜわたしがこんな地球人の子供の姿をしているか、だけど。わたしは本来、肉体という器を持たない存在でね。言うなれば、わたしはこの子に憑ひよう依いしている、という形になるのかしら。そう言えば、地球人であるあなたにもわかりやすい？」

　マスターの言葉と同時に、二ふた葉ばちゃんの体内から光の塊が抜け出て、体が崩れ落ちた。
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「これが、わたしの本来の姿」

　目の前に浮かぶのは、大きな光の塊。マダナイに似ているけれど、マダナイとは違う。

　マダナイがシャボン玉だとするなら、マスターは本当に、光球なのだ。光り輝く、強いエネルギーを感じる存在。まるで目の前に太陽があるかのようだ。

「わたしは今、自分の力の大半を失ってしまっている状態でね。力を取り戻すために、休息が必要だったの。そして力を蓄えるには、生命エネルギーを持つ生物に憑ついていたほうが早いのよ。……それに……力が戻るまでの時間を無為に過ごすより、そちらのほうが、わたしにとって有意義だったからね。──地球人を観察し、見つめ直すために。

　ただ誤解しないでほしいのは、『服部はつとり二ふた葉ば』の精神も、本物なのよ。不正解というのはそういう意味。別にこの子の全てをわたしが演じていたわけでも、乗っ取っていたわけでもない。この肉体は地球人のものだし、体の中に、わたしと服部はつとり二ふた葉ば、二つの人格があったというだけのこと。だから、服部はつとり和かず久ひさも普通の人間」

　憑ひよう依い。二つの人格。では僕が二ふた葉ばちゃんだと思って話しかけていたときも、マスターだったことがあるのか──？

　視線を下げれば、眩まぶしく輝く光球の下に、意識のない二ふた葉ばちゃんは転がっている。

「さて、わたしの目的は何か、という質問だけど。──わたしは、完全な次世代生命体を創りたいだけ」

　以前マダナイからも聞かされたことだ。けれど、そんなことのために僕らのうちもう五人も犠牲になったのだということが、やりきれない。

「……それで、マダナイを創り出したわけか」

「創り出したといっても……わたしはマダナイをゼロから創ったわけではないけれどね」

　発光を続けながら、マスターは言葉を紡つむぐ。

「そもそもマダナイの分裂は、一つだったものがいくつもに分かれていくわけじゃない。むしろ逆。マダナイはいくつもの魂を繫つなぎ合あわせて、ツギハギのように一つになった存在よ」

「……魂……？」

「そう。まだ穢けがれる前の、純粋な人間の魂。それを組み合わせれば、真実の愛を持つ存在が完成すると思ってね」

　一瞬、時間が止まったように思えた。

　もちろん実際に時間が止まることはないが、そのくらい衝撃を受けた。

　それだけで、先を言われなくてももう、わかってしまったからだ。

　鹿か川がわは自己紹介のときに「秋生まれるはずだったのがなくなって」と言っていた。瀬せ戸とさんは両親の話のとき「私が生まれる前一度、何か悲しいことはあったようですが」と言っていた。三み重えさんは、昔「多分妹」に悲しいことがあったと言っていた。マダナイは、昔暗くて温かいところにいた、と言っていた。

　そして、一人っ子であるはずの僕の「健けん次じ」という、次男としての名前。

　僕の母は、僕が幼い頃から何度も言っていた。

　──いつでも優しく、正しくいなさい。あなたが生まれてこられたことは、それだけで奇跡なんだから。

「……マダナイ達たちは」

　唇を震わせ、導き出された解を、口にする。

「僕らの、家族か？」

　穢けがれる前の純粋な人間の魂──

　──この世に生まれる前の、子供の魂。

「……そう……あなた達たちは、マダナイ達たちの一部の家族。あなた達たちがこの観察に選ばれたのは、単なる偶然なんかじゃなかった。わたしがマダナイを創った時点から、あなた達たちは見えない力で繫つながれていた……。もっともマダナイ達たち自身は、そんなことまったく知らないんだけどね。わたしは、何も教えていないから」

　言葉を失う僕に、眩まばゆい光球は、いつかと同じように二ふた葉ばちゃんの口調で言った。二ふた葉ばちゃん自身は、まだ意識を取り戻さず倒れているのに。

「ねえお兄ちゃん、フランケンシュタインの怪物ってどうやって生まれたか知ってる？」

　僕は、頷うなずくことも首を振ることもできない。

「フランケンシュタインの怪物は、何人もの死体を繫つなぎ合あわせて造られたのよ。マダナイの場合は、その繫つなぎ合あわせられた部分を、いつでも自由に分けられるというだけ。──そしてマダナイは怪物なんかじゃなく、本来なら、真実の愛を持つ次世代生命体になるはずだったというだけ。

　わたしは何十人もの魂を繫つなげて、マダナイを創った。水みず子こ霊れいの集合体──いえ、混合体。その知能・念力にわたしが意図的に手を加えたもの、それがマダナイ」

　考えてみれば確かに、「人間に姿を見せたり、見せなかったりできる」「触れることはできなくとも、物質を浮遊させられる」「心から望めば消えられる──成じよう仏ぶつできる」というのは、フィクションではよくある幽霊の特徴だ。

「マダナイは自分が創造された過程は知らないのに、きっと無意識下では、わかっているんだわ。個々の『私』が本来の姿であるということ、けれど『私わたし達たち』が一つになった『我々』こそがわたしが望んだものだということ。異なる思想を持っていても争わない『共存』が、わたしの求めたものだから」

　目の前の光はとても強く、見つめていると目がおかしくなりそうだ。脳内を引っかき回され、思考を破壊されそうになる。ぐらぐらと揺れるような感覚の中、強すぎる光は闇に似ているのかもしれない、とふと思った。

「そんな……次世代生命体なんか創り出す目的は、なんなんだよ？　なんで、次世代生命体を創る必要がある」

「芸術家はより優れた作品を作りたがるし、生物はより優れた子孫を欲ほつする。そういうものよ。だからわたしは、この星とマダナイを創った。けれど失敗して……もう、新たな星と生命体を生み出す力は残っていない。けれどね……だからこそ、思いついたの。現存のものを、有益に使うことを。……完全な次世代生命体の誕生により、地球が愛と平和で満たされるシナリオを」

「地球が……？」

「喜びなさい。マダナイ達たちが完全となったとき、あなた達たち地球人は、次世代生命体の器となれる」

　──言葉の意味を察し、内臓が、凍りつきそうになる。

　マダナイが言っていた、「完全になったら肉体をくださる」というのは、まさか。

「マダナイ達たちを……僕らに、地球人に、植えつけるつもりなのか」

「そう。わたしが服部はつとり二ふた葉ばの肉体に憑ひよう依いしていたように……いいえ、元の意識はもう表に出ないようにするから、それ以上に、ね。マダナイ達たちをあなた達たち地球人の肉体に宿らせ、意識を、魂を、上書きする。次第にもっともっとマダナイ達たちを増やしてゆき、全人類を次世代生命体とする」

　マスターはいかにも誇らしげに話すが、それは現在の地球人の終しゆう焉えんではないだろうか。肉体はともかく、人格や意識は死を迎えるということだ。

「現在の地球人は、もう滅びゆくものよ。戦争を繰り返す愚かな生き物。愛はあっても穢けがれている。けれど、別の完全な魂で上書きすることにより、その肉体は次世代生命体として永遠の幸福を得られる。素晴らしいでしょう？」

「そんなふうには、思えない」

「なぜ？」

「……さも壮大な計画であるように語っているけど、元は人間として生まれるはずだった魂が、人間の体に入るんだろう。……それで本当に地球が変わるのか？」

「マダナイ達たちにはわたしが意図的に手を加えてあって、もはやただの人間の魂じゃない。『私は我々』という感覚を有している。その感覚は現在の地球人にはないものでしょう。そんな感覚を持つマダナイ達たちが、その上愛情を完全に理解することができたなら、現在の地球人より優れた存在となってくれるはず。……少なくとも、現在の地球人であるあなた達たちよりは『マシ』よ」

　マスターの理想が理解できず、眩暈めまいがしそうだ。一旦、別の質問に切り替える。

「……マスター、もしかして君が『二ふた葉ばちゃんに』憑ひよう依いしたのも、全て計算のうちか」

「全て計算、とは言わないわ。ただ、この子……服部二葉の生まれなかった姉が、マダナイの中の一人だから。いずれマダナイ達たちがこんな観察をするかもしれない、そしてこの子と、そのおまけとして服部はつとり和かず久ひさが選ばれるかもしれない、とは思っていた。けれど別にそれを止める必要性はわたしにはない。むしろマダナイが愛情を知ることができるなら言うことはないから、放置しておいた。それだけ」

　ぐらぐら、と。

　闇のような光で、頭が揺れる。

「……マスター。君は二ふた葉ばちゃんの体の中で、服部はつとりさんの娘として、ずっと彼に育てられて生きてきたんだろう」

　強い光の下の、小さく脆もろい、二ふた葉ばちゃんの体に目をやる。さっきから目を覚ます気配がない。

「ええ、そう」

「…………なら。なぜ、服部はつとりさんを守らなかった」

　マスターである彼女なら、彼をこの地獄から救い出せたはずじゃないのか。ただ一言、マダナイに自分がマスターだと明かすだけでも、悲劇は防げたはずだ。──服部はつとりさんは、死なずにすんだはずじゃないのか。

「地球人の愛情を、確認したかったから」

「服部はつとりさんを、試したっていうのか」

「別に、わたしは、完全にパパを見捨てるつもりじゃなかったのよ。パパがわたしを撃とうとしなければ、地球人も捨てたものじゃないって、助けてあげたかもしれないのに。──でもパパは、結局わたしを殺そうとした」

　さっきは「服部はつとり和かず久ひさ」とフルネームで呼んでいたのに、今は「パパ」になっている。僕を挑発するためにわざとやっているのか、それとも……。

「わたしはね、無償の愛が見たかったの。絶対の愛が欲しかったの。どんな壁にも困難にも負けない、真実の愛を証明してほしかったの。……本当に愛していれば、たかが水を飲んだくらいで、その人を殺したりなんかしないはずでしょう」

　かっと頭に血が上る。今の言葉に僕の、三み重えさんへの想おもいも否定された気がしたからだ。

「服部はつとりさんは、君を……『服部はつとり二ふた葉ば』を愛していただろう」

「でもパパは、わたしを前にしても、衝動を抑えきれなかった。いくら水の効果が強力だとはいえ、それで崩れてしまうような脆もろいものなら、愛なんて呼べないんじゃないの？」

「僕が聞きたいのは、そんな言葉じゃない」

「じゃああなたは、何が聞きたいの」

「あのとき。あの、服部はつとりさんが撃たれて亡なくなったとき」

　これは、僕の願望なのか。そうであってほしいという妄想にすぎないのか。

「彼をいつまでも『パパ』と呼んでいたのは、二ふた葉ばちゃんじゃなく、君だったんじゃないのか」

　服部はつとりさんが亡なくなった翌日、二ふた葉ばちゃんは「パパはどこへ行ったの？」とずっと彼を探していた。僕はそれを、父親を失ったショックが大きすぎて現実を受け入れられていないのだとばかり思っていた。けれど。

　もしかして二ふた葉ばちゃんは、本当に何も知らなかったんじゃないのか？

「君は服部さんを……君のお父さんを、愛していたんじゃないのか」

　人間の肉体に憑ひよう依いしていただけの、人間ではないものであっても。六年間、愛され、守られ、大切に育てられてきたはずだ。

　子供は誰でも親を好きになるものだとは言わない。世の中には虐待するような親だっている。けれど服部はつとりさんは違った。二ふた葉ばちゃんをとても大事にしているということは、見ているだけでも伝わってくるような人だった。そんな人に育てられて、その人が亡なくなるとき、少しも心が痛まないものだろうか。もちろん、人間と「マスター」を一緒にして考えるべきではないなんてわかっているが──

　マスターが万物の親だというなら、ただ一つ、けして持てないものがある。

　親だ。

　マスターは二ふた葉ばちゃんに憑ひよう依いすることで初めて、「子供として」親の愛に触れることができたはずだ。

「ねえ、お兄ちゃん」

　もう二ふた葉ばちゃんの姿も何もしていない光球が、それでも幼い子供のような口調で、試すように、問いかける。

「愛って、何？」

　──それは、何度も。

　ここに来てから何度も何度も、考えさせられてきた問い。マダナイがずっと知りたがっていたもので、僕もずっと探していたもの。

　けれど今の僕に、愛を語る資格なんてない。

　三み重えさんと鹿か川がわを殺しておいて、僕は……。

「ねえ。これでもわたし、あなたには期待しているのよ？」

　炎が風に煽あおられ激しさを増すように、目の前の光が更に眩まぶしくなる。

「あなたはマダナイに愛情を教えることができるかもしれない、重要な地球人。愛情なんて持たないマダナイが──マダナイのうちの一人が、あなたにだけは、愛情の芽生えを見せている。これはいい傾向。

　ただ……今のままでは、穢けがれた愛でしかない。矯正したい。もっと別の……きっかけがあれば。マダナイはわたしの望む『完全』になってくれるかもしれない。僅かな可能性でも、現在の地球人以上の存在になってくれることに賭けたい。……その、最後のきっかけはきっと」

　一筋の光が──

　光の矢が、マスターから飛び出て、僕の足元を焼いた。

　床が、焼け焦げている。わざと外したようだが、もし少しでも今の光が当たっていたら、僕の肉も骨も溶けてしまっていたかもしれない。

「あなたの死が、もたらしてくれる」

　子供のような無邪気さで言われ、全身から冷たい汗が湧く。

「わたしが次世代生命体に望むのは、けっして他者を傷つけることのない純粋な愛情。永遠に争いを放棄する愛情。……マダナイには愛情がないから、誰が死んでも何も感じない。けど、もしマダナイに『死は悲しいもの』と刻みつけられるなら、それはわたしの望む結末」

　マスターから、暗く冷えたエネルギーのようなものを感じる。まるで、氷の刃を喉に突きつけられているかのようだ。

「山やま口ぐちさん！」

　ふっ、と。

　目の前に現れた虹色。マダナイだ。今まで僕とマスターの会話を、透明なまま聞いていたのだろう。

「山やま口ぐちさん、こちらに──、！」

　マスターが強く光ると、マダナイは一瞬虹色を震わせた後、ぴくりとも動かなくなる。

「ふふ、すごい。マダナイ。あなた、この地球人のこと、助けるつもりなの？　あなたは、誰が死んでも何も感じなかったっていうのに」

「……！　……っ!?」

　おそらくマスターがマダナイの動きを止めているのだろう。マダナイは金縛りに遭っているように動けず、声も出ないようだ。

「……そう。マダナイ、あなたはそこで黙って見ていて。あなた自身のためにも」

　あらためて、マスターは僕に語りかける。

「山やま口ぐち健けん次じ。あなたの死を、マダナイに焼きつける。そのときマダナイがどう変わるのかを、わたしは見たい。変われるのかどうかを、試したい。……神に、生いけ贄にえが必要なように。マダナイが完全になるために、あなたの死が必要なんだわ」

　強い光が、幼く聞こえる声が、向けられる空気が、その全てが僕を殺そうとしている。

「マダナイのために、死んでほしい。──あなたの愛を、証明してみせて」

　──証明？　死が、愛の証明になるというのか？

　愛というのは、その人のために死ねることなのか。以前マダナイとも話したけど、二ふた葉ば亭てい四し迷めいは愛を「死んでもいいわ」と訳したらしいしな。愛とは、自分の命すら惜しみなく差し出せることなんだろうか。

　マダナイのために死んでやる。そうしてマダナイを完全な存在にしてやる。それが、マスターに会うためだけにここまでやったあいつのためになるのかもしれない。

　いや。なぜ、僕がマダナイにそんなことをしてやる必要がある。僕がマダナイに愛を教えていたのは、あくまで自分がここから脱出するためだ。僕はあいつを愛しているわけではない。むしろ憎ぞう悪おしているのだから。

「さあ、お兄ちゃん」

　思考を巡らせている間に、マスターは何本も光の矢を放ってきた。咄とつ嗟さになんとか避けられたものの、足元で煙が上がる。

「……く、そ……！」

　僕は走った。逃げてもただの時間稼ぎにしかならないことはわかっている。わかっているのに、悪あがきのように近くの部屋へ逃げ込む。そして本当に何の意味もない行為だという事実を突きつけられる。扉に鍵はかからない。すぐに追いつかれてしまう。──もう、終わりだ。

「はあ……っは」

　震える息を吐き出しながら、何か策はないものかと周囲を窺うかがう。なりふり構わず飛び込んだけど、ここは誰の部屋だ。──誰の部屋だった場所だ。部屋の壁はメタルホワイトだ。ホワイトは、誰の部屋だったっけか……。

　何か武器が隠されていたりしないだろうかと、ベッドのシーツを剝いだ。そこで、紙のようなものを発見する。白い封筒に入った手紙だった。一度丸めたものを伸ばしたのか、くしゃくしゃな跡がついている。

　封を開け、中を見る。もはや藁わらにも縋すがる心境だったのだ。何か、この状況を解決するヒントでも書かれていないだろうか。救いを求め、便箋に目を通す。丸みを帯びた、女の子の字でそれは綴つづられていた。







　えーと、どう書けばいいんだろ。これはあたし、三み重え姫ひめ子この、遺書です。ありがちな出だしになっちゃうけど、これを誰かが読んでいるとき、あたしはもういない、ってことでしょう。

　希望を捨てたいわけじゃないけど、ここで暮らしてるかぎり、いつ何があってもおかしくないから、生きてる今のうちにこれを書いておきます。

　まず、ここで一緒に暮らしたみんなへ。あたしはもう、殺されたんだと思うけど、

　誰があたしを殺したとしても、あたしはその人を恨みません。

　あたしを殺したのが誰であっても、あたしは、その人を許します。

　……といっても、簡単にこれを書いてるわけじゃなくて、この結論を出すまで、正直言ってものすごく悩みました。

　だって殺されたのに相手を許すなんてそんなの、今まで育ててくれたお母さんやお父さんにすごく失礼なことでしょう。許すことが優しさじゃないのかもしれない。

　あたし、死にたいわけじゃなかったの。できれば生きていたかった。

　……昔ね。妹が亡なくなったの。まだお母さんのおなかにいたうちだから、名前もないし、正確な性別もわからなくて、弟かもしれないけど、多分女の子。多分、妹だったんだって。お母さんが、そう感じたんだって。

　あたしは、妹がお母さんのおなかにいたとき、自分に妹ができるんだ！　ってことがすごく嬉うれしかった。毎日わくわく、楽しみにしてたの。いつもお母さんのおなかをそっと撫なでさせてもらって、歌を歌ってた。大好きよ、早くあなたに会いたいって、想おもいを込めて。

　だけど願いは届かなくて、その子が生まれてくることはなかった。

　あたしはそれまで、お父さんとお母さんに優しく守られて育てられてきたから、世の中にこんな悲しいことがあるなんて、ってものすごくショックだった。本当に、すごくすごく悲しかった。

　……でもそれ以上に、お母さんのほうが辛そうだったから。だからあたしは、決めたの。あたしは妹のぶんまで生きるんだって。しっかり自分の人生を歩いて行くんだって。そうすることが、妹のためでもあるんだと思って。

　生まれてはこられなかったけど、あたしの、妹だもの。意味のない存在なんかじゃなかった。自分の命も、自分の大切な人ひと達たちの命も、当たり前なんかじゃなくて、奇跡みたいに今ここにあるんだって、妹は教えてくれた。……そう、考えることにしたの。

　だからね、本当に、本当に、死にたくなんてなかった。……でも、あの水の恐ろしさは、あたしもよくわかってるから。

　殺したくないし、殺されたくもなかった。だからあたしは、強がってたけど、いつもビクビクしてたよね。

　あたしは弱い。頑張って、強く生きなきゃって虚勢ばっか張っちゃうんだけど、本当は怖がりだし、怯おびえてばっかりだ。なんであたしはこうなんだろう、こんな弱い自分嫌だって、いつも思ってた。

　だけど山やま口ぐちはあたしに、「泣いてもいいんだよ」って言ってくれた。

　すごく、嬉うれしかったの。弱いあたしを、否定しないでくれたこと。

　あたしは、弱い自分が嫌だった。でもそんな自分が、その言葉で、許された気がしたの。……だから、あたしも、山やま口ぐちみたいになりたいって思った。

　そりゃああたしだって、水のこととか関係なく通り魔だのなんだのに遭ってたら、犯人を許せなかったよ。けして、殺人を許容するわけじゃない。殺人自体は、本当にやってはいけないことだよ。人として最低の行為だ。

　でもここでは、ここでだけは、殺人衝動は水のせいだから。人のせいじゃないから。見当違いな責め方を、したくない。誰のせいでもないことを、誰かのせいにしたくない。

　だからあたしは、あたしを殺した誰かを、許すよ。

　ここへ来てから、マダナイのせいであたしも、愛ってなんなんだろうってずっと考えてた。その答えを、山やま口ぐちが気付かせてくれた気がするの。

　人と人は傷つけ合う。変わらない愛も壊れない愛も永遠の愛もない。完璧で完全なものなんてない。

　けど、それを許せるのが人間じゃないかな。

　不完全を愛せるのが、人間なんじゃないかな。

　完全じゃなきゃ愛じゃないなんて、そんなことないでしょ？

　あたしは、そう思った。壊れたものがあっても直して、でなきゃ壊れたまま抱えて、生きてゆけるのが、人間でしょ。

　誰かを、許すことができる愛。弱いところも、間違えたところも全部、受け止めて許してあげられる愛。あたしは、そういうふうに人を愛したいと思った。







　……それと、この遺書が読んでもらえる保証なんて全然ないけど……お父さん、お母さん、学校のみんなへ。本当にごめんなさい。本当に、今までありがとう。あたしは幸せでした。最後がどうであれ、あたしはこれまでの自分の人生が好きでした。短い人生だったけど、みんなと会えてよかったです。

　もちろんいいことばっかりじゃなくて、こんなふうに宇宙人に監禁されちゃったりとかして、人生ってやっぱり、すごく辛いんだな、って思いました。

　それでもあたしは、自分の命が無意味だったとは思わない。どんな最後であっても、今までの楽しかった時間や幸せな日々があったことは、確かだもの。だから、あたしは自分の命と、それをくれたお父さんお母さん、今まで出会った全ての人に、感謝してる。

　お父さんお母さん、学校のみんな。それだけじゃなく、この星で会ったみんなも。

　生きて。お願い、生きてね。辛くても、生きてください。それが、あたしの願い。




　……さて。あたしの言いたいことは、これで全部です。

　みんな。今まで、ありがとう。

　さよなら。







　声に、ならない叫びが、喉を、突き上げる。

　くしゃくしゃの手紙。あのとき。あのパーティーの前に彼女がポケットに隠していたものは、これだったのだ。

　言葉にできない感情のまま扉の外へ出る。

「どうしたの、お兄ちゃん。死ぬ覚悟ができたの？」

　扉が開いてすぐのところで、マスターは煌こう々こうと光っていた。部屋の中に突入してくることだって容易だっただろうに、僕が自ら出てくるのを待っていたようだ。

「……僕、は」

「愛のために殺される覚悟は、できた？」

「僕は、殺されたり、しない」

　手にした遺書ごと拳を握りしめ、目を焼くような光を真っ向から見つめ、喉の栓が外れたかのような叫びを上げる。

「僕は死なない！　絶対に死なない!!」

　吠ほえるような叫びに、マスターは一瞬怯ひるんだ、ような気がした。僕がまともな判断力を失っていてそう見えただけかもしれないが、それでもいい。とにかく今、この言葉を止めるべきではないし、止められない。

「愛にはいろいろあって、きっと人の数だけ愛がある。服部はつとりさんのような守る愛も、鹿か川がわのような死ねる愛も、瀬せ戸とさんのような殺せる愛も、三み重えさんのような許す愛も。皆、本当に、違う。でも皆、愛なんだ。僕には僕の愛がある」

　瞼まぶたの裏に、彼女の笑顔が蘇よみがえる。

　その笑顔があまりにも眩まぶしくて。目の前の光球なんかよりずっとずっと眩まぶしくて。僕の目からはぼろぼろと、涙が止まらない。

　それでも、強く言い放つ。

「僕の愛は生きることだ!!」

　三み重えさんの遺書の言葉が、彼女の声となり再生される。

　──生きて。お願い、生きてね。辛くても、生きてください。

　そう、君が言ってくれたから。

　君が僕を、許してくれたから。

「徳とく島しまさんも、服部はつとりさんも、鹿か川がわも、瀬せ戸とさんも……三み重えさんも……僕は、皆が大切だった。いや、大切だ。愛してると言っていいさ。……そうだ、愛してるから、死んでなんかやるか！　愛してるから、僕は生きる!!」

　わかってる。どんな綺き麗れいごとを言っても、僕は三み重えさんと鹿か川がわを殺した。救われるべきじゃない。救いなんていらない。絶対に幸せになんてならない。でも、それでも、少なくとも今ここでこいつに殺されたりはしない。地球に戻って、然しかるべき刑を受けて償う。──目の前の安易な死に逃げることは、三み重えさんを裏切ることになるから。

　地獄のような苦しみの中で、もがき続けてやる。

「無駄よ」

　マスターは太陽のように輝いているのに、言葉はどこまでも冷たい。

「あなたはわたしに殺される。愛のために。完全な次世代生命体のために」

　刹那、光の矢が放たれる。かろうじて胸を貫かれるのは避けられたものの──

　右腕が、一瞬にして、吹き飛ばされた。

「────ああああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶叫が漏れる。僕はその場に崩れる。焼けるような激痛にのたうち回る。

　肩から先に腕がない。まるでレーザーの刃物で焼き切られたかのようで、血こそほとんど出ていないが、ない。何も、ない。僕の右腕が僕の体になく、ゴミのような肉片として床に転がっている。

　一秒にも満たないうちに、いとも簡単に、自分の体の一部が失われてしまった。筆舌に尽くしがたい痛みに歯を食いしばり、芋虫のように這はいずり回まわる僕を見下ろすように、マスターは宙を浮遊している。どうだ、これで終わりだ。そう言わんばかりに。

「……ふ、ざける、な」

　残された左手を固く握る。あまりの痛みで白く霞かすむ視界の端に、黒いものが映る。

　二ふた葉ばちゃんの手に握られた──さっき、マスターが瀬せ戸とさんを撃った、銃。

「……こ、れで……終わりだなんて……思うな」

　這はうようにして左手で銃を拾い、ふらつく体でなんとか立ち上がって、マスターに銃口を向ける。

「マスターだかなんだか知らないが──おまえの思い通りになんて、なってやるか」

　引き金を、引いた。

　無茶苦茶に銃を撃ちまくる。マスターに向けて。銃弾はマスターを傷つけることなく通り抜けてゆく。それでも引き金を引き続ける。右腕が失われたことにより、体は悲鳴を上げ、患部は地獄のような痛み苦しみを叫んでいる。頭はぐらぐらと揺れ、ひどい吐き気を催す。ただ立っているだけでも拷問のようで、引き金を引くたび気を失いそうだった。
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　けれど倒れそうになるたび、三み重えさんや徳とく島しまさん、鹿か川がわや服部はつとりさん、瀬せ戸とさんのことが、脳裏を過よぎる。そうすると足に力が入り、立っていられる。──立っていなければ、と思う。

「……地球人をなめるな」

　視線を後方の床へやれば、もう自分の体にはない、自分の右腕の残骸が見える。

　片手でも、銃は撃てる。死に抗あらがうことは、できる。

「地球人には、愛がある。生きる力があるんだ！」

　叫びながら、また引き金を引く。相変わらず銃弾はマスターを通り抜けてゆく──が。

　気付けば壁にいくつも、血ち飛沫しぶきのような赤がひろがっていた。

　これはなんだ。マスターの血──？　まさか。

「愚かね。わたしにいくら銃を撃っても、何の意味もないのに」

「痛くないか」

「当たり前でしょう。わたしには、銃弾なんて当たらないもの」

　そうだろうな。

「大体ね、山やま口ぐち健けん次じ。それは──」

　銃弾そのものに意味なんてない。だが。

「服部はつとりさんも、こうして撃たれたんだぞ」

「…………」

「君のお父さんは、銃で、撃たれて死んだ。……君なら、助けられたはずなのに」

　何も答えないマスターに銃を撃つ。やはり、壁が赤く染まる。マスターの光が一瞬、息を吹きかけられた蠟ろう燭そくの火のように、揺れた。

「それでも痛くないか、どうなんだ！　答えてみろよマスター!!」

「山やま口ぐち健けん次じ」

　目を焼くような光が膨らんでゆく。矢として放たれる前の、星のような巨大な塊が、僕を殺すための輝きを増してゆく。

「死になさい」

　静かな声とともに、光の矢が、まっすぐ僕へ放たれようとし──

「やめなさい、マスター!!」

　その前に、マダナイが、立ち塞がった。

　マスターは驚いたように、光を消す。

「……わたしとしたことが。山やま口ぐち健けん次じの挑発で、気が乱れた、か……」

　意図せず、マダナイへの金縛りが解けてしまったようだ。

「山やま口ぐちさん、すみません。目の前であなたが痛めつけられたのに、私は、何も、できなかった」

　マダナイは後悔と自責を声に滲にじませ、マスターは逆に、歓喜を表すように光る。

「すごいわ、マダナイ。あなたがそんなふうに他人の痛みを悲しむなんて。ますます……山やま口ぐち健けん次じを殺してみたい」

「そんなことはさせません。山やま口ぐちさん、手を」

「え？」

　反射的に、銃を持ったままの左掌てのひらをマダナイに差し出す。マダナイが、ひゅっとその手に何かを落とす。

「これは……？」

「宇宙船の鍵キーです。ホールの奥の壁に『アーシャ』と唱えると、壁が開き宇宙船に辿たどり着つけます。自動操縦設定にし、行き先は地球にしてあります。乗り込み、入口にあるキーホールに鍵キーを差し込むだけで、そのまま地球に向かいます」

「え……？」

「マダナイ。彼はあなたが完全になるために必要な存在。逃がしてはいけないわ」

「いいえ。私は、皆さんを逃がします」

　……「皆さん」？




「三み重えさんと鹿か川がわさん、瀬せ戸とさんは、生きています」




　──ドクン。

　ドクン、ドクンと。

　心臓が、希望に、脈打つ。

「……徳とく島しまさんと服部はつとりさんは、間に合わなかった。そのときの私はまだ、何も知らなかったから。助けることなんてできなかった。助けたいとすら思わなかった。二人が死んでも、何も感じることができなかった……けれど」

　頭が真っ白だった。その後に続けられる言葉に、希望と歓喜が溢あふれ涙が零こぼれそうになる。

「私はあるきっかけにより、自分の正体に気付いたのです。その後すぐ、皆さんを救おうと決意しました。問題はどうやって救うか。ただ観察を中止して皆さんを地球に送ればそれが一番いい。──けれど、私は同時に、わかってしまったのです。マスターの『肉体をくださる』という意味、マスターの思惑。そしてマスターが誰かの中で我々を観察していること。……だから、マスターに気付かれないように皆さんを助ける必要があったのです。

　問題は、誰の中にマスターがいるのかわからないことでした。元々の皆さんの人格も残して憑ひよう依いしているのなら、判断が難しい。全員に可能性がある。

　そこで私は、別のマダナイ達たちと合体することで、喋しやべることなく──誰にも会話を聞かれることなく、私の思考を、計画を分け与えました」

「……その結果が、山やま口ぐち健けん次じが今持っている、あの銃というわけね」

　まだ呆ぼう然ぜんとしている僕と対照的に、マスターは既に全てを理解した声色だった。

「そう。私の計画は、その銃で山やま口ぐちさんに皆さんを撃っていただくこと。皆さんの中の誰かにマスターがいるとしても、それまでの行動や会話から、山やま口ぐちさんは可能性が低そうと思えたからです。その銃で山やま口ぐちさんが誰かを撃てば、死体を捨てに行くふりをしてその人を宇宙船に運ぶ。また、もし山やま口ぐちさんが撃とうとした相手がマスターならば、正体を現すはず。

　だから、あえて山やま口ぐちさんに水を大量摂取させました。あそこまですれば、誰がマスターであっても、私が山やま口ぐちさんや皆さんを助けようとしているとは、思わないでしょうしね。

　そして……我々は衝動で暴走した山やま口ぐちさんに、その銃をお渡ししました」

　左手に鍵キーと共に持っている銃を、あらためて見る。黒く、固い、普通の銃に見えるが──？

「弾に、とあるものを仕込ませていただきました。我々が皆さんをこの星へ運んでくる際に使ったもの、瀬せ戸とさんが徳とく島しまさん殺害の際に使ったのと同じものを、です」

　床に転がった瀬せ戸とさんが持つ、針が視界に入る。マダナイとマスターの輝きを反射し煌きらめいている。

「この針は、水同様、この星特有のもの。この星の水は、飲むことにより人を殺したくなりますが、この針はまた別の効果を持つ。──刺すことにより、人を仮死状態にします」

　仮死状態──そうだ。マダナイは最初から確かに、言っていた。僕ぼく達たちを仮死状態にしてこの星へ運んできた、と。

　仮死というからＳＦでよくある、冷凍睡眠装置を使ったコールドスリープかと思い込んでいた。だが、違ったのだ。

「私は銃に、普通の銃弾の代わりに、この針を仕込んだとある弾を装塡しておきました。地球人である山やま口ぐちさんには、シムニッション弾薬に近いものとお考えいただければいいでしょうか。我々が作製した特別性の弾薬ですので、厳密には違いますが。発砲したら対象に針が刺さって仮死となり、赤い液体が付着して外見上も死んだように見えます。──そう、山やま口ぐちさんが血だと思っていたもの、あれは血ではありません。血と同じ色・同じ匂いの液体です。

　そうして私は、その偽装の死体を皆さんに確認される前に素早く回収し、外に捨てに行くふりをして宇宙船に乗せました。現在お二人は、仮死状態のまま船内のベッドに寝かせています」

　信じられない。

　生きている？　三み重えさん達たちが？

「──そういうわけです、山やま口ぐちさん。なお、こちらの針を刺せば、次第に体の仮死が治り、数時間後には意識も回復して、元の生きた状態に戻ります」

　マダナイは人数分の針を僕の前に出す。当然だが、仮死にする針があるなら、それを戻す針もあるのだ。でなければこの星に連れてこられた後の僕らが目を覚ますこともなかった。徳とく島しまさん殺害の際も、瀬せ戸とさんは、一度仮死にして手首を切った後、出血しやすくするために、この針を使っているはずだ。

　僕は銃を捨て、針と鍵キーを左手で、しっかり握りしめる。

「さあ、早く行って。瀬せ戸とさんと……二ふた葉ばさんを連れて逃げてください。マスターが離れた今、その子はもうただの地球人の子供です。まだ、救うことができます」

　その言葉ではっとする。うまくいけば、彼女もここから解放できる。服部はつとりさんと交わした約束──「二ふた葉ばちゃんを殺さないし、誰にも殺させない」を、守ることができるのだ。

　けれど、いくら二ふた葉ばちゃんが小さいとはいえ、まったく動かない人間を二人抱えて走ることは、片腕を失った今の僕には難しい。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、僕は二ふた葉ばちゃんを揺り起こす。瀬せ戸とさんのほうは、マダナイに渡された針を刺しても意識が戻るまで時間がかかる。だが以前の説明によると、針は一度使用すれば効果が激減する。現にマスターはさっき、刺された後も「彼女の体で」すぐ起き上がったのだから。

　二ふた葉ばちゃんの目が開いたのを確認した後、瀬せ戸とさんをどうにか、片腕だけで担かつぐように自分の肩で支えた。

「二ふた葉ばちゃん。立ってくれ」

　目は開いているのに、彼女は何も言わない。その目はただただ虚うつろだ。

「立て。立ち上がるんだ」

　やはり彼女は何も言わない。人形のような静かさを貫くだけ。

「生きようとしてくれ！　君のお父さんは言っただろ！　君の幸せが、自分の幸せでもあるんだって！」

　二ふた葉ばちゃんの目に一瞬、光が戻る。

　そうだ。思い出せ。服部はつとりさんが亡なくなる前日、彼が言っていたこと。

「君が生きることが、君が幸せになることが、君のお父さんのためでもあるんだ。──君の存在が、服部はつとりさんが生きた証あかしなんだ」

　だから起き上がってくれ。自分の足で歩いてくれ。

　必死だった。祈りだった。懇願だった。幼い二ふた葉ばちゃんに、どこまで伝わったかわからないが。

　それでも、ふらつきながら。

　彼女は、立ち上がる。

「行こう」

　瀬せ戸とさんを担かつぎ、僕は二ふた葉ばちゃんと走ろうとする。痛みとぐらつく意識のせいでとてもまともに走れる状態ではなかったが、どんなに遅くても、一歩一歩、足を動かした。

「……マダナイ、あなたが他人を助けるなんて！　あなた、愛を理解できたの？　あなたはもう、完全になっていたの？」

「マスター」

　僕が足を進めている間も、背後からマスターとマダナイの会話が聞こえてくる。




「我々は次世代生命体になどなりません。このまま消えます」




　────え？

「何を言っているの。正気なの、マダナイ」

「正気でも狂気でも、どちらでもいいです。私は山やま口ぐちさんや皆さんを助けたいだけ。我々が完全な次世代生命体となることで現在の地球人の意識が滅ぼされるのならば、私は、我々などいりません」

「……そう。でも、マダナイ。『あなた』が消えることを望んだとしても、はたして『あなた達たち』も消えることを望むかしら？　他のマダナイ達たちは、完全な次世代生命体になりたいはずで……」

「次世代生命体には、なりません」

　はっきりと。

　別のマダナイが、声を上げた。

「……あなた達たち……？」

　ふっ、ふっ、と、周囲に何人、何十人ものマダナイが姿を現す。太陽のような光球を、虹色が取り囲んでいた。

「マスター。私わたし達たちがこれまで存在し続けてきたのは、もう一度あなたと会い、これから私わたし達たちはどうすべきなのかを考えたかったからです」

「ずっと、もう一度だけマスターに会いたいと思っていました。だから今まで消えられずにいました。……ですが、もういいです」

「私わたし達たちはもう、自分について知ることができました」

「そう、私わたし達たちにも、家族がいたということを」

「なのに、私わたし達たちは徳とく島しまさんと服部はつとりさんを死なせてしまった」

「山やま口ぐちさんや鹿か川がわさんにも、重傷を負わせてしまった」

「そう、私わたし達たちのせいで」

「私わたし達たちには記憶がありません。だから、誰が、私わたし達たちの中の誰の家族なのかはわからない」

「それでも皆さんを、助けてあげたいと思う」

　大勢のマダナイ達たちが、こぞってマスターに語りかける。

「いいの、そんなことを言って。あなた達たちは完全な次世代生命体として幸福を得て、この先も存在し続けることが可能なのに」

「ならお聞きします。家族を犠牲にした『完全』に意味はありますか、服部はつとり和かず久ひさを目の前で失った、マスター」

　その言葉は、マスターにとってとどめになっただろうか。あるいは万物の親の思考は僕らの考えなど及ばないもので、そんな一言などマスターにとっては些さ末まつなものにすぎなかっただろうか。

　ただ、マスターはそれ以上何も、言うことはなかった。

「さあ。終わりにしましょう。私わたし達たちを……『我々』を」

「マダナイ！」

　死んでほしい、殺してやりたいと何度も願った相手。けれどマダナイが消えると聞いた今、僕はこれまでの何もかもを放り出し叫んでいた。

「やめろ、消えたりするな。愛がどんなものなのか、僕はさっき言ったばかりだろ！」

「山やま口ぐちさん。愛は人によって異なるものなのでしょう。愛が生きることだというのは、あなたが出した、あなたの答え。私には、私の答えがあるのです」

「じゃあおまえの愛は、なんだっていうんだ！」

　ほんの僅かだが、間が生まれた。マダナイは、赤や、橙だいだいや、青や緑や紫を、潤むように発光させていた。

「──生きていてほしいと、願えること」

　言葉が。そこに、込められたものが。

　胸を、刺すようだった。

　刹那。絵の具が滲にじんでゆくかのように、マダナイの輪郭がぼやけ、淡い虹色がひろがってゆく。そのまま溶けて、消えてしまうように。

　……「ように」ではない。

　周囲のマダナイ達たちも皆──虹色の粒となってゆく。

「山やま口ぐちさん」

　糸が解けてゆくようにゆっくり存在を失いつつある中、マダナイは言った。

「お姉ちゃんを、よろしくお願いします」

　パズルの最後のピースがはめられたように、言葉が、僕の中にすとんと落ちた。

　マダナイはいつも僕らを観察していた。三み重えさんの遺書も、知っていたはずだ。だが最初それを見たときは、自分の正体などわかっておらず、何も感じなかったのだろう。

　けれどマダナイは三み重えさんの家族ごっこのとき、彼女が自分の「母親ではない」と感じていた。そして僕とのデートで、歌い、撫なでられたことで、思い出した。記憶のない昔。同じように、自分のためだけに誰かに歌ってもらい、撫なでられたことがあると。

　そうしてその後、マダナイは三み重えさんの遺書を、もう一度、読み直した。

「私は愛されていた。……そして、あなたに出会うこともできた」

　マダナイは、愛がなかったわけじゃない。

　知らなすぎただけだ。何もかも、全てを。

「あなたは、いつでも皆さんを守ろうとしていました。あなたは私を愛すと言ってくれました。私に自分のことを打ち明けてくれました。私に歌ってくれて、私を、撫なでてくれました」

　マダナイに顔なんてない。だから表情なんてない。

　だけど僕には、そのときマダナイが笑ったのが、はっきりとわかった。

「山やま口ぐちさん」

　僅か一瞬、浮かんだ。虹色の光の中に、笑顔が。

「──私は、宇宙人です。名前はまだない」

　彼女に似た優しい眼まな差ざし。どんな光より眩まぶしい笑顔。

　──虹色の光は、弾はじけるように、霧散した。

　同時に、僕は最後の力を振り絞って走り出す。瀬せ戸とさんを連れ、二ふた葉ばちゃんと共に。

　やがてホールに辿たどり着つき、さっきマダナイが言った言葉を唱える。アーシャ──二ふた葉ば亭てい四し迷めいが愛を「死んでもいいわ」と訳した小説の原題だ。壁が二つに分かれるように開き、宇宙船が現れる。

　自動操縦設定になっている宇宙船は、僕らが搭乗し、鍵キーを入れるとすぐに動き出す。僕は瀬せ戸とさんを肩から下ろし、大きく息を吐き出す。二ふた葉ばちゃんも、走ったせいで息を乱していた。僕の耳には焦げつくようにさっきの言葉が残り、リフレインしていた。

　──私は、宇宙人です。名前はまだない。

　三み重えさんの妹だと自分の正体を知った彼女が、なぜそんなことを言ったのか。答えは明白。その言葉は、言葉そのもの以外の意味を持つ。月が綺き麗れいですねと言うように、死んでもいいわと言うように。

　いつか言った僕からマダナイへのI　love　youは「名前をあげる」。

　そのときあいつは言った。僕が名前をつけるのを待っていると。

　いつまでも、いつまでも待っていると──

「……つけ、るよ。名前」

　体の奥から目へと熱い液体が込み上げる。しゃくり上げるように、僕は語りかけた。もういないあいつへ。

「おまえの、名前……何度でも、何度でも呼ぶから……」

　いつかあいつに、似合わないと言った名前。だけど今は、その名前しか心に浮かばない。浮かぶまま口にし続ける。

　どれだけ呼んでも、もう、おまえに届くことはないけれど。

　目を覆う液体で世界がぼやけ霞かすむ。疲労のせいか、全身の激痛のせいか、全てを終えた安あん堵どのせいか、どっと倦けん怠たい感が押し寄せるように、力尽きるように、意識も白く染まってゆく。

「二ふた葉ばちゃ……これ……で」

　最後の力を振り絞るように、彼女に、仮死から戻す針を渡す。

「三み重えさん達たちを……目覚めさせ……」

　僕の意識は、そこで、途切れた。










　　　──　シチ　──




　夢だろうか。

　意識がまだ覚醒しておらず、視界に靄もやがかかっている。とても、とても長い間眠っていたかのように、頭が重い。

　背中の感触からするに、どうやら僕はベッドの上に寝ているらしい。目の前には、白い天井。呼吸をすると感じる、空気まで消毒されているような、病院特有の匂い。ここはどこだ。宇宙船の中なのか？　それともまさか、僕が意識を失っている間に地球に着いて、誰かが救急車を呼んでくれたとでもいうのか。

　さあっと風が入り込んで、頰を撫なでる。視線をそちらにやると、僕のベッドの脇、パイプ椅子に、誰かが座っているのがわかった。窓の外は見事な晴天で、逆光のためその人物の顔はよく見えない。

　ただ、風でさらさらと、長いポニーテールが揺れている。

　僕は彼女に左手を伸ばす。指先が温かな頰に触れる。彼女の温度を、生きている感触を確かめるように頰を撫なでる。ほどなくして指先が濡ぬれた。彼女の涙だと気付く。手を引っ込めるべきかと思ったが、彼女は僕の手に自分の手を重ねてきた。そこでやっと彼女の表情がわかった。彼女はぼろぼろに泣いて、けれど、微笑している。

　やはりこれは夢か。僕の妄想か、走そう馬ま灯とうのようなものではないだろうか。

　それでも。

　消えてしまいそうな光を摑つかむように必死に、体を起こし、存在する左腕と存在しない右腕、その両腕で彼女を抱いた。

　柔らかな風。外からの陽光が、世界を白く彩いろどる。







あとがき




　どうしても元気が出ない、どん底の気分のときに読みたい物語ってどんなものでしょうか。

　暗さなんて吹っ飛ばしてくれるような明るい話、というのももちろんアリだと思いますし、私も大好きです。ただあまりにどす暗い気分のときだと、キラキラ楽しい話を読んでも眩しすぎて受けつけなかったりします。「こんなに何もかもうまくいくわけないよなー」と逆に沈んだり惨めな気分になったり。明るさだけが救いになるとはかぎらない。

　そんなわけで……というわけでもありませんが、本作においてキャラ達は全員もれなく酷い目に遭っています。

　ただ、酷い目に遭っても、それを乗り越えようとしたり、立ち向かったり、逆に受け入れたり、置かれた状況に対し何を考えどう動くか、それはキャラ次第になっています。テーマの一つである「愛」についても、全員最終的に出す答えが見事にバラバラなのですが、誰が正しくて誰が間違っているとかいうわけでもなく。何を選びどう動くかは自分次第だと。そんなようなことをぼんやり思いながら完成させた作品ではあります。ほんの僅かでも、読んでくださった方の心に触れるものがあれば、それ以上の幸せはありません。




　さて、それでは謝辞を。




　イラストレーターの麦春あやみ様。素晴らしく美しく、かつ迫力のあるイラストをどうもありがとうございます。キャラデザや表紙などを見たとき、生きててよかったと思いました。作業中、疲れたときなどに麦春様のイラストを見てやる気を出しております。




　担当編集様。未熟な私を長い間ご指導くださり、もはや言葉にできないレベルで感謝しております。いろいろとご迷惑をおかけしてしまうこともあり申し訳ないですが、ここまで頑張ってこられたのは、担当様のおかげでした。本当に、ありがとうございました。




　他、校閲様。デザイナー様。出版に関わってくださった全ての方々。いつもお世話になっている母。以前プリンターがぶっ壊れたとき力を貸してくれた父。突然の頼みに快く応じてくれたみきる。リアルやネットで応援してくれた友人達。皆様感謝しています。




　何より、ここまで読んでくださった読者様。本当に、本当に、ありがとうございます。

　それでは、またお会いできると幸せです。





神田夏生　　
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神かん田だ夏なつ生み

タイトルは略すと狂アイ＝「狂愛」になるというふうに考えましたが、狂気でもモアイでも狂モアイでも、呼んでいただけるのはなんでも嬉しいです。どうぞお好きなように呼んでください。
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イラスト／麦むぎ春はるあやみ

初めまして、ずっとやりたくて仕方なかったノベルの挿絵を担当させて頂けてとても嬉しいです。部屋の改装もずっとやりたくて出来ていない事の一つなのでそろそろ達成したいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「神田夏生先生」係

「麦春あやみ先生」係











初出




本書は第21回電撃小説大賞応募作品『狂気ノ沙汰モアイ次第』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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狂きょう気きの沙さ汰たもアイ次し第だい








神かん田だ夏なつ生み
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